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序文

鎌倉市教育委員会

教育長 米倉雄二郎

近年、鎌倉の街では古い家屋や庖舗の建て替えが相次いでいます。その中で、

埋蔵文化財に対して影響のある工事も多くなっています。このため、個人専用

住宅等の建設に際しては、昭和59年度から国・県の補助を受けて鎌倉市教育委

員会が調査主体となって発掘調査の実施につとめてきました。

先人の遺産である文化財を守ることは、現在に生きる我々の責務であります

が、市内のおよそ 6割の地域が埋蔵文化財包蔵地となっている本市の場合、特

に市民の皆様のご理解とご協力なくしては、埋蔵文化財の保存や発掘調査の実

施が不可能であることは言うまでもありませんO 工事計画の策定にあたっては、

できるだけ早い時期から当委員会と協議を行い、文化財の保護について最善の

措置をはかつてくださいますようお願いを申しあげます。

本書は平成 8年度に国・県の補助を受けて鎌倉市教育委員会が実施した個人

専用住宅・庖舗併用住宅等の建設に伴う発掘調査の記録です。本書が鎌倉の歴

史を明らかにするために少しでも役立つことを祈念するとともに、 調査の実施

に際してお世話になった調査員・ 事業者・工事関係者をはじめ多 くの方々に、

心からお礼を申しあげます。

皿



例昌

l 本書は平成 9年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊

急調査に係わる発掘調査報告書 (2分冊)である。

2 本書所収の調査地点及び所収分冊は別表・図及

び目次のとおりである。

3 現地調査及び出土資料の整理は鎌倉市教育委員

会文化財謀が実施した。

4 出土遺物及び写真 ・図面等の資料は、鎌倉市教

育委員会文化財課が保管している。

5 各調査内容の詳細は、各々の報文を参照された

し、。
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平成 9年度調査の概観

平成 9年度の緊急調査実施件数は前年度からの継続を含め、 18件で対象面積は1，189.31ばであった。

前年度の19件、 1，253.93m'と比較し件数、面積ともにほぼ同様の傾向を示している。

調査原因の内訳は、個人専用住宅建設に関するものが14件、庖舗併用住宅建設に関するものが4件と

なっている。個人専用住宅建設に係るもののうち、 5件が車庫の造成を直接的な調査原因としている。

このことは敷地内に車庫を確保し、土地の有効利用を図ろうとするものに他ならないものと窺われる。

また同様に土地の有効利用を図ろうとするものとして、地下室を設置しようとするものが 2件みられた。

平成 7年の阪神・淡路大震災の発生以降、個人専用住宅においても耐震性を考慮して地盤改良や鋼管杭

打設工法を採るものが増加しており、本年度はこれらの工法を調査原因とするものが 5件みられた。こ

うした調査原因による発掘調査は今後もさらに増加していくものと予測される。

本年度は若宮大路を中心とする市街地中心部での発掘調査事例が例年より少なく、市街地中心部を取

り巻く谷戸内や鎌倉地区の外周にあたる丘陵部等に調査地点が分散する傾向が認められた。いわゆるバ

ブル景気の崩壊後、景気の低迷が続き市街地中心部において個人専用住宅との併用を含む庖舗ピル建設

に代表されるような規模の大きな建設事業が活発に展開されるまでには景気動向が回復を見せていない

ことが皮肉にも発掘調査の実施状況からも窺われるところである。以下、各地点の調査に至る経過と調

査成果の概要を紹介する。

1 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

鎌倉駅の西隣、若宮大路を中心として大きく広がる当該遺跡の西端近くに位置する。平成 8年11月に

庖舗併用住宅の事前相談があり、地下室を設置する計画であったため試掘調査を実施したところ、地表

下80cm以下に遺構面が確認された。このため、事業者と協議したところ、工事の実施により遺構の損傷

が避けられないものと判断されたため、文化財保護法の手続きを行い、調査実施方法等の協議が整った

後、 自己用区域を対象として平成 9年 3月10日から 5月20日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、 13世紀中葉から14世紀後葉にかけての方形竪穴状遺構、土墳及び、溝状遺構等が発見され

た。調査地点西方をほぼ南北に通る今小路から現JR横須賀線にかけての地域では、これまで駅西口広

場から市役所前にかけての一角を除いて発掘調査の事例が少なかったため、中世の土地利用の実態が明

らかになっていなかったが、本調査地点での調査成果は大きな収穫と位置付けられる。

2 北条時房・顕時邸跡 (No.278)

若宮大路の西側、鶴岡八幡宮から南に約220mの位置に所在する。平成 8年 1月に庖舗併用住宅の事

前相談があり、クイ基礎の計画であり、隣地の発掘調査の結果から工事の実施により遺構の損傷が避け

られないものと判断されたため、発掘調査の実施を前提に事業者と協議し、文化財保護法の手続きを経

て、調査実施方法等の協議が整った後、自己用区域を対象として平成 9年 3月12日から 6月19日まで発

掘調査を実施した。

調査の結果、これまでに近隣の調査地点で明らかにされているのとほぼ同様に、井戸跡、溝跡、多数

の柱穴群及び土旗等が発見されている。出土遺物についてみると、やはり木製品の多さが目立つ遺跡で

ある。
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3 宝蓮寺跡 (No.374)

鎌倉駅の西方、佐助ヶ谷の奥のー支谷に位置する。平成 8年12月に専用住宅建設の事前相談があり、

地盤改良のクイ基礎計画であったため試掘調査を実施したところ、地表下70cm以下に遺構面が確認され

た。このため、設計変更を含め、 事業者と協議したが設計変更等が不可能とのことであり、工事の実施

により遺構の損傷が避けられないものと判断されたため、文化財保護法の手続きを行い、平成 9年 3月

17日から 5月21日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、 13世紀から14世紀中頃にかけての合計 8枚の生活面が確認され、 2軒以上の比較的規模

の大きな掘立柱建物跡や、据聾遺構等が発見された。地業面の多さからは破砕泥岩による版築行為が繰

り返しく実施された谷戸内における活発な開発の様子が窺われる。

4 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

若宮大路の西側、商庖街として知られる小町通りの中程から若宮大路に抜ける四ツ角の東側にあたる

位置に所在する。平成 8年 7月に応舗併用住宅の事前相談があり、クイ基礎の計画であり、隣地の発掘

調査の結果から工事の実施により遺構の損傷が避けられないものと判断されたため、発掘調査の実施を

前提に事業者と協議し、文化財保護法の手続きを経て、調査実施方法等の協議が整った後、自己用区域

を対象として、平成 9年4月24日から 7月15日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、破砕泥岩の版築地業による道路遺構や、木材によって壁や床を構築した半地 F式の建物

遺構が極めて良好な状態で発見された。

5 積善遺跡 (No.440)

市域の東部、十二所の六浦道の南側に位置する。平成 9年3月、自己用住宅に係る車庫造成の事前相

談があり、本調査地点が前年度に発掘調査を実施した地点の北側に隣接する地点であることから、隣接

地における発掘調査の成果からみて当該工事計画の実施により遺構の損傷が避けられないものと判断さ

れた。このため事業者と協議し、文化財保護法の手続きを行い、事業者の準備が整った後、平成 9年 5

月8日から 6月12日まで発掘調査を実施した。

調査対象地は狭小で、あったが、工事掘削深度までの深さに13世紀末から14世紀にかけて造成された数

枚の地業面が確認され、それに伴う掘立柱建物跡やかわらけ溜まりが検出された。なお、工事掘削深度

以下にも包含層が続くことが確認されたが、工事による掘削が及ばないため、調査の対象外とした。

なお、本遺跡の遺跡名称は従前、「明王院門前遺跡」とされていたものであるが、市内の埋蔵文化財

包蔵地の名称の適否について検討‘を実施した結果、平成10年 1月31日付で「積善遺跡」と名称変更を

行ったものである。

6 浄妙寺旧境内遺跡 (No.408)

市域の東部、県道金沢・鎌倉線の沿道北側に面し、史跡浄妙寺境内の東南に位置する。平成 9年 3月

に専用住宅建設の事前相談があり、県道に面した敷地の南側を部分的に切り下げて車庫を作る設計であ

るため、試掘調査を実施したところ、現地表下60cm以下に遺構面が確認された。このため、埋蔵文化財

に対する影響が避けられないものと判断されたため、 事業者と協議し、文化財保護法の手続きを行い、

平成 9年 5月12日から 6月13日まで発掘調査を実施した。
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調査の結果、 13世紀中頃から14世紀前半にかけての合計 3而にわたる中世遺構面を雌認し、礎板を有

する柱穴等が発見された。

7 長勝寺遺跡 (No.313)

材木座に所在する日蓮宗寺院長勝寺の南側丘陵部に位置する。平成 9年 4月に専用住宅の事前相談が

あり、敷地が斜面地の縁辺部にあたるため、基礎の一部をクイ構造とする計画であったため試掘調査を

実施したところ、地表下30cm以下に遺構面が確認された。このため、設計変更を含め、 事業者と協議し

たが設計変更等が不可能とのことであり、 工事の実施により 遺構の損傷が避けられないものと判断され

たため、文化財保護法の手続きを行い、 平成9年6月16日から7月1日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、 15世紀後半から16世紀にかけての時期と考えられる火葬祉が雌認され、 銭、かわらけ、

歯及び焼骨等が出土している。該却jにおける長勝寺周辺の土地利用の実態として注目される調査成果と

いえよう 。

8 大倉幕府北遺跡 (No.193)

大倉幕府跡の北方、西御門二丁目 に展開する谷戸の最奥部近くに位置する。平成 9年5月に個人専用

住宅建設の事前相談があり、敷地の一部を切り下げ車庫及び隣地との地境に擁壁を建設する設計であっ

たため試掘調査を実施したところ、地表下70cm以下に遺物包含層 とみられる土層堆積が確認され、埋蔵

文化財に対する影響が避けられないものと判断されたため、 事業者と協議し、文化財保護法の手続きを

経て、 事業者の準備が整った後、 平成9年 7月1日から 7月4日まで発掘調査を実施した。

本格調査を開始し順次、調査区を拡大してゆくなかで、 当初、遺物包含胤 とみられた土層堆積の大半

が僅かに中世遺物を含むものの、後世の造成による盛り土であることが判明したため、調査計画を変更

して早々 に現地での調査を終了した。

なお、本遺跡の遺跡名称は従前、 「北御門造跡Jとされていたものであるが、市内の埋蔵文化財包蔵

地の名称の適否について検討を実施した結果、平成10年1月31日付で 「大倉幕府北遺跡」と名称変更を

行ったものである。

9 政所跡 (No.247)

鶴岡八幡宮の東側一帯に位置する。平成 9年5月、折しも 当該地においてクイ 工法による基礎工事が

実施されている状況を文化財謀職員が確認し、この工事が埋蔵文化財を損なう工事であるとの判断から

一時、 工事の中断を事業者に指示した。当該地の近隣においては、これまでにも数地点において発掘調

査が実施されており、これらの調査成果から埋蔵文化財ーがかなりの密度をも って存在することが充分に

予想されるところであった。ただちに本件工事が実施されるにいたる経過を調査のうえ、 事業者との協

議を開始するとともに、既に着工された工事によ って遺構の一部が損なわれている状況の取り扱いを含

め、文化庁記念物課ならびに神奈川県文化財保護課との数回にわたる協議を経て、最終的には当該建築

工事が個人専用住宅の建設に係るものであり、 早急に発掘調査を実施すべきとの指導がなされたため、

事業者に文化財保護法の手続き を指導し、現地調査の準備が整った平成 9年7月14日から8月6日まで

発掘調査を実施した。

調査の結果、上層、下層 2時期の遺構而が確認され、 土丹地業面上に礎石建物等が発見されている。

これまでにも政所跡では数地点の発掘調査が実施されているが、主たる建物遺構を検出することができ
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たのは本調査地点が初めてである。

10 台山遺跡 (No.29)

台峯と言われる正陵部の東側に位置する。当該地において宅地造成を内容とする開発事業が計画され

た。この開発区域内には、現に個人専用住宅が l軒含まれており、この開発計画の実施と軌をーにして

既存住宅の建て替えが実施されるところとなった。先行して開始された発掘調査の進捗状況を勘案しな

がら、個人住宅の建て替えに係る部分を対象として、平成 9年 7月14日から 8月12日まで発掘調査を実

施した。

調査の結果、弥生時代中期から平安時代にかけての集落が発見され、数軒の竪穴住居祉が検出されて

いる。

11 玉縄城跡 (No.63)

市域の北部、玉縄城跡の西側外郭部に位置する。平成 9年6月に個人専用住宅建設の事前相談があっ

た。当該地一帯は現在、宅地造成のされた住宅地となっているものの、造成の実施された昭和30年代後

半から昭和40年代前半の時点では、いまだ本市では文化財保護行政に十分な行政の組織・体制が整備さ

れていなかったこともあり、発掘調査の実施等を経ないままに宅地造成等の開発が実施される状況で

あった。したがって、造成後の住宅地内においても、 一部には現在でも当時の工事によって損傷を受け

なかった遺構の存在している部分が見受けられている。事前相談のあった建築計画では、敷地の南側を

高さ 4m程に切り下げ、現況道路に面した部分に地下車庫及び住宅への入口となる階段等を建設する計

画が含まれるものであったため試掘調査を実施した。その結果、現地表下60cm以下に旧地形の岩盤を確

認するとともに、この岩盤上において溝等の遺構が発見された。このため工事の実施により遺構の損傷

が避けられないものとの判断から、事業者と協議し文化財保護法の手続きを経て、事業者の準備が整っ

た後、平成 9年8月18日から 8月28日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、岩盤上に 4条の溝跡が発見された。これらの講は出土遺物がないため明確な構築時期等

を確定できないものの、 16世紀末から17世紀初頭における玉縄域廃絶時に埋め立てられた遺構ではない

かと予想される。

12 長谷小路周辺遺跡 (No.236)

長谷観音前の交差点から東に位置する。平成 9年 7月に!苫舗併用住宅建設の事前相談があり、深基礎

の構造を内容とする計画であったため試掘調査を実施したところ、地表下70cm以下に埋蔵文化財が確認

された。このため設計変更を含め事業者と協議したが、設計変更等が不可能とのことであったため文化

財保護法の手続きを行い、平成 9年9月8日から10月 1日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、 14世紀前半の方形竪穴建築祉 2軒、 14世紀中頃のかわらけ溜り 2ケ所等の遺構が発見さ

れた。また、中世遺構の下層からは須恵器をはじめとする古代の土器類が若干量出土していることも注

目される。

13 大倉幕府跡 (No.253)

市域の東部、県道金沢・鎌倉線の北側にあたる大倉幕府跡の一角に位置する。平成 9年6月に個人専

用住宅建て替えについての事前相談がなされた。住宅の基礎工事部分は、その掘削深度が既存住宅の基
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礎の深さを超えるものではないため埋蔵文化財ーへの影響はないものと判断されたが、敷地東側の現況道

路の拡幅・後退部分については、今後ガス及び上・下水道等の各種ライフライン管が埋設される予定で

あり、それらの埋設にともなう掘削が埋蔵文化財へ影響を及ぼすことが避けられないないものと判断さ

れたため、道路の拡|隔・後退部分について発掘調査を実施することとなった。工事に際して必要となる

文化財保護法の手続きを行い、平成 9年12月15日から12月26日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、合計 3面の遺構面が確認され、各遺構面上において柱穴等の遺構を発見した。調査面積

が非常に少ないにもかかわらず、土器・陶磁器類を主体とする多量の遺物が出土しており、このことは

大倉幕府跡の・角という調査地点の性格によるものと考えられる。

14 倉久保遺跡 (No.226)

かつて 『鎌倉市史』考古編に紹介されたことでも著名な山崎横穴墓群の西側に位置する。平成 9年12

月に既存の個人専用住宅に係る防災工事を実施したいとの事前相談があり、擁壁の築造を内容とする計

画であったため現地踏査を実施したところ、工事施工範囲内に横穴墓 l基の存在している現状が確認さ

れた。個人専用住宅に係る防災工事という工事の性格上、設計変更等が不可能であるため、文化財保護

法の手続きを行い、平成10年 1月7日から 1月10日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、玄室の前面部分はその大半が既に消滅していたものの、高棺座を有する玄室構造の横穴

墓であることが確認されるとともに、玄室内の床面直上において完形の須恵器フラスコ形提瓶 l個を発

見することができた。

15 横小路周辺遺跡 (No.259)

鎌倉宮の南東にあたり、かつての二階堂大路の西側に位置する。平成 9年11月に専用住宅の建築確認

申請があり、基礎の構築される地盤の柱状改良および敷地の一部を切り下げて車庫を建設する内容の計

画であったため試掘調査を実施したところ、地表下40cm以下に遺構面が確認された。このため、設計変

更を含め、事業者と協議したが設計変更等が不可能とのことであり、工事の実施により遺構の損傷が避

けられないものと判断されたため、必要となる文化財保護法の手続きを行い、平成10年 1月14日から発

掘調査を開始し途中、降雪・降雨によって調査期間を 1週間程延長せざるをえない状況を経て 3月7日

に現地での調査を完了した。

調査の結果、合計 3面にわたる中世遺構面を検出し、礎石建物跡、掘立柱建物跡及び井戸跡等の多数

の遺構が確認された。出土遺物では和鏡が非常に良好な状態で発見されたことが特筆される。また調査

の最終段階で、中世遺構群の下層からは比較的まとまった量の弥生土器が出土し、部分的に竪穴住居祉

の炉跡の一部とみられる焼土も確認された。このことから現地表下170cm以下における弥生時代遺構群

の存在が高い確率で予想されたが、工事計画の掘削深度に規制されて調査を実施するには至らなかった。

16 瑞泉寺周辺遺跡 (No.338)

史跡永福寺跡の苑池南隅から瑞泉寺に向かう紅葉ヶ谷のなかの南向きに聞く谷戸最奥部に位置する。

平成 8年に経塚が発見された丘陵尾根部の東側山裾にあたる。平成10年 1月に鋼管杭打ち工法の基礎構

造による個人専用住宅の建設について事前相談があり、試掘調査を実施したところ地表下40cm以一日こか

わらけ溜り状を呈する遺構が確認され、さらに下位にも遺物包含層が確認された。このため設計変更を

含め、事業者と協議したが設計変更等が不可能とのことであり、工事の実施により遺構の損傷が避けら
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れないものと判断されたため、文化財保護法の手続きを行い、平成10年 3月9円から発掘調査に着手し

た。

17 西方寺跡 (No.219)

巾世都市鎌倉を取り巻く、いわゆる鎌倉七日と H乎ばれる切り通しの-つ、極楽寺坂の途中、東側に位

置する。紫陽花の花でよく知|られる成就院とは斜め向かいの位置関係になる。また敷地の東側には鎌倉

市指定有形文化財 の西方寺111:石塔群が所在 している。平成 9年12月に現況道路ifliから 4m程高い地盤を

切り下げて車庫及び擁壁を建設する工事ーについて事前相談があり、試掘調査を実施したところ地表下50

cm以下に中世造物包含屑及び遺構面が確認され、現計画どおりの建築工事による遺構の損傷が避けられ

ず、文化財保護法の手続きを行い、平成10年 3)i 9 1::1から発掘調査に着手した。

18 海蔵寺田境内遺跡 (No.299)

史跡仮粧坂の北側に隣接する地点に位置する。'f成 9if 2月に個人専用住宅建築の事前相談があり、

建築計画のなかに地下室の建築が含まれるも のであったため試掘調査を実施したところ、地表下260cm

以下に埋蔵文化財の存在が確認された。このため設計変更を含め事業者と協議したが限られた敷地内に

建築する住宅であり、住宅内部の空間利用にあってもできる限り間取りを多く雌保したいという事業主

の意向が強く、現計画どおりの建築工事による遺構の損傷が避けられないものと判断されたため、文化

財保護法の手続きを行い発掘調査の実施を前提とした協議を数回にわたって行った。これ以降、建築主

側で若干の計画変更等が生じ、建築確認申請の再申請がなされ、また発掘調査実施に際して必要となる

土留め工事の工ー法検討ー等に多くの時間を要し、ょうやく平成10年 3月12日から発掘調査に着手すること

ができた。
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平成 9年度発掘調査地点一覧

No 遺 跡、 名 所 在 地 調査原因 種 別 面積 調査期間

若宮大路周辺遺跡群 御成町123番 5 !苫告iIi併用住宅 都市 46.40凶 H9. 03.10 
1 

(N仏242) ~05. 20 

北条時房 ・顕時邸跡 雪ノ|ご一丁目273番イ 庖舗併用住宅 城館 94.82ぱ H9. 03.12 
2 

(No.278) ~06. 19 

宝蓮寺跡 佐助二丁目897番11 個人専用住宅 社寺 63.20ぱ H9.03.17 
3 

(No.374) ~05. 21 

若宮大路周辺遺跡群 小町二丁目 5番 8 庖舗併用住宅 都市 182.00ぱ H9. 04. 24 
4 

(No.242) ~07. 15 

積善遺跡 十二所字積善952番 8 個人専用住宅 社寺 29. 28rri H9. 05. 08 
5 

(No.440) (車庫造成) ~06.12 

i争妙寺旧境内遺跡 浄明寺三丁目 115番 2 個人専用住宅 社寺 31. 08ぱ H9.05.12 
6 

(No.408) (車庫造成) ~06. 13 

長勝寺遺跡 材木座二丁目2168番 3 個人専用住宅 社寺 26.25ぱ H9. 06.16 
7 

(No.313) ~07. 01 

大倉幕府北遺跡 西御門二丁目803番17 個人専用住宅 都市 35.58rri H9. 07. 01 
8 

(No.193) (車庫造成) ~07. 04 

政所跡 雪ノ下三丁目970番 2外 個人専用住宅 官 街 80.06rri H9.07.14 
9 

(N札247) ~08. 06 

台山遺跡 台字西ノ台1733番 3外 個人専用住宅 集落 94.00ぱ H9.07.14 
10 

(No.29) ~08.12 

玉縄城跡 城廻字清水小路673番10 個人専用住宅 城跡 38.50ぱ H9. 08.18 
11 

(No.63) (車庫造成) ~08. 28 

別



No. 遺 跡 名 所ー 在 地 調査原因 種別 面積 調査期間

長谷小路周辺遺跡 長谷一丁目33番 3外 応舗併用住宅 都 市 51. 30ぱ H9. 09. 08 
12 

(No.236) ~ 10.01 

大倉幕府跡 雪ノ下三丁目651番8外 個人専用住宅 官 街 14.94ぱ H9.12.15 
13 

(No.253) ~12. 26 

倉久保遺跡 山111奇字富士塚868番82 個人専用住宅 横穴墓 10.00ぱ H10.1.07 
14 

(No.226) ~ 1.10 

横小路周辺遺跡 二階堂宇横小路93番11 個人専用住宅 都 市 142. 38m' H10.1.14 
15 

(No.259) の一部 (車庫造成) ~3.07 

瑞泉寺周辺遺跡 二階堂宇紅葉谷653番 3 個人専用住宅 社寺 63. 76ぱ 日10.3.09
16 

(No.338) ~3.26 

西方寺跡 極楽寺二丁目18番外 個人専用住宅 社 寺 118.48m' H 10.3.09 
17 

(No.219) (車庫造成) ~5.15 

海蔵寺旧境内遺跡 扇ガ谷四丁目632番 2外 個人専用住宅 社 寺 67.28ぱ H10.3.12 
18 

(No.299) (地 下室) ~4.16 

X四一



本誌所収の平成 8年度発掘調査地点一覧

(調査実施JII~)

No 1旦 助; 名 所 在 地 調査原因 種別 而積 調査期間

名越ヶ谷遺跡 大町四丁目 1736番2外 個人専用住宅 都市 182. OOrri H8.02.15 
19 

(No.231 ) (車庫造成) -07.01 

米町遺跡 大IHT二丁目391番l 庖舗併用住宅 都市 140.00ぱ H8. 03.19 
20 

(No.245) -07.01 

北条時房・顕時邸跡 雪ノ下一丁目272番 庖舗併用住宅 城館 110.00凶 H8.04.15 
21 

(N乱278) -07.22 

北条小町邸跡 雪ノ下 -丁目370番l 庖舗併用住宅 城館 68.00ぱ H8. 04. 22 
22 

(No.282) -05.14 

円覚寺旧境内遺跡 山ノ内字瑞鹿山509番l 個人専用住宅 社 寺 59.52ぱ H8. 05. 24 
23 

(No.434) の一部 -07.13 

極楽寺旧境内遺跡 極楽寺三丁目348番2 個人専用住宅 社 寺 30.45ぱ H8.06.17 
24 

(No.291) -08.06 

佐助ヶ谷遺跡 佐助一丁目450番24 個人専用住宅 都市 80.06ぱ H8. 05. 20 
25 

(No.203) -08.05 

佐助ヶ谷遺跡 佐助一丁目450番25、27 個人専用住宅 都市 61. 56rri H8. 06.10 I 
26 

(No.203) -08.05 

大倉幕府周辺遺跡群 雪ノ下四丁目620番5 共同住宅併用 都市 126. 29m' H8. 08. 01 
27 

(No.49) 個人専用住宅 ~ 12.05 

北条小町邸跡 雪ノ下 -丁目369番 I 庖舗併用住宅 城館 45.43ぱ H8. 08.12 
28 

(N仏282) -10.11 
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No. 1九旦時咽 跡 名 所 在 J也 調査原因 種目リ 而積 調査期間

棋小路周辺遺跡 雪ノド五丁目557番 l 個人専用住宅 都市 18.00ぱ H8. 09. 06 
29 

(No.259) (二 世帯) ~09. 20 

長谷小路周辺遺跡 由比ガ浜三丁目228番2 診療所併用 者11 市 11. 45111' H8. 10.28 
30 

(N仏236) の一部外2 住宅 ~ 11. 19 

円覚寺門前遺跡 山ノ内宇藤源治951番2 個人専用住宅 都市 63. 62ni' H8. 11. 06 
31 

(N仏287) ~ 11. 29 

積善遺跡 十二所字積善952番6 個人専用住宅 都市 12.00rn H8.11. 28 
32 

(No.440) (車庫造成) ~9. 1. 10 

若宮大路周辺遺跡群 小町二丁目28番3、5 !古舗併用住宅 都 rll 9.13ぱ H8. 12.21 
33 

(No.242) ~9. 1. 27 
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ごえがやっいせき

名越ヶ谷遺跡 (No.231) 

大町四丁目1736香 2外



仔1

1. 4:'(報は、神奈川県鎌倉市大IUy四丁目1736番 2外に所在する個人住宅地下式車庫造成に伴う、国庫補

助事業発掘調査の報告である。

2. 発掘調査は鎌倉市教育委員会が、平成 8年 2)115日から同年 5月18日にかけて実地 した。調査対象

面積は182ばである。

3.制査にあたっては以下のごとく体制を編成して行った。

調査主任 問代郁夫(東国歴史考古学研究所長)

実、浜野洋一、 土屋浩美 (以上、東国歴史考古学研究所研究員)

梅木信之、村宇上和久、渡辺王夫、高橋健一郎、遠藤雅一、岩111奇卓治、IUT井俊逸、 橋

本勝目〈、安田信夫、上回求実、根本 公、森かお里、本田 礼、安田ヒデ、青木綾

子、成I:EIサキ、荒井ソノ、 蒲谷由利子、穐山千恵子、 山田純子、高井利l彦

柴111奇英車ili、出川清次、沼上三代治、 吉本修三、藤枝正義、 岸 親男、渡辺久夫、池

田口康雄 (以仁、社団法人鎌倉市シ

昨
松

よ
W
噛

n-
員

調査補助員

オ三
円‘調

出義春、照井三喜:、千葉盛男、高井真一郎、

ルパ一人材センター)、奥寺章典

4.本報作成にあたっては、 資料整理および遺物実測・トレースを宗蓋秀明、遠藤雅一、宗蓋富貴子、

深尾義子、小野和代、 馬瀬直子、笠原さやか、牛迫こまち、浜田美智子、大坪聖子が行っ たうえ、

調査協力者

遺構関係を遠藤雅ーが、遺物関係を宗蓋富貴子がそれぞれ執筆し、まと めは調査関係者討議の上、

宗蓋秀明、遠藤雅一、宗蓋富貴子が共同責任執筆 した。編集は宗蓋富貴子がおこなった。

5.本報に使用 した写真は、遺構を上田求実が、 遺物を馬瀬直子と笠原さやかが蝿影した。

6. 発見されたピッ トの詳細1Iは本編後掲のピッ ト一覧表を、また、出土遺物の詳細|については遺物観察

表を参照されたい。

7. 挿図中のスクリー ントー ンは、被熱痕を示す。

8. 発掘調査及び本j~li作成に |捺 し、下記の方々よりご協力・ ご教示を賜った。 記して深く感謝いた しま

す。

(敬称111告、順不同)

手塚直樹、馬淵和雄、 木村美代治、菊川 泉、汐見一夫(鎌倉考古学研究所)

桜井準也(慶応義塾大学)

9.本調査における出ー1:遺物、図面、写真などは鎌倉市教育委員会が保管している。
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第一章 遺跡地の歴史と地理的環境

調査地のある鎌倉市大11fT四丁目 1736番2外は、 中世において、現在の鎌倉市の東南部から逗子市にか

けての広大な地域を漠然と名越と称していた旧名越地区内に包括される。現在でも名越切通の東側(逗

子市) に東名越、西名越の地名が見られる。

鎌倉側の旧名越地区内には大きな谷戸が二つあ り、その一つである山王ヶ谷、釈迦堂口、黄金矢倉等

の大小の支谷からなる名越大谷のほほ中央部に遺跡地は位置する。ここは名越切通しから西方の大町へ

と流れ下る逆川が作り出した谷戸の中でも、北の釈迦堂切通しへ向かう道と谷奥から名越切通しに向か

う道とが分岐する地点にあたる。釈迦堂切通しに向かえば、釈迦堂ヶ谷から武蔵国六浦荘、あるいは大

倉へと続く六浦道に、また名越切通しに向かえば現在の逗子市久木に至る。これらの道は、名越大谷の

南方を東西に走る大町大路から、名越坂の切通しを経て三浦郡へと通じる道と共に、 当時重要な交通路

であったと考えられる。本遺跡の北側、釈迦堂口東北側の平地は北条時政名越山荘(名越亭)と推定さ

れ、ここからは蔵骨器と思われる青磁の花井文大鉢(元末明初の龍泉窯系天竜寺手青磁)が l点、鏑蓮

弁文鉢が 2点出土している。時政以来、名越亭付近は名越坂切通し方而の防御拠点として重要な位置を

占め、谷戸内の各支谷には名越北条氏の居館の他にも、多くの御家人が居住していたと考えられる。本

遺跡地も三善善信邸推定地(名越文庫推定地)にあたる(1)。

この他、谷戸内には多くの寺院のあったことが 『吾妻鋭』や 『鎌倉廃寺事典』ω等から読みとれる。

本遺跡地の西側にある花ヶ谷は、「華谷」とも書かれ、 貞享2年(1685)刊行の 『新編鎌倉志Jは「花ヶ

谷は佐竹屋敷の東方にあり、この谷に昔慈恩寺と云寺あり、足利直冬の菩提寺なり、」と記す。また、 『と

しよりの話j(:l) i材木座」の項では「もくそく寺名越の花ヶ谷の手前東側で、山の裾が川っぷちまでの

びているところに 『山の神』があって、その下にちっちゃい寺があった。Jとあり、谷戸内には禅宗寺

院の慈恩寺や目足(木束 ・ 1!!~垢息)寺が存在していたとする 。 また、鶴岡八幡宮の祭杷l慌である供僧二

1-五坊の補任記 『鶴岡八幡宮寺供僧次第』には、 「宝蔵坊(海光院)紹賢」の項に、彼が西門の別当で

あったこと、ついで「名越花谷」とあり、西門寺なる寺が花ヶ谷にあった事を示唆しているようである川。

釈迦堂口は、 『吾妻鏡』嘉禄元年(1225)六月十三日条に見える北条泰時が父義H寺の一周忌供養のた

めに建立した釈迦堂(大蔵御堂)にちなむ。谷奥には普川国師定窟を中心とする釈迦堂ヶ谷やぐら群が

あったが、 1965年の宅地造成工事でその多くが破壊された。また同地ではその後、 1965年3月から 4月

にかけて釈迦堂推定地の一部が発掘調査され、鎌倉期から室町期にかけての建築遺構が発見されてい

る(5)。

山王谷の由来は 『吾妻鋭Jに出てくる「名越山王堂」がこのあたりにあったと言われることの他に、

山王社とよばれる小さな杜が谷奥にあったこと等によ るヘ 1986年 6月から試掘調査を含めて4回にわ

たって実施された大町三丁目 1340他地点(7)の調査では、谷あいの平場から室町時代の堂跡や石垣、鎌倉

時代後期の岩窟等が発見されている。

上記以外にも本遺跡地周辺の支谷内には、釈迦堂口の上にある「唐糸やぐら」ゃ「日月やぐらjを含

むやぐら群、ムジナ ヶ谷の浅間山南山腹やぐら群、谷戸の最奥部(大町七丁目)の「黄金やぐらjを含

むやぐら群が分布している。

さて、前述のように本遺跡地は三善善信邸(名越文庫)推定地にあるが、 三善善信邸については、 善

信 (康信)が執事であった問注所の記録が善信邸に収納されていたことから名越文庫 (三善文庫)とも

5 



1 . 本調査地点(伝-一品ー辺信邸)

2. 111越ヶ谷遺跡(大IIIJ三 l日1367地点)
鎌倉市教育委員会編1986i鍬台市J!jI蔵文化財緊急調査報告占 2j

3. 釈迦堂口やぐら若干

1[. i工i・北条時政均i

5. 花ヶ谷・慈恩寺跡

6. 山王堂遺跡
111 -fjjij¥Jf発掘調査|卦1990r名越 山王堂跡発掘調究報告書j

図 1 遺跡位置図 (1) 
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呼ばれており {川、承元二年(1208)正月十六日と承元三年(1209)正月 二十五日に焼失した事が 『吾妻

鏡』 に記されている (則。 モ メンジ ・円応寺に関する文献資料は見つけ出す事 ができなかった。往 時 の様

子や寺史については不明である。 円応寺については、 現在、 111ノ内小袋坂に臨済宗建長寺派・円応寺が

あるが、本遺跡地と の関係は不明である。地元ではモ メンジ、円応寺等と呼称されていることが 『鎌倉

史蹟めぐり 会』の実地踏査記録に残さ れている(l())

註

( 1 )鎌倉文化研究会編 1972 i第18回東勝寺名越山王堂長勝寺他Jr鎌倉 鎌倉史蹟めぐり会記録一j 25-32 

頁

( 2 )貰達人・川副武胤 1980 r鎌倉廃寺事典』 布隣'l;t1'O

( 3 )鎌倉市教育委員会編 1971 rとしよりのはなしJ鎌倉市文化財資料 第 7集 99頁

( 4 )三浦勝男 1986 i鎌倉の地名考(八)Jr鎌倉52j 24-28頁

( 5 )三浦勝男 1986 i鎌倉の地名考 (七)Jr鎌倉5U 51-53頁

( 6 )前掲 『鎌倉廃寺事典.1illl王堂Jの項 42頁

(7) ILi王堂跡発掘調査問編 1990 r名越・山王堂跡発掘調査報告書』

( 8 )白井永二編 1992 r鎌倉事典ji名越文庫」の項 227貞

( 9) r吾妻鏡ji承元二年正月イ六日。午〕社。門註所入道名越家焼亡。而於彼家後而之山際構文庫。将軍家御文籍、

(中略)累代文書等納 'I~之処。 悉以J.iit灰焼。 議イ言問之。 愁歎之官余。落涙数行。 心利l為偶然。 何人訪之。」

(10)註(1 )と同じ
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第二章 調査の経過と概要

建設予定地内において鎌倉市教育委員会による試掘調査が実地され、 4枚の泥岩版築面に伴って/J¥土

した造物から、この地点に鎌倉時代から室町時代初頭までの中世前半期の生活の痕跡が遣されているこ

とが明らかにされた。これを受けて、造成工事の及ぶ現地表 F250cmまでの発掘調査が必要であると判

断され、本調査を1996年 2月15日に開始した。現地表下40-50cmまでの近現代の耕作土を重機により除

去 した後、破砕したかわらけを多量に含む締まり、粘性共に強い暗褐色粘質土の中世遺物包含層以下に

対して人力による生活而検出作業を行った。調査では調査深度限界までに 5枚の泥岩版築面を確認した。

幸い近世以降の撹乱は受けてなく、各土層は整然と堆積しており、各版築面とそれに伴う遺構から出土

した遺物を層位的に把握することが出来た。調査は 5月28日に図面と写真による記録保存作業を終え、

翌29日に機材の撤収を行い、現地調査を無事終了した。以下に各生活面の出土遺構の概要を記す。

第 1面 海抜15.90m-15. 60m。南西部から北東方向に向かつてやや低くなる緩斜面を呈する。面上に

は礎石やピット等の建物を推定させる遺構を発見できなかった。第 l面下において、第 l而の構築を

目的と した造成を確認した。ここからは土地の造営行為に伴う地鎮めと考えられるかわらけ溜まりを

6カ所発見した。

第 2面 東西方向に長さ1290cmにわたる無調整の泥岩を主体とした野積み様の石垣を発見した。この石

垣によって、調査区内は南側部分の上段部と北側の下段部とに分割され、指I~段状の区画を形成する 。

海抜は上段部では15.80m -15. 70m、下段部では14.95m。上段部、下段部共に而上からは礎石やピ

ットなどの建物を推定させる遺構は発見されていない。下段部からは 3基の土臓を発見した。

第 3面 第2面の東西石垣の肩部から南側へ320cm程後退した地点で、東西方向に土塁を発見した。こ

れと共に調査区東側で発見した南北方向の土塁とによ って区画が造られ、区画内からは 1x 1間以 t

の掘立柱建物 l棟、塀と思われる 3列のピット列、ピット 140口、炉 l基、石組炉 l基を発見した。

海抜は上段部で15.50m、下段部で14.80m -14. 50m。

第 4面 海抜14.OOm -13. 80m。第3面の構成士で、ある厚さ90cmの黄褐色泥岩地業層を除去した後、確

認した水分を多く含んだ青灰色土をベースとする版築地業而を第 4而とした。北側に向かつて低く、

緩く傾斜する平坦而である。また、第 3面発見の東西土塁は第 4面に構築されたものであることを確

認した。遺構は 1x 5間以上の掘立柱建物 l棟と ピット63口、基壇 l基、柵 l列、 土墳 3基、石組炉

l基を発見した。

第 5面 海抜13.90m -13. 70m。第4面下10-20cm下で、 直径0.5-3 cmの破砕泥岩粒を密に含む、や

や青緑色に変色した黄褐色粘質土による版築地業面。ここからはピット57口、板囲い建物 l棟、井戸

l基、士横 l基を発見した。
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10層 茶褐色泥沼地業」で締まりとれ'i'I'1は共にやや強いut8.1辛
15cI11大の;Ji::，f;'~鬼と 11町 ii1- 1 5cmの泥岩粒を疎に含む。

lll¥'i ll'(1手 1O-60cmのìJ~山中 i と i}~~'~塊で構成する。 2而| 段桃

成上。

12層 #褐色泌街地業上でおf;まりは強く、直i壬0.5-5cmの;J2岩
中央南北土層図 粒子と泥岩粒を符に合む。2而下段椛成 t。

13用 黄褐色j尼岩I也楽土で締まりは強く、直径0.1-3cmO)泥'It
南 也斗「可

11 辞玄猛追恥~一 北 粒子と泥岩粒を慌に、炭化物を多く含む。3而構成 |ー。
ff記 一-1Finm

14層 黄褐色泥t~iJ.由業 1 . で直径30-40cmのi尼岩塊と直径1-

1()cmの泥行粒を多く含む。3由椛成土。

16 15肝 由律40-60cmの泥れ!J1!でH~成する。 |段構成土。

16層 階灰色 |で締まりは強くjill性はやや強い，fl'l:i't1-10cm

の泥.ertr合子と泥岩粒や炭化物、かわらけ粒を多く合む。

4面Hli成上。

南
※8層から10mは淵査l丘北壁で雌認された。中世}剥に造られた

ヰヒ
逆川の護岸施設の~込め;Ïj15分と考えられるが、調査11キにおけ16.0m 

る調査区の北に按する逆川への 1:1沙の流入を|ぬく為、この部

分の煽り下げはされなかった。詳細は不明であるa

o 4m 
L一一一一一一一一一一一一一_，一一一一一一一一ー一一一一一」

図3 調査区壁画土層堆積図
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第三章 基本層序 (閃 3・4) 

調査地は、遺跡地北側にある現道路面より 2mほ

ど高い平場で、南側へ向けて緩やかに高くなり、丘

陵地へと続く 。現況海抜高は14.30m。調査は道路

而下50cmまでの堆積層に対して行い、 5枚の中世期

遺構面を確認した。現地表 F40-60cmほど堆積する

表二J:崩は近世以降の耕作土である。

中世層は大小のi尼岩塊、泥計粒を密に含んだ:*I~質

図4 基本層序模式図 土による地業の繰り返しで、規模の大小はあるが調

査の最終面である 5而までこの様相は変わらない。

第5面以下については、第 5而から掘り込まれた井j-i壁面でも地山層を確認できず、また北側道路で

の水道工事で、も道路面下 1メートルほどまで地業層と考えられる破砕泥岩の堆和層が碓認されており、

第5而より F層においても遺構而が存在する可能性は高いものと考えられる。

胃
1
l
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i
 



発見された遺構と遺物第四章

調査では 5枚の版築地業面(生活面)が確認され、それぞれの生活面からは多くの遺構と遺物が発見

されている。生活面は確認した順に上層より番号を付けた。すなわち最上層の地業面が第 l面である。

本文で使用する数字のうち、遺構の標高は海抜数値であり、メ ートル単位で示し、遺構の規模と遺物

の記述にはセンチを単位としている。以下、 H寺期の古い第 5面から詳述する。

第 5面(図 5) 第 1節

やや青緑色に変色した黄褐色粘質土による版築地業面であ直径0.5-3 cmの破砕泥岩粒を密に含む、

る。海抜高は13.85m -13. 70m。

ピット 56口である。板固い建物と井戸が隣発見した遺構は、板聞い建物 1棟、井戸 l基、 土;蹟l基、

ピットには明瞭な並びを認めることができなり合うように位置し、その周聞にピ ットが確認された。

かった。
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板囲い建物 1 (図 6) 

調査区南西寄りに位置している。建物は南側と西側の横板と、北側に東西に並ぶ角杭によって三方を

閉まれた東西方向150cm以上、南北方向200cm以上の規模を持つ。東西車111方位はNー72.5
0

- E。壁板は

東西、南北方向共に l段分、 最下段部分のみの遺存であった。建物内には床構造の基礎をなすと考えら

れる礎板が位置する。壁板部材は幅llcm、厚さ 2cm、長さ90cmで、ある。また、西側の壁板の北端残存部

から10cm程の聞をおいて、東西方向の壁板が見られる。この壁板は、部材は前述のものと同規模である

が、 28cmの間隔で、2ヶ所、 3x 3 cm大の角杭が壁板を挟むように南北両側から打ち込まれている。これ

ら3方向の板壁に囲まれた部屋は東西150cm以上、南北135cmの規模で、ある。ただし、これより北側、 50

cmの間隔をおいて発見した礎板、角杭の並び方から、この板囲い建物が複数の部屋から構成されていた

と考えられる。北東部には建物の三和土と考えられる泥岩による地業がなされている。三和土上には南

北に並ぶ 3枚の礎板が位置し、その間隔は北側から芯々で'50cmと80cmで、南端の礎板から壁板までは70

cmを測る。中央の礎板は12x 12cm、厚さ 8cmの板を 2枚重ねている。

本遺構中より出土した遺物はなかった。
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図6第 5面板囲い建物 1

井戸 1 (図 7) 

調査区の南西に位置している。東側に発見された

板囲い建物に伴う井戸と考えられる。掘り方平面形

は井戸枠に合わせた長方形で、断面形は箱型、掘り

込みはほぼ垂直である。東西]1]111方位はN-72. 50 -

E。掘り方の規模は東西82cm、南北100cmで、ある。

やや南寄りに据えられた側板は東西方向、南北方向

共に内すで、65cmの平面方形をなし、確認面からの深

ATIJ主

J ヤマc=-

l層 H音古以色士層 粘性があり、泥岩粉、

泥岩塊、貝殻片を多く含むc

2層 H荷去を褐色上照 粘性があり 、層中に

泥岩粒子を均一に留に含む。

。 2m 

さは113cm(底面標高12.77m)を測る。井戸底は平

らで水i留めの施設は見られない。井戸枠は、「方形

横桟支柱型」。

横桟は 1段のみ遺存し、 5x 5 cm大の角材を使用。

ほぞ組を基本とするが、西側の横桟は先端部の下側図 7 第 5面井戸 1

っd-Eよ



約4cmを半割りにして、下側の支柱を固定している。文相:は残存数値で長さ50cmを測る 4~ 5cm大の角

材を使用している。側板は発見できなかった。

):1:戸枠内覆土は 2層に大別できる。上層は泥岩粒、泥岩塊、貝殻片を全体に多く合む粘性のある暗青

灰色土。 下層は泥岩粒子を全体に均一に含んだ、Wi質暗茶褐色士で、ある。

本遺構より出土した造物はない。

(図 8) 土境 1

卜
レ
ン
チ

____r--
凶O'V ~ '1 調査区中央やや南寄りに位置する。本来は 2基で

あったと思われるが、 了1:層の観察からは明確な新11二l

関係を把握できなかった。平而形は東西137cm、南

A 北は93cmの長方形と、 東西60cm、南北72cmのやや歪

んだ楕円形を呈する 。 東西 ~îlll 方位は N -75
0 

- E。

断面形は浅い皿形で底面は平坦で、ある。確認面から
2m 。

のi栄さは16cmを測る。

第 5面土境 1図 8

4 
，. 3 

0 

ご1f
~l 

覆土は水気を帯びた泥岩粒を均一に含む青黒色粘

質士で、 他の第 5面検出遺構の覆土と同様である。

6型式くらいか。図 9-1は常滑の斐の口縁部片。

4はさきら状の竹製Jillo3は 「元祐通費」。

断面は長方形を呈する。

2は釘。

その他のピット

て~.~.
ご丙

図10

10cm 

第 5面土壊1出土遺物

ミニーヒ二ク3

図9

第5面で発見したピ ットは57口である。規模は大

小様々で、検出面からの深さもまちまちである。各

ピッ トの規模・覆土等については後掲のピット一覧

¥ 仁二グ4

表を参照されたい。

図10-1はピ ット20より出土した常滑の 6型式の

2はピ ット22より出土した伊勢系土鍋

ピッ ト22

第 5面ピット20・22・37出土遺物

。
3~ 

誕u縁音15片。

の口縁部片。口縁部外国周辺は煤が付着する。

4は白3はかわらけ。4はピ ット37より出こtした。

磁口冗皿。

¥ーよ二ブ2

一三 10cm 。第5面下出土遺物

第 5面下出土遺物図112は糸切りかわ ら

14 

図11-1は子づくねかわ らけ、

けである。



第 4面(図12)

水分を多く含んだやや軟弱な青灰色土上面の版築面を第4而として確認した。海抜高は14.00m-13.

75mo上層からの掘り込みは見られず遺構の遺存状況は良い。

第 2節

ピット63口を、調査区の調査区の北部を中心に 1x 5間以上の掘立柱建物 l棟、 基壇 l基と柵 l列、

この第 4面後半期に調査|孟南部に泥岩を積み上げた土南部に土墳 3基と石組炉 l基を発見した。また、

塁が構築される。

未
調
査
部
分 。P61

4m 。
第 4面全測図図12

(ピット 8. 12・15・25・37・38・42・43・80・83)(図13)

調査区北側に位置する。調査区外の東西へ広がる可能性のある 5x 1間以上の規模をもっ。確認した

3口には底部中央に泥岩塊が針

掘立柱建物 1

l口には伊豆石の礎石が遺存し、4口には礎板、10口のピ ットのうち、

ピットの平而形は円形から楕円形を呈し、各ピ ットの規模は径44-62cm、深さは18-34えられている。

ピットの発見されなかった柱位置からは、礎板の遺存を確認している。東西軸方位はcmで、ある。また、

N -700 

- E 。各ピット聞の柱聞は東西 2m、南北 2m10cmで、ある。

図14-1はピット37より出土したかわらけ。JJ台土はとても砂っぽく、体部外面中位に強い稜を持ち口

r
D
 

1
E
i
 

唇は強く外反する。
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図13 第 4面掘立柱建物 1

基壇 1と柵 1(図15・16)

調査区北東隅に位置する。東西方向に並べられた

柵と泥岩による建物基壇を発見した。

基壇は直径30~40cmの泥岩塊を外端で直線を構成

するように並べ、上面はほぼ水平、平面形は方形を

なす。調査区内での確認範囲は東西142cm、南北206

cmで、ある。基壇上からは礎板や、建物の基礎部材の

出土はなかった。

この基壇の南西に柵が東西に配置される。東西軸

方位はN-700 

- E。板材は長さ10cm、厚さ0.8cm、

l隔11.5cmの比較的薄いものを 2枚合わせに並べ、そ

の聞に厚さ0.8cm、|幅5.5cmの杭状の薄板を芯々で47

cmの間隔で 2カ所打ち込んでいる。杭状の薄板は東

側のもので残存部の長さ37cm、下から約 7cm程を逆

V字状に尖らせ26cm地中に打ち込んでいる。

本遺構より出土した図示可能な遺物はなかった。

~-二てトーク1

図14 第4面掘立柱建物 1出土遺物
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図15 第 4面基壇 1
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，/ 11，管 H青青以色土層 締まり 、粘性共に強い。直径3-4cmの泥岩粒を含む。

¥ノ2府 |凶背灰色u音 締まり は弱く 、粘性がある。i尼岩粒、 川砂を含む 。

3府 |情背灰色1".層 締まり、 粘性共にある。泥岩粒、かわら け粒、 炭化物、

貝殻円を多く合む。
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土墳 1 (図17)

調査区中央南端に位置する。南半分は調査区外へ延ひ、る。平而形は円形、もしくは楕円形を呈すると

思われ、断面形はIlIL形。規模は東西330cm、南北145cm以上で、ある。深さは確認面から102cmを測る。東

問l!irll方位はN-62
0 

- E。

覆土は暗灰色土から暗青灰色土で8層に分層できた。上層から中層までは、各々20-30cmの厚さでほ

ぼ水平に、下層では各々 12-18cmの厚さで緩やかなレンズ状に堆積する。全体に締まり弱く、水気を帯

びて粘性が強い。

覆土中からは、少量の炭化物、貝殻片の他に漆器 ・箸 ・折敷等の木製品、礎板を含む建築部材、それ

に本来の形が不明瞭な木片が大量に出土した。図18-22は土旗 Iより出土した木製品のまとまった資料

である。

|支118-1-9はかわらけ。小型、大型ともにおおむね粉質胎土である。 l、2はやや背高で碗型に近

い。大型かわらけは体部内而中位にやや強い稜を持ち外反する。10-11は常滑の斐口縁部片。12は山茶

碗窯系こね鉢。体部内而中位付近から下方は使用による磨滅痕が残る。13は亀山の艶肩部。内外面とも

に二次焼成を受け器表はハゼており、成形痕および調整痕は不明であるが、口縁部下は格子目叩きがわ

ずかに残る。

図18-14-図22-50までが木製品。図示できた以外にも多くの箸をはじめとする木製飲食具、建築部

材がある。14-18は草版芯。14の全長は15.6cm、15が16.7cmを測り、通常、出土する物よりやや小振り

なことから、子供用の草臆芯の可能性が考えられる。14は小孔の下に切り込み痕が、 15は切り込み痕と

鼻緒痕が残る。また、前部の小孔より 0.5cmほど下方に別の小孔が穿たれている。17は切り込み痕が残

る。19は連歯下駄。前緒の上方に指圧痕が残る。また、右横緒には鼻緒を押さえる木釘が残る。

図18-20は横櫛。 1cmあたりの歯数は12枚であった。21は調度類に装飾用として用いられた雲形。表

裏面に黒色漆が塗布される。22は調度類の脚部。全而に黒色漆が塗布されている。23は六弁花の飾り 。

表而にのみ黒色漆が塗布され、中央には止め金具用の孔が穿たれる。また、孔の周辺は止め金による圧

痕で周岡より薄くなっている。24は形代。表而には刃物痕が残る。 25は漆刷毛。先端部に黒色漆が残る。

26は斎申。上方は二枚に裂かれる。27-28は漆器椀。27は黒色漆を塗布後、赤色漆による手拍きの草花

文が描かれる。錐状工具による掻き取りで葉脈を表現している。28は全面に黒色漆が塗布される。高台

内には錐状工具による掻き傷文様が残る。29は漆器1111。黒色漆を塗布後、赤色漆による手描きの桐と笹

竹文が描かれる。
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トi殻I'r、本1"'1を多く含む。

4Jri 1Ii]背灰色仁府 3回に近似する o ìlt係 1 - 1 5cmのiJ~~~~粒、泥岩I鬼を多く含む。
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7層 H青出火色土!首 締まり、1¥'i件共にある。rl1fIl-5cmの泥計約を少量含む。

A' 8層 Il-i~ t-!i'hJ(色一1層 締まりは弱く 、粘性は強い。 直i王5m大のilt~';粒を少龍、木製品を

14.0m 多く含む。
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図17 第 4面土墳 1
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図19-1は木製容器の叢と思われる。中央に 2ケ所、下位に lケ所小孔が穿たれる。中央付近の 1孔

5-7は2-4はヘラ。には桜の皮が残っている。また、 トー位の小孔は左側而に向けて貫通している。

7は中央部にフシがあったと思わ全長が30cmを越え、下端のみに削りが入れられる。菜箸と思われる。

フシを取り除いた後に丁寧に調整している。れるが、

図19-8-図22-50は箸。本遺構より出土した箸は、 左右側面が割り取られたままで何ら調整が行わ

れないものと、左右側而が面取り風に丁寧に調整されるものとに大きく分類できる。さらに後者の左右

側面が面取り風に調整されるものには上下両端に削りが入るものと上端もしくは下端のどちらか一端に

のみ削りが入るものとに分類できる。図19-10は下端にのみ削りが入り、上端は割り取りのままである

ことから製作途中の可能性も考えられる。箸は本遺構より 500本以上出土したが、それらはおおむね l

-2箇所に 「折れ」が確認されたが、 「折れ」が確認されなかったものは出土本数に対する割合は少な

いと言えよう 。図示したものは全長を計測できるものに限ったが、最も短いもので16.7cm、最も長いも

ので28.6cmで、 22-23cmのものが一番多く出土している。
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第 3面土壌 1出土遺物 (2) 
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(図23)

調査区南東隅に位置する。北側部分のみ確認し、

土墳 2

南側は調査区外へ延びる。平ifii形は円形もしくは

楕円形を呈すると思われ、断而形は皿形。士墳の

規模は東西140cm、南北75cm以上である。底面の

深さは確認而から60cmを測る。

べUUい川|内州川……骨肘川…………j川叫一一t川川川山M刈即川色即0U川州k附川山山山…i刈晴判川綿縦蜘相ま刻訓)iを多<:古『む
2~;') lI(iN以色 j-，~;'í 締まり柏tl J¥に世iい山ifl-2叩1

kの i:lt {' i折、民化物 、 l un砂を多く 4、 1'1 をうか :1~;'iむ
1~;'í II(iN以色 1附相性が¥j!.iir，、iJti"iP:を世]，l.tll砂を

事くf?む
叫? lI (iN旬、色1: ~1 帖tl が強い山if3cmkのi1t i'，'P.

をう~': IL 炭化拘を多く frむ

5肘細川 1・i'~)(色 UM 粘性が世HI 抗ft5cmAのi'ti'IP
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第間

桜土は、締まり粘性共に強い[1音青灰色土で、5層

に分層できた。土層の観察から 3基以上の土墳が

切り 合っていたものと考えられる。

2町、

にL 』二三1

図24-1はかわらけ。粉質)J白土。 背低で器壁は10cm 

直立気味に立ち上がる。第 4面土境 2出土遺物図24

(図25)土墳 3

調査区北側中央に位置する。数基の土墳とピ ットが切り 合っている。遺構の大部分は調査区北側外へ

広がる。平面形は円形も しくは楕円形、断而形は段を有ーする1111形を呈する。規模は東西400cm、南北150

i層 H音灰褐色 1.府 締まり1:1.世iく、粘"は仰い‘llIit1CI11大のilE，mt貝

殻砂を多く古み炭化物、かわらけ粒を少量合も¥

21;1; 以褐色土層 締まりは強〈、tli刊1:1.弱い，~!Üt lcm )、の ill:岩粒、貝扱

1ゆを多く含む

3層 褐色品1l質| 締まりは強〈、相i1'1は弱い直{王Jcm大のi仙'1粒、

貝殻砂を多く含み炭化物、かわらけ1査を少量合む用、本片を多く含む F

4層 lIiil1d目色i:10 締まりはすjくιil件i正強l¥:炭化物、かわらけ粒をψE

合む。

五回 目古11i間色土10 i:捕まり1:1.世;<ιlI刊はStjい 1.2府l二ifI似1る

6層 黄灰色粘質 i用締まり、押l性と)1，に強い

P81 

cm以上、確認面からの深さ50cmを測る。
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覆土は 6 層に分層できた。 各層は1O~20cmの厚みでほぼ水平に堆積をする 。 上層は直径 1 cm大の泥岩

粒、貝殻砂を多く、炭化物とかわらけ粒を少量含む締・まりの強い粘性の弱い灰褐色土。中層は木片を多

く含む褐色粘質土。下層は炭化物とかわらけ粒を少量含む締まり弱く粘性の強い暗灰褐色土である。

図26-1はかわらけ。弱砂質胎土で器壁は直立気味に立ち上がる。 2は早島の碗。3は木製容器の底

と思われる。4は人形。表面にのみ横向きの顔が掘り込まれている。裏面は無調整。 5は不明木製品。

中央付近に木釘が残る。 6~12は箸。

石組炉 1 (図27)

調査区北西隅に位置する。浅い掘り込みの四周に

泥岩を据えた炉である。平而形は不整方形、断、而形

は浅い皿形を呈する。規模は、内τj-で、東西34cm、南

北40cm、確認面からの深さ18.3cmを測る。石組は直

径20~30cmの泥岩塊を 13個使用して t面をほぼ平坦

に構築している。一部の泥岩には赤化、煤の付着が

見られる。炉内から火葬骨などは出土していない。

覆土は泥岩粒を密に、炭化物、焼土を多く含む黒

色土が充填している。また、東側には東西65cm、南

~t120cm以上の範囲で;ji~色粘土の硬化面が認められ、

炉に伴う作業面と思われる。

本遺構より出土した遺物はない。

。 1m 

図27 第 4面石組炉 1

土塁 1 (調査区土層堆積図)

調査区南部に位置し、東西方向に1220cm確認した。土塁東端は、調査地の南側背後にある丘陵の尾根

が張りだした地点に延びる。東側は土塁2によって壊される。西側、南側は調査区外へ延びる。

造築構造は浅い掘り込みに入れた直径40~60cmの泥岩塊を基盤とし、その上に直径20~40cmの泥岩塊

を積み上げる。土塁の頂部は、上層における繋地により削り取られている。石面や石積み時における石

材の配置に明瞭な組み上げ方は認められず、乱雑な組み上げである。

規模は、調査区西側で基底1陥540cm以上、上|陥350cm以上、残存高は西側で、220cmを測る。断面は台形。

石面で最も突き出た部分をもってその石積みの勾配(矩方)とすると、63度の傾斜となる。調査区東側

では、基底幅340cm以上、上|幅185cm以上、残存高80cmを測る。断面は台形。石積みの勾配は(矩方)30 

度の傾斜 となる。東西llillJ方位はN-64. 50 -E。

本遺構より出土した図示可能な造物はなかった。

その他のピット

第4面に発見したピ ットは63口であった。各ピットの規模と覆土については後掲のピ ット一覧表を参

n買されたい。

図28-1はピ ット2より出土したかわらけ。砂質胎土で底部が厚い。 2はピット 11より出土した瓦器

碗。体部外而はヘラ削りで調整されるが、中位から上方はヘラ削りの後、指頭による横ナデ調整される。

3 はピッ ト 29 より出土 した青磁折縁鉢。 4~6 はピット 45より出土した。 4 は青磁蓮弁文碗。 5 は「太

A
性つ中



ヘ トークイ

7
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ピット2

C-l_-2 
ピット29

ピyト11

対T7
5 、巡〆 6

ピット45'i 

平通賓J、6は「皇宋通貨Jo7はピ ット50より出土

した箸。

第4面下出土遺物

図29-30は第 4面下より出土した遺物である。図

29-1-16はかわらけ。 lは砂質胎土の手づくね。

指頭痕は不明瞭でササラ状JJ:痕が明瞭に残る。小型、

大型ともにおおむね弱砂質~砂質)J白土。小型かわ ら

けの器監は内常気味に立ち卜.がるものが多い。他方、

大型かわらけは直立気味に立ち上がる。11は穿孔か

10cm わらけ。17は内外面に黒色漆を塗布した瓦質火鉢。

図28 第4面ピット 2・"・ 29・45・50出土遺物 18は瀬戸の碗型の入子。外底部はヘラ切り 。体部内

面に磨滅痕はない。19は渥美の査破片。20は常滑と思われるこね鉢。胎土は白色微粒~小粒を混じえる

灰~暗灰色級密士。器表は茶褐色を呈する。口縁部外面)剖辺は横ナデで調整される。内面に磨滅痕はな

い。21は山茶碗窯系こね鉢。!磨滅痕はない。22は常滑の小輩。23-26は常滑の第5-第6型式の斐口縁

部片。27は青磁碗。施柚は厚めで、柚下に砂粒が浮く。28は青磁蓮弁文碗。蓮弁はかなり退化している。

29は青磁蓮弁文折縁小鉢。現lJ色は暗オリーブ色を呈し、柚層は!早い。 30-31は白磁口JtlllLo 31は表裏面

ともに軽い二次焼成を受ける。32は青白磁壷類の輩。手111は淡水色を呈し、ごく 薄く施刺される。33は釘ー

状銅製品。34は釘。35は「天橋通賓J、36は 「景祐元費Jo37は滑石鍋の転用途上品と思われる。鍔上部

をノミ状工具で削り落としている。38は黒色粘板岩の硯。39は平瓦転用の砥石。凹而iは離れ砂痕、凸面

は縄目叩き痕が残る。1!l:1面の全面と凸面の一部を砥而として利用している。40は明灰色を呈す鳴滝奥殿

産の砥石。左側面は上方と下方より中央付近までノコギリを入れ、その後、削り取りされていることか

ら再成形している可能性がある。41は黄|床淡紅色を早ーする鳴滝中山産の砥石。左右側面にはノコギリ痕

が残る。42は淡緑色凝灰岩の上野産砥石。裏面はノコギリによる切り出し後、 右側面iにのみノミ状工具

による調整痕が残る。

図30-1 -4は漆器皿。 lは全面に黒色漆が塗布されるが、遺存部に文様は残っていない。2は口径

7.6cmとやや小振りのIlIlである。表裏面ともに黒色認さが塗布され、内面は赤色漆による手描きの細かい

笹竹文が描かれる。 3は外底音ISを除き黒色漆が塗布され、見込みに赤色漆による手描きの楓文が描かれ

る。高台は剥落したものと思われる。4は全面に黒色漆が塗布され、見込みに赤色漆による手描きの酢

柴草が描かれる。 5-6は漆器椀。5は外底而を除いて黒色漆が塗布され、内外而ともに赤色漆による

スタンプの梅花文が押印される。高台は剥落したものと思われる。6は外底而を除き、 黒色漆が塗布さ

れ、内外面に赤色漆による手描きの文様が描かれる。見込みに描かれているのは菊花を半円で囲んだ 3

つの菊花文と流水文、外面に描かれているのと同じ鳥文が内面にもわずかに見られる。高台は剥落して

いる。 7は板杓子。8は曲物の葦と思われる。 9-13は箸。12は両先端にのみ削りが入札中央付近の

側面は調整されない。
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第 3節第 3面(図31、32)

第4面上に盛り土された厚さ90cmの泥岩地業Trriが第 3而である。第3面は、第 4面から引き続き利用

される 1:塁 lと第 3面で新たに作られる土塁 2・ 3によって、二辺を限られた区画内に、 1 x 1間以上

の掘立柱建物 l棟、塀と思われる 3つのピット列、炉 l基、石組炉 1基、ピット 140口が発見された。

土塁 1

第4而に引き続き同位置にあるが、 J:塁北側の生活面更新の地業によって、基底部が埋没する。この

生活面の更新によって、相対的に低くなった土塁に対して、高上げがなされたのかは後世の削平により

不明である c

本遺構より出土した遺物はなかった。

土塁 2 (阿33)

調査区東側に位置する。調査区内において南北560cmにわたって確認した。東側部分が高い段状をな

す。南側は調査区外へ延び、るが、北端部分は第 2面i構築の東西石垣によって壊されており、東西方向の

様い傾斜部として残っている。

浅い掘込を基底部として、直径15~30cmの規格性の見られない泥岩塊を 3~5 段積んでいる。構築は

4度にわたる版築の日を残して行われ、慎重な作りである。東西の比高差は残存状況の良い南側で、48cm

を測る。北端部分は第 2面構築の東西石垣によって壊されている。

本遺栴より出土した遺物はない。

土塁 3 (図33)

土塁 2を覆うように土塁 3に作り替えられる。二1-塁 2の東側の第 3面 l二に、 30cmの厚さで黄褐色土に

泥岩粒を混入させた土で地業を施し、その上から 1-塁 2を覆うように泥岩を積み tげる。この石積みは、

土思 3のr!-'央部に位置するピット89を扶んで、南北で、若干の違いを見せる。南側では石面に規格性がな

いものの28x 30cm大から22x 16cm大の泥岩を丁寧に並べ、その上に12x 16cm大の泥岩を長軸を石而に並

行に並べる c 他方、北側では44x20、20x 10cm大の規格性のない泥岩の長軸を石面に向けて乱雑に 2~

3段積む。使用する泥岩の調整は雑であるが、石積み時に石尻を |ず位に置き、積み石の重心を奥部へも

たせかける工夫がなされる。生活面との比高差は土塁中央で、約40cm、石面で最も突き出た部分をもって

その石積みの勾配(矩方)とすると、 62度の傾斜を持つ。南北軸方位はN-19
0 -Eである。

図34は土塁 3より出土したかわらけ。 l、 2は弱砂質~粉質胎士。 3は粉質胎土。背高で側面観碗型

である。

掘立柱建物 1 (ピット51・52・53・56・57. 77・79. 100・123)(図35)

調査区r!，央部西側に位置する、 1x 1間以上の規模をもっ O 東西車111方位はN-64. 50 -E 。二|ヒntIJの

ピット79または123、南側のピット56、57の、南北柱並びがこの建物の東限と考えられ、西側は調査区

外へのびる c 確認したピットは 9 口であるが、各々 2~3 日の切り合いが認められ、短期間の内に建て

替えられたものと考えられる。柱聞は、ほぽ200cm。平面形は円形から楕円形を呈し、各ピットの規模

はピット 79が径80cm と大きい{也は径30~50cm。 ピットの深さは最も i来いピット 79 で、35cm、浅いピット 77

-28 



4m 

図31 第 3面全測図 (1) 



。 4m 

図32 第 3面全測図 (2) 

で12.5cmを測る他は、 20~30cmで、ある 。

図36-1はピ ット56より出土した常滑の第 6型式の輩。 2はピット 123より出土した粉質級密胎二L:の

かわらけ。器壁は部く 、内管気味に立ち上がる。

塀 1 (ピット 19・10・11・16. 132・137・140)(図35)

調査区東側、土塁 2の100cmi&側に南北方JhJに並ぶピ ット列である。南北JlirIJ)J"位はN-19
0 

- E。確認

できたピットは 8 口で、各ピ ッ トの規模・平而形は直径32~40mの円形を呈 している 。 ピッ トの間隔は、

ピット 132と137の問で、約220cmを測り、このピットの両サイドに100cmの間隔をおいてピット 140と16が

並ぶ。北側ではさらに100cmおいて50cmの間隔で 3円(北側からピット 19" 10・11)が荘び、このまま

調査区外へのびるものと考えられる。土塁 2の方向からの柱聞の広い出入り口が塀にあったとは考えに

くく、ピット間隔は50cmが基本と思われる 。 ピ ッ トの深さはピット 132 ・ 137 ・ 16では20~29cmを測り、

10・11はそれぞれ9.5cmと13cmと浅めである。

図示できる出土造物はなかった。
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その他のピット

土塁 lと土塁 2・ 3によって造られた区画内から

は、ピット 140口を発見している。各ピッ トの規模、

出土造物、覆土等については後掲の一覧表を参照さ

てfて-~Jヲ1

ピァト64 一千
れたい。

て二二=+;;;d2

k二こぷ
ピット128

図40-1はピッ ト64より出土したかわらけ。砂質

胎土で器壁は薄く、内母気味に立ち上がる。口唇部

o 5cm 
ピy ト81

の周辺に煤が付着する。 2-3はピット81より出土

したかわらけ。弱砂質胎土で器壁は薄く、 2はやや外反気味に、 3は内管 しながら立ち上がる。 4は

図40 第 3面ピット64・81・128出土遺物

ピッ ト128より出土した常滑小壷の口縁部片。

第 3面下出土遺物

図41-1 -68はかわらけ。小型かわらけはおおむね弱砂質~弱粉質胎土で、器壁薄く、ゆっくり聞きな

がら立ち上がるものが多い。また、 54のように粉質胎士で薄手丸深タイプもわずかに混じっている。55

-57は中型かわらけ。精良な粉質胎土。背高で、器壁はとても薄く内管しながら立ち上がる。57は弱砂

質胎土で、側面観碗型を呈する。器壁下位に穿孔がある。58-68は大型かわらけ。58-62は弱砂質胎土で

器壁は厚 く直立気味、もしくはゆっくり聞きながら立ち tがる。63-66は弱粉質~粉質胎土。器壁は薄

めで内管気味に立ち上がり 、口唇付近で大きく 外反している。67-68は混入物の少ない粉質胎土の薄手

丸襟型。69は軒丸瓦。瓦当の文様は永福寺 I期の文様を呈するが、胎土は13世紀後半の極楽寺のものと

同胎である。

図42-1は古瀬戸前期後半の四耳壷。 2は常滑の小壷。 3-4は壷。6型式くらいか。 5-8は輩口

縁部片。 5・6は5型式、 7は6型式、 8は7型式くらいと思われる。 9はこね鉢口縁部片。磨滅痕は

確認できなかった。10はすり 常滑。左右側面は著 しく 磨滅している。11は山茶碗窯系こね鉢。体部内面

下位から内底面にかけて使用によ る磨滅が残る。また、体部内面中位から内底面にかけては煤が付着し

ている。

図43は舶載磁器。 Iは青磁の百合口碗。素地は黒色微砂を混じえる灰色粘質綾密土。柑は不透明な水

色を呈し、全体に厚めに施利lされる。青磁百合口碗は鎌倉市街地遺跡では、 この他に今小路西遺跡(御

成小学校内)の北谷 3面より出土している。 2は青磁劃花蓮弁文イ始。体部内面にのみ蓮弁文が施される。

体部外面は無文。口唇部と高台周辺は鉄発色する。 3-8は青磁蓮弁文碗。 9は青磁碗。畳付周辺は露

胎だが、 一部鉄発色している。見込みには型抑しの蓮華文が残る。10は青磁折腰鉢。暗灰緑色を呈する

柚は厚めに施軸される。11-13は青磁蓮弁文折縁鉢。 いずれも外而に施された蓮弁文はかなり退化し、

紬は厚く 施柚される。14は青磁双魚文鉢。外面は蓮弁文、見込みは魚文が貼り付けられる。素地は黄|床

灰白色粘質撤密土。端lJは暗オリーブ色を呈し、 厚めに施糊される。15-16は青磁皿。15は内底面に使用

によるキズが著しい。16は強い二次焼成を受けハゼて細破片化していた。17は白磁水注。素地は黒色微

砂を多 く混じえる淡灰色弱粘質撤密土。柚は青味乳白色を呈し、ごく 薄く施荊lJされる。高台上から外底

部にかけては露JJ台。体部の器壁は薄く、 口縁は玉縁状になる。注口と紐様の把手との中間 2ケ所に縦耳

が付くと思われる。鎌倉市街地遺跡で、の出土例はない。18は白磁の口冗碗。19は白磁口冗皿。20-21は

白磁型作りの口冗碗。内面に20は牡丹文、 21は雷文と牡丹文が精織に施される。22は白磁型作りの皿。

見込みに施された牡丹文は20、21の精轍さと比べるとかなり粗雑で、ある。23は白磁型作りの合子の身。
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図38 第 3面炉 1出土遺物

石組炉 1(図37)

炉 lを切ってその北に位置する。平面は隅丸長方形、断而は深めの皿形を呈する。規模は東西162cm、
南北217cmで、確認面からの深さ64cmを測る。築造構造は、北東隅に直径14-30cmの無調整の鎌倉石(砂

質凝灰岩)を 4石、北西隅には直径15cm大の同様の鎌倉石を 2石据える他は、泥岩塊を用いる。石組部

分と四周の壁となる泥岩には赤化、煤の付着が見られた。

覆土は、上層に締まり弱く粘性の強い褐色*Ilj質士、中層に厚さ10cmの粘質化した炭の堆積が見られ、

下層に褐色粘質土が厚く堆積する。底面上には、赤化した焼土と山砂混じりの炭が薄く堆積する。底部

中央部からは、やや浮いた状態で22x 13cm大の伊豆石が l点、常滑胴部片がまとま った形で 5点出土し

ているが、特に赤化、煤の付着等は見られなかった。南北llilh方位はN-19
0

-W。

この石組炉 l、炉 lともに炉内から火葬骨などは出土していない。

図示できる出土造物はなかった。

通路状遺構 (第 3 而全測 I~I)

土塁 lの北側に東西420cm、南北194cmにわたって細かく破砕された貝殻砂で整地された通路状の硬化

面を確認した。塀 3との切り合い関係を持っていないため明確ではないが、掘立柱建物にともなって土

塁 lを南の限界とする敷地内の通路と思われる。

o 5cm 

図39 第 3面通路状遺構出土遺物

図39-1は砂敷面より出土した 「天鵡通費J。
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に二~ 塀 2 (ピット20. 21 . 22 . 23 . 118) ( 1~135) 

に斗d， 0 e 塀 lの西側剛山北方向に並ぶピット列で、

>cm塀 lの作り 替えと考えられる。南北llirli方位はN-

第 3面土塁 3出土遺物

亡ごーョ1

190 

- E。北側は調査区外へのびると思われる。各図34

ピット20・21・22でそれぞれピットのj菜さは、ピットの規模・平面形は直径50mで、円形を呈している。

ピットの間隔は300cmの聞にピット23・118はそれぞれ19.3cmと14.8cmと浅めである。22~26cmを測り、

(北側からピット 118・20・21・22・23)が不揃いに並んで、いる。5口

図示できる1:1:¥土遺物はなかった。
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塀 3 (ピット 2・8・68・69・70・71・63・103)(図35)

土塁 lの北側200cmに東西方向に並ぶピ ット列である。東同ljiJlI方位はN-64.5
0 

- E 。ピット2がピ ッ

ト列の東限で、塀 lと接続する。また南北塀の作り 替え後は塀 2と接続する。南北塀 1と2とは直角に

交わる。西側は調査区外へのびる。確認できたピットは 8口。各ピットの規模はピット 2・8・68・69

・83. 103の6穴は直径28-46m、ピ ット70・71はそれぞれ22cmと18cmとやや小さい。ピットの深さは

もっともi栄いピット83で、31cm、浅いピット 8で14.4cmを測る。ピットの間隔は芯々で、北側からピット

2と8の問で、290cm、8と83の問で'230cm、83と71の聞で、210cmを測る。ピット71の西側に位置する70・

69・103・68のピッ トの間隔は約50-80cmと狭くなる。

これらの塀 1・2・ 3のうち塀 lが古く、その遺存途中に塀 3が付け加えられ、最新の時期に塀 2に

作り替えられたと思われる。掘立柱建物は、塀 3が作られる前に存在したもので、 ;塀3が作られてから

は、建物立地はより北へ移動したと考えられる。

図示できる出土遺物はなかった。

炉 1 (図37)

調査区中央南側に位置する。後述の石組炉 1に北壁を壊されている。平面は楕円形、断Tlliは皿形を呈

する。規模は東西130cm、南北122cm以上で、確認両iからの深さ55cmをil!iJる。四周の壁となる盛り土に用

いられた泥岩塊には赤化や煤の付 着が見られた。

覆土は 6層に分届できた。上層から下層までは直径 1-6 cmの泥岩粒を混じえる褐色弱粘質士が各々、

10-20cmの厚みでほぼ水平に堆積する。 ただし、底而上には山砂を含む炭が薄く堆積し、底面近くでは

炭化物粒子を含む焼土が最大 8cm堆積している。南北ljilh方位はN-16.5
0

-W。

図38-1 -9はかわらけ。 1- 5の小型かわらけは弱砂質~砂質胎土で器壁はゆっくり聞きながら立

ち上がる。 6-7は口径が10cm台の弱砂質胎土の中型かわらけ。背高で側面観碗型を呈する。 8-9は

大型かわらけ。弱粉質~弱砂質胎こ1:で、器壁はゆっくり聞きながら立ち上がる。10-13は常滑の第 5-

第6型式の斐口縁部片。14は淡紅灰色凝灰岩の天草産砥石。
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図41 第3面下出土遺物 (1) 
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図42 第3面下出土遺物 (2) 

体音15外而i中位から外底部にかけては露胎。底音15は破損後に、周囲を打ち欠いてきれいに「底抜け」様に

している。

図44-1.2は硯箱に付属すると思われる銅製水滴入れと銅製水滴。 lの水滴入れは底板と壁板の 2

枚の銅版で組み立てた後、壁板下方に 4ケ所の切り込みを入れ、底板をかぶせるように折り曲げて両者

をしっかりと同定させている。溶接技術をmいず、簡素な作りだが、外底面に見られる 4ケ所の折り曲

げ部は目立たないよ うに小さくな され、 細部の作りもとても丁寧に仕上げられている。一方、壁板上方

は軽く折り曲げられ、花弁を呈する 2枚のtiiliりJIi命が外れないようにしている。水ii雨入れの体部外面には

文様が施されておらず、また、 2枚の飾り ]1輸の位置などを考え合わせると硯箱にこの水滴入れを埋め込

んだものと想定できる。2の銅製水滴は底板と壁板は溶接によって貼り合わされ、口縁部は水滴入れ同

様、 i降く折り 山げられ、 玉縁状になる。日吉15から体部にかけて毛彫による 「松l喰い鶴」がtuiかれる。 3

は銅製と思われる灯明台。燭台との事11さえ金Hは3本だが、そのうちの l本だけが遺存していた。押さ

え金具が落ちてしまった 2ケ所には穿孔だけが残り、うち 1穴には銅釘が遺存していた。事11さえ金Hと

灯明台との接合は溶接でないことがわかる。4は銅製と忠われる火箸か。 5-6は万子。 7は釘。 8-

20は銭。 8 は I I~日元通費J 。 背而は 「 月 」 、 「京Jo9は「祥符元賢J0 10は「宅宋通費J0 11は「jPR寧通費」。

12-14は 「元住通賓Jo15-17は 「元祐通賀Jo18は 「紺聖元貿Jo19は 「聖宋元費Jo20は 「大観通賓Jo
21-22は拝。21は頂部と下端部周辺はノミ状工具による削り 痕が残ることから破損後に再加工したもの

と思われる。23-25は砥石。23は嶋滝向出産の淡緑色泥岩の砥石。24は嶋滝中山産の淡黄色泥岩の砥石。

25は天草産のijミポ1:灰色凝灰岩の砥石である。
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図45-1 -3は連歯下駄。4は草履芯。中央よりやや上方に鼻緒痕が残る。 5-9は箸。 9は上端が

炭化している。10-13は揺さ製品。10は漆器椀。全面に黒色漆を塗布した後、内外而に赤色漆の手柑iきに

よる桐と笹と思われる植物文が拙かれる。11は漆器椀。内面は赤色漆を塗布しただけで無文であるが、

外面は黒色漆を塗布した後に赤色漆による手描きの植物文が捕かれる。12は揺さ器皿。全面に黒色漆が塗

布されるが、遺存部分には文様は見られない。13は漆器lIlL。全面に黒色漆を塗布した後、内而は赤色漆

の子描きによる水辺の風景が描かれている。14は板状円板。15は形代。
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図45 第 3面下出土遺物 (5) 
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第4節第2面(図46)

第2面は、土塁による敷地|ズ岡の・端が碓認できた第 3面に、泥岩による大規模な雌り土造成が行わ

れ、調査区内の様相が一変する。この躍り土造成は、調査区内いっぱいに東西の石垣を作り、南側が高

くなる !こ下 2段の雛段状を構成する。上段部は直径 4~ 6 cmの泥岩塊を混じえる締まりの強い灰褐色土

の版築地業面、 ド段部ではj尼岩粒と炭化物を含む水気帯び、た粘性の強い褐色粘質士によるやや軟質な版

築地業ITiiを構成している。第 2面の海抜高は、上段古15で15.80m ~ 15. 70m、下段部で14.95mで、ある。

また、下段部に 3基の土瞭を発見した。
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‘? 
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図46 第 2面全測図

東西石垣 (第 2iii全測図)

*阿に調査区内いっぱいに築造され、さらに調査区外へと拡がる。この石垣を境にして南側の高い南

北の雛段を形成する 。 石積み構造は、1::1字面がi直径10~40cm大の規格性の見られない泥岩を乱雑に 2~3

段積む。石面は北側を正而にして、部分的にテラス状に小さな平坦面をつくり 一見、 二段になっている。

南北の比高差は、調査区中央部で、約28cm、17。の緩傾斜をもっ。調査区東側で，，j:比高差約52cm。石面で

最も突き 出た部分をもってその石積みの勾配(矩方)とすると、勾配は約300

とやや急である。

安定性に欠ける造りの為か、崩落ちた泥岩塊の堆積が見られた。東西ilill!方位はN-69
0 

- E。

本遺構中より出土した遺物で図示できるものはなかった。
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土境 1 (図47)

東西石垣直ドに位置する。凶側に位置する土蹟 2の束壁を切る。平而は東西に長車111を持つ不整方形。

断而は1m形を呈する。規模は束JI[j293cm、南北213cmで、確認面からの深さ53cmをil!Uる。 東西軸方位はN

-57.5
0 

- E 。磁土は、 南側に黄褐色~灰褐色粘質土Ij-'に直符20cm大のものを i:=.体とする投げ込み様の

泥岩塊、北側に破砕貝殻砂、炭化物を混じえる黒色土が厚く推積する。

図48は土墳 lより出土したかわらけ。大・ '1'・小型と分化している様相が明瞭である。 2-5の中型

かわらけはいずれも混入物の少ない符色粉質胎土。 都墜は薄く内管気味に立ち I~.がる 。 大型かわらけは

いずれも粉質胎土だが、 11-13は混入物が少ない薄手丸深タイプである。
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図47 第 2面土壌 1・2
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土墳 2(図47)

土墳 lの西隣に位置する。土墳 lに東壁を壊されている。平面は円形、断面は浅いnn形を呈する。規

模は東丙127cm、南北方135cm、確認面からの深さ12cmを測る。

覆土は、締まり粘性共に強く 、直径 3cm大の泥岩粒を密に含む黒褐色土。東西ililfi方位はN-57.5
0 

- E 。
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本遺構中より/JJ1土した遺物で図示できるものはなかった。

(図的)土墳 3

調査区北西隅に位置している。平面は方形、断而は浅い皿形を呈する。規模は東西170cm、南北85cm、

確認面からの深さ13cmを測る。覆土は軟質で、粒状の炭化物を含む灰黄褐色土。
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第 2面土墳 3図49

東西111，，，方位はN-52.5
0 

- E。

2は土墳 3より出土したかわらけ。両

lは器壁が

図50-1、

者ともに淡樺色を呈する粉質胎土だが、

薄く、内替気味に立ち上がる中型の薄手丸深タイプ

である。

図50

第 2面下出土遺物

図51ー 1-2は極小かわらけ。黒色微砂をわずかに混じえる弱粉質胎土。

2は指頭ナデで糸切り痕を消している。 3-37は小型かわらけ。3-4はおおむね弱砂質~弱粉

質胎土。 背低で器壁はゆっくり聞きながら立ち上がる。15-37は弱粉質~粉質胎土。 いずれも背高だが、

lは外底部に糸切り痕を残

すが、

器壁は直立気味に立ち上がるもの、内響気味に立ち上がるもの、側面観碗型を呈する混入物の少ない薄

手丸深タイプなどが見られる。38-42は中型かわらけ。おおむね弱砂質~粉質胎土。 器壁は薄く内響気

味に立ち上がる。43-48は大型かわらけ。弱砂質~弱粉質胎土。器壁は薄めでやや内管気味に立ち上が

口唇部が外反するものが多い。49は平瓦。凹、凸而ともに離れ砂痕が残る。50は瓦質浅鉢型火鉢。

体部外面下位は軽いナデ調整、中位は指押さえの後、木口状工具によるハケ目調整がなされる。

図52-1は瀬戸前E期の四耳壷の口縁部片。2は瀬戸の輪花型入子。外底部には 3個の団子状の脚を

付ける。見込みの外周に著しい磨滅痕が残る。3は瀬戸の碗型入子。体部内面に磨滅痕は残っていない。

4-8は常滑の艶口縁部片 o 4-7は6型式、 8は7型式に分類できる。9は青磁劃花文碗。柚はi怪い

わずかに白濁する。10は青磁双魚、文鉢。外面は蓮弁文が施され、見込みに魚、文が貼り

付け られる。 11は白磁口冗皿Lo12-13は白磁型作りの小皿。12は蓮弁文、 13は唐草牡丹文が施される。

14は鳴滝中山産の泥岩砥石。裏面は剥離後に再利用している。15-16は淡紅色を呈する凝灰岩の砥石。

天草も しくは伊予産と思われる。17は滑石製鍋の再加工途上品。18は「嘉祐通賀」。
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第 5節第 1面(図53)

第21面上に直続 1-4 cmの破砕泥岩を密に含む褐色粘質士による版築地業而が第 l面である。海抜高

は調査区南西部で15.90m、北西剖iで15.80m、南東部で15.75m、北東部で15.58111を測る。ほほ平坦で

あるが、南西部で高く 、北東方向に向かつてやや下る緩斜而を呈している。この第 l面に帰属する遺構

は発見されなかったが、 第 l面の造成の過程を示す雌り土に伴う 6筒所のかわらけi留まり を発見した。

造成は第 2而の下段部に拳大から人頭大の泥岩塊を入れた後に、 j尼岩粒を需に合む暗褐色粘質二|てを南

から流し込むようにして平坦面を作り出している。この高さ50cmに及ぶ造成に当たっては、図に示した

ように何度かにわたって順次盛り土を行った造成のHを確認でき、そこにかわ らけ泊りが発見される。

盛り 土版築が周到になされた様子を見て取れる(岡54・55)。

かわらけ溜まり 1 ( [~1 56) 

確認地点の標高は海抜15.85111-15.50111。東西170cm、南北510cmの範囲に広がる。出土したかわらけ

の破片は1510点以上に及ぶが、そのほ とんどが細片であった。かわらけの出土状況は上にしlを閉し、た(正

位)ものが多く、大小のかわらけを 2-4枚重ねているものも見られる。

図57-1 -15はかわらけ溜ま りlより出土した。小・中・大型に分化している。 1-3は桂色を呈す

る粉質JJ台土。4は淡桂色を呈する砂質胎土。 lは背低で、器壁はゆっくり聞きながら立ち上がる。 2-

4は背高で、器壁は内均気味に立ち上がる。 5-6は司l型かわらけ。弱砂質~弱粉質胎土。器壁はゆっ

くり開きながら立ち上がる。 7-11は弱粉質胎士の大型かわらけ。10・11は背高で、器壁が薄く 、薄手

丸深型に近くなっている。12-14は混入物の少ない粉質胎土の薄手丸i来型。口科音IS周辺で外反している。

15は白磁口冗IIIL。

かわらけ溜まり 2 (図56)

出土したかわらけの破片は380点以上に及ぶが、そのほとんどが細破片であった。確認地点の標I匂は

海抜15.95111-15.70111。東西100cm、南北140cmの浅い窪みにかわらけが正位と伏位に混じって斜位や立

位のものも混在して発見された。

図57-16-19はかわらけ溜まり 2より1+¥土した造物である。細破片のものが多く 、図示で、きたものは

小型かわらけだけである。16-17は粉質胎土だが、特に16は薄手丸深型に見られるような混入物の少な

い精良胎土でイ乍られている。一方、 18-19は弱砂質~砂質JJ台ーL:。いずれも器壁はゆっくり聞きながら立

ち上がる。かわらけ以外には常滑斐胴部小片、瓦質火鉢胴部片が l点ずつ出土している。

かわらけ溜まり 3 (図56)

細片ばかり 140点以上が出土している。確認地点の標高は海抜15.83111。東西60cm、南北80cmの浅い窪

みに伏位で押し潰されたかわらけが発見された。

図示できる遺物はなかった。

かわらけ溜まり 4 (図56)

キIII片ばかり 90点以上が出土している。確認地点の標高は海抜15.85mで、ある。東西170cm、南北50cmの

範囲に、正位に混じって伏位と斜位または立位のかわらけが発見された。
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図示できる遺物はなかった。

(図56)かわらけ溜まり 5

東西に長軸をもっ東西78cm 、 南北66cmの楕円形に広がる 。 確認地点の標高は海抜15.92m。直径 2~

5 cmの泥岩塊に同程度まで破砕されたかわらけ砕片が密に入り版築状を呈している。

図57-20は淡桂色を呈する砂質胎士。器壁は直立気味に立ち上がる。

(図56)かわらけj留まり 6

かわらけi留まり 5同様、直径 2~ 5 cmの泥岩塊に同程度まで破砕されたかわらけ細片‘が密に入り、版

築状を呈している。平面は東西方向に長車，11をもっ楕円形。規模は東西196cm、南北115cm。確認地点の標

図57-21はかわらけ溜り 6から出土した滑石製の温石。表面の上方は剥離するが、下方は工具痕が著

しい。また、右および I:.M面はノミ状工具痕が残っていること、 右側面と裏面の一部に煤が付着するこ

高は海抜15.80m。

となどから滑石鍋の転用途上品とも考えられる。図示できるかわらけはなかった。

以上のかわらけ溜まりは、第 1面盛り土造成時における造成の目から発見されており、造成全体にか

かわる地鎮に関係した行為の結果と考えられる。かわらけ溜まり 5・6は埋置されたかわらけが土圧に

よって細かく砕かれたもので、特に他のかわらけ溜まりと変わらない。
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かわらけ溜まり周辺出土遺物

図57-22-36は、かわらけ泊まり周辺より出土した遺物を図示した。小型かわらけは弱砂質~砂質胎

ご1::で、器壁は薄く、背高で側面倒碗型を呈する。中型かわらけは弱砂質~粉質胎土で器壁は甫iく、直立気

味に立ち上がる。体音15外面に稜は持たない。大型かわらけは弱砂質~粉質胎土。器型的には器壁が直立

気|床に立ち上がるもの、ゆっくり開きながら立ち上がるもの、薄手丸深のものの 3種類が見られる。

第 1面下出土遺物

図58・59は、かわらけ溜まり以外の第 I而造成土中より出土した遺物である。

凶58はかわらけ。小問かわらけは弱粉質~粉質JJf:i土で?専手丸深のものがかなり U立っている。中型か

わらけは、かわらけ溜まりより山土したものと同様、器~~は薄く、 l白:立気味に立ち上がるものが多い。

大型かわらけはおおむね弱粉質~粉質胎土で、器官'i;が厚めでゆっくり聞きながら立ち上がるものと、薄

手丸深のもが混在している。

図59-1は瓦質浅鉢型火鉢。JJ台土は黒色砂粒と 雲町:片を混じえる淡紅色粉質土で、JJ台芯は黒色を呈する。

外底部には糸切り痕が残り、体部内外面ともにナデによる調整が残る。 2-3は瓦質輪花型火鉢。JJ台土

は石英細石を混じえる淡紅色粉質土。体部外而はヘラミガキが施され、黒色を呈している。体部内面は

指頭による押さえとヨコナデで調整される。外而には、 2は亀甲文、 3は菊花文のスタンプが押印され

る。4は鉄鉢の外型鈎則。JJfi土は黒色砂を多く、他に雲母微片 と白針を混じえる淡燈色粉質士。体部小

片だったが、 2個で、構成する外型のかみ合わせ部が遺存 していた。 5は舶載天目碗。胎土は白色微粒を

混じえる暗灰色弱粘質椴密土。和lは不透明な黒色を呈し、強い二次焼成を受け、吹き上がっている。 6

は青白磁の短頭査もしくは酒会壷の蓋。牡丹文の周聞に連珠文を配した型押し作りである。 7は「政相l

通賀」。
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図59 第 1面下出土遺物 (2) 
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第 1面上出土遺物

図60-1 -8はかわらけ。おおむね砂質ー~粉質胎土で、器壁はとても薄く側而観碗型を呈している 0

9は瓦質輪花型火鉢。外面上位にはスタンプによる菊花文が押印され、その下方に宝珠が貼り付けられ

る。10は瀬戸の中期の折縁小皿か底卸目皿。11は瀬戸の後H期の縁柚小皿。12は鳴滝中山産の淡黄色泥

岩の砥石。破損後、表裏面とも再利用している。13-14は鳴滝産の淡黄色泥岩の砥石。14の表面は浅い

i背状の筋が残っている。

に上こえ ミよ三戸2 に};j73 ビ止d4子J;;}?5

\[;36 三Q7 ~T二三
-? 

可

υ 9 

三千三トヨ
日 JUJ巳
:ζ三 12

山山
10cm 

図60 第 1面上出土遺物
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第五章 まとめ

才I越ヶ芥遺跡地 I)~ における今回の調査地点では、 5 枚の中↑11:版築地業而とそこに展開する土塁を伴う

敷地利用を確認することができた。しかし、発掘調査深度規制により調査の行われていない第 5面以下

では、どのような敷地利肘もしくは土地造成が行われていたのか不明な点が残されていることを付け加

えておかねばならない。

以下、図61の遺構変遷模式|支|を用いて、調査によ って得られた成果に若干の考察を加え、まとめに代

えたい。

第5面には、板囲い建物と井戸、 1:墳それに多くのピ ットを平坦な地業而に確認した。しかしながら、

丘陵寄りの板固い建物は部分的な確認にとどまり、その全体像を把握できず、また調査地に散在する多

くのピットを何らかの掘立柱建物を構成する柱穴とも認識で、きななかった。多くのピッ トは簡素な建物

の跡と考えられる。このように第 5而における敷地利刑は不明瞭ではあるが、木枠を備えた井戸が開撃

されており、調査地点において永続的な生活が'貯まれていたことは確実で、ある。

出土した遺物は他の生活面と比べると、 量的に~I斗;?に少ないが、深度規制により 完掘できなかった状

況を考慮しなければならない。かわらけは手づくねがわずかに同士したが、多くは背低で底径口径比の

小さい側面観皿型を呈する糸切りかわらけであった。

第4面になると、それ以前と比べて、かなりしっかり した建物跡を確認できる。それは、これ以後の

|二層に認められる建物と敷地利用の変遅から見て、おそらくはより古いと考えられる板間い建物を壊し

て作られる 5x 1間以 1--の州立柱建物で、ある。掘立柱建物は調査地南方の丘陵から離れた地域に東西に

長く配置され、 任|泣寄りには l二墳のほかは空間地として残される。第4面に発見されたピットも建物側

に多く、この時期には調査地周辺を大きな範囲で利用するなか、丘陵寄りを空間地とする敷地利用へと

変化していることを読み取れる。この敷地利用の変化は、第 4面の中でも後半期に築かれる土塁によっ

て明確に示される。こ1-:塁 1は調査地の丘陵寄りにその制に沿って築かれ、敷地の空間を人為的に分離し

ている。士塁の構築にともなって、敷地内では掘立柱建物が壊され、基壇を持つ建物が建てられる。敷

地利用の変化、板開い建物から掘立柱建物、そして基噴建物への移行、さらに上塁の栴築な ど、前代と

比べて敷地内遺構が大きく変化している。そこからは、調査地を利用する人的変化も想定できる。ただ

し、この土塁がどれほどの規模を持ち、土塁で|豆画された敷地がどれほどの広さであったのかは不明で

ある。

第4面では、土験 1より ー折で出土した500本以上の箸、漆器椀、皿、調度類、宗教関連具、漆刷毛

などの木製品が多く出1:した。かわらけは糸切りかわらけが多く、手づくねは小地のものがわずかに混

じる。器型も第 5耐iで'tU.:J:したかわらけと大きな変化は見られず、小型かわらけは背低で皿型を呈し、

大型かわらけは器壁がやや直立気味に立ち上がるものが多いようである。第5面と第4面の年代差は大

きく違わず、おおよそ13世紀後半くらいと忠われる。

こうした第4面トーに、炭化物を多く含むややjj次質な版築地業によって更新された生活面が第 3面であ

る。焼!こや均一な炭屑はないものの、第 4而は火災を被り、第 3面に作り科、えられた可能性があり、基

本的に敷地の利用法は第 4而と変わらない。しかし、 土翠 lが第 4面以来、調査地の南側を丘陵音15から

分離し続ける一方、調査地の東端に新たな土塁 2が構築され、調査地内にみられる敷地利月jの東の限界

が示される。さらに、 二1:塁の内側には、塀もしくはfll~ をなす東西ピット列が l 条、南北ピット列が 2 条
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図61 遺構変遷図
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確認でき、調査地内から北阿方向へ広がると考えられる敷地の空間分離遺構が強化される。ただし、土

思 lと塀 3の聞には、東西方向にl隔200cmほどの通路状の破砕貝殻砂を薄くまいた整地面があり、東西

の塀は一時的なものであると考えられる。東西の塀をまたぐように位置する掘立柱建物がこの整地而と

同時に存在していたと思われる。

さて、この土塁 1. 2と共に、塀もしくは柵によって区切られた空間に 1x 1間以上の掘立柱建物 l

棟、それに多くのピットと石組炉や炉tll:が発見された。谷戸内の寺院関連遺跡、でしばしば確認される石

組炉から出土する火葬甘は、これらの土墳や炉遺構からは確認されていない。

第3面より出土したかわらけには中型かわらけが現れはじめ、口径の大.rl='・小の分化をはじめる。

大型かわらけには精良ではないが、弱粉質胎土の薄手丸深型に近い型を呈するものが見られはじめる。

小型かわらけは口径が小さくなっている。13世紀末-14世紀のごく初頭と思われる。また、舶載磁器の

器種、出土量は国産陶器類のそれを凌駕し、国産陶器でも瀬戸窯の四耳壷など室内装飾品は出土してい

るが、費、皿、鉢などの日常事f~器類の出土は少なく、さらに 2 つの縦耳を持つ向磁水注や銅製水滴と水

滴容器、それに銅製灯明台は鎌倉市街地遺跡で-も出土の例を見ない製品や器種が目立つ。これらの出土

様相は、 北条得宗家を含め政権の枢要音15にある人物の屋敷も しくは別邸と考え られている今小路西遺跡、

(御成小学校内)の北谷 3而とよく似ている。前述の遺構、あるいは造物の出土様相を考え合わせると、

第3面では武家屋敷あるいは寺院の可能性が大きいと思われる。

第4面、第 3面と引き続いて調査地内の平坦な空間を土塁で、敷地分割する土地利用が、次の第 2而に

なると変化を見せる。調査区の南側半分を土塁 1のJJi部に合わせて、高さ60cmにわたって泥岩積みで盛

り土し、上下 2段の雛壇状の平坦面が造成される。この造成而には、上段ではなんら遺構がなく 、下段

部にー1:墳が掘り込まれる。

かわらけは完全に大・中・小に分化している。大型および中型かわらけは粉質で精良胎土の薄手丸深

型、小型かわらけでも薄手丸深型がかなり目立ってくる。一方、第 3面で見られた室内装飾品を中心と

した器種構成はほとんど見られず、遺物の出土量も少なくなっている。ただし、造成の規模とその造成

地の空間がほとんど利用されない状況から見て、かなりの権力を備えた武家、もしくは寺院が関連して

行われた広域におよぶ生活而の更新であると考えられる。14世紀初頭~中葉頃と思われる。

第2面の大規模造成に続いて、第 l面に向けても再び、高さ80cmの盛り土造成が確認される。造成は

第2而における雛壇を解消 して、調査地内に平坦面を作り出す目的で行われたが、 造成を堅固なものと

するため、少なくとも 2度の造成の目を作り出している。造成而上からは、礎石やピットなどの建物を

推定させる遺構は見られず、第 2面と同様にやはり広大な敷地の一角に位置する調査地は空閑地として

残されていたと思われる。

造成の日からは、 土地の造営行為に伴う地鎮めと考えられるかわらけ溜まりを 6カ所確認した。ここ

より出土したかわらけは、第 2百iより出土したかわらけの様相と大きな差はないが、小型かわらけでも

かなりの割合を薄手丸深型が占めている。

13世紀後半の板聞い建物の庶民階層による継続的居住から、一転して第 4面における谷戸内の敷地を

土塁を用いて丘陵地から分離した本遺跡地は、その後も大規模な造成を繰り返し14世紀中頃の第 I面に

至る。こうした第 4面以降に繰り返される土塁の構築や雌り土造成が見られる調査地に発見された建物

は少なく、多くは土墳で、あり、または調査地全体が空閑地として残された。土塁で、固まれ、造成の行わ

れた地域は調査範囲を超えて広く、調査地はその一角、それも隅であったと思われれた。広大な敷地に

造成を行える立場の存在は、有力御家人もしくは寺院と考えられるが、石組炉からは火葬骨などの出土
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はなく、有力御家人の敷地であった可能性の方が強いのではと考えてしまうが確たる証拠はない。

調査地点は三善善信邸跡遺跡内に位置するが、天然の生活而限界をなす丘陵側に敢えて大規模な土塁

を第 4面以降に設置する追跡地は、 一般的な武家屋敷や寺院というよりも、より外の空間から敷地内を

分離する意図が強く表されていると思われる。遺跡地は、 11-1-1止都市鎌倉の東の1+1入り口である名越坂に

隣接し、鎌倉の防衛施設と しての機能をも備えた地点で-はなかったろうか。その点において、本遺跡地

の性格を論じる際には、北条名越氏の存在も忘れてはならないだろう 。

しかし、今回の調査範囲は狭く、遺跡の性格理解を急ぐには資料が少ないと思われる。今後の遺跡地

周辺での調査を期待したい。
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表 1 第 5面ピット一覧表 (1) 

川
一明

ω一不
さ
一
×

深
一
O

×

一

4

軸

一
3

短
一
×

×

一
ハ
U

軸

一
4

長

一
3斗

備考

2
↓3
.J引

50.OX48.0X不明

48.0X42.0X不明

24.0X20.0X不明

底面標高 m) 覆土特徴

13.6661 

13.7311 

13.4 771 

不明一一丁
l 

5 64.0X34.0X14.1 

6 36.0×36.0 X 28.8 
ト 一一一一一一

7 22.0 X 20.0 X不明

8 22.0X10.0X12.4 

9 22.0 X 22.0 X 5.3 

10 28.0 X 28.0 X 8.5 

11 20.0 X 20.0 X 6目O

12 34.0 X 30.0 X 11.6 

13 76.0 X 42.0 X 27.0 

14 76.0 X 40.0 X 20.9 

15| 36.0 X 28.0 X 20.6 

16 62.0X38.0X25.4 

17 44.0 X 44.0 X 21.8 

18 30.0 X 20.0 X 23.2 

耳:26.0 X 24.0 X 11.1 

40.0 X 30.0 X 15.6 

14.0 X 14.0 X 4.3 

1112224 23 300×300×260 
32.0 X 26.0 X 26.3 

16.0X 16.0X不明
一一一一一一一

25 20.0 X 18.0 X 30.4 

26 20.0 X 20.0 X 4.5 

271 20.0X18.0X 5.4 

28| 22.2 X 22.0 X 22.5 

I 351 34.0X (25.0) X 30.0 

I 36 28.0X28.0X17.8 

I 37 70.0 X 50.0 X 40.5 

38 44.0 X (32.0) X 25.4 

39 50.0 X 46.0 X 11.3 

o 52.0 X 48.0 X 24.1 

ロ寸 26.0 X 20.0 X 9.4 

い豆一旦住町立塑
43 48.0 X 42.0X 5.8 

44 30.0 X 30.0 X 33.0 

45! (36.0) X 34.0 X 29.3 

ゴ仁一(40.0) X 40.0 X 25.0 

47: 28.0 X 28.0 X 27.3 

48 28.0 X 26.0 X 17.8 

13.7321 

13.600 

不明
ーっ一一一

一一一一一L一一一一一一
13.796 

13.867 

13.835 

13.910 

13.786 

13.609 

13.651 

13.650 一 1石7不均られる

| 13.606， 

13.646i 

[ 136吋
13.789

1 

13.744 

13.616 木片、貝殻片を多く含む

13.612 木片、貝殻片を多く含む

| 不明 | 

」二二EF-一一二一13.5501 

13.697 

13.776 

13.696 

13.369 

木片多く、貝殻片を少量含む 32に切られる

上層木片多く含む

31を切る

35を切る

上層木片多く含む

ZF三
亘量二一一一二ユ-

33、42、43に切られる

6
一

7
一

3
一

司
t
一
円
U

一
A
守
一

円
t
一
司i
一
円i
一

3
一
日
一
日
一明不 34、35を切る

35を切る13.871 

13.608 

13.712 15を切る

15を切る13.733 

忌瓦了土層は木器片多量に含む

13.753 上層は木器片多量に含む | 
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表 1 第 5面ピット一覧表 (2) 

49 38.0 x 36.0 x 7.0 13.640 貝殻片を多く含む |土壌lを切る

一一一55一01「| 
36.0 X 28.0 X 22.9 

|1 113348833 31 
貝殻片を多く含む 土墳1を切る

64.0X50.0X2l.7 泥岩塊を多く含む

52
1 

44.0 X 40.0 X 14.6 貝殻片を多く含む

53 64.0 X 52.0 X 20.8 13.919 貝殻片を多く含む

32.0 X 30.0 X 10.6 14.0431 貝殻片を多 く含む

50.0 X 40.0 X 18.2 13.9551 貝殻片を多く含む

38.0 X 32.0 X 19.5 貝殻片を多く含む

57 48.0 X 46.0 X 4l.8 

~ 30.0X (26.0) X34.6 13.657 貝殻片を多く含む

61-



表 2 第 4面ピット一覧表 (1) 

No 長軸×短軸×深さ (cm) |底面標高 (m)I 覆土特徴 備考

l 120.0 X 64.0 X 54.2 13.268 北側調査区外

2 36.0 x 32.0X 22.3 

3 64.0 X 52.0 X 3l.0 

74.0 X (70.0) X 25.5 13.595 5に切られる

5 64.0X54.0X32.0 4、6を切る

6 46.0X (42.0) X 15.4 5に切られる13.650 

52.0X46.0X24.5 

8
1 

56.0 X 44.0 X 2l.4 13.654 貝殻片多く 含む

13.628
1 

9 30.0 X 30.0 X 23.8 

101 38.0 X 32.0 X 2l.4 13.658 
一寸

52.0 X 50.0 X 16.4 13.523. 

121 56.0 X 56.0 X 32.0 

13: 104.0 X 76.0 X 34.8 13.502 14に切られる

14 54.0 X 50.0 X 30.8 13.549 13を切る

15 48.0 X 46.0 X 23.0 13.620 

161 50.0 X 48.0 X 28.9 13.612 

~ 44.0X (26.0) X22.7 13.610 よ

18 48.0X (48.0) X17.2 
斗

13.640 

191 46.0X46.0X 17.4 13.6441 

13512i 201 44.0X42.0X32.1 

21 48.0 X 46.0 X 10.3 13.6241 

22 28.0 X 26.0 X 12.8 13.843 

23 欠番

24 欠番

25 62.0 X 48.0 X 33.9 126を切る

26 40.0X (32.0) X不明 不明 25に切られる

27 40.0X (18.0) X38.0 13.535 

28 54.0X48.0X27.7 13.5851 

291 52.0 X (52.0) X 23.3 13.662
1 

56.0 X (56.0) X 4.0 30 13.8551 

31' 40.0 X (20.0) X 29.2 13.600 28、29、30に切られる

32 欠番

欠番

34 欠番

35 26.0 X (20.0) X 9.4 13.833 

36 26.0 X 24.0 X 14.4 13.783 

37 58.0 X 50.0 X 36.3 13.689 

38 62.0 X 50.0 X 18.3 13.843 

39i 40.0 X 40.0 X 9.8 13.813 

欠番

41 欠番

42 44.0X (40.0) X19.2 13.750 

431 56.0 X (50.0) X 20.4 13.738 

44 欠番

45 欠番

46 欠番

47 欠番
一一十

48 欠番

っLC
U
 



表 2 第 4面ピット一覧表 (2) 

58.0 x 52.0 x 29.1 

40.0X (34.0) X18.3 

59 欠番
記一一一一一天王 一一丁一一-~I

E 欠番 1 1 
5一 一一ー均 一一一一i一一一「 ← ← 丁

欠番 | 

欠番 ! 

66 ; 香 5

68 欠番 一 一 - l 

号室0)翠r ー;一一一士二二
72 欠番 | 

73 ヌ正一 ・ ー 1 

175を切る

「五「- 13508 一一一一一「末広辰一一一

子i誌主 i:2二三子1二三
50.0X (40.0) X 2.8 13.888 j81に切られる

52・竺 (36.0)狂塑 ー不明 一一 一ー __ ，8_Q二82を切る

ー(竺位三12ofL×壬三 一」壬恒一一一一一 一一一回旦盟主一一←
83 60.0 X (36.0) X 26.0 不明 l 

q
J
 

Fh
u
 



表 3 第 3面ピット一覧表(， ) 

E 

t 

E 

「す

号

長軸×短軸×深さ (cm)

32.0 x 30.0 X 23.5 

44.0 X 42.0 X 29.6 

32.0 X 30.0 X 18.5 

104.0 X 82.0 X 44.4 

(24.0) x38.0x 9.7 r 
52.0 x 38.0 x 22.9 

88.0 x 78.0 x 39.4 

30.0 x 30.0 X 14.4 一一一」

(48.0) x (16.0) x不明 !

32.0 x 32.0 x 9.5 

38.0 x 36.0 x 13.0 

28.OX (20.0) x不明

24.0X22.0X16.4 

44.0 X 42.0 X 20.3 

28.0 X 28.0 X 13.6 

36.0X34.0X22.0 

30.0 X 28.0 X 22.4 

22.0 X 22.0 X 2l.6 

24.0 X 24.0 X 19.9 

52.0 X 46.0 X 26.9 

50.0 X 48.0 X 22.6 

42.0X42.0X22.8 

48.0 X 40.0 X 19.3 

52.0 X 44.0 X 36.0 

34.0 X 32.0 X 14.1 

32.0 X 30.0 X 20.5 

36.0 X 34.0 X 23.8 

28 34.0 X 28.0 X 12.6 

29 44.0X (36.0) x29.1 

I 301 (68.0) X30.0X35.3 

I 31 56.0x38.0X2l.8 

~ 46.0 X 34.0 X 16.5 

33 40.0x34.0X2l.4 

口τ 52.0X 30.0 X 20.0 

I 351 32.0x30.0X20.0 

136! 8.0x8.0X不明

371 42.0 X 34.0 X 69.2 

38 i 50.0 X 48.0 X 2l.2 

391 30.0 X 30.0 X 32.0 

0
1 

46.0X42.0x22.9 
一一-ー

41 92.0X62.0X33.2 

42 60.0X48.0X20.2 

3 38.0x36.0X27.4 

I 44 40.0 X 38.0 X 17.7 

45 60.0 X 52.0 X 20.2 

6 30.0 X 24.0 X 15.0 
一一一
4i 24.0X18.0X13.9 

481 28.0X26.0X25.1 

底面標高 (m) 1 

14.724 

14.4611 

14.73E引

14.32引
一一一一一一一一γ

14.694 

14.565 

瓦亘子T
14.647 

不明

14.491 

14.496 

杢瓦二コ
14.522 

14.548 

14.5381 

14.2001 

14.4381 

14.4461 

14.4441 

14.375 

14.4341 

竺.443i 

14.498 

14.434 

14.6531 

瓦函子
14.528 

14.5071 

14.43配

竺竺竺
14.508 

14.571 

14.522 

14.350 

14.554 

不明

14.602 

14.542 

14.426 

14.517 

14.305 

14.516 

14.444 

14.541 

14.496 

14.500 

14.506 

14.438 

64 

覆土特徴

炭化物多く含む

上面は炭が充填

備考

132を切る

るれ

ヲ心

一
戸勺

切
一
切

|↑
竺
山

北側調査区外

lトレンチにより半分消滅

113を切る

山砂を少量含む

111を切る



表 3 第 3面ピット一覧表 (2) 

54 14.0X14.0X18.0 14.b4b 

I 55 笠企竺4笠 28豆一斗 1壬笠三
56 50.0X42.0X33.4 14.472 57、100を切る

57一一塑0日 O二0) X 19乞 (一一一旦町一 一ー一 56主目斗笠包 -

58 日 OX自主21L 」一 川48

24.0 X 22.0 X 30.8 14.455 

50.0X50.0X25.5 14.473 

61 18.0x 16.0X 16.2 14.566 
一一一一一一一←一一一 一一一」一一一

62 46.0X40.0X21.0 14.682 

63 32.0X32.0x24.4 14.574 山砂を少量含む

64 104.0x96.0X58.5 14.211 

65 12.0X12.0X21.2 14.634 

66- ; 石X24.0X1江 - 14658 寸-
67 60.0X50.0X36.5 14.467 

68 40.0x38.0X21.1 14.646 

69 40.0X40.0X28.8 14.530 

70 22.0 X 22.0 X 16.0 14.654 

71 18.0X14.0X15.2 1. 14.636 

2盟三くl乞竺 L土 __1__  1壬竺立並竺1tL主盟問主主主上 一一一
14.0X12.0X12.3 14.642 粘質化した炭化物が充填 i 

74 140×12.0×8.o- 一一旦笠9 塑 ι主開明主主里 -+---

75 46.0X42.0x 17.9 14.582 

76 30.0 X 28.0 X 10.4 14.670 

30.0 X 28.0 X 12.5 14.733 

54.0X48.0X37.6 14.482 

80.0 X 77.0 X 35.0 14.500 122、123を切る

32.0 X 30.0 X 31.6 14.554 

両面万云72五Xl瓦7 一一 寸 訂ぬl 一一一一 ← 一寸82~こ切られる

82 70 odR示 一 | 一五両「一一一一一一一 181を切る -

83 46.0 X 40.0 X 31.0 14.462， 

84 18.0x16.0X10.4 14.830 

22.0X16.0X不明 不明 旬、 122に切られる

40.0 X 38.0 X 2QL  _1_ ___!_!_7竺 |

28.0X26.0X不明 ! 不明

32.0 X 30.0 X 18.4 14.626 

82.0 X 71.0 X 84.0 14.720 

34辰五2.0忌扇 ア - E4ml

91 40.0 X (17.0) X 30.4 15.182 

92 58.0 X 54.0 X 21.0 14.466， 
一 一一一ー一一一一一-

93 32.0x30.0x12.7 14.549; 
一一 ←一一一一←ーー 一一一一--，一一一一一一 一一一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一 一一一一一

9士一一 任竺竺竺2LE -一一 也伊一一 一」ー一一ー一一一一
5
三
空

7

Q
J

一Q
d
-
Q
J

30.0 X 26.0 X 17.0 14.482 

20.0 X 18.0 X 8.4 14.546 

54.0 X 42.0 X 25.4 14.402' 

-65-
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表 3 第 3面ピット一覧表 (3) 

98， 

99 

100 

20.0 x 16.0 X 13.7 

42.0 x 38.0 x 30.0 

50.0 x 46.0 x 10.8 

斗 6
4
9
一

8

qu一一つ
d

一
oo

qu一一
つU
一
巳
d

:

・
一

A
q
一

A
守

一

泊

斗
A

1
i
一一
1
i
一
司
上 ヲゐ一

れ

一

ら
一
る

切
一
れ

に
一
ら

日
一
切101 80.0X68.0X24.9 14.422 

匝ご7 6誌記盃企! 山里
103 28.0 X 28.0X 18.4 14.674 

104 40.0 X 30.0 X 22.714.625 

105 42.0X 34.0X 30.0 不明 | 

I 106 46o X 38.0 X 15.9 14.568
1 

い07 28.0 X 24.0 X19.7 14.5701 
1108 14.0X14.0X168 14.596 

109 42.0 X 40.0 X 28.214.440 

回二二型型自二三 百 七一
111 50.0 X 38.0 X 181 i 14.531 4型 Eり
112 42.0X42.0X29.314.445. 

7if lEF五五克江 14.408 一一 一 |20に切られる
一 一一一一 一一一 一一一一
1114 46.0X46.0X 14.2 14.572 

115 50.0 X 40.0 X 40.6 1函 F一 一一丁一 一一

日 16 44.0 X 40.0 X 3l.5 14.260 ほ28に切られる

い17 50.0X44.0X20.0 14.402 

川181 50.0X46.0X14.8 14.421 

1119 40.OX36.0X3.4 14.661 T 

1120 36.0X34.0X27.3 14.5431 

121 30.0X30.0X20.5 14.637' 

63に切られる

14.398 179に切られ、 123を切る
一 一

560×460×231 「 14542 而コ示;切られる 一一
28.0 X 26.0X208 14.790 

36.0可 oX7.0 十 -1瓦8il
126 32.0X 30.0X22.814.710 

1127 10.0X10.0×不明 14.357 

い28' 46.0X44.0X38.6 14.374 

129 8.0X8.0X不明 14.178 
一 一 一

130 36.0X34.0X不明 | 不明

131 32.0X24.0X28.3 14.553 

日32 40.0X38.0X25.2 14.442 

川33， 50.0 X 50.0 X 22.8 14.470 

け 34' 3O.OX 26OX37.5 14.330 

川 35 30.0 X 30.0 X 34.4 14.382 

1 136 500×400×144 「一一一14.577i 
1371 58.0 X 50.0 X 20?_ _(._ 巴盟勾 J 
1138 28.0X26.0X 7.9 J 14.158 L一
一 一 一一

139 24.0X (10.0) X22 ~~i一一一巳型一一一一一 一
140 10.0X10.0X不明 不明 |

山
一川
一山
一
郎

18.0 X 14.0 X 37.5 

マh
u

一

マh
v

切
一
れ

み
乞

一
A

り

恥舵
一
羽

土
一
一μ

一一
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表 4 遺物観察表 (1) 

図版 1 No.1 種別
「

口径 底径 ~高 備考

9 11常滑婆 !長石小粒をわずかに混じえる灰色綴密土 器表は明茶褐色を呈する

9 2
1
釘 進存長 5.0 径0.5

9 3銭 1 r元祐通貨」

9 4きさ ら状竹製品 遺存長7.55幅0.2-0.25

10 1常滑斐 長石微~小粒を多く混じえる階灰色土 器表は暗茶褐色を呈する

10 2伊勢系土鍋 白色小粒を混じえるi炎茶色土 煤が付着

10 3かわ らけ 8.4 6.4 1.75黒色微砂を多く混じえる淡茶色砂質土

10 4白磁口冗肌 8.65 5.6 1.75素地は淡紅色綴密土 粕は青味乳白色を呈する

11 1手づくねかわらけ 黒色徴砂、雲母片を多く 混じえる暗肌色粉質土

11 2'かわらけ 8.4 6.4， 18!黒色微砂をわずかに混じえる粉質土

14 lかわらけ 8 1.6黒色微砂を多く混じえる砂質土

18 1かわらけ 7.55 4.9 2.1砂粒、白色j尼粒を混じえる淡紅色土

18 2かわらけ 8.1 5.35 2.1 '黒色砂、を混 じえるi炎鐙色土

18 31かわらけ 8.4 5.4 2.21黒色砂、赤褐色泥粒を多く混じえる淡茶色土 薄く煤が付着

18 41かわらけ 8.4 5.4 1.751砂粒を混じえる淡権色粉質土 内外商に煤が付着

18 5かわらけ 7.4 4751 171砂粒、白針をわずかに混じえる淡茶色粉質土

18 6かわらけ 77 5 1.U砂粒をわずかに混じえる淡茶色粉質土

18 7かわらけ

18 8かわらけ

L__!_竺 1_ 8051 3法皇里、白針を混 じえる淡茶色粉質土 一一

12.01 6451 3.4黒色、白色砂を混じえる灰黒色粉質士

18 9かわらけ 12引 8.91 3.6黒色砂を混じえる淡茶色土

18 10常滑斐 | 白色細石を混じえる粘質黒灰色土

18 111常滑受 | 1 1白色細石を混じえる明灰色土

| ζ 121山茶碗黛系こね鉢 ! 13.21 白色小石~細石を混じえる黄灰色土

一 一
[ 18 131亀山愛 | 黒色、白色微砂を混じえる黒灰色土 二次焼成を受ける

| 全長15.6 厚さ0.25 I植物圧痕残る18 141子供用車履芯

18 151子供用車履芯

161草履芯

[__!_旦止理

I 18 18草履芯

18 19連歯下駄

20横櫛

18 21'雲形

18 22調度類脚部

18 23六弁花飾り

18 24形代

18 25 漆刷毛

18， 26 斎串

18 27漆器椀

18 28漆器椀

18 29， 漆器m

19 1木製容器の楚

| 19 2へラ

19 3ヘラ

19 

1 9 ~ 51菜箸?

19 6菜箸?

19 7菜箸?

全長16.75 厚さ0.25

遺存長23.0 厚さ0.35

全長23.0 厚き0.45 1 

会長23.2 厚さ0.35

全長23.25幅9.55厚さ 1.2

進存長4.3 幅5.5 黒色i嘉が塗布される

遺存長3.8 黒色漆が塗布される

|全長5.9 幅2.4 厚さ1.5 黒色漆が塗布される

会長8.1 厚さ02 黒色漆が塗布される

全長13.5幅0.49厚さ0.3

全長10.1 厚さ0.4 先端部に黒色i書が付着する

|遺存部は全面黒色刷塗布される 文様はない

|黒色漆を塗布後、 赤色漆による手描きの草花文

71 黒色漆を塗布後、 赤色漆による手捕きの桐、笹竹文

遺存長30.5幅7.0厚さ0.7

全長23.1 径1.2

遺存長23.2 径1.9

遺存長20.4 径1.1

全長30.7 径1.1

全長31.4 径1.1

日五平戸
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表 4 遺物観察表 (2) 

図版 No 種別 l 口径 底径 器高
一一一一一ー一一一下 ↑ 

19 8箸

19 9 ~喜一

会長19.0 径0.7

全長19.3 径0.8

全長20.2 径0.6

全長21.3 径0.7

全長21.5 径0.8

全長22.6 径0.6

全長23.7 径0.7

全長23.3 径0.7

全長22.6 径0.7

全長22.1 径0.7

20 3箸 全長22.7 径0.7

20 -1箸 会長22.7 径0.7

20 5箸 全長22.8 径0.5

20 6箸 全長22.3 径0.6

20 7 ~寄 金長22.9 径0.8

20 8箸

20 9'箸

20 10，箸

20 11箸

20 12箸

20 13箸

全長22.7 径0.8

一一一→ー 全長22.6 径0.6

会長22.6 径0.6

全長23.0 径0.7

全長23.9 径0.7

全長21.4 径0.6

20 1-1箸 I 全長23.4 径0.7

20 15箸 全長23.6 径0.7

20 16箸 全長22.8 径0.7

20 17箸 全長23.4 径0.6

20 18箸 全長23.7 径0.8

20 19箸 全長24.3 径0.7

20 20箸 全長23.1 f壬0.7

20 21箸 全長24..1 径0.7

20 22箸

20 23箸

20 25箸

会長24.4 径0.6

会長24.9 径0.8

泣存長23.6 径0.7

全長2.1.3 径0.7

20 26箸 ト 会長23.4径0.7

20 27箸 ~至。 9 ffιι一一

20 28箸 全長24.5 径0.7

20 29箸 1 全長22.6 径0.5

i 会長江口圭0.7

全長2-1.5 径0.7

32箸 全長24.7 径0.7

全長24.3 径0.7

全長24.5 径0.6

20 35箸 l 全長23.7 径0.7

20 36 ~ 一一 _l 全長22.85 径0.6

20 37箸 全長22.8 径0.8

20 38箸 全長21.0 径0.7
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| 図版 No 種別

20 391箸

亡~_o_ .10 [仁 て
I 20 -11箸

|20  42箸

~竺

竺 1 直
20 45箸

7 

表 4 遺物観察表 (3) 

雌]十
全長21.8 径0.7

全長21.6 径0.7

全長22.7 径0.7

全長21.3 径0.8

備考

ト 20竺 竺

笠 471:'j!¥'

20 481箸

49箸

全長22.4 径0.7

全長21.0 径0.7

全長20.7 径0.7

全長22.5 径0.6

全長22.2 径0.7

ト 20

全長22.1 径0.6

空吐血 I 

| 全長213 径0.6

| 全長20.2 径0.6

全長20.8 径0.7

同
一十
時

20 52箸

2o 53箸 全長19.5 径0.8

| 全長20.0 径0.7ト一 一一一←
2o 55箸 全長20.3 径0.7

21 1箸 全長21.6 径0.7

I 21 2箸 | 全長210 径0.7 1 

1 21 3箸 L 全長20.0 径0.8

I 21 -1箸 | 全長213 径0.6
-ー一一一一一一一一ー一一一一一一 一ー一一一一一一一一← ↑ 

|21  5箸 全長20.9 径0.7

l___JJ----?F ←笠2]，(吐息7

「」ー 7箸 ~ ~ 全長21.8 if包 ; 

218箸 全長21.5 筏0.7

9l箸 全長22.7 径0.7

21 1 C箸 | 全長22.5 径0.7

21 11箸 | 全長24.7 径0.7

21 12箸 全長21.3 径0.7

21 13' '，g. 
一 一 一

21 141箸

21 15箸

全長218 径0.7

|坦 L亙日
， 

i立存長22.2 径0.8

I 21 16箸 全長22.8 径0.6

I 21 17，箸 ; 会長234 径0.8

I 21司五一一一一一 | 会長引o瓦0.7 寸
| 21 19!箸 | 全長23.2 径0.8

I 21 20箸 l 全長23.6 径0.7

I 21 21 '箸 l 全長23.3 径0.8

I 21 22箸 | 全長23.6 径0.7

21 23箸 l 全長24.7 径0.7

21 24箸 全長24.4径0.6

21 泊 |一一一1.7面 | 
21 26

1箸 | 全長2 3 .7ー型J~L一一一一一一一一一
I 21 27 ! ~里 至23.3 空0.7一一一 一

G--~;吐 一 一下 組3.4 径07 二二二
I 21 29箸 | 全長22.7 径0.8

21 301箸 全長24.0 径0.7
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表 4 遺物観察表 (4) 

図版 No. 種別 ! 日後 | 底径 器高 | 備考

21' 31箸 会長23.6 径0.6

21' 32箸 会長24.4 径0.7

21， 33箸 全長23.6 径0.7

ト一一 21 34箸 全長24.7 径0.7

21 35 i箸 会長24.2 径0.6

21 36箸 会長24.6 径0.7
一一 一 一 一

21 判 箸 会長23.0 径0.7

21 38
'
箸 会長22.4 径0.6

一 一 一 一

21 39箸 全長21.2 径0.7

21 40箸 会長20.7 径0.5

21 41箸 全長21.0 径0.8
「

21 42箸 全長22.2 径0.7

21 43箸 全長22.5 径0.7

21 441箸 全長21.9 径0.7

21 451箸 全長22.7 径0.8

21 46箸 会長22.7 径0.8

21 47箸 会長22.5 径0.7

21 48箸 全長22.1 径0.6
-一一 一一

211 49箸 全長21.3 径0.6
一 一一

21 50.箸 全長21.2 径0.6

21 51箸 全長21.0 径0.7

21 52 箸 全長18.2 径0.9

21 53 箸 全長19.3 径0.5

21 54箸 全長20.3 径0.6

22 l箸 全長22.5 径0.7

22 2箸 全長23.3 径0.9

22 3箸 全長24.1 径0.6

22 4箸 会長22.2 径0.7

22 5箸 全長22.9 径0.7

22 6.箸 全長22.4 径0.6

22 7箸 全長22.6 径0.7

22 8箸 会長22.2 径0.8

22 9，箸 全長22.6 径0.7

22 10箸 全長22.5 径0.6

22 11箸 全長22.6 径0.8

22! 12箸 全長23.8 径0.8

22 131箸 全長22.8 径0.6

22 14，箸 全長23.9 径0.8

22 151箸 全長24.5 径0.6

22 16箸 全長23.7 径0.7

221 ]71箸 会長21.5 径0.8

22 181箸 全長24.0 径0.6

22 19箸 全長24.5 径0.6

22' 20箸 会長21.0 径0.7

22 全長22.1 径0.8
一 一一一

22 2 箸 全長22.6 径0.6

22 231箸 全長24.3 径0.8
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表 4 遺物観察表 (5) 

図版 No 穂別 口径 回 笠制 備考

22 24箸

22 25箸

一一」 会長23.5 径0.7

全長24.5 径0.7

全長23.0 径0.7

全長23.8 径0.7

全長23.9 径0.722 30箸

22 31箸

22 32箸

22 33箸

22 34箸

35箸

22 36箸

22 37箸

22 38箸

全長255 径0.7

| 全長25.5 径0.7

会長19.1 径0.6

全長24.3 ifO.6 

全長28.6 径1.1

i 全長21.3 径0.7

| 全長22.6 径0.7

令長22.6 径0.7

全長23.4 径1.0

22 40 ~寄 | 全長21.7 筏0.9

22 41箸 | 全長21.7 径0.7

22 42箸 全長22.8 径0.7

22 13 ~耳 全長215 径0.7

22442 - T録 16.8 径0.7

22 -15箸 全長22.6 径0.6

22 46箸 会長21.2 径0.9

22 47箸 全長22.5 径0.7

22 18箸 | 全長20.9 筏0.7

22 49箸 | 全長20.3 径0.6

22 50箸 全長163 筏0.6

24 1かわらけ _ ._~~~ 7.21 1.5J黒色 白色砂町塊団組盟主

26 1かわらけ 7.41 54 1.7黒色砂を多く混じえる肌色砂質土

26 2早島 碗 4.5 黒色微砂、 石1Ji:粒をわずかに混じえる紅味黄白色綴密土

26 3木製容器の底 全長5.0 幅1.8 厚さ0.3

4人形 全長10.5 幅2.6 厚さ1.1

5不明木製品 全長9.4 幅1.5

26 6箸 A 全長23.6 径0.6

7箸 | 全長23.2 径0.7

8箸 l 全長23.6 径0.7

26 9箸 会長237 径0.6

26 10箸 1 会長219 径0.5

26 11箸 -i 飯 山径06 1 

26 12箸 全長24.5 経0.5

28 1かわらけ 8.7 6.2 1.95黒色砂を多く混じえる桜色砂質土

28 2瓦器碗 10.1 : 5.8 2.35灰黒色綴密土

28 3青磁折縁鉢 上 素地は黒色微砂を混じえる伊灰色轡ぽ 土利は灰緑色埋 する

28 6銭

13.4 素地は白色微砂、 黒色微砂を混じえる明灰色粘質土 利は淡j"4i:緑色を呈する

i太平巡覧」

二二:二 l二1[主弓五J
全長18.0 径0.7

28 4青磁蓮弁文碗

28 5銭

28 7箸

'Eよ
ウ

i



表 4 遺物観察表 (6) 

医11:t1 No 種目り

29 1手づくねかわらけ

29 2かわらけ

29 3かわらけ
ー一一一

29 fかわらけ

29 5かわらけ

29 6かわらけ

29 7かわらけ

29 8かわらけ

29 9かわらけ

29 101かわらけ

29 11?;f干しかわらけ

29 12かわらけ

29 13かわらけ

29 H かわらけ

29 15かわらけ

29 16かわらけ

29 17 1宰塗瓦'f1火鉢

29 18瀬戸碗型人子

29 19渥美子正

29 20常治ワ こね14-:

29 21山茶碗兜系こね鉢

29 22 1，¥'滑小帝

29 23常滑縫っ

29 24常滑謎ワ

29 25-:計十骨 質

29 26常滑 fE 

29 27青磁碗

29 28青磁;!Ji弁文碗

29 29 j青磁蓮弁文折縁小鉢

29 30白磁r1 Jt:1I11 

29 31向磁口JC1IJl

29 32 青白硲i;~:H(iの j誰

29 33釘状銅製品

29 3'1 $T 

29 35銭

29 36銭

29 37滑石鍋転川途中品

29 38鋭

29 39平瓦転用砥石

29 10鳴沌奥殿砥行

29 11 11鳥 ij~IIJIII 砥石

29 42 上野低'11

1 1奈~"，1II1

2 1嘉 ~if JJll

3 1宰苦手1I11

30 .1 1奈 ~ifllll

30 

30 5 1奈器悦

口径 J長径 ~if t:j 備考

長イイ微粒、イ:j:itl:l散~小粒を多く混じえる灰~暗灰色綴街七

石英微砂、長石小粒を多く混じえる階灰色綴主苦土

内
ノ
山

門

i

10.0 白色微~小粒を多く混じえるH吉l火色綴管土 器表は明茶色を呈する

白色小粒を とても 多く混じえる時灰色土 i経い二次焼成を受ける

内色l~k-/H"L を多く混じえる灰~暗灰色綴密土

向色微~中華:Jlを多く混じえる灰色綴'&'士 ~:f表は明茶褐色を呈する

山色微~中車trを多く混じえる階灰色土 器表は明茶~茶俗色を呈する

10.8 3.7 4.7 *地は白色微粒を多く混じえる灰色弱粘質綴密土 利はIlii草緑~明!天緑色

12.9 素地は白色微粒を多く混じえる明灰色粘質綴密土 利は草緑色を呈する

13，0 素地は黒色微{昔、をやや混じえる明灰色強粘質綴密土 利lは暗オリープ色

11.2 6.6 2.7素地は砂、白色校を混じえる灰昧白色弱粘質綴笹土 利lは乳白色を呈する

持f手9.5 室長高1.4 ~長地は黒色砂、 r~lti:をやや混じえる 白色弱粉質綴密土

11.8 素地は砂、白色粒をやや混じえる!火味白色弱粘質級官土 利Iは乳白色

8.2 6.9 1.95黒色砂を多 く混じえる淡茶色砂質土 煤付着

8，1 6.5 1.75黙色砂を多く混じえる桜色砂質土

7.1 4.5 1.5権色粉質上 混入物は少ない

7.5 5.55 1.65淡茶~肌色砂質 1: 煤付着

7.8 5.15 1.85黒色砂、白主|を多く悦じえる赤褐色弱砂質士

7.3 5.3 1.7黒色紗を多く混じえるl'凡色砂質土

7.6 5.4 1.15白色砂を多く混じえる淡茶色弱砂質土

引

制

一
町
一
白

l万 黒色砂、泥1;粒を混じえる淡茶色弱粉質一仁

2.0黒色砂を多く混じえる淡茶色砂質土

2.1黒色砂を多く混じえるi炎茶色強砂質土

r r 
0.0 

5.15 

5，7 
一寸一一

5.8 1.8黒色砂を混じえる淡茶色弱粉質 上

12.0 3.1黒色紗を多く混じえる淡茶色砂質上8.25 

12..1 7.3 3.1 黒色砂を混じえるl府JVl色弱粉質上

12.8 8.8 3.3梨色砂を混じえるi;R紛色弱砂質二!:

13.1 9.35 3.3泥お粒、白針を多く混じえる綬色弱砂'l'Ll:

13.2 7.6 3.05男色砂を多く混じえる淡茶色弱砂質十

黒色i宰を全而に冷布する

8.6 5.6 3.7 i.炎賞~明灰色弱料i'l'l綴'省上 外底部はヘラ切り

円色微砂をわずかに混じえる階灰色砂'1'1徹密土

全長7.2 径0.3'

立I有長8.5 径0.5

「天給通貨J

「妖術元'l'1J

i立存長1.5X5.4X1.0 1出灰色を ~I~する黒色粘仮岩

遺作長9.1x6.3x2.5 向色微粒、雲i:jl，を多く混じえるl明灰色瓦質綴密上

逃イf長8.6X3.1X1.2 明!ポ色を呈する泥岩

法tl長8.3X 3.9 X 1.1 ~'It味i炎車u立を 早ーする泥岩

全長13.7X5.9X2.7 i;R緑色を呈する凝灰岩

9.6 6.8 1.2黒色漆を塗布 逃存部に文様はない

5.;1 1，2 i'.黒色漆を塗布の後、赤色漆による手術きの笹竹文7，6 

9.9 (8.0) 1.0黒色漆を塗崎Jの後、亦色i幸によるT摘きの縄文

9.0 7.-1 1.2紫色淡を塗布の後、 赤色漆による手掛きの酢紫草文

7.8 l黒色l奈を塗布の後、赤色漆によるスタンプの梅文



表 4 遺物観察表(7)

図版 No 種目Ij |ゴ後 底径 器高 備考

30 7板杓子

30 6 i嘉器椀 (7.7) 黒色淡を主主布の後、赤色漆による手摘さの菊水文

会長24.9 幅5.6 厚さ 1.1

8 Htl物の議

9箸

10箸

11箸

30 12箸

30 13箸

ill存長19.3幅6.7厚さ0.6 !一部焦げる

会長25.0 筏0.7

全長24.0 径0.6

~長20.8 径0.6

会長21.7 径0.7

31 1かわらけ

全長23.0 径0.8

7.7 6o 1.65黒色砂を多く混じえる時淡符色弱砂質七

8.0' 5.55 1.8内金|を多く混じえる淡絡~樫色粉質土

3かわら』L--L72l iJ2l黒長を多くれ五五盟主I
37.0 向色小石~小粒を混じえる階灰色土 持表は茶色を2する

13.0 6.95 3.4白色砂、 赤褐色泥殺を混じえるi対景色粉11ょ

34 2かわらけ

34 ー γ

36 1常滑主主

36 2かわらけ

38 1かわらけ

38 2かわらけ

38 3かわらけ

38 4かわらけ

38 5かわらけ

38 6かわらけ

38 7かわらけ

38 8かわらけ

38 9かわらけ

7.15， 5.1 1.6黒色微砂を多く混じえる淡椅~赤褐色土

7.3 5.2 1.6黒色微砂を多く混じえる淡桜色 内外面に煤付着

7.2 4.3 1.9黒色微砂を多く混じえる淡控色砂質土

7.3 1企 1ょ乙里皇微砂を笠 <iitじえる淡桜色砂質土

7.8 5.75 1.8黒色、内色紗を混じえる肌色粉質土

3.0黒色微/i:J;を多く混じえる赤褐色~淡符色砂質土10.1 5.8 

10.25 4.4 3.6 ~母片 を混じえる符色 1.

1 1.8 5.4 3.5白針、 雲l>'J:nをifeじえるf音色弱粉質士

白色微妙~小石を混じえるl情灰色土 苦手表は暗茶色を早する

逃;む長3.7x 6.2 x 3.0 凝!火岩

I夫総i並筒」

8.1 5.8 1.1黒色微砂を多く混じえる淡桜色砂質十 内外商に煤付着

12.5' 7.4 3.5黒色微砂を多 くiftじえる燈色弱砂i'1土

38 10常滑 笠 35.-1 白色、 禁色微粒をわずかに混じえる強粘質土 器表は時茶色を呈する

38 11常滑 楚 27.4 白色小石~小粒を混じえる暗灰色土 務表は灰茶色を黒する 二次焼成

38 12常滑斐

38 13常滑楚 向色、 ，¥I!，色粒を混じえる階灰色上 路表は茶-1情茶色を坐する

38 14天中目!x，f:i

39 1銭

10 ]かわらけ

40 2かわ らけ

40 3かわらけ

10 '1常滑小室
ー一一一

41 1かわらけ

41 2かわらけ

41 3かわらけ

.11 1かわらけ

.11 5かわらけ

'11 6かわらけ

-11 7かわらけ

41 8かわらけ

41 9かわらけ

41 10かオコらけ

41 11かわらけ

41 12かわらけ

11 13かオコらけ

.11 11かわらけ

41 15かわらけ

7.1 5.2 1.7黒色微砂を多く混じえる淡燈色土

11.6 7.4 3.3黒色微砂を多 く混じえるI支持色士

白色小石~小粒を混じえる時以色土

7.25 5.9 1.6黒色紗を多 く混じえる淡肌色弱粉質土 内外面に煤付新

7.0 5.0 1.8黒色微砂を多 く混じえる鐙色土
一+一一一一一一一一一一ャ一一一一一一一一一+一一 一一一町一一一一一ー一一一一

7.2 5.1 1.7黒色砂を多く混じえる淡茶色弱粉質士

8.7[___6ニL一一1.6内色塑笠主主与1じえる堕旦皇型資質土

8.0 4.8 1.6黒色微砂を多く混じえる燈色十.

7.8 5.6 1.6 W，色微砂、泥お紋を多く混じえる淡桜色粉i'1土

8.0 5.6 1.6黒色微砂を多 く混じえる桜色十

7.6 5.3 1.5黒色微砂を多く泌じえるi支柱色土

8.0 

7.75 

5.7 1.5黒色微砂を多 く混じえる淡符色砂質土

1.1内針、 白粒を多 く混じえる淡茶色弱砂質十一5.7 

~~~ 日立主色少を混じ主主巡回砂質土
7.0 ~ 4.1 1.5黒色微砂を混じえる淡校色j

8.3 ~_6_.2 _ _ 1.8'黒色微砂を多く混じえる階淡燈色粉質土

7.5' 5.8' 1.7 !'J!，色微砂を混じえる淡燈色土

8.1 5.8 1.8黒色微砂、泥手;粒を混じえるi炎燈色弱砂質上
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表 4 遺物観察表 (8) 

41 -14かわらけ 8.2 i 5.4 2.0黒色微砂を混じえる淡燈色土

41 45，かわらけ 7.5 4.5! 1.6黒色微砂を混じえる淡校色土

図版 No 種別 口径雌梢 i
41 16かわらけ 7.41 5.2 1.55黒色微砂を混じえる淡符色土

41 17かわらけ 8.01 5.4 175雲母片を混じえる肌色粉質土 内外面に煤付着

7.4 4.5 1.6黒色微砂を混じえる栂色弱粉質土 内外面に煤付着

7.3 4.1 1.6黒色微砂を混じえる栂色弱砂質土 内外聞に煤付着

41 20かわらけ 壬L 53 -12旦 生壁墜主歪ヌ混じえる淡控色粉質土内外面に煤付着

41 21かわらけ 8.0 5.3 1.8黒色微砂を混じえる概色弱砂質:1:
一一ー一一 一←一一一一ー一一一 一一一一一一ーート一 一一 一一一一一一一一 ー

41 22かわらけ 7.61 4.6 1.4黒色微砂を混じえる淡茶色砂質土

土1 2白 色 lt ーーし 一三ニE|」こL ーユ旦里也監査t.;怪童生主 ---

11 24かわらけ 7.8 5.81 1.71黒色微砂を混じえるi炎授色粉質土

41 25かわらけ 76 485 17i黒色微砂を混じえる淡俊色土

.11 26かわらけ 7.6 4.6 1.7黒色微砂を混じえる校色土 内外面に煤付着

11 27かわらけ 8.1 6.1 1.6黒色微砂を混じえる機色粉質土
一- 一 一一一一一一「一 一一

41 28かわらけ 7.3 5.1 1.5黒色微砂を混じえる淡桜色弱粉質1

41 29かわらけ 7.8， 5.3 1.8黒色微妙を混じえるiJH音色粉質:1:

41 30かわらけ 7.91 5.8 1.9黒色微砂を混じえる桜色土

41 31かわらけ 7.8 5.2 1.9黒色微砂を滋じえる淡控色弱粉質土

'll 32'かわら止ー←ー ュ ョ ?A __ 1_.8j黒色微砂を多く芦じえる淡燈色弱粉質土

-11 33坐 らけ _}_:L~}___1_7~型四じえる燈色弱粉質土

止 3-1空主らけ _7.21一」ニL -i:8星生壁!i'J;i-i見じ主生生堂主主一 一一一一← 一一一一一一一一

1___i1_.回世一一」7iー は 一 立主主日盟四日る淡校色粉質土

41 36'かわらけ 7.6 5.2' 1.9黒色微砂を混じえる淡燈色土
一 一一一 一←ー ー ・ 7 一一一一一一 ←一 一一一一一一一一一

41 37かわらけ 7.0 5.6 1.7黒色微砂を混じえる淡樫色弱砂質土
一一ー一 一一一一「 一一一一一 一一 一一一一一一

11 38かわらけ 7.8 6.3 1.7泥岩粒を多く混じえる淡燈色弱粉質士

41 39かわらけ 7.65 5.0 1.95黒色微砂を混じえる肌色粉質土

-11 40かわらけ 6.9 5.4 1.6，黒色微砂を多く混じえる淡茶色砂質土
』一一一一 ↑一一一一一一 一 ー 一一 ー ナ一一←一一一一一一一一 一一

41 -11かわらけ 8町 5.6 1.7'黒色微砂を混じえる淡JVL色弱粉質土

41 12かわらけ 」ーユ主 _~. 6 L__ 1 .]_ 黒色微砂を多く混じえる淡極色蜘rf{主」主面1こ壁盟一一ー 一一-

41 ムム，;，l t -1 ---;::; つ~Il示以ム五云五ム占士

41 -16かわらけ 8.0' 5.0 20黒色微砂を混じえる肌色 t
一ーや一一 一一 一一「一一一一一一一

:i_1_ ...:!..?lE主 主lt______[__7.0 4.5 1.8也監世主多く混じえる肌色粉質土

41 .18かわらけ 7.-11 5.6 1.9黒色微砂を混じえる淡桜色土
←一一一 一一ー←一一一一一一一一一一一 一一 一γ一一一 ーー→一一一一一一←ー」一一一一一一一一一一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一ー一 一一一一ー←一一一一一一←一一一一一

41 -19かわらけ 8.1 5.7 1.8黒色微砂を多く混じえる淡燈色弱粉質土

41 50かわらけ 7.4 i 5.2 1.8黒色微砂を混じえる淡綬色粉質土

41 51かわらけ 8.2 6つ 20月号色微砂を多く混じえる燈色砂質土
- ------r.一一 汁---_ ← 一 一一一一一一

41 52かわらけ 7.2 4.6 21黒色微砂、泥岩粒を多く混じえる淡燈色粉質土

41 53かわらけ 7.0 4.9， 2.0黒色微砂を混じえる淡綬色砂質土

41 54，かわらけ 7.0 4.2! 2.2，黒色微砂を混じえる淡綬色粉質土 内外面に煤付着

」弓也 吐 _j__!..2:_2_1 __i_.2__竺 包 世主U じえる繍色開土

41 56かわらけ 11.0 6.1 i 3.0黒色微砂を混じえる淡椅色粉質土

-11 57穿孔かわらけ 10.4 6.6 3.2，里色微砂を混じえる桜色砂質土

41 58，7J'わらけ 10.9 7.41 3.2黒色微砂を混じえるi州色粉質土
一一一一一一一一一一 一一一 一丁一一一一十一一一一 ー 一一ー一一一一一一一一一一 一一一一一一一 一一一一一一一-

-11 59かわらけ 12.3 8.1 3.7'黒色微砂を混じえる淡鐙色弱粉質七

__-11 __  60'7J'V弘 一一一12LLJJ問、黒色微砂抄くι四四位一一一一

41 61かわらけ 11.4 6.7 2.1泥岩粒を多く混じえる綬色弱砂質土

41 62 iかわらけ 11.81 7.8' 3.0黒色微砂を混じえる格色弱砂質土
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図版 No 種別

4常滑 斎

5常滑当主

6常滑室主

7常滑楚

表 4 遺物観察表 (9) 

口径 底径 | 器高 備考

12.11 1ニ毛 - 問問桂、早，@.jftk砂を多く主主える日開切開±

12.11 781 3.0黒色微砂を混じえる燈色土

1 2.-1 __  8:2 ，_____l._1泥岩粒を多く混じえる淡樫色粉質一卜

13.0 6.8 3.6黒色微砂を多く混じえる燈色粉質士

ナ iil| 62 35黒色微砂を混じえる舵粉質士

12.6 6.6. 3.65黒色微砂を混じえる鐙-，針音色土

i 黒色微~小粒、 白色小粒、雲母)~を混じえる灰色綴密士

胎土は石英粒を混じえる灰白色級密土 手由は草緑色透明粕

!白色小石~粒、黒色砂をわずかに混じえる灰色粘質綴後土 器表は明茶色

|長石微粒をやや混じえる暗灰色級密士 宮号表は茶色を呈する

内色微粒を混じえる黒灰色土 器表は茶色を呈する

長石、.f-j英粒を多く混じえる灰色弱粘質土 器表は焔茶褐色を呈する

l長石小粒を混じえる附灰色綴密上 器表は階茶色を呈する

白色小石~粒を多く iQじえる暗灰色綴稼土 器表は暗茶渇色を呈する

8常滑 5Z | 白色小石~粉をわずかに混じえる灰色料i質綴繁土 器表は階灰色を呈する

9常滑っ こね鉢 ，白色小石~粒を多く混じえる時灰色1 器表は陪赤茶色
一← →一一一一一一一ーム 4 一一一一一一→

42 10すり常滑 i立平J-長5.8X4.7X1.0 

42 11山茶碗窯系こね鉢 32.5 15.7 11.8白色細石を多く混じえる灰色綴符土 煤付着

43 1青磁百合口碗 l素地は黒色微粒を多iく混じえる!大色粘質般常土 手由は淡草緑色を呈する

43 2青磁剖花蓮弁文碗 11.7 3.3 5.4素地は黒色微砂を多く混じえる明灰色弱粘質綴密土 手由は暗草緑色を呈する
一一一 | 一 一「一一 一 一

43 3青磁蓮弁文碗 12.6， 素地は白色微砂を混じえる階以色粘質綴密土 利lは暗青緑色を呈する
一一 ← ← ー | 一一一一一一一「

13 4青隊蓮弁文碗 1ι0 ' 素地は黒色j~k砂を混じえる灰白色粘質綴密土 粕は青緑色を呈する
一 一一ーー一一一 一一一 ~ ~ . '→-

43 5青磁蓮弁文碗 14.5 素地は黒色微砂を混じえる明!大色弱粘質綴密土 手由は草緑色を呈する

43 6青磁蓮弁文碗 15.8 -1 素地は黒色微ム~< iltじえる陪地粘ーム粕は日キー忌する

43 7青磁蓮弁文碗 (4.7) 素地は黒色微砂を多く混じえる灰白色粘質綴密土 粕は草緑色を呈する

8百三銭蓮弁文碗 5.6 素地は白色微砂を混じえる暗灰色粘質綴密土 利lは暗オリープ色を呈する

9青磁碗 5.2 素地は黒色微砂を混じえる明!火色粘質綴術 t 粕はオリーブ色を呈する

43 10青磁折腰鉢 11.1 6.5 3.8素地は白色、黒色微砂を混じえる明灰色粘質綴密土 粕は陪灰緑色を呈する

43 11青磁迩弁文鉢 13.2 . 素地は黒色jftx砂を混じえる以味白色粘質綴密土 手由は暗オリープ色を呈する
一一ー ナ一一一「 一一 一一 一一一一一一一一

4312青雌制服小包 11.91 j 型皇、監塑訟を選出眼用住紬は灰緑町する

13，青磁蓮弁文折縁鉢 | 素地は黒色微砂を多く混じえる明灰色粘質徽密土 紬は草緑色を呈する

14青磁双f白、文鉢 11.0 素地は黄味灰白色粘質綴密土 利lは階オリープ色を呈する

15青磁llIl 10.6 素地は灰白色粘質級密土 手由は草緑色を呈する
← 1 ー 了一一一一一一一→一一一一一一一一←

16青鍛皿 | 10.3 素地は桜色綴密土 粕は乳白緑色を呈する 強い二次焼成を受ける

13 17内総水注 9.6
1 

8.8' 19.6素地は黒色微砂をやや多く混じえる淡灰色粘質綴諸;'t ~由は青味乳白色
18白磁口冗碗 14.5 素地は黒色jr，x砂をわずかに混じえる明灰色綴密土 手由は緑味灰色を呈する

:13 19向磁日冗皿 l ム「 一一一瓦一一ん忌;示示日一一~*.:t瓦ムム宇L戸ム函る
13 20白総理1作り IJ冗碗 11.0， 素地は白色粘質紋密土 手dlは乳白色を雫する ごく軽い二次焼成を受ける

43 21白磁型作り口)じ碗 14.7 素地は白色粘質紋密土 利1は乳白色を呈する

11-21白磁型作り印叩__ 3.1 __~~JlHJ: Á色僻土 粕は乳白色を呈す豆

43 23'青白磁別作り 合子身受径8.9高台径5.111色高2.5素地は明灰色粘質綴密土 手由は淡水色を呈する

44 1銅製水船器 59L」d 23| 

44 2銅製水滴 1.6 4.2 i 2.6 

3銅製灯明台 | 幅1.1)手さ0.15

4銅製火箸ワ

5万子

44 6刀子

| 遣手J:長16.5 径0.4一一ー一一遺存長14.9 幅2.0

遺存長14.4 幅1.3

← 75 



図版 No. 種別

7釘

表 4 遺物観察表 (10)

lι旦 」盟 」 一一一

全長6.6 径0.5

8銭 I i閲元通貨」 背而は「月」、 「京」

「祥符元資」

44 10銭 l 「皇宋通貨」

備考

三三子二土二二子J口ご一一一 一一
一一一一 一寸一一一一一一一一一 ナ一一一←一一一一一一一一 寸

4-1 13銭 「元豊通貨」

441 一戸二二;二l二l i主豊通貨」

44 151銭 I i元祐通貨」

日 6銭 一，下 Ii元開」 一 ー

一一一 「一一十 一一一一一一 一 一

44 17銭 「元祐通貨J

44 18銭 I i紹翠元資」
ー一一→一一一一一・一ー一一一一ー一ー一一一一一一一一 一一 γ一一一一一一一一一一寸一一一一一+一一一一一←一一←一一一一一一一一ー一一一一一一一一一ー一一 一一一ー一一 一ー一一ー一一一 一ー ー一一一一一一一ーー+←一一一ーー一一ー一一一一戸ー一一一ーー-

44 19銭 i聖宋元資j

i I i大観通資」

44 211奔再加工品 会長7.7 幅1..0 厚さ0.3

進存長12.4幅1.5厚さ0.31 

1五 孟 :J幅4.1 厚さ0.8淡緑色を呈する泥岩

遺存長7.3 幅3.4 厚 さ1.~淡黄色を呈する泥岩
「 一一寸

44 25天草 砥石 |遺存長8.3 幅5.1 厚「さ5.2'淡紅灰色を呈する凝灰岩
一一寸 一一←一一一一 一一一一一一一

45 1述歯下駄 J塩谷:長190幅8.4厚さ 1.9 ， 

-15 2述歯下駄 l全長22.3幅9.5厚さ 1.2

45 3' j主的下駄 遣存長17.0帽9.5厚さ1.1 ， 

l 一一一 一「一 寸 一一一ーー ←ー

45 4草履芯 全長23.7幅10.2厚さ0.3

」 互 二 -j回 二世 目-←一一一一一

45 6箸 | i会長215 径0.6

54ι一一 笠 斗 @0.6

45 8'箸 | 全長26.3 径0.7

45 9箸 l 全長25.3 径0.6

45 101漆器椀 6.8， 

KJl漆糊 -l-1玉三十一べ二三
45 121i奈昔芋j岨 9.0 6.7 1.31 

一45 13漆器皿 8.81 

45 14板状円板 | 径7.-1 厚さ1.3

稿2.3 厚さJ 一一一一
一一一I

2.4黒色、 白色砂を混じえるi炎桜色粉質綴密土

48 2川かわらけ l 10.8， 5.65， 29 i 黒色微砂を多く混じえる淡桜色~t_

48 31かわらけ 10.91 6.31 3.05黒色、 白色砂を混じえる淡燈色土

48 けい 111 lIつ 瓦 微砂を混じえる糊粉質土

48 5かわ らけ 11.-1 6.8! 3つ宅色 白色砂を混じえる暗樟色粉質土
一一一-4ヱ二二二三一 一一一 j-一一」円一一一士三十一一二一 、 一一一一一一 一

48 6かわらけ 12.4
' 

6.8 3.45黒色砂を多く混じえる淡控色土

3.5黒色砂、白針を多く混じえる桜色土

3.4黒色砂、泌粒を多く混じえるj炎茶色粉質土

日斗-斗」ニ~ .~色砂を混じ川燈色土

〈混じえる淡栂色粉質土

48 11かわらけ 131 7.61 3.4黒色微砂を混じえる淡澄色粉質精良土

48 12，付 らけ I 1ωh 35 35黒色砂をとても多く混じえる舵土

4813「ぷら 13.8つ17 瓦 辰 五 混じえる明燈色土

76-



表 4 遺物観察表 (11)

図版 No. 稜別 口径 底径 | 器商 備考

1かわらけ 12.6 7.31 3.-15黒色微妙、白針を混じえる淡経色粉質土

2かわらけ 12.6 7.31 3.45黒色微砂、 白針を混じえるi炎桜色粉質土
一一一一一「一一一一一一一一 一一一一

l桜小かわらけ -1.2 3.0' 0出黒色徴砂を混じえる燈色砂質土

2極小かわらけ -1.2 3.0 0.9黒色微砂を混じえる桜色砂質上
一一一一一一一一一一一一一←一一一一ーー十一一一一一 一一一一一 一一一一一

3かわらけ 7.6 5.61 1.-1黒色微砂を混じえる淡燈色砂費七
一←一一一一一一一 一一一一一一一一丁一一一一 一一一一一一一 一一一 一一一一ー 一一一一 一一一ー 一一一一

51 4かわらけ 7.9， 5.151 1.8白針を多く混じえる樫色粉質士
一一一 一 一一 一一一 一一「一一一丁一一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一ー一一-

Pl」 21EEL--一件 主J 単位竺日明理ι -
51 6かわらけ 7.8: 4.6 1.7 i11!o石松乞タ〈混じえる淡格色弱粉質土

51 7かわらけ 7.81 -1.9 2.01黒色微砂を多く混じえる淡綬色砂質士

51 8かわらけ 7.4[ -1.4 1.71附粒を混じえる繍色弱粉質土

51 9 iJ些 _t_._j_ ~l 5.9 1 .盟主壁~:þ笠三重l三主盟問f1t:
51 10かわらけ 7.7 4.5 1.75白針を混じえる淡鐙色粉質土

7.8 5.1 1.8臼色、黒色微砂を混じえる淡積色粉質土

51 12かわらけ 8.2 4.8
1 

2.1白色、黒色微砂を混じえるi炎積色粉質土
山一一一一← 一一一一一 一一つ一一一一 一一一一十一一一一 一一一一 一一一一一一一 一

51 13かわらけ 7.4 4.6' 2.1黒色砂を多く混じえる淡燈色弱砂質土

51 1土かセ旦L- 78↓ 511 18黒色微砂を多く混じえる淡燈色砂質土

51 15かわらけ 7.5 5.051 2.25黒色微砂を多く混じえる燈色粉質土

51 16かわらけ 7.2: 1.21 2.2黒色微砂を多く混じえる淡樺色弱砂質土
I一一一一一一一ー一一一一 一一一ー一一 一「一一一ー一一γ一一一一一一一一 ー 一一一一一一一一一一 一一一ーー一一一一

51 17かわらけ 6訓 4.2 2.1雲母片を混じえるi:k桜色弱粉質土

二717ぷ「一 一←7;;1-~つ五色微砂を混じえる讃色ふ「 一一一一一一

51 191かわらけ 7n「つ2， 2.1附粒を混じえる締色弱粉質土
←一一一一一一一←一一一一一一一一一ームー ー←一一一一一一 一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一

51 M 旦L--J」 ニ3lt6 20黒色微担出盟主型1'i'I:

51 21かわらけ 7.11 4.7 20雲母片ーを混じえる淡鐙色粉質土 内外面に煤付着

E -222亘L --l一三 ι三児 20
1黒色側、盟主え坐童生坦.:L

51 23かわらけ 7.41 4.9 2.21自主十を混じえる燈色弱砂質土
一一 一 一 t---t一一一一一一寸 一 一一

51 24かわらけ 7.11 4.3 2.2黒色微砂を混じえる淡鐙色弱砂質土
十 一一一一一一一一 一一一一一 一寸一一一一一一下一一一一一一一一一一一一一一「 ←一一一一一一一一一一一一一一 ー一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一 一一一一一一一-

51 25，かわらけ 7引 1.5 1.91黒色微砂を混じえる燈色粉質土
一-1一一一一1 ~' -.""l←一一一

51 26かわらけ 7.41 4.2 2.3 i黒色微砂を混じえる授色弱粉質土 内外面に煤付着
一 一 一 丁一寸ー一 一一「 一一一一 一一ーー←

51 27かわらけ 7.6i 5.2 2.11泥岩粒を多く混じえる鐙色砂質土

-.1 
51 28かわらけ 7.21 4.1 2.1黒色微砂を多く混じえる燈色砂質土

7.1 1.2 2.1黒色微砂を混じえる淡燈色弱粉質土

51 30かわらけ 7.6 -1.31 2.2黒色微砂を混じえる淡校色砂質土

51 31 iJぷIt 一一 7.4 日 2.0泥岩粒を混じえ逼両院

51 Jか戸 ;7 - 701 4J 22黒色微砂瓦ふるi紬色由開土

iLJIかι=J14 2旦塑盟主え坐笠皇粉質j-. 一一

51 3.1かわらけ 7.2 n 2.45白色 黒色微砂を混じえる淡樫色十ー

51 3-LE 二二三L2Ld亙ι瓦生t;tZ込山 五一面辰 一 一

7.3 1.2 2.15黒色微砂、白針を混じえる明樫色粉質土

巳 31函 F二二二三6[三工五五盟主ι団長垣正一
51 38かわらけ 10.21 -1.8 3.0黒色微砂を混じえる桜色砂質土

51 39かわらけ 11.01 ω 3d黒色微砂を混じえる淡鐙色粉質精良上 内外而煤付着

一戸 山石け 一 -7llf| 58 3h 側、を多く 混じえる控色砂町
一一一一一一一一一一←ーー ー

51 -11かわらけ 11.1 6.6 3.2泥岩粒を混じえる鐙色砂質上

;了二2ぷ乙7--i  JJ τ-0[-3百~ ，.一三ム澄色砂質土

互 主-ιL三五ご正三~OJ iJe'fi亙多血せ自函王二て一二-
51 4-1かわらけ 12.6 8.0 3.1黒色微砂を混じえる淡符色粉質土 内外面に煤付着

517 2h「- -7ム-[- 8.31 3 .4 5 1 ~ g，_， '-\~ゐdく混三孟口i戸iこ煤付着 ー

-77-



表 4 遺物観察表 (12)

図版 No. [ 種別 1 口径 底径

51 461かわらけ

51 47:かわらけ 12.61 7.151 3.051黒色微砂を多く混 じえる燈色粉質土

51 481かわらけ I 12.7 8.11 4.d 白色、黒色微砂を混じえ る明樫色粉質土 内外聞に煤付着

旦 JH平瓦 i l些盟二五世多笹山担目器表は鐙色を呈する

51 50瓦質浅鉢型火鉢 41-1 30o 9.551黒色微砂を多く混じえる淡黄色粉質土
一 一一一 一寸ア一一一一一一一一一一一一一一
I瀬戸四耳資 給土は長石微粒を混じえる明灰色弱粘質綴後土

7.6 43 2.7胎土は白色微砂を混じえる灰白色精良土。

碗il'i入子 9.2 4.8 3.1 l胎土は向色砂を少量混じえる賞味灰色粉質土
「一一← !一一一一一一一一一一一一一 一一一一

28.6 ' |胎土は白色小石~小粒を混じえる階灰色土 器表は階灰茶色を呈する

器高 l 備考

36|黒色微砂、雲母片を多 く混じえる肌色粉質七

胎土は長石、石英を多く 混じえる黄茶色土

|胎土は長石を多く混じえる黄燈色土

出土は長石小~微粒を多く混 じえる灰色土

げ古土は長石小~微粒を混じえる灰色土 器表は赤掲色を呈する

|素地は黒色微砂を少量混じえる灰白色粘質土 利は白濁気味の淡緑色

52 10青盛双魚文鉢 6.6 素地は黒色微砂を少量混じえる灰白色粘質綴密土 紬は失透気味の灰緑色

52 11白磁口冗皿 10.2 素地は白色微砂を混じえる白色粘質綴密土

52 12白磁製作り小IIIl 6.8 2.35 1.1:素地は淡賞味白色綴密土 手由は乳白色を呈する

52 13白磁型作り小1m 素地は白色紙密土 利は淡緑味乳白色を呈する

要主

調
J民a

32.3 

7'常滑主主

8常滑斐

385紫色微砂、雲母片 を混じえる淡鐙色粉質精良土

3.91黒色微砂、 白針を混じえるi炎桜色土

52 9，青磁劃花文碗 13.0 

52 14鳴滝中山 砥石 | 泣存長-1.0X3.3XO.6 i炎黄色を呈する泥岩

52 15天草 砥石 | 泣存長5.4X5.-1 X 1.2 淡緑色を呈する凝灰岩

52 16天草砥石 ! 泣存長7.1X6.2X6.1 榊 T色を呈する凝灰特

52 iJ-瓦一一一一一l- lF 再 加 工 函
一一一「一一一一「 一-----r一一一一一一一一一ー一一一ー一一一一一

I r嘉祐通貨」

lかわらけ 7.4 1.8白色、 黒色微砂を多く混じえる明澄色粉質土

13白色、黒色微砂を混じえる淡燈色砂質土

57 5かわらけ 12.71 只日 3.15' 培色微砂を多く混じえる樫色砂質土
4 一一一一一一一一一 ← L一一一一斗一一一 一二 一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一

57 6かわらけ 12ピ 721 29白色、黒色微砂を多く混じえる明桜色粉質土

h JiムH 一丁つ二日 7司二斗色、黒色仰を多く 1昆…一函了一
841 3.4黒色微砂を混じえる積色土

9かわらけ57 811 3.05黒色微砂、雲母片を混じえるi炎樫色粉質土

345泥岩粒、 黒色微砂を多〈混じえる淡燈色粉質土

3.8黒色微砂を混じえる淡燈色粉質土

57 10かわらけ 7.4 

57 11かわらけ 13.75， 8.2 
一一一一「一一一一「一一一

57 12かわらけ 13.71 堕

巳」り主EIL- 一 一」 旦 1_ 7.6 

13.7 7.5 385 i白色、黒色微砂を混じえる淡燈色粉質精良二i二

57 15白磁口冗ml 11.0 5.8 3.-1
1
素地は白色粒を多く混じえる 白色土 利は乳灰色を呈する

57 16かわらけ 7.8 -1自 191 自主|を混じえる淡綬色粉質精良土
一一一←一一一+一一一一一一一一 一←一一二一←一一一 ー+ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー

17かわらけ 74 50 201黒色微砂を混じえる紬色粉質土

57 18かわらけ 7.4 5.4 2.01黒色微砂を混じえる淡樫色砂質土

68 4.0 2.11黒色微砂を多く混じえる淡燈色弱砂質土

20かわらけ 118- 8o 35問 微砂を混じ日i炎畦塑L
57 21温石 造存長105X6.9X2.2I滑石製

57 22かわ戸 t 7.41 4~r-22 1 黒色微砂を混じえる締色弱砂質土-
57 23かわらけ 7.4 3.51 2.1'黒色微砂を混じえるi炎穏色弱粉質土

57 24かわらけ 7.41 4.151 2.0黒色微砂を混じえるi炎樫色弱砂質士

。。
円
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表 4 遺物観察表 (13)

堕盟ー」叫 穂別 口{圭 Ig;i_矛 備考

57 2色村らけ lーーヱニ色 4二豆一 2ニ到黒色微砂を混じ衿腕砂質上 一一一一一一一一一一 一

2ぶかわらけ 7.3川 4.4 2.7，白色、黒色微砂を混じえる樫色砂質土

ぶjJ示 ~t G 二-4i-'6.81 ふ瓦ら:ぷLLZく混じさ五経色弱民土 ー

かわらけ 110.~ ~_]_ニ吐 31 1 黒色側、却材混じえ3管色砂質土

29かわらけ 12.01 7.71 3.51黒色微砂、雲母片を多く混じえる淡授色粉質土

30かわらけ 12.8 紅 331黒色微砂を混じえる附色粉質土

31かわらけ -u 79 3.51白色、里色仰を混じえる淡燈色弱粉質土

13.4 66 3.4|黒色微砂を混じえる淡燈色弱粉質土

12.5 78' 3.31黒色微砂を混じえる淡燈色弱粉質土

12.8 741 3.3 i黒色微砂、 雲母片を多く混じえる淡燈色弱砂質土

120 731 34|白色、黒色微砂を混じえるi炎鐙色弱粉質土

57 36かわらけ 12.8 6.4 3.6
1
向色、黒色微砂を混じえる淡鐙色弱粉質土

一一一一一 十一一一一一一一一一一寸 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一

58 11かわらけ 801 6.1 1.7黒色微砂を混じえる階淡校色砂質土

Uかわらけ 8.01 5引 18黒色微砂を多く混じえる暗淡桜色粉質 1:
一 一 一

刻かわらけ 761 5創 171白色、黒色微砂を混じえる断~淡権色粉質土

58 4かわらけ 7.4
1 471 2.11雲母片を混じえる赤褐色砂質土

5臼8 5けカ帥らけ 一 一 7二j一 二可正

1 

担 6土;bC:，けーー←一一」主 5ニι1二世間色主主粒を乏笠主主主主空色里哩主一一ー一一一一 l 

7かわらけ 7.3' 5.0 2.151黒色微砂を混じえる淡燈色砂質土

58 8ず盟 t_ __j二羽一一日 -221白五、里色微砂也込坐些野生二一一 一一

58 9かわらけ 7.2' 4.8 2.0黒色微砂を混じえる肌色弱粉質土
一一一一 一 一一一一一一←ァ一一 l一 一一ー一 一

58 10かわらけ 7.4 4.9 1.9白色、黒色微砂を混じえる淡茶色土
一一一一 一了一一一一 十一一一一一一一一←一一 争 ←一一一一 一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一ー一一一一一一

58 11;かわらけ 8.0 5.3 1.9黒色微砂、雲母片を多く混じえる淡桜色砂質土
一一一一ー一一一 l 一一一一一一十一 一一一一一一←一一一一 ←一一一一一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

58 121かわらけ 7.2 4.4 1.9'黒色微砂を混じえる淡校色砂質土
: 一一--+一 一一→一一一一一一一一

58 13iかわらけ ; 761 43 191黒色微砂を混じえる授色砂質土

J 74!かわらけ Tて91 5.8 一二05黒色仰を多く混一三示手証ム 質土

-1i-vz戸 ! ?1!っ;r- 1-.9'黒色微砂を混じえ三扇子一一 一

一 「 一一一一 十 ー|一一一寸一一一 一一一一一一一 一一一← 一一一

58 16かわらけ 7.41 5.4' 2.0黒色微砂を多く混じえる肌色弱粉質土

;戸7万}瓦孟二7
一了一一一一ア一一一寸

7.21 4引 1.7白色、黒色微砂を多く混じえる密色土

6.8 4.3 2.2黒色微砂を混じえる鐙色砂質上

2:かわらけ 7つ 4.5 2.15泥岩粒、雲母片を混じえる淡綬-iiR茶色粉質土
一←十一一一一一一一一一 一一一一...斗一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一-

33かわらけ 7.8' 4.4 2.21白色、黒色微砂を混じえる槍色砂質土
←忙で一一一一一←ー「一一「一一一一一-1一 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一-

M かわ らけ 7.8 -1.6 2.2黒色微砂を混じえる淡桜色粉質土

58 35ì~五7 -コ25〔よ一二2瓦ムー戸雨戸間瓦了一ー 一一一 一一

ハ
同

υ
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表 4 遺物観察表 (14)

図版 No. 種別 ! 口径 底径 器高 備考

58 36，かわらけ 7.8 4.45 2.2 白色、黒色微砂を混じえるi炎燈色粉質土

58 37:かわらけ 7.6 4.6， 2.11黒色微砂、雲母片を多く混じえる淡f景色弱粉質土

58 吋かわらけ 7.5 4.45 2.25 黒色微砂、雲母片を混じえる燈色粉質土 内外面に煤付着

58 39かわらけ 7.2 4.1 2.1 白色、黒色微砂を混じえる控色粉質土

58 40 かわらけ 7.31 3.8 2.25 黒色微砂を多く混じえるi炎桜色弱粉質土

58' 41 かわらけ 10.4 6.0: 2.7 黒色微砂、雲母片を混じえる燈~赤褐色弱砂質土

以 42かわらけ 11.8 6.6' 3.0 白色、黒色微砂を混じえる糧色弱粉質土

58 43 かわらけ 10.8 6.2， 3.5 黒色微砂、雲母片を多く混じえる淡燈色弱粉質土

58J 44 かわらけ 10.8 6.4， 3.0 黒色微砂を混じえる燈色砂質土

かわらけ 10.7 5.8 3.15 黒色微砂、泥岩粒を多く混じえる控色粉質土

叫 46かわらけ 10β 6.5 3.0 黒色微砂、雲母片を多く混じえる肌色弱粉質土

58
1 

47 かわらけ 11.3 5.0 3.2 黒色微砂、雲母片を多く混じえる淡授色粉質土

58 48 かわらけ 10.4 6.4 3.1 黒色微砂を多〈混じえる淡積色砂質土

581 49 かわらけ 10.8 5.8 3.4 黒色微砂を混じえる淡稽色粉質土 内外商に煤付着

かわらけ 11.0 6.15 i 3.35|白色砂泥岩粒時〈混山i嫡色粉質土内外商に煤付着

58. 51:かわらけ 6.91 3.31黒色微砂を混じえる経色砂質土

581 52かわらけ 13.01 8.7 3.351黒色微砂を混じえる燈色土

凶山ミわらけ 12.4 7.1 3.5 黒色徴砂、泥岩粒を多く混じえるi炎桜色弱粉質土

58! 54 かわらけ 12.6 7.6 3.45 黒色微砂を多く混じえる赤褐色砂質土

58: 55 かわらけ 12.4 7.9 3.0 黒色微砂を混じえる校色砂質土

58， 56 かわらけ 12.8 6.8 3.5 黒色微砂、白針を混じえるi炎鐙色弱粉質土

58 57 かわらけ 11.8 i 7.5 3.01黒色微砂、白針を混じえる暗積色砂質土

58 58 かわらけ 12.8 7.7 3.2 黒色微砂を多 く混じえる肌色粉質土

58 59 かわらけ 11.8 6.1 3.0 黒色微砂、泥岩粒を多く混じえる暗授色粉質土

58 601かわらけ 12.31 7.7 3.15 黒色微砂、雲母片を混じえる淡茶色土

58 61かわらけ 7.4， 3.1黒色微砂、泥岩粒を混じえる樫色土

叫 623「1jかわらけ
14.01 7.4: 38i黒色微砂、雲母片を多く混じえる淡茶~肌色砂質土

吋 6 、わらけ 13.4 7.5 3.8黒色微砂、雲母片を混じえるj炎符色砂質土

58 64かわらけ 14.2 3.6，黒色微砂を混じえる淡燈色弱粉質土

11瓦質火鉢59 1黒色微砂、雲母片を混じえる淡紅色粉質土

59 2瓦質輪花型火鉢 1黒色微砂を混じえる灰色粉質土

59 ~ 31瓦質輪花型火鉢 [白色細石泥岩粒砂く混山炎紅色粉質土

59 4欽鉢鋳型 内径10.8 鍔径15.4 黒色微砂、雲母片、白針を混じえる淡燈色粉質土

59 51舶載天目碗 4.5胎土は白色微砂を混じえる暗灰色絵密土 手由は暗黒色不透明 二次焼成

59 6，青白磁査の蓋 蓋径8.6 器高]目4 素地は黒色微砂を混じえる白色粘質綴密土 手由は淡水色を呈する

59 71銭 1 i政和通賓」

60 11かわらけ 6.8 4.2 181黒色微砂を多く混じえる淡燈色粉質土

60 7.2 4.5 2.0 黒色微砂を混じえる桜色弱砂質士

60: 、わらけ 7.2 4.8 2.0 黒色微砂、雲母片を混じえる密色弱粉質土

60' 
45!|かかわわらけ

7.4 5.0' 2.2 黒色微砂を混じえる燈色砂質土

60' らけ 5.1[ 2.1 黒色微砂、雲母片を混じえる樫色砂質土

60 6かわらけ 7.4 381 2.2 黒色微砂を多く混じえる淡燈色弱砂質土

60 7かわらけ 7.4 5.0 2.2|黒色徴砂を混じえる松色砂質土

60 81かわらけ 12.4 3.6黒色微砂を混じえる淡樫色弱粉質土

60 91瓦質輪花型火鉢 l雲母片を混じえる階灰色瓦質土

60 101瀬戸灰紬皿 1胎土は黄味灰色弱中8質土

60 11|瀬戸縁粕小皿 1胎土は灰色綴密土 粕は淡草緑色を呈する
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表 4 遺物観察表 (15)

備考

淡黄色を呈する泥岩

砥石 遺存長3.5x 2.8 x 0.6 ~炎黄色を呈する泥岩
遺存長2.8x 2.3 x 0.5 j炎赤褐色を呈する泥岩
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写真図版



図版 1

a. 調査地点を上空から望む

b. 調査区西壁土層堆積状況

c. 調査区東壁土層堆積状況
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図版 2
a 

b. 第5面板囲い建物1(東から) C. 第5面板囲い建物1内遺物出土状況

d. 第5面井戸1(西から )
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図版 4
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図版 6
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図版 8

a. 白磁水注

b. 銅製灯明台
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c. 銅製水滴と水滴容器
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第一章遺跡地の概要

第 l節歴史的環境

遺跡、の名称、である「米iIITJが文献上に初めて登場するのは、 『吾妻鏡J建暦三年(建保元年)(1213) 

五月二日の条である。それは和十H合戦において、武田五郎信光が義盛の与党朝夷奈三郎義秀と若宮大路

米町口において行合ったこと、また義盛の軍勢が前iJ~の辺に逃れた後、 北条義時がIII勢を率いて中下馬

橋を警因する中、足利三郎義氏等が米町の辻と大町大路等の切所(i践の際、攻防ともに要害の地形、場

所)において義盛勢と合戦したという。さらに|司月凶日の条に、乱後の論功行賞に関する記事中には、

先の戦いについて米IIIJあるいは米町合戦とある。

以下、米~IJの査場する記事として次のような記述がある。

寛喜三年(1231)正)1十六日の条に米IIITの辺りで失火し、横IIITの南北六IIIJ余りに及んで、擢災。

仁治二年 (1241)十二)1ご 十七日条。先の和田合戦の際のこととして、 若宮大路の東頬米町の前を通

り、 11-1比の浦の方に向かう 。

寛元同年(1246) 卜二月て十八日条。紀伊七郎左衛門尉重経の所従等が丹後の国の所領徳分の物を

持って逐電した疋夫を米IHJの辺りで発見。

建長三年(1251)十一:月三日条。鎌倉中の在々処々 の小UIJ屋および売買の設けの事について禁制を加

えるように沙汰があり、鎌倉中に小川]屋として定め置かれる所は、大IIIJ、小町、米

iIIT、危谷の辻 和歌江、大倉の辻、気和飛坂山上で、この他は以後、絶対に停止す

べき旨が触れられる。

文永二ー年(1265)三月五円条に同 じく鎌倉中に散在することを禁止されているIIIT屋等について九ケ所

が許される。禁止を免除された場所は、大町¥小町、 魚IIIT，穀IIIT、武蔵大路下、 須

地賀江橋、大倉辻である。

この穀町は米町のことと考えられている。

建暦三年と仁治二年の記事は和旧合戦の際とそれに関連したものである。この記事ーからは、米町の位

置が幕府および北条義時の小|町上の邸など政治的中枢域と前浜の辺を結ぶ地点にあることがわかる。こ

の付近は滑川の支流が東西方向から相前後して合流する地点であり、戦においては所謂「切所Jなので

あろう 。

ところで、米町といい大町といい、町とは 「人が多く 集まり住んでいるところ」、「商庖の多く並んだ

区域」、「市街地で道路で囲まれた一区画」、「市場また庖舗J(大辞林)等々といわれている。中世都市

鎌倉に知られている地名の内、 i..町」と称するのは、大IIIJ、小町、米 l町、 f!.~ IIITである。魚IIITについ

て高柳光寿氏は甘純あたりであろうとされているが、その他の町はいずれも滑川の下流域に展開 してい

る。物資の集積地としての前浜および滑川の河円域から都市内部への搬入流路として、滑川の果す役割

は重要である。滑川と各支流が合流する辺りの河岸は、荷揚げ場として利用され、あるいは倉庫群が建

ち並んでいたであろう 。まさに町というにふさわしい地域であった。

康平六年(1063) に相模守iW頼義が石清水八l怖宵を勧請して、鎌倉割!II由比に社肢を造営したのは、現

在の元八幡の地とされている。中世の町場は、この八幡社を最奥中心に据えた古代由比の集落を土台と

して、当初滑川の河口域に発生し、中世都市の経済的役割を担いつつ、更に滑川の上流に向かつて北1H1J
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に発展したのものと思われる。大|町、小|町の名称はまさに、この町の発展形態を象徴した名称で、はなか

ろうか。高柳氏は、いわゆる鎌倉の 111fTJは向然に発生したものであり、 奈良や京都のように観念的な

都市計両の上から工人や商人の府性地域を規定したものではないとしている 。 ~~J i.実、者1)市鎌倉における

物資の流入路としての市川の河口の位置や流路は、 当初まさに自然のままであったろう 。そこに商・工

人は集住したのである。

他方、陸路の果す役割も見逃せない。上述した古代以来の滑川と由比郷の八幡社との関わりに加えて、

中世における問の発展を考慮すれば、若宮大路の東側に滑川とともに南北に走る道こそ 「町」の名を冠

するにふさわしい路である。氏は、計画的に敷設された京都の三条大路や問条大路を例にとり、幾つか

の11fTを貫通するも通りの名はひとつであるとの考えから、 小町大路がこの南北路で、あって、大町大路は

r'-j東海道が名越に抜ける道としている。前述した町の発展過程を前提とすれば、小11fTと大IlIJは夷堂橋に

よって結ばれていたのではなかろうか。わたしは夷堂を堺に、 北を小町大路、南をよIHJ大路とする南北

の通りと考える 「鎌倉志」 と 「風土記稿Jの説を踏襲したし、。氏は一方で、極楽寺の坂下から名越の坂

下までではなくとも、少なくとも甘縄を離れた今Hの原之台から名越の長勝寺付近までは大町大路と思

われるとしている。それでは、氏の言うところの、通りの名と してー貰していなし、。小IHJ大路といい大

IHJ大路といい、いずれもはじめは通りの名であって、IlIJの名ではないとする高柳氏の説は再考を要しよ

う。通りの名に 1I町」の名が冠せられていることの意味が重要なのである。計凶iJ陥でない路は、各々そ

の路際のIHJの名を冠してH千ばれたものであろう 。それは滑川が上流から下流に到るまで種々の名でH手称

されるのと 同じではなかろうか。

米IHJ、大町、小町の名は、 吾妻鋭によれば、 若宮大路米町円、大町大路として建肝二三年(1213)に登

場し、小IlfJの名は小IlfJ大路と して建久二年(1191)に登場する。『吾妻鋭』成立の時期の問題とも関わ

るが、記事としては、 12世紀末から13世紀の極く初めである。貞永元年(1232) に和歌江島の埠頭が舟

船の着岸の煩いをな くすために築かれる。これには北条泰時も合力 し諸人が助成したという 。この時期、

滑川河口域から下流域にかけての着船の岡離さが問題視され、諸人が助成している状川からも既に付近

にIIIJが形成されていたことが窺える。こうしたところへ、建長三年(1251)、文永二年(1265) に鎌倉

中に散在するIHT屋、小IIIJ尿、売買の設けを場所的に限定する法令が発令され、そのなかに米町も禁止外

の地として許されるのである。まさに13世紀中頃の鎌倉が物質的に最も豊かになり始める頃である。た

だ し、 米町の位置およびその範囲については定かではない。 やや時代は下るが、明応頃(1492~1501) 

の作成と考えられている津久井郡にある光明寺所蔵の寺地図がある。ここに米町と注する道筋が拙かれ

ている。現在の下馬四つ角から名越方面に入る通りの入り日付近に幾つかの民屋が通りに面して描かれ

ている。絵図は米IlfJの範囲を描こうとする目的で・作成されたものではないので、米IIIJの範囲は明瞭で、は

ないが、当時この付近を米町といったことは間違いなさそうである。 また 『鎌倉忘Jに、教恩寺は米町

の内にありと している。教思寺の寺域には、もと光明寺の末寺であった善呂守という 寺があり、廃亡し

たので教恩寺を この地に移したというものである。鎌倉燐寺事典は 「金沢文庫古文書」にみえる名越普

勝寺や 『鎌倉志jに米IsJ普凸寺は苦宝寺と同一寺院かと している。このようにみてくると米町の南北の

範開は、おおよそ夷堂橋のï~H側、教恩寺の寺域を含む辺りから辻の薬師堂辺りまで、西側は若宮大路の

束頬を限り 、東側は 1I町よ路」付近までということではなかろうか。

さて、米町の町並みは、どのようなものであったろうか。「小早宇川家文書」のlドに次のようなものが

ある。

議与 息男政景分所領事合

-101一
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(中略)

¥鎌倉米町在家一宇跡 宗次人道居住跡

右件所領等任議状可知行也、(中略)的為後日沙汰議状剣l件

lト:嘉弐年(1258) 七月ト九日 沙弥(小早川茂平)

同文書の正応二年二月十・λH付の小早川政景の子政宗宛の譲状にも、上記のような鎌倉米|町の在家一

宇跡とある。また、建武五年二月二卜pq日付の小早川景宗の祐景宛の議状では同じものを鎌倉米111]"の屋

地とし、貞治二年六月二 卜九日付の重京宛の小平川重景譲状にも同様に記している。このことから、在

家と原地がほとんど同じ内存であることがわかる。これらのことから鎌倉の庶民は、そのほ とんとマが社

寺や御家人などの所領の屋地にf主んでいたと 首われている。通りに面した所や河岸に而した所には、庖

や荷揚げの施設があり、その内側には倉庫もあったであろう 。御家人の展敷も存在していたかもしれな

い。間]の'1-1にはそうした様々な建物が混在していたもの と思われる。r'r:津保物語Jにいう 「町ひとつ

に檎皮の大殿・廊・渡殿・倉・板屋など、いとおほく建てたる」といった状況であろう 。

Ilj:j応六年(1497)の光明寺蔵「善法(宝)寺分年貢注文J(県史 3-64.10) には10人の作人が記され、

その名前の肩には米町、中座、辻子、塗子かj上子といった地名や日常物尿、紙犀、銀細て、塗しといっ

た職業が記され、一人坪当たり凶丈の年貢を納めている。この頃になると米町付近には坪の制が行われ

ている。丈尺の制による戸 二ì~の制から坪を単{立とする在家の制へと移っており、これは|五舎の繁華な集

落に過ぎなくなったことを物語るものといわれている。

付近の調査例としては、当該遺跡の北側にほど近い大|町て丁目933番地において、 H百平[163年に、 270m'

程が鎌倉市教育委員会および米町遺跡発掘調査団によって発掘されている。無数の柱穴群と土境、井戸

などが検出されている。そこでは民屋的な建物が立ち並んで、いる状況が指摘されている。

参考文献

貴志正造編 1979 r全諜 'Fr1I:鋭J 新人物往来社

鎌倉同宝飾{編 1969 r鎌倉の古絵|坦1II.J I立|録第 l六集

11 述人・ 川副武胤 1980 r鎌倉廃寺事典.J 1=f隣室:

高槻l光寿 1959 r鎌倉市!と 総説編』 鎌倉市教育委員会

第 2節調査地 点

調官1区外に任意の点を設け、磁北に平行する南北基本車I"Cラインを設定した。調査区中央付近の Cラ

イン上に IC-3点」を定めると、同点から東西車111を発生させ、更に 4m方HHを組んだ。東西軸にアル

ファベッ トを、南北車111に算用数字を付し、各方眼の呼称には北東交点を使用した。なお、本調査地周辺

に点在する鎌倉市 4級基準点を用いてトラパース測量した IC -3点Jの|王1-1:座標値は cX -76402.434 

Y -25180. 756Jで、磁北に平行する調査|天南北車1"は、 真北に対して 2
0

30'両に傾く 。

A
守

口
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i
 



第二章 発見された遺構と遺物

調査にあたっては、試掘調査によって判明していた近現代の堆積|二を重機を用い、現地去(標高5.30m)

f約30cmまで掘削することから始めた。これを除去すると、遺物包含層が現れた。ここからは、人力に

よる遺構検出作業を進めた。標高4.80m付近より、方形竪穴建物や土城、柱穴などの中世遺構を確認で

きたが、同l としては雌認できなかった。 さらに1O~20cmほど掘り下げると中世地山層が露出したので、

これをもって第 1山とし、発掘調査を実施した。また、第 1j(Uまでの遺物包含層を掘りドげる途上では、

中|止遺構の確認標高よりも若|二i白い地点(標高4.90m付近)で泥岩毒11の建物基礎群、塀跡と鎌倉石の石

列が発見された。これらの帰属H寺期については、良好な遺物を伴うわけではないが、 1:層観察から鑑み

て、近世以降の所産と考えられる。ただし、面を伴うものとしては確認はできなかったので、やはり土

層観察から近世帰属と推定された 2基の土棋をも含めて、 l面上層の遺構として扱うことにした。

以下、発見した遺構と造物を、年代の古いものより順に報告する。

第 l節中世・ 第 l面(図 4) 

調査区内は、後世の削平により中肘の生活面が失われており、遺構確認は貝殻片を多く含む黄褐色砂

質土の中借地1111..で、行うことになった。便宜的にこれを第 l面とする。第 l面から発見された遺構は、

板間い建物 l基、方形竪穴建物 5基、井戸 l基、土臓 3基、ピット約140口である。

方形竪穴建物 1 (図 5) 

B-4グリッドに確認した。その古rlは調査区外に延びており、全貌を把握しえなかった。また、北

側の宇部は井戸 lを埋め立てた後に造っているため、この部分の しまりは弱く、調査時に壁画iが崩落し

てしまった。また、この軟弱さを補うために、井戸上に鎌倉石を入れた後にそれを基礎と して、その上

に方形竪穴建物 lに伴う礎板が揃えられていた。平面は東西370cmX南jヒ220cmの長方形を呈し、確認面

から底面までの深さ45cm、底面南北ITRil80cmを測る。 WJr面は逆台形で、ほほ平坦な底面の海抜高は4.50mo

長軸の車Ih根方位はN-85
0 

- E 。本建物の底面からは、東西壁下に約60cm間隔、東壁下に約 1m間隔の

礎板を伴う柱穴と、数多くの束柱跡を確認した。また確認、而下約10cmの地点で、は、多くの板片が出土し

ている。

覆土は壁面付近でいわゆる三角堆積が認められ、少なくともある段階までは、自然に埋没していった

状況を窺える。色調、含有物などから12層に分けられた。

図 6-1は丸瓦。胎土は白色微砂を多く混じえる暗青灰色紋密士。 内面jは縄H叩きの後、ナデ調整さ

れ、凹而は布目痕が残る。 2は渥美の壷の口縁部片。胎士は白色微砂を多く混じえる淡控~灰色弱粘質

紋帝土。 3は常滑の小査。底符は7.8cmを測る。胎土は暗灰椴密士。体部外出下位はヨコナデ、体部外

而中位付近は指頭による押さえ、肩部上方はヘラ状_L具による調整がされる。外成部は砂底。4は絹銭。

A 絹は69枚。最古初鋳銭は「開元通賓」、最新初鈎銭は 「嘉定通費jで銭種は20種類に及ぶ。枚数の多

い銭種は「阜宋通賓」が10枚、 「元豊通賓」と「元祐通賓Jが 9枚、「開元通賓」が 7枚であった。なお、

絹銭一覧は図 7に示した。|豆|仁l'の「表裏」は絹状態で図の右から左へみた場合の状況を示すo 5 ~ 11 は

銭。 5は 「開元通費Jo 6は「治平元賢Jo 7は「鼎寧元賓Jo 8も 「照寧元賓Jo 9は 「元豊通費Jo10 
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(方JI手 l笠穴建物 l 土 þ;~)lit記)
1. IIG ?t~何色{沙'l't上 泥行隊 (5mm-2cm大)が大f誌に混入し、炭化物、貝殻片、小イ i

粒、かわらけ片も多く iltじえる。

2 茶tl:l也i沙質土 全体に黄色i沙を多く合み、泥岩傑(:; mm-2 cm).:)、貝殻)'，、炭

化物、少慌の木片、かわらけ片を混じえる。

:3. 1I;j-茶褐色1沙質 | 泥岩礁 (5I11m-2clII大)、炭化物 (5111111-2 CIII大)を全体に多く

il~ じえる 。 市'i1'1 強。
4. 11白茶筒色i沙1fT土 竺層に比べ、炭化物のij~入が密である 。

5 茶何色i沙TZ士 三回の士に白色砂が多 く混入したもの。

日 黄色l沙 貝殻粒 (-が大量に浪人し、泥引際、炭化物、かわらけ片を混じえ

るの
7. 3H日色{沙問二仁 全体に抗色i沙を合み、 i)日約様、炭化物、少tTtのかわらけ片をWtじ

える 。 品'i"lti)~i ，
8 黒色fi~Þ'l't土 多ほの炭化物、少慌の泥;a傑(5111聞大)、かわらけ川、 木片をJ14

じえる。

9. 1Ii}茶褐色1Ni'l土 全f*に少ldのI沙を含み、泥Tt砕t('i 111111-2 cm).:) 、炭化物、 かわ

らけ片、少豆の木)'， を混じえる。市11性強。

10 黄色砂 少雨の木)'， を混じえる。

11 灰totl色紗TI上 ピット縦士。 炭化物、!~!ぬ片、かわらけ)'， を ih~ じえる 。

12 茶褐色砂'I'l ~l ピソ Hi:i土。泥行機 (5剛一 2cm大)、炭化物、貝殻片を混じ え

る。全f-t:に多くの1沙を合み、しまりに弱い。

図 5 1面方形竪穴建物 1
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図 6 1面方形竪穴建物 1出土遺物

は 「聖宋元貿Jo11 は 「嘉泰通賓」、背面は 「元Jo12は鳴滝中山産の淡桂色泥岩の砥討。遺存長は3.9x

3.7cmを測る。13は天草産の淡紅色凝灰岩の砥石。裏而は破損後、再調製される。遺存長は7.1x6. 7cm 

を測る。

方形竪穴建物 2 ( 1~18 ) 

B-4-B-5 グリ ッ ドにかけて発見した。 遺構は調査13:外に延びており、~貌を把握しえなかっ た。

後述の方形嬰穴建物 3 を埋め立てた後に構築されたものである。平面形は、東西方向に長)11111を持つ長方

形であろう 。雌認できた規模は、東西350cmx南北270cm、碓認而から底而までの深さ75cmを測る。長軸

の軸総方位はN-83
0 

- E 0 1I')r而は箱型で、壁はほぼ弔直に立ち上がる。底面淘抜高は4.30m。調査医

外にまで延びるものも含めて、多くの建築音1)材が遣されていた。特に良好に遺存したものとしては、東

壁一に雌認した|陥28cmx長さ190cmx厚さ3cm の壁板と 11I高16cmx長さ170cmx厚さ 4cmの土台材、そして北

壁に確認した幅27cmx長さ220cmx厚さ 2cmの壁板と 11I高12cmX長さ215cmX厚さ 4cm の土台材などが挙げ

られる。土台材はいずれも底面に水平に据えられていた。これらの建築部材は寸法が揃わず、規格が統

・されていないため、本建物構築の際に転用材が使われたものと考えられる。

覆土は、壁面付近でいわゆる.-:f句堆積がみとめられ、少なくともある段階までは、自然に埋没して

いった状況を窺える。色調、含有物などから12層に分けられた。

図 9-1は手づくねかわらけ。JJ台土は淡燈~控色粉質士。休部外而のナデ調整は二段。円径9.7cm、

底径6.9cm、器高1.6cmを測る。 2は土錘。)J台土は黒灰~暗褐色かわらけ質土。全長5.25X 1. 5cmを測る。

3は常滑の斐口縁部片。)J台土は淡黄灰色弱Wi質級官、土。第4型式くらいであろうか。 4は山茶碗窯系こ

ね鉢)'，'0 )J台士は白色小平1-微粒を多く混じえる灰色弱粘質士。使用による磨滅痕は確認できなかった。

5は絹銭。一樹は65枚で、絹銭の周聞にはIpfi¥O.6cm、!軍さO.2cmの木片が貼り付くように遺存していたが、

出土状況からはこれが銭を収めていた木箱と積極的には考えられない。最古初鋳銭は 「開元通賓J、最
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(}j形県六~物 :z U.";iLt~) 
! 日出来初白砂町 i 全体に的色砂を ~'i;;;j.. 、 t: l tのん; 化物 、 也、' "，の _l. b't1 J'1 、かわらけ

1'， 本)'(を出じえる ~~I i1'1 強
全体に 的色砂を~;;)，、世 : l tO)iJ~~'~際 (;lmm-2cmÀ) 、炭化物
かわらけ1'，を'"じえる 抑制'，j1
I:tf本は 2肘の lと1，'1様であるが、).::止のIゆ Wi')判./;1(， 化物、小
r~Q)iJt'/ ~傑かわら ! 't l'，を ile じえる
全体に ~I'i:色砂を ;\h， 、 ~: I(の ìJt(' ，'際 (:J mm - 2crn J..:.) i;~化物
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I，k化物かわらけ1'， 世:Itの司tj'，'慨を出 じえる しま り'J.jぃ
全体に Nl色i品、を ;'"tみ iJt~ ' ，' ~"t (S mm-2 cm k)、;;'"化物、かわら

け1¥、¥bT!f.'iをMじえる
!Y1 色砂が，:i: V;にM人し、しまりに~t~l 、
'J..' :止の ilt'D傑、炭化物を ~Uじえる
よl止の¥l殺1)-をilcじえる 1山|ブロソクがf(iかにilc人 し、昔、'1'.の
iJt '/ ~ ~-"t， ÎJ~化物を IJC じえる
t: l tの\l殺t:~ ， lþ :止の炭化物、 ~， I'，、かわらけ 1: を ilc じえる 
À: l tの LUi21~I ' ， 'J;、 :，(0)粘| プi1ゾク 、微l止の;;!fI:~却を M じえる
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図 9 1面方形竪穴建物 2出土遺物

新初鈎銭は 「間続通貨」 で、銭極は方形竪穴建物 lより出土した絹銭と同様、 20種類に及ぶ。枚数の多

い銭種は「元最通質」 が11 枚、 「疋祐通賓j が 9 枚、 「皇宋通賓」 と r ~i~ 1苧元賓」 が 6 枚であった。 なお、

縄銭一覧は図10に示した。 6~ 7 I照寧元賓Jo8は 「元祐通費Jo9は釘。全長13cmを測る。10は斎中。

上端部は 2枚に割けている。遺存長は27.5cmo 11 ~ 12は箸。11は全長22.3cm、12は22.7cmを測る。円然

遺物はサメ類の椎骨 l点、 大型魚類の頭骨 3点、鯨類の部位不明骨 l点、アカ ニシ2点、サザエ l点、

サザエのフタ 2点、ダンベイキサゴ13点、パイガイ 3点、ツメタガイ 5点、チョウセンハマグリ 50点、

サルボウ2点、ムラサキガイ 2点、アサリ 3点、マガキ 2点、ア ワビ 3点が出土している。

方形竪穴建物 3 (図11)

C - 4 ~B - 4 にかけて発見。 遺構の大部分は調査区外に延び、また南西部は方形段穴建物 2 に切ら

れているため、全貌を把握しえなかった。垂直に近い掘り込み壁を呈する断面とその規模から方形竪穴

建物と判断した。椛認しうる範岡の規模は東西540cmx南北115cm、確認而からの深さは40cmをil11jる。東

西lI1lh方位はN-83
0 

- E 。底面はほぼ平坦で、、海抜4.30mで、ある。北岡附の底面に礎板を l枚発見した。

また、 ~Iヒ壁に堅二板の一部と思われる板材を発見した。

覆土は調査区の南壁で観察し、色調、含有物などから 9層に分けられた。

図12-1・ 2はかわらけ。 lは日経11.8cm、底径6.9cm、器出3.lcmを測る。JJ台士は肌色砂質土で、器壁

はゆっくり聞きながら立ち |二がる。2は口符12.2cm、底径7.2cm、器高3.0cmを測るo JJfi土は黒色微砂、

白針を多く混じえる砂質二L。器壁はゆっくり聞きながら立ち上がる。 3は土錘。胎土は淡燈~赤褐色を

早するかわらけ質 1:。全長4.9cmを測る。自然遺物はサザエ l点、ツメタガイ 2点、チョウセンハマグ

リ12点、サルボウ l点、カキ I点が出土している。
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1面方形竪穴建物 2出土絹銭一覧 (5) 図10

(図11)方形竪穴建物 4

D-3グリッドに発見。建物は調査区北外に広がり、南側上部は1て横 lに切られているため全貌を確

認できなかった。確認できた規模は、東問255cmx南北140cm、確認面から底面までの深さ50cmを測る。

南北方向に長判lを推定すれば、車111線方位はN-2
0
-W。底面海抜高は4.301110断而形は壁の垂直に切

り立つ箱塑である。掘り方内部には、確認而下20cmから底而までに、非常に多くの木片が堆積するとと

もに、東側、南側、西側の星空下場に造存良好な板材ーが、 また南東隅には内側へ倒れこんだ附柱が発見さ

れた。確認できた板材の各々の寸法は、東側のものが厚さ 4cm X横l隔12cmX長さ120cm.L-:U::.。南側のも

のが厚さ 4cm X横III&¥10cmX長さ180cm。西側のものが厚さ 4cm X横ITfi¥12cmX 長さ 1 10cm .L-.:J，卜.で、ある 。 I~IJ\柱

は上部が欠損していたが12cmX 12cm X 100cm以上をil!1Jる。

覆土は、色調、含有物などにより 7層に分層できた。

口径7.0cm、!え符8.5cm、器高1.3cmを測る。)J白土は淡茶色を呈 し、凶13-1はコースター型かわ らけ。

ド|針と黒色微砂を混じえる粉質一↑:。口縁部はlillしナデで調整され、大きく 内側に折れこ む。自然造物は

チョウセンハマグリ 5点が出 |てしている。大型魚類の頭骨 l点、魚類の不明骨 l点、

(図14)方形竪穴建物 5

B-3グリ ッドに発見。調査灰外に まで、広がっており 、全貌を把握しえない。平而プラン確認H寺には、

て基の)i形竪穴建物が重複するもの と考えられたが、底面の観察状況から、西側に張出音ISをもっ方形竪

穴建物と考えられる。なお、張I-H部西側に15cmほどの落ち込みを発見したが、

うかどうか不明で、ある。平面形は底而及び逃存する板材の様子から、南北方向に長車111をもっ長方形と思

これについては本祉に伴

われる。断面形は壁の垂直に立ち上がる箱型。確認しうる規模は、主体部が東西180cmX南北280cm、確

認面から底面までの深さ35cmo暖1:1:¥部が東西130cmX l4'i北170cm、確認而から底而までの深さ30cmを測る。

底面はほぼ平坦で、ある。長]11111の車111線方位はN-2
0

-E。本建物主体部南側と北側の壁下場に角材が発

見された。寸法は南側のものが長さ 150cmX横|隔 6cm X厚さ 4cm、北側のものもほぼ同じ寸法であっ た。

さらに、西側底面には 6cm X 10cmのホゾ穴のあいた土台角材(南側部分が欠損しているが、造存長90cm

この角材の下には玉砂利が敷かれ、角材の安定を意図 している。を発見した。X fililll高12cmX厚さ 4cm) 

また、成而iには村:穴 3nが確認されている。張出部では、南側壁に沿って、長さ50cmX 1隔12cmX厚さ 2

cmのj示板と思われる木片が出土した。その下には玉砂利が敷かれている。砂利而の下からは12cmX 12cm 

の礎板を伴う柱穴が 2口45cm間隔で、並ぶように発見されている。北側に もそれと平行するかたちで、長

さ100cmX横幅12cmX厚さ 2cmの床板材ーが山 1--し、 その下からも 2枚の板材が敷かれていた。また、そ

れら板材の下には、南側と同様に12cmX 12cmの礎板を伴う 2仁lの柱穴が45cm間隔で、並ぶのを確認した。

二列の柱穴列の柱聞は約100cmで、東側 2口を結ぶ中央に 8cm X 12cmの礎板を伴う柱穴が検出された。
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方形竪穴建物 2

方形竪穴建物 3
。 2門1

」

(方J[~竪穴住物、1 IJih土記)
l 茶褐色l沙'tll 全体にJA色l沙を含み、少ほのil己1'U潔(5剛 一 2cm)()、炭化物、

かわらけ 1'， を Jilt じ える 。 品~j制強t ，
2. Uì~i :t~悩色1沙 ~et -1'， :3府の1.:に多聞の炭化物、少11(:の貝殻片、かわらけ川、木片が712

入したもの。

:1. II~'茶悦i色砂質 l 基本的には 2]i~i と 同桜であるが、炭化物、貝殻1 '，の合 {-Jl.lが少ない。
1. IIj]茶r，日色砂質，'， iJfLf~~様、炭化物のほか、 1.'1に位 f状の貝殻を多 く合む。

5 茶褐色i沙't'l上 全体に l古色 i沙を i守み、泥*~~業 ( S mm-2cm大)、 i;';:化物、貝殻料
f、かわらけJ-'iをy民じえる しまり 粘'1'1強。

li 茶褐色liJ:'l'll 母体は 51日;と同十五であるが、炭化物の含有誌が多い。

7. 1/1色{沙 大Ii1の只粒「、少fIfの粘|ブロソク 、微量の炭化物JをiJtじえる 0

8 茶何色砂'i'll 大量のi沙をfTみ 只殻1'， 、 炭 化物、 小粒の泥~!...I~隊、かわらけ 1 '，を

ィjZじえ るV

9 . ~~It 色i沙 粘上プロ y ツが僅かに混入 し 、大 :ïl: の t=l粒 j' 、少f誌の泥行隊、 ;J~
化物をtiZじえる c

木材検出状況

C 豆5.5m

一一一 一一一一一一一

1
4r+
j
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掘り方完掘状況

方形竪穴建物 4 。 2m 

(方形 I~~穴住物 4 L:l¥'ii1記)
l 茶何色!ゆ'ft土 全体にDT色Iij;、を含み、 多111の泥T-;'隊 (5 mm-2叩1大)、炭化物、

貝殻粒、少量の木川、かわらけ川ーを混じえる ν しまり 、粘性信i

2. IlU百灰色i沙質 1: 多.. !J~~の民伐粉、少111. の炭化物、 木 1'，、 かわ ら i t1'，を混じえる、

3. 11青ぷ何色i沙問土 泥岩除、炭化物、貝殻片を多 くiltじえる。

』 茶褐色lゆ質 | 全体に lt 色 1ゆを合み、 泥1';-仰~ (5mm-2cl1I大)、 jj;化物、!:::!'A'lf，'z
子、かわらけ1'，を混じえる

5 茶褐色紗'l'l土 ik色 l沙が，日~: ~犬に浪人し 、しまり針。
6 県色I沙'{'[1: 全体に I3・灰色 l沙を合み、泌:tn~士、かわらけ川 、少 IRの木片、大町

のlJ:化物をJRじえる v しまり強。

7. ?;I火色1沙1ri土 全体にlt色1沙を含み、大fJtのilt1';'11味、 小tl1'<'iを出じえる。

(1J込め)

図11 1面方形竪穴建物 3・4
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これらは、上屋を支えた主柱穴と思われる。張11¥古15

西側の掘り込み音15でも大小の板材が11¥土しているが、

この部分についての性格は上述したとおり 不明瞭で

ある。

覆土は色調、含有物などから大きく 2屑に分層でき

fニ。

図15-1は士協質問l付火鉢。口径39.8cm、底径

24.0cm、脚部を合めた器高は10.3cmを測る。JJti土は

向色刺1I石を多量に混じえる黒色土で器表は淡黄色を

史一一」一三~ 0 5cm 

図13 1面方形竪穴建物4出土遺物

呈する。伊勢系 1:鍋とよく似たJJ白土で作られる。体音15外Titi中{立から内面にかけてはヨコナデ、体部外而

中位付近はヨコナデの後、粗いヘラ削りで調整される。外底而は回転ヘラ切り痕が残る。 2はかわらけ。

口径7.5cm、底径4.25cm、器M1.65cmを測る。JJfi::J:は桂色をまする砂粒を多く混 じた砂質土。イ本音15外而i

l争仲:に強い稜を持ち、器壁は外反気味に立ち上がる。 3は常滑の山茶碗口縁部片。4は常滑の章。仁l径

11. 6cmを測る。 5-6は釘。 5は遺存長5.5cm、6は4.0cmをiJ!IJる。 7は「開元通費Jo8は「祥符通貨」。

9は 「皇宋通費Jo10は Iifi平元官Jo11は 「元最通賓Jo12は「元日通貨Jo13-14は判読不能。15-17

は方形摂火建物 5の張出部より州土した。15は銅製管。全長1.6cm、I!J日1.2cmを測る。16-17は青磁蓮弁

文碗。16は口径15.8cmを測る。京地は灰色料i質土。柚は灰緑色を呈する。17は高台筏4.6cmをil!Uる。素

地は黒色微砂をわずかに混 じえる明灰色粘質土。利lは青味灰緑色を主 し、内外面に民入が入る。自然遺

物は解体痕の残るウシの椎骨25点・頚椎 2点 .JJ力骨 4点、イヌの肋骨15点、 ヒシク イの腔骨 l点、マ ダ

イの半裁された前頭骨 l点-左の角骨 2点・右の主上顎骨 2点、マグロ類の関節骨 2点、メジロザメの

椎骨 3点、/JJJ二している。
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掘り方完摘状況

( Ji l日 r:S~'i'(il物 ;l U;''1iLiL) 
I lI{i-.!iHU色砂'rtl 全体に t'Í"l:J( 色の l~i Iをk:，tにfrみ j;:止のm化物 i}tt'~隙( 日剛

一1cm }，:)、かわらけ1;をHtlじえる しまり噛1
11(( 茶 ~ll色砂町 1'. 1 ~;1の l に砂が多く iJt人し しまりに出い flt~~;幌、炭化物か

わら け1'，を出じえる!

IIi"i-九百削色砂町 | 泥:L_;-傑、 炭化物 |、イ i.~、!'t - ， !l!'tを多 く ~l~ じえる しまり も"

判リ目ぃ
II{i-J火制色柑;l"iT 1 );，)に比べ t'j-J火色粘 lのilt人が多い ;>;-U :.tU) :.Ui 1 ~;?に jじして

世ない

小粒の様、かわらけ1'，を出じえる

んë fr 1勿をj;く ~l tl じ え る
7 )，:1に似るが色調がIljlるい

お肘l二Jtしてしま りに J泊it、

泌む隊、 1:)，化物かわらけ1'，を IJl:じえる しまり，~!

?t~出色砂1'l 1
11((主制色砂'('[1

II(í- -~~ftJ色砂町 |
lI i'j-~W制色砂町 l
Hj)ぷlolJ色砂111

1面方形竪穴建物 5
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図15 1薗方形竪穴建物5出土遺物

。 10cm 

板囲い建物 1 (凶16)

C-4-D-4グリ ッドで発見された。西側の一部を方形竪穴建物 lに切られている。確認できる平

面形は長方形で、東曲ーに長車111をもっ。規模は東西530cmX 南北200cmで、確認而から底而までの深さは15cm

を測る。長軸を主]Iilllとする遺構車111線方位はN-86
0 

- E。後世の削平により壁の遺存状態が悪く、断而

JI~ は定かで、ない。 北壁下には、 IÞliî20cm、深さ 15cm、|折而形がU字形の)詞消状の掘り込みがある 。 その巾

に約50cm間隔で、並ぶ10cmX 12cmの杭痕が 91-1発見された。

覆土は、色調と含有物などから 8層に分けられた。底面は本土11:よりも新しい時期の柱穴による影響を

受けているが、断IKiで、観察するかぎり平坦で、、底面海抜高は4.65111で、ある。南東附に確認された土扱 5

は本j:JJ:に伴うものであろうか。

図17-1はかわらけ。Ll径8.8cm、底径4.9cm、器高2.25cmをif!lJる。混入物の少ない粉質)J白土で器監は

薄く、内管気味に立ち上がる 。 内外国に煤が付着 し、 1)'.1底面は剥離している 。 2 は渥美のm~:。 口径 1 1. 4cm 

を測る。JJ台土は灰~暗灰色弱粘質級密土。肩音15周辺にはヘラによる窯印が施される。 3-4は山茶碗窯

系こね鉢。 3は口径は32.4cmを測る。Jl台土は11色小石~調iI粒を多く混じえる灰色土。体部外商下位から

下方は回転ヘラ削りで調一乾され、円唇部に浅いミゾがめぐる。休部内面下位から下方にかけて使用によ

る磨滅痕が残る。4は3と同様、灰色を呈するボソボソな胎土で口唇音1$にはミゾは見られなし、。 5は鳴

滝中山産の淡桂色泥岩の砥石。遺存長は3.3X 3. 05cmを測る。 6は拝。 7-19は銭。 7は「至道元貿」。

8は「天聖元賓Jo 9は「皇宋通賓J0 10は「治平通貨J0 11 は I I'~日寧元賓J 0 12は「元祐通資L 13は「元

祐通貿Jo14は 「紹聖元貿Jo15は「相照元費Jo16は 「聖宋元資Jo17は 「寛永通賓Jo18-19は判読不

能。

124-



〉

方形竪穴建物 1 A 

板囲い建物 1

一一一一一一ー-ーー一一ー一一一、

「一 調査区南壁

A A 
一 一5.0m

E 
3 

。 2m 

(板|川l、建物 l土居iJ:記)

1. 11告ぷ社j色li，!!'i'U: ピy 卜磁土。多量の炭化物、泥r;隊、かわらけ!午、 貝殻);-も11'，
かにHtじえる c

2. b'~ 色 iゆ Il'l土 少!ltの炭化物、泥岩i擦を全体に混じえ、粘 |ブロソ ク (5mm-

1 CII1A)が14[)分I内に混入する 。

:-1. II(f;九号制色砂質 | 少泣の炭化物、 i)i::行I味、かわら け片を iJ~ じえ 、，';11分 ((J に l沙のブ

ロソクが泌人寸る。 しまり 強。

4. 11古ぷ1羽色I沙質| 全体に多くの黄色i沙を合むため、 lI7iゃ3)刊にjじべ色調は|リlる
い。少:Ikの炭化物、泥岩除、 n殻)'，をィ11じえる。

J. 1前九iH芯色1沙問J: ピット郁二1-. 0 多 ~I '-.の泌山際( 1 mm- 5 mm人ー)、 少豆の炭化物、

かわらけ)'，を7IIじえる。!沙ブロソク、JJitiH':il'r'(j cm大)が;'11)
分 (1')に浪人する 。 しまり、 1~i性必。

6. 1Fr1ぷ社j色i沙'l'U. J丹、 炭化物、かわ らけ)'， を混じえる υ

7. J束尚色!沙質 | 少Jltの炭化物、 かわらけ)'， を混じえる。

図16 1面板固い建物 1

井戸 1 ( 1~1l 8 ) 

B-3-4グリッドに確認した。西側の一部分が調査区凶壁外に延び、掘り込み上部の大部分が方形

竪穴建物 lによ って壊されていたため、全貌を把握しえなかった。確認した掘り方は、東西155cmx時j

~1:: 175cmの不整方形を呈 し、深さ 140cm を ìHU る 。 井戸の掘り方底而は東西140cm x南北150cmのほぼ方形で、

その南東隅に、 長さ80cmX横111百5cm X厚さ10cmの角材が正H形に組まれた井戸枠が造存していた。また、

長さ70cmX横幅lOcmX厚さ 2cmの側板が南側、北側に各 l枚ずつ内側に倒れこんだ状態で造されている

ことから、この井戸は「方形棋桟支柱式jと考えられる。

覆土は、土居が炭化物、木片、 褐色粘土を混じえる貝砂層で、下層が炭化物や岩礁が混入する褐色砂

である。

図19-1は手づくねかわらけ。口径9.2cm、底径7.9cm、器高2.0cmを測る。i炎桂~燈色を呈する白色

微砂をわずかに混じえる弱砂質胎土。体部外聞のナデは 2段。 2は釘。全長11.6cIDo3-4は箸。 3は

遺存長23.7cm。上方は焦げる。 4は遺存長22.5cmを測る。いずれも先端は丁寧な削りが入れられている。

R
U
 

つf
H

1
tよ



k三里巧

¥三二:

山一沿い
J

f
羽
山
ヘ

l
h
ω
t
 

j
J
8

-

〉

b
j
/

E
 

h

-
-
'
Z

3

¥

-

4
1
 

士

一

u

h

h

b

bI

，

fd
1
1
FI

R

よ
L
U

:

!

 

h

〉
'
フ
吋
応
〆

p
q
d市

f
t

4
 

、当
ewヤ

ふ
-J
1

朝刊一い叫ヘ
色、
ザ
戸
ぷ
ハ
い
U

J

グ
ぃ
、
戸
J
r九

九日
Jf-

h
d

，
z
mLV可
、
〆
軒、一人

〆
3 

ヘノl

山
/ 

/ 

4 

高知配布-
、;.:，~'>;ry 叱~~J:.;;Y ~{c.:，r~"'5 

山 10 "..，..，~. ".0"，". 11 

何 了 L- F3 
、;~r.-1' 、J、、入、 _.，，1，-1'

ず 16 17 "18 

図17 1面板固い建物 1出土遺物
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t ミコι十一

鎌倉石

側板検出状況
調査区西壁

A 

調査区西壁

井戸枠検出状況

A 

。
図18 1面井戸 1
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図19 1面井戸 1出土遺物

1 

4 

土墳 3(IJGI20) 

D-3グリッド内、板間い建物 lに切られて発見

された。東西135cmx南北80cmの平而椅円形を呈 し、

確認而からの深さは50cmを測る。1J:)r而形は指鉢状で、

底面海抜高は4，30mで、ある。

覆土は、上層より *1占質土を多く混じえる黄色砂質ー|二

が20cm程、その下にlOcm-30cm程の泥岩層、さ らに

下層に茶褐色粘質土が底部まで堆積する。

図示できる出土遺物はなかった。
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~ /己主 九i B I / ) I B' 

A 
泥岩 A B 

一5.0m B -=-5.0m 

土境 3
土境 4

(土 J~;'i :l 1 );'îìU~ ) 
1. b1t悩色fi:J，"f't仁

2. t11t色紗1'[1 
:1. ~lll 色 l沙'l'l l
l 然倒色ti:t'd上

S. IFh公社j色!ゆ質二l

i lt{';-!i岐、ぷ~ (tす却、かわらけ 1'， を混じえる 3 高';-1' 1 強。
かわらけl十、炭化物lをiJtじえる d

L I'iiのfTイl物の他に、iJt行民主のiJt入が多い

かわらけ円 、炭化物、本)'， を t く lt~ じえ る c しまりやや~J~.J' 
淵本し 、泣元する。 :3仰の土を部分(J'')にiFtじえる

C c' 

C ~5.0m 

。 2m 

土墳 5

図20 1 im土境 3・4・5

土境 4 (図20)

C-3から D-3グリッ ド、調査l丘北壁際に発見された。東両方JIlJに長11'111をもっ不整長方形をまし、

東凶225cmx南北120cm、確認而からの深さ70cmをiWJる。ほほ平ー坦な底而の海抜高は4.10111。断面形はお!;

3本:l:kである。

覆 1:は暗茶褐色粘土を含む黄色砂で、ほほ一屑であるため、人為的な埋め戻しが考えられる。その形

状および覆士、|折而の観察から、 1}，ii斐-[:墳の可能性を指摘できょう 。

凶示できる出土造物はなかった。

土境 5 (図20)

D-4グリッド、板囲い建物 lの南東附に発見された。東凶方向に長iド111をもっ不整楕円形を呈し、東

西180cmx南北120cm、確認面からの深さ60cmを測る。断面形は揺鉢状で、底面海抜高は4.20111。

覆土はH青茶褐色粘質土を多く混じえる黄色砂である。長さ50cmX幅20cmX厚さ3cmの板材が西側底而

に貼り付いていた。柱穴か。覆土から以下のill物が出土している。

図21-1は糸切りかわらけ。11径7.5cm、底径5.3cm、器高1.7cmをiWJる。白色微砂を多く混 じえる陥
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茶色弱砂質胎土。器壁は薄くゆっく り聞きながら立

ち上がる。内外面に煤が付着する。自然遺物はイヌ

の椎骨 l点、鯨類の椎骨 l点、不明l輔乳類 9点、ア

カニシ l点、チョウセンハマグリ l点、アサリ l点、

カキ 2点が出土している。

亡士二三
図21 1面土境5出土遺物

o 5cm 

その他の柱穴出土遺物 (図22)

図22-1はピ ット13より出土した黄味淡緑色泥岩

ビニユ=ダ2

ピット32

製の鳴i竜産砥石。遺存長は10.8cm x 3. 3cm。破損剥

離後に再成形、再利用している o 2はピット32より ?と二3 1
。 10cm 

出土した糸切りかわらけ。口径7.4cm、底径4.6cm、
ピット13

器高1.7cmを測る。胎土は淡燈色を呈する黒色微砂、 図22 1面ピット13、32出土遺物

雲母片を多く混じえる砂質土。 器壁は薄めで内轡気味に立ち上がる。

第 2節近世・第 1面上層(図23)

近世に属する遺構としては、泥岩組みを根固めとした建物基礎群、それらを区画すると思われる塀、

鎌倉石の石列、 土墳 2基が発見された。これらの遺構が発見された経緯は上述した通りで、遺構に伴う

面は確認できなかったため、 l面上層とした。遺構が確認された土層は、泥岩片やかわらけ片を混じえ

る「褐色を帯びた、やや粘土質の黒灰色砂質シルトJ(後節の花粉分析用資料参照)であった。

建物基礎群(図24)

調査区のほほ全域にわたり、泥岩組みを根固めの建物基礎を計10個発見した。大小複数の泥岩を組み

合わせて形成された個々の基礎は、 一辺が約50cmの正方形で、ある。建物基礎群は柱穴列に囲まれた敷地

内に位置し、 3問x4聞の規模である。北端の 2基を除く基礎群が東西方向に l問、南北方向に 2閣の

ほぼ等間隔をおいて並ぶ。東西軸方位はE-800 

- N。

本遺構より出土した遺物はない。

柱穴列 1(図25)

建物基礎群の西側に確認された。覆土は炭化物、黄色砂ブロックを混じえる茶褐色砂質土。角柱状の

柱痕が遺存していた。

柱穴列 1に帰属するピ ットより出土した遺物で図示できるものはなかった。

柱穴列 2 (図25)

建物基礎群の東側に南北方向に碓認された。覆土は柱穴列 Iとよく似る黄色砂ブロックを混じえる茶

褐色砂質土であり、柱穴列 Iと2は同時期に存在していた塀の可能性も考えられる。いずれのピ ットの

底面にも礎板が置かれていた。

図26は柱穴列 2に帰属するピット96より出土した。

図26-1は7世紀代の土師器の杯。胎土は砂粒、 雲母細粒を混じえる淡桂色土。口径は13.6cmを測り
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大きめである。2は手づくねかわらけ。口径8.9cm、

底径7.6cm、器高2.2cmを測る。白色微砂を多く混じ

える肌色砂質胎土。 3は糸切りかわらけ。口径7.9

cm、底径5.2cm、器高1.9cmを測る。JJ台土は黒色微砂、

白針を多く混じえる淡樺色砂質土。器壁は内腎気味

に立ち上がり、口唇部は大きく外反する。4は国産

磁器の壷か瓶類の蓋。素地は白色綴密士。わずかに

呉須が残っている。 5は「政和通賀J。

柱穴列 3 (図25)

L二」 ス 受〉
ミ~二A ミ

ト
鰐
w込て二平二二ヲ3

OL....:..c 

図26 1面上層柱穴列 2(ピット96)出土遺物

5 

10cm 

てコ---_WOー1

図27 1面上層柱穴列 3(ピット93)出土遺物

建物基礎群南列の北側に東西方向に確認された。建物基礎群との新旧関係は不明で、ある。覆土は泥岩、

炭化物を多く混じえる暗茶褐色砂質士。ピット153以外は底面に礎板が置かれていた。

図27-1は瀬戸縁紬小皿l。ピット93より出土した。口径は12.3cmを測る。胎土は白色細粒を多く混じ

える淡黄白色粉質土。柚は淡緑色を呈する。古瀬戸後期後半くらいか。

以上の柱穴列は建物基礎群の建物を三方から囲う敷地区画を行っていると考えられる。

石列 (図28)

調査区北壁際、 C-D-3グリッドにて鎌倉石(凝灰岩)の切り石 3個が列をなして発見された。

個々の石の寸法は長軸30cm-60cm、厚さ約20cmで、ある。石列には、ほぽ切り石のかたちをした掘り方が

認められ、西端に切り石一個が抜き取られた痕を確認した。掘り方は調査区外にまで及ぶため、その規

模は把握できなかった。確認できたかぎりで、東西270cmx南北20cmを測る。鎌倉石の切り石は他の壁

面の土層中にも数点確認されたが、列を形成するものはこれのみである。

本遺構より出土した遺物はない。

土壇 1 (図28)

調査区北東、 D-3グリッドに発見した。平面形は長方形で、南北方向に長軸をもっ。東西95cmX南

北135cm、確認面から底面までの深さ25cmを測る。断面形は壁が垂直に立ち上がる箱型である。

覆土は、主に粘'性の強い茶褐色の砂質土で、泥岩礁の混入がみられる。

図示できる遺物はない。

土境 2 (図28) ← 一 一 ハ

¥ ノ/ 0 5cm D-4グリ ッドに発見。遺構の大半は調査区外に 、ニニ仁二シ1

延びており、 全貌を把握しえなかった。確認しえた 図28 1面上層土壊2出土遺物

かぎりでの規模は、東西165cmX南北35cm。確認面から底面までの深さは40cm。底面海抜高は4.50mを

測る。断面形は浅い皿型。

覆土は暗灰褐色砂質土に、泥岩礁、貝殻片、炭化物そしてブロック状の黄色砂を混じえる。

図29-1は糸切りかわらけ。口径7.6cm、底径4.65側、器高2.35cmを測る。胎土は樟色を呈する雲母

片を多く混じえる弱粉質土。器壁は厚めで直立気味に立ちがり、体部内面中位に稜を持ち、口唇部にむ

けて外反する。
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(1城 11:.附n::ei
l ぷ悩色l砂町土 全f*に多くの砂を合み、泥./~~iët かわらけ片をiJt!:じえる。

粘十t強。
2 ~~j;IJ色砂'i1 L IINょ η も砂の混入が~l '" ìJt_;~~傑、かわらけ 14 を混じえる 2

1. "自茶間色粘1'¥上 表:1:0全体に多くの泥行 (Smm-2rmA) 炭化物、

かわらけJ'，を合む。

2. ，IH褐色粘質| 上丹、炭化物 かわらけ J'，を書 く ~.;z;.、部分的に bt色砂
ブロックが出入する。

3. ~~~制色粘質 | 大!I~の iJr!山、炭化物、かわらけH を合む。
:r. "日制色~\'i'I'(:J:. 2 府に比べ色調が I~J るい。 多 ~itの炭化物を含む。

1. !i~比j色押i~(土 主体に JW色砂がiJt ざり、世間の泥正~ (5剛一 2cm大)

かわらけHーを合む号3層にJtして粘性にi量れる。

4' 茶尚色粘質 1. 3 ~，jの土に ~111の炭化物、 iJt./~~ (5 mm-2 CIlI大)、かわ

らけJ¥を合む。 3府に比して柑itlに隠れる。

5 附茶褐色粘'i'i1: 3 ~1の」 に多目の炭化物、 うかはの FlI'，' 、 u岩川、木!十が

合まれるu

2m 

図29 1面上層石列、土携 1・2
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1面上層出土遺物(凶30)

図30-1 ~ 6 は舶載磁器。 1 は青磁剖イヒ文イ施。 素地は灰色布ll質紋帝士、執IJは以緑色を呈する 。 2~3

は青磁蓮弁文碗。 2 は高台径4.6cmを測 る。素地は，~I~色微砂を混 じえる IljJ灰色粘質椴密上O 利i は I!f l床灰

緑色を主 し、 厚めに施制される。高台胤辺は露胎で鉄発色する。 3は口符11.1 cmを測る。素地は黒色微

砂を混じえる灰色弱粘質縦密J:。利は乳青色を呈する。外而に肱された蓮弁文はだいぶ退化している。

4は青磁碗。高台径は5.4cmをiJ!1jる。素地は賞味灰色*Ilj質椴W，:土。利|はオリーブ色を呈 し、施紬は薄め

である。畳付から民裂にかけては露目白。内底凶iに使用によるキズがわずかに残る。 5は717磁折縁鉢。口

符は 1 6.6cm を測る 。 素地は ])'[1床j火色弱粘質級官←|二。 ~III はオ リーブ色を呈 し、内外I証ーに貫入が入る 。 施~llJ

は厚め。 6はFI磁口JtllIL。口径11.2cmを測る。京地は以色微砂を混じえる白色弱市Ij質級官土。柚は乳白

色を弔する。 7は近 Ilt瀬戸と忠われる鉄絵折縁小Jlllo U径9.1cm、高台径4.1cm、器高3.0cmを測る。胎

土は淡黄色弱粉質徹脅土。 ~IJI は円縁部に緑色を呈する銅緑利|が施覇IJ されてい る 。 見込みに描かれた鉄絵

の文様は不明。 8~9 は石英の火打石。 10は粗粒安山岩製の磨~ i 。 箱根付近のものと思われる 。 11 は釣

り針。全長は10.4cmをil[lJる。12は掛金具類か。全長は6.8cmを測る。13は「開元迎賓Jo14は日盛付算。

小さい日盛りはおおよそ 1cm ，.iij後で、 5本、大きな 1=1'，{'存りはおおよそ 2cm前後で、 3本がノミ状工具により

荒く彫り込まれている。造存長は5.7cm、最大111日1.7cmを測る。15は拝。遺存長は5.8cm、最大幅は1.4cm

を測る。円然遺物はウシかウマのJJ1J'叶9点と株廿 l点、イヌの肋骨 6点と椎甘 1点、マダイの舌骨 l点、

サメの椎骨 l 点、大l.\Q f.í:I，~泊の枇甘 2 点、鯨類の 1-.顎骨 l 点が出土している 。

ち之、.c/. ~ム

。

プ之、プシ い
¥ 丁 ，? ~ 

てこ .7. 1

1
'11 1 ¥ -，11 ~~; 

I I.U2 

10cm 
11(氾

(cm) 

14 15 

図30 1面上層出土遺物
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第三章 米町遺跡の花粉化石

これまで鎌倉山内において行ってきた花粉分析は、史跡7永k干布福!高tHJ寺t跡などの北古部|日iや、北条政村屋敷跡など

の西音剖部|目ι¥，、 およひ

町二丁目に所在しており、この地域においては初めての花粉分析例 となり、興味深い。

この米IIJT遺跡において行われた発掘調査では、 141世紀とみ られる万形盟主穴建物などの遺構・造物が検

出されている。この時期の鎌倉は、幕府の倒壊 (1333年)とその後の復興といった激動の時代であり、

その前の13世紀は鎌倉が最も栄えた時期に当たる。こうした繁栄 ・倒壊 ・復興にともなって鎌倉周辺の

梢牛は大きな影響をうけ、そうした様相、特に繁栄H手における土地開発および木材利用などでスギ林や

照葉樹林が減少した様相が上記した各遺跡で認められている(鈴木1996など)。平野東部に位置する米

町遺跡においても同様のことが示されることが予想されるが、樹木類はまったく無く、雑草類で、占めら

れていたのであろうか。こうした観点から花粉分析を行い、 遺跡周辺の市植生について検討した。

I 試料

試料は、 2号方形竪穴建物祉のl国壁(図31の矢F.jJ) より柱状で、採取し、本1)-1における而1主の観察の後、

11試料を分割した。花粉分析はそのうち、 i武下層を除く各)凶 l点の 9点について行った(岡32)。以下

に各)凶について簡単に記すが、 層位番号は遺跡発制調査|司|より頂いたセクション図に示さ れているもの

を使用した。

最上部は褐色を;11fびたやや粘土質の黒灰色砂質シルトで、泥岩(土丹)片ーやかわらけ片が含まれる。

本層は出土造物から江戸時代と考えられている(試

[料 1) 0 14屑 は褐色を~Hfびた黒灰色の砂質シルトで、

こ泥岩片が散在しており、炭片が認められる(試料 2)。

!13層も褐色を帯びた県灰色の砂質シル トで、 iJ己岩J'(ー

が散在しており、かわらけ片がみられ、小さな空|掠

が多く認められる(試料4) 0 1隔は 2つに分層さ

れ、上部は褐色を帯びた黒灰色の砂賀粘土質シルト

で、 iJe岩P1や炭片が散在している(試料 6)。下奇11

は褐色を帯びた黒灰色の砂質シルトーシルト質砂で、

泥岩片や炭片ーが認められる(試料7)0 4層は黄褐

泥岩片や炭片が点在 しており、 貝殻の小片が散在 し

ている(試料 8)0 6層も黄褐色を市ぴた黒灰色の
m 

5 50 

5.00ー

-1.50 

‘一ーー_-ー ーーーー~噌.--=---，--ー守ーー ーーー-ーー・
、~〆 /

4.00ー

図32 試料採取地点付近の土層断面図

粘土質砂で、硬くしま っている。また、 iJ己岩片や炭

片が点在 しており、 貝殻の小片が散在 している (試

料 9) 0 7腐は黒 一黒灰色の粘 |二質砂で、貝殻小片

が散在しており、材 j十も認められる(試料10)0 8 

層は黒褐色の粘土質砂で、最下部 1-2 .を除く下

半部は非常に固くな っている(試料11)。最下層は

黄褐色の刻H粒砂で、大型貝片を合む貝殻小片が多量
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に認められ、また最上部からは箸状の材片が認められた。時代については出土遺構 ・遺物から、最上部

および最下部を除く 1-8と13、14層が中世(14世紀)と考えられている。

2 木材遺体

2号方形竪穴建築北より検出された羽目板 2点(北壁の東側・西憤1])、床板 1点、 床面の材 1点、西

壁断而からは材片(6層)と箸状材(8層最上部)の2点、および調査区北東部端から検出された板材

密集部(図31の.印)より 3地点の総計 9点について樹種同定を行った(松葉 (パレオ・ラポ)が担当)。

方法は、片刃カミソリを用いて試料の横断面 (木口と同義)、接線断而(板目と同義)、放射断面(柾目

と同義)の3断面をつくり、ガムクロラール (GumChloral)で封入し、永久標本を作成する。これら

の標本を光学顕微鏡下で観察し、現生標本との比較により同定した。以下に各標本の記載を示す。

各標本ともほぼ同様の形質を示し、水平 ・重直両樹脂道を持たない針葉樹材で、早材ーから晩材にかけ

ての移行はやや急。放射組織は、 柔紺l胞からなり、単列で 2-13細胞高からなる。分野壁孔は大型のス

ギ型で、 l分野に普通 2個見られる。

以上の形質から、スギ科のスギ (cη'ptomeriajaponiια(Linn. fil.) D. Don) の材と同定した。スギは東

北から九州にかけての温帯からl暖帯にかけて分布する常緑針葉樹である。

3 分析方法

最下層を除く 9層各 l点の9試料について、次のような手順にしたがって花粉分析を行った。

試料(湿重約 4-5 g) を遠沈管にとり 、10%水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、

O.5mm目の飾にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%フッ化水素

酸溶液を加え20分間放置する。水洗後、比重分離(比重2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)

を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリシス処理(無水酢酸 9: 

l濃硫酸の割合の混酸を加え 3分間湯煎)を行う。水洗後、残i査にグリセリンを加え保存用とする。検

鏡はこの残槽より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

4 分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉21、草本花粉20、形態分類で示したシダ植物胞子 2の総

計43である。これら花粉 ・シダ植物胞子の一覧を表 lに、また、主要な花粉 ・シダ植物胞子の分布を図

33に示した。なお、分布図における各分類群は全花粉・胞子総数を基数とした百分率で示しである。表

および図においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものを示し、クワ科・マメ

科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるが、それぞれに分けることが困難なため便宜的に草本花

粉に一括し入れてある。また、花粉化石の単体標本(花粉化石を一個体抽出して作成したプレパラート)

を作成し、各々に PLC.SS番号を付し、形態観察用および保存用とした。

検鋭の結果、上部試料 1-6および9においては検出できた花粉化石数が非常に少な く、分布図とし

て示すことができなかった。試料 9を除く下部についてみると、草本花粉が圧倒的に多く、 80-90%を

占めている。そのうちイネ科か最も多く、最下部の試料10、11では60%に達し、 t位の 7、8では半減

するが30%を越えている。次いで、ヨモギ属が多く検出されており、試料 7では20%を越えるなど、 上位

の試料 7、8で多くなる傾向がみられる。同様の傾向が10%前後検出されているアカザ科ーヒユ科や、

5%前後のカヤツリグサ科、 アブラナ科、 タンポボ亜科などに認められる。その他、ヨモギ属を除く他
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表 1 米町遺跡の産出花粉化石一覧

和名 学名

Podocarpus 

Abies 
TSl1ga 

Picea 
Pinl1s subgen. Diploxylon 

Pinus (Unknown) 

Sciadopi tys 

Crypt.ollleria japonica D. Don 

T.-C 
Juglans 
Carpinus -Ost.rya 

Betula 
Alnus 

Fagus 
C;uercl1s subgen. Lepidobalanus 

C;uercus subgen. CyclobaJanopsis 
CasLanopsis -Pasania 

Ulll1us -Zelkova 

Vi t.is 

CJe.l'era-EI1l"J九q

Elaeaglll1s 

8 1日 11 

3 
5 

8 
2 
2 

10 8 17 
4 3 

2 

・5
3 2 

3 
2 

6 2 

樹木

マキ属

モミ属

ツガ腐

トウ ヒ属

マツ属複維管東亜属

マツ属 (不明)

コウ ヤマキ属

スギ
イチイ科ーイヌ ガヤ科ーヒノキ科

ウル ミ属

ク7 シデ属ーアサダ廊

カパノキ属

ハンノキ腕

プナ腐

コナラ 属コナラ!ffi属

コナラ 腐アカガ シ!ffi属

シイノ キ腐 ーマテパシイ腐

ニ レ属ーケヤキ腐

ブドウ属

サカキ属 ヒサカ キ属

グミ 廊

革本
イネ科

カヤツリグサ科

クワ 科

ギシギシ属

サナエタデ節 ーウナギツカミ節

イタド リ節

アカザ科ーヒユ科

ナデシ コ宰↓

カラマツソウ腐

他のキンポ ウゲ科

アブラナN
7 メ科

フウロソ ウ属

トウダイグサ科

セ リ科

ナス属近似種

オオパコ属

ヨモギ属

他のキク 亜科

タンポボ亜科

シダ植物

単条型胞子

三条型胞子

Gramineae 
Cype["aceae 

Moraceae 
Rum8X 

PolJ'gonullI secl. Persicaria-Echinocaulon 
PolygOI1lllll sect.. Reynoulria 
Chenopoctiaceae -Alllarant.haceae 
Ca["yophyllaceae 
Thalict.rulll 
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T.ーC. はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す

のキク亜科もこの 4試料から 1%ほど得られている。樹木類ではスギが最も多く検出され、次いで、マツ

属複維管束亜属(アカマツ、ク ロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)、コナラ属アカガシ亜属 となって

いるがいずれも 5%以下である。

5 遺跡周辺の古植生

上記したように、 上位試料からは花粉化石がほとんど得られず、 この頃の植生については不明で、ある。

ここで、扱っている花粉は丈夫な外膜を持ち、水中などの還元環境下では良好な状態で保存される。しか

しながら紫外線には弱く 、地上に落下したも のは容易に分解されて しまう 。また、土壌中のバクテリア

などによっても分解される。米IIIT遺跡の13層においては小空隙が多くみられ、土壌化作用をうけている

と推測される。このように、上位層については乾陸化状態にあったとみられ、多くの花粉化石は紫外線
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やバクテリアの作用で分解・消失してしま ったと思われる。

下佼)同についてみると、保存状態はよいものではないが、 草本花粉を中心に比較的多 く検出されてお

おおむね当時の植生を反映していると忠われる。それによると、遺跡周辺はイネ科を主体に、

アカザ科ーヒユ料、 アブラナ科、 ヨモギ属、タンポポ亜科などの雑草類が多く生育してい

たと推測される。同様の傾向が大倉幕府周辺遺跡群(鈴木1991)や政所跡(鈴木1992)、北条小IIIJ邸跡

カヤり、

ツリグサ科、

このうち政所跡では、 12世紀末から13世紀前半頃の遺跡周辺の植生は人などにみられる。(鈴木1996)

アカザ科ーヒユ科やヨモギ属などの雑草が目立つ植生であったと推

(鈴木1992)。このように、幕府成立後、北条氏に実権が移った13世紀にはさらなる発展

を遂げ、府内は雑草類が目立つ植生であった。14世紀前葉の鎌倉時代末項の米町遺跡周辺はIIIJ屋地域と

予想され(河野1989)、繁栄期から引続き住肘の周りなどではほとんど樹木類はみられず、イネ科を中

カヤツリグサ科、

聞のT渉をうけ樹木類はまは、らで、

測されている

タンポポmi科などの雑草類が目立ヨモギ属、アブラナ科、アカザ科ーヒユ科、心に、

つ植牛ーであった。

、匹
、ー

樹木類では、少ないなかでスギが最も多 く検出されており、次いで、ニヨウマ ツ類が得られている。

このように、鎌倉れらは風媒花であり、多くの花粉が空rl'に散布され、風によ って遠方まで運ばれる。

周辺の丘陵・山地部に分布していたであろうスギ林やマツ林より飛来し、堆積したものと推測される。

の花粉分析結果をみると、それまで優勢で、あっこのスギとマツについて北条小町邸跡(泰11守・時頼邸)

たスギ属林や!!京葉樹林からニヨウマツ類やコナラ耶属の優勢へと 13世紀前半に交代が認められ(鈴木

1996)、他の地点における花粉分析結果からも同様のことを読み取ることができる。米町遺跡において

は検出花粉数が少なく、そうした傾向を読み取ることはできないが、樹種|百j定をわーった試料全てがスギ

ス

スギ林が遺跡近辺丘陵部の一部に残存していたことが

。。
つJ

唱

Ei

このことからも少なくともスギ林が大きな影響を受けたことが推測される。そうしたなか、

ギが少ないながら最も多く検出されたことから、

推測される。

であり、
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図版 1

米11可遺跡の花粉化石 (1)

1 :マツ属復キj(，管東亜属 PLC. SS 1836 試料8

2:スギ属 PLC. SS 1833 E.i¥料9

3:イチイ存}ーイヌガヤ不|ーヒ ノキ平司 PLC. SS 1831 ~式:JGf9

4:ハンノキ属 PLC. SS 1834 試料9
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図版 2

米IIIJ遺跡、の花粉化七ー (2)

5:イネ科 PLC. SS 1838 試料8

6:カヤツリグサ科 PLC. SS 1839 試料6

7:アガサ科ーヒユ科 PLC. SS 1842 ai¥料6

8:アブラナ不fPLC. SS 1840 ~式料 6

9:ヨモギ属 PLC. SS 1835 試料9

10 :ヨモギ属を|徐く f也のキクrlJi.;filPLC. SS 1837 ~式料 8

11:タンポポ盟科 PLC. SS 1841 試料6
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第四章 まとめ

遺跡地の現在の標高は5.3mで、中間:の遺構を確認で、きたのは標高4.8mあたりの中世地山を形成する

黄褐色砂質土上で、そこからは13世紀代からは世紀前半の遺構・遺物を発見した。現地表下30cmから中

世遺物包含層を確認したが、出土遺物は中世前半期のものばかりで、 15・16世紀の遺構・造物は確認で

きなかった。文献資料によれば、遺跡地周辺は中世後半にもいまだ 11町」として栄えていたことが推測

されているため、当該遺跡の中世後半期以後の遺構・遺物は、削平されてしま った可能性が高い。

中世に帰属する遺構としては、板囲い建物祉 l棟、方形竪穴建物j:Jl:5棟、井戸 l基、土横4基、柱穴

多数を発見した。柱穴群からは建物の規模・形態をつかむにいたっていないが、方形竪穴建物、板囲い

建物、土旗などは南北あるいは東西の二方向に限定された主車111をもつようである。この二方向の主llilllの

意味が経時的な町並みの変化にともなう規制方向の違いか、あるいは多数の柱穴群によ って構成されて

いたであろう建物群とのセット関係のなかで機能的に制約された方向性で、あったのかといった問題は、

今後の遺跡地周辺の調査成果を待ちたい。ただし、調査区の東側に接して位置する大町から海岸に向か

う道路が中世のIIIJ大路(鎌倉市史のいう小町大路)とどのような関係にあるのか考古学的には確認され

ていないが、発見された遺構群の主車111方向を考慮すれば、現在の南北方向の通りが現在の11IT並みを規定

しているの と同様に、中世の町大路がこれらの遺構群の方向性を規定していた可能性は高いものといえ

ょう 。

出土造物はいわゆる「浜地jに隣接して建てられる方形竪穴建物から出土する遺物と大きな年代差あ

るいは性格差はないと思われる。ただし、 iJi¥美の製品が21点(壷あるいは斐は20点、鉢は l点)出土し

ていること、手づくねかわらけが混じることなどから「浜地」よりは年代的にわずかに遡ると思われる。

また、輔の羽口などの鋳造関連遺物の出土が極めて少なかった。他方、 「浜地」と同様、ウシかウマ、

イヌ、魚類、鯨類を主体とする動物遺存体は多い。特にウシあるいはウマなどの大型l時乳類の肋骨には

解体痕が多く残り、完全な形を遺すものは全く出土しておらず、すべてキ111片であった。また、四肢骨は

まったく出土していない。これらの出土様相が 「浜地」で見られるような骨材加工職人の存在を示唆す

るものなのか、遺跡地の名称が示すとおり「市」の機能の内で食材などを供給していた地域なのかは、

今後の周辺の調査を待たなくてはならない。

近世以降と考えられる l面上層では、調査地とほぼ同様の柱穴列によ って 三方を固まれた敷地内に

泥岩根固めをもっ建物配置が確認できた。調査地点では、この l面上層の近世から現在まで敷地分割が

変わらなかったことが認められる。また、現在の通りは、真北に対して西に14
0

振れ、礎石群は西に11
0

振れている。礎石列は、現在の通りと 3。ずれているが、中世の遺構群の長nilllは、ほほ、真北に平行かあ

るいは直交している。南北に走るIIIT大路の方向性が推察されょうか。

I面上の生活面iは中世後期以降の時期に削平が行われたものと思われ、 l而上層より出土した造物は

少ないうえに染付など近刊:に属する遺物は紺l破片が多く、出土遺物から年代比定することはむずかしい。

現在、方形竪穴建物とその他の制立柱建物、板凶い建物等との建物相互の関係については、未だ明|味

にされていない。調査区の狭さもその一因ではあるが、方形竪穴建物祉が、集中して、順次建て替えら

れるため、掘)i:柱の柱穴を破壊してしまうことにも閃るようである。今後の課題である。

今回の調査では予定建築物の基礎深度との関係で調査できなかったが、中世地山である砂質土~I二l から

7世紀代の土師器片も多く出七しており、さらに下層には、 11代の遺跡の存在も予想される。
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報 告 書 抄 録 

ふ り が な かまくらしまいぞうぶんかざいきんきゆうちようさほうこくしよ 

書 名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書14 

副 書 名 

巻 次 

シ リ ー ズ名 

シリーズ番号 

編 著 者 名 宗基富貴子 

編 集 機 関 鎌倉市教育委員会 

所 在 地 〒248-8686 神奈川県鎌倉市御成町18番10号 

発行年月 II 西暦1998年3月 

ふ り が な 

所収遺跡名 

し よ ざい ち 

所 在 地 

コ ー ド 北緯 束経 
調査期りり 

調査面積 

m 
調査原因 

市町村遺跡番号 

こめまちいせき 

米町遺跡 

かながわけんかまく 

らしおおまち 

神奈川県鎌倉市大町 

二丁目931番1 

204 陥．245 

1996 
3月21日 

I 
4月26日 

140n 

自己用店舗併 

用住宅 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項 

米町遺跡 都市 鎌倉時代 

近世 

方形竪穴建物 5棟 

板囲い建物 

井戸 

土墳、柱穴 

塀 
建物基礎 

石列、土墳 

かわらけ 

渥美、常滑 

舶載磁器 

絹銭 

方形竪穴建物2棟よ 

りそれぞれ絡銭が~ 

絹ずっ出Lした。 
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ほうぬうときふさ あきときていあと 

北条時房・顕時邸跡（No.278) 

雪ノ下一丁目272番地点 



例 

1 ．本書は、北条時房・顕時邸跡遺跡内の神奈川県鎌倉市雪ノ下一丁目272番地点における集合店舗併 

用個人住宅建設に伴う国沖補助」「業発掘調査の報告である。ただし、調査地内に発見された遺構と 

遺物を個人住宅の国庫補助」~業相当分と原因者負担事業相当分を分割して扱うことは、遺跡の理解 

をそこなうおそれもあり、発見された生活面枚数にそれぞれの割合を案分して、本版では第4 面と 

第3面の成果を報告する。なお、他の生活面調査成果も、遺跡理解のため、多少加味してある。 

2．発掘調査は、鎌倉市教育委員会が、平成8年4月19日より同年7月19 Iiにかけて実施した。発掘調 

査対象面積は、国庫補助事業相当分120n 、原因者負担事業相当分ll0nfの合計230mである。 

3．調査にあたっては以下のごとく体制を編成して行なった。 

調査担当 宗基秀明（神奈川大学非常勤講師・鎌倉考古学研究所） 

調 査 員 宗基富貴子（鎌倉考古学研究所）、馬瀬直子、川又隆央（鎌倉考古学研究所）、 

真中泰行 

調査補助員 小野和代、鍛冶屋勝二、弓削拓郎、渡辺岳史 

調査協力者 富岡其之、I時寸四志男、福本寿夫、石渡辰男、長島三男、菅野五郎、松崎靖弘 

（以上、鎌倉市シルバー人材センター） 

4．本書名成にあたっては、遺物実ilIl・トレースを宗基秀明、宗基富貴子、小野和代、馬瀬直子、川又 

隆央、真中泰行が行なった上、遺構関係を宗基秀明、遺物関係を宗』―富r.ri了が執筆し、まとめは調 

査関係者討議のL、宗基秀明、宗基富貴子が責任執筆した。編集は宗リ冨l.tifがおこなった。また、 

自然科学分析は卿パレオ・ラボに依託した。 

5．出土遺物の詳細については本編後段の遺物観察表を参照されたい。 
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第一章 遺跡の位置と歴史的環境 

遺跡の所在する神奈川県鎌倉は、1180年秋、源頼朝の入府に始まる鎌倉幕府の創設以後、日本史の中 

で 山星脚光を浴びる地となり、誰でもが知る古都のーつとなっている。現在の鎌倉市は、そうした古都 

鎌倉を含めて、周辺の大船、玉縄、 七里ケ浜、腰越等の地域をも取り込んでいる。 

第1節 鎌倉の地勢と遺跡の位置 

鎌倉市は、関東平野の南端に位置する神奈川県の中で、相模湾に面した海浜地域の南東部にある。三 

浦半島と丹沢・嶺岡隆起帯の丘陵に囲まれたこの鎌倉市内を北束から南西に流れる滑川が造りだした小 

さな沖積地が、かつての古都鎌倉と呼ばれる旧鎌倉地域である。 

鎌倉市の酉方、大刀洗に発する滑川は、南酉へむけて河谷と流域平地を形成しながら流れ、やがて相 

模湾の1キロ手前で流れの向きを南へと変えてドる。この滑川が南へ向きを変える地点から南方に、三 

角形状の沖積地が広がる。縄文前期海進期には鎌倉湾であったと思われるこの沖積地は、その後の海退 

に伴い砂泥が」1「積する湿地となり、次第に陸化した平野である。さらに海岸沿いでは、第四紀に入って 

から海岸砂丘帯が発達し、砂丘帯の裏側にはラグーンを形成した。このラグーンが弥生後期以後次第に 

乾陸化し、鎌倉の地が出来I..がる。かつてのラグーン地帯は現在でも旧鎌倉地域にあって、最も標高の 

低い地帯をなして、東西に広がっている。こうして出来上がった滑川流域と海にむけて開く扇状沖積地 

の鎌倉は、南の海岸を除いて三方を丘陵に囲まれ、それらの丘陵から流れ落ちる小河川が各地で小開析 

谷を造りだしている。この小河川の開析谷と、滑川や南方の沖積地との合流地点に、自然堤防の微高地 

が形成されて、縄文時代中期以降人々が住みつくようになった。 

鎌倉の平地の中でも、海にむけて開かれた づり形状の沖積地帯が、現在最も開発が進み、繁華街と 

なっている。三角形状の平地の北の頂J！』に、源」！II朝が勧請した鶴岡八幡宮が位置し、そこから南の海に 

むけて真っ直ぐに若宮大路が貫通している。また、鶴岡八幡宮の西方には、滑川流域平地が三浦半島の 

丘陵と丹沢・嶺岡隆起帯の接合地点へと約2 キロにわたって延びている。この滑川流域も早くから開発 

された地域である。鎌倉市の総人口172, 240人の内、七ケ浜地区を含めた旧鎌倉地域1422キロdには現 

在46. 991人が暮らしている（1994年1月I目現在）。この数は、文献資料や考古学資料などから導きだ 

された、中世鎌倉幕府のあった時期の総人I Iとさほど変わらない、もしくは少ない数字である。 

今回発掘調査を行なった遺跡は、鶴岡八幡宮の南に広がる三角形状沖積地に位置する。この沖積地に 

はラグーン北側の自然堤防』I寸辺を中心に、早くも8 世紀代より」lII住の跡を認めることができる（菊川 

1997）が、人々が本格的に進出するのは鎌倉中期からである。それまでは、沖積地西方と北方の丘陵麓 

が8 -12世紀代の鎌倉における主要居住域であった。1180年、頼朝が鎌倉に入り、翌年砂丘帯に位置す 

る鶴岡八幡宮を現在のIII積地北端の地に勧請し、また1182イFに南に伸びる参道を設置してから、次第に 

沖積地帯の開発が始まることになる。遺跡は鶴岡八幡宮参道である若宮大路の西側に面する八幡宮から 

200niの地点に位置する。また、沖積地酉側の丘陵麓までは300mと近い。このため、遺跡の立地する地 

点は、南の海に向かって広がる沖積低地と北から西を囲む丘陵麓との移行点にあたる。 
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第2節 遺跡地の歴史的環境 

縄文時代 

「昭和7年横浜国立大学附属小学校用務員室前に井戸を開盤したおりに、現地表下3.8-4 m付近の砂 

層から後期の称名寺式の深鉢と浅鉢型土器の2点が出土」（赤星1935)。また、「昭和11年荏柄天神社石 

段下の民家（ 二階堂七七番地）の井戸を開襲」 したときには、「現地表下3mの粘土層下の砂層、海抜 

9m前後から組文前期の諸磯式土器71点、中期の阿玉台式土器14点、打製石斧1点」（赤星1936）が発見 

されている（鎌倉市史）。 

弥生時代 

海退に伴う谷の埋没によって、鎌倉湾は次第に後退。後期には、三浦半島の海蝕洞窟の位置の観察か 

ら、 3-5m の隆起が起きたと想定されている。また、海岸での砂丘帯の成長によって、砂丘裏が窪地 

の湿地帯として取り残されたと思われる。こうした環境のもと、鎌倉には中期の宮ノ台式土器を伴った 

住居堆が、谷を覆った堆積土と滑川などの河川との問に形成された微高地に残される。滑川、二階堂川、 

東御門川の合流する地点から北西の滑川北岸に多くの弥生中期・後期の住居比が発見されている。 

古墳時代 

古墳時代には、前期を中心とする住居比と後期の古墳群が現在の海浜地域に発見されている。鎌倉の 

地にIli墳時代の人々が生活していたことは確かであるが、遺跡地周辺では、散発的に土器の破片が出土 

するのみである。 

奈良・平安期 

8 世紀奈良時代には、現在の鎌倉市役所の南隣に相模国鎌倉郡の郡役所（郡衝）の設けられていたこ 

とが、御成小学校内遺跡の発掘調査で確認されている（河野他1990)。この時期、鎌倉郡に包括されて 

いた郷には、『相模国封戸租交易帳』、正倉院御物などの記述から鎌倉郷、荏草郷、尺度郷、沼浜郷、方 

瀬郷があったとされる。これらの郷名はそれぞれ現在の、鎌倉郡衝を中心とした鎌倉の中心部、荏柄天 

神周辺、大船から横浜市の戸塚にかけてのかつての古大船湾方面、逗子市方面、鎌倉市から藤沢市にか 

けての片瀬海岸方面と想定されているが、果たしてこれらの郷名が鎌倉郡内の全ての郷であった確証は 

ない。ただし、このころより、もしくはそれ以前より鎌倉は相模湾に面した地域の政治的中心をなして 

いたと思われる。なお、遺跡地の周辺は、鎌倉郷に包摂されていたのであろう。 

平安時代になると、鎌倉郡に沼浜、鎌倉、埼立、荏草、梶原、尺度、大島の七郷のあったことが『倭 

名類衆紗』にみえる。また、こうした国街領の周囲には山内庄、玉輪荘の荘園が形成されている。 

この平安時代、鎌倉郡術が中期以降も存在した証拠はない。しかし、平貞盛や、鎌倉権五郎平景政、 

源頼義・義家などの人物が鎌倉郷に居を構えたと思われることから、やはり平安期にあっても鎌倉郷は 

政治的に重要な位置を占めていたと考えられよう。 

中 世 

平安時代の鎌倉がどのような姿をしていたのか、不明な点も多いが、1180年秋、源頼朝の鎌倉入りの 

後、人口、建築物、家屋などが急速に増え、都市化の道を歩んだことは確かである。鎌倉には、この頃 

か、平安期まで遡る可能性があるものの、それ以前の鎌倉郷に代わって、大倉郷、小林郷、由比郷が新 

たに加えられている。 

1180年に鎌倉に入った頼朝は、大倉郷に「御所」を築き、入る。この地は、後に若宮八幡宮が由比郷 

から勧請された現在の鎌倉鶴岡八幡宮の東隣であり、滑川の右岸に沿いながら武蔵野国金沢の六浦へと 
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抜ける六浦道に面していた。東御門川を東限とする「大倉幕府」といわれる大倉の「御所」の東方には、 

幕府創設に尽力のあった北条義時の大倉亭も建てられたという（貫197D。六浦道と滑川を挟んだ対岸 

には、父義朝報恩を祈念した勝長毒院が頼朝によって1185年（文治元年）に建立される。東御門川、滑 

川の合流する地域は、鎌倉幕府創建時にあって、まさに重要な地域であったと考えられる。この鎌倉幕 

府初期の政治中枢地域の一画から南西の沖積低地、現在の鎌倉の中心域である若宮大路周辺に、御所や 

北条氏の館が築かれるのは嘉禄元年（1225）に始まる（図2 )。 

沖積低地への人々の進出は、すでに8 世紀以来見られるものの、御所や北条氏の進出は中世鎌倉中期 

に本格化した。これによって鎌倉は新たに平面的に広がる広大な地域を生活領域に加えることとなった 

が、沖積低地への進出には都市にとっての重要管理対象である道路の維持管理と同時に、低地の乾燥化 

のために排水施設の設置が必要であったと考えられる。北条氏の影響が強く反映された鎌倉幕府の記録 

『吾妻鏡』には、「文治四年（1189）五月廿日八田右衛門尉知家が郎従庄司大則、大内の夜行番に遣は 

さるるのところ、慨緩の由風聞せしむるによつて、早くその身を使聴に召し進ずべきの趣、今日（佐々 

木）定綱に仰せ遣はさる。この上、鎌倉中の道路を造るべきの旨（八田）知家に仰せらるろ云々」。こ 

の『吾妻鏡』の記事は、御家人がその失態によって道路の営作をいいわたされたことを記し、これには 

道路と同時に側溝も含まれていたと考えてよいだろう。 

若宮大路とその周辺では、これまでに今回調査のほかに、つぎの地点で発掘調査報告されている（図 

3)~ 

1．北条時房・顕時邸跡（雪ノ下一丁目265番3) 

2．北条時房・顕時」qS跡（雪ノ下一丁目271番1) 

3．北条時房・顕時邸跡（雪ノ下一丁目273番ロ） 

4．北条時房・顕時邸跡（雪ノ下一丁目274番2) 

5．北条時房・顕時邸跡（雪ノ下一丁目233番9) 

6．北条小町邸跡 （雪ノ下一丁目377番7) 

7．北条泰時・時頼邸跡（雪ノ下一丁目374番2) 

8．北条泰時ー時頼邸跡（雪ノ下一丁目371番1) 

9．北条泰時・時頼邸跡（雪ノ下一丁目372番7) 

10．北条泰時・時頼邸跡（雪ノ下一丁目369番） 

11．北条泰時一時頼邸跡（雪ノ下一丁目369番他） 

12．北条泰時・時頼邸跡（雪ノ下一丁目419番3) 

13．若宮大路周辺遺跡群（小町二丁目366番他） 

14．北条泰時・時頼邸跡（雪ノ下一丁目395番） 

15．北条高時邸跡 （小町三丁目426番3) 

16．政所跡 （雪ノ下三丁目988番） 

17．政所跡 （雪ノ下三丁目987番1・ 2) 

このうち、現在の主要道路から引っ込んだ地点に位置する7、 11、 12を除いた調査において、鎌倉時 

代中期から後半にかけての道路側溝もしくは土塁が発見されている。とくに、地点1、 6、 8の調査で 

は、若宮大路の東西の側溝がそれぞれ確認されると同時に、大路側溝を作る際の割り普請を示す木簡が 

都合6点出土している（馬測1985、田代1990、岡1996)。木簡に記載された事項は、割り普請の各単位 

に割り当てられた人物の名とその長さで、何を普請するかについては記載されていないが、各木簡が発 
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見された幅3mに及ぶ溝遺構とその溝が現在の若宮大路の両側に位置することから、普請は大規模な溝 

であり、またそれは若宮大路の側溝であることは確実である。木簡が発見された大路側溝は、桁と梁そ 

れに側板を持つおおがかりな木組み溝で、それぞれは13世紀半ば以降のものであるが、当初の木組み側 

溝は嘉禄元年（1225）まで遡るものと考えられている。また前節で記した鶴岡八幡宮前面の沖積低地の 

開発が鎌倉時代中期まで待たねばならなかったことは、このおおがかりな木組み溝の嘉禄元年の設置と 

おそらくは一致するものと考えてよい。しかし、最近年調査を行なった地点6 の発掘では、八幡宮前面 

の沖積地に開整された最古の溝は、12世紀未まで遡る川市E性が指摘されている（馬測1996)。その溝は、 

養和二年（1182）に北条政子の安産祈願を行なうための八幡宮参道（置石）に伴うものである可能性が 

調査者によって示唆されている。今回調査を行なった遺跡の位置する地域では、頼朝の鎌倉人府直後か 

ら若宮大路と側溝が造営された可能性は高いが、これまでのところ12世紀末にまで遡る若宮大路側溝お 

よび生活遺構は上記地点6 を除いて発見されていない。 

しかし、13世紀前半以降ク）ノ~活痕跡ともなると、急激な増加を見ることができる。現在若宮大路西側 

の 「北条時房・顕時邸跡」の遺跡名を付けられた一帯では、若宮大路に面して'1個所の地点が調査され 

ている。いずれも若宮大路から西方に長く伸びた長方形敷地での調査で、13世紀中頃から14世紀にかけ 

ての大路側溝と共にその西側地域に掘立柱建物や長屋様の建物が発見されている。また、大路側溝に交 

差する溝もいくつか確認されており、「北条時房・顕時邸跡」遺跡地に若宮大路に沿った敷地分割が想 

定されている。敷地分割された地域に発見される遺構は、上述のように屋敷跡というよりはその裏手に 

あたるような建物で、遺跡地名の示す「北条時房・顕時邸跡」としても、郎等などの居住域であったと 

考えられる。 

ところで、この「北条時房・顕時邸跡」の遺跡名は、顕時の屋敷が「鎌倉赤橋（八幡宮赤橋）辺」と 

の『金沢文庫文書』識語編2064奥書の記述と、やはり赤橋南方で若宮大路東側の泰時小町邸との関係か 

ら推定されている。ただし、時房の屋敷については、確証はなく判然としない（秋山1996）が、北条氏 

との結び付きを示す当遺跡地が鎌倉時代に重要な地域であったことに変わりはないであろう。北条時房 

(1175- 1240）は、時連ともいい、承久の変に際して上洛し、六波羅初代南方探題、後に泰時執権のも 

とで連署・相模の守に任ぜられ、元仁元年に残するまで任じた。 

北条顕時（1248- 1301）は、弓は付け衆・評定衆を歴任した後、弘安八年（1285）の霜月騒動におい 

て岳父安達泰盛に縁座して、下総埴生庄に配流される。父を実時に持つ顕時は、出家の後、父の開いた 

武蔵国六浦庄金沢郷の文庫（金沢文庫）の充実に尽力した。 

中世後半以降の鎌倉は、足利直義が成良親王を征夷大将軍と奉じて、二階堂美作山城入道貞綱の亭を 

御所に構えた後、成良親王殺害に始まる粁余曲折をへて、正平四年（1349）年鎌倉府開設を見る。形式 

上において、京都の室町幕府に応じる形で、鎌倉府は東国の政務にあたることになった。鎌倉府将軍は 

「鎌倉殿」と呼ばれ、その居所も 「御所」と呼ばれた。鎌倉府御所の所在は明確でないものの、浄明寺 

に残る 「公方屋敷」の字名、また氏満の大倉谷の御所、さらに義詮の二階堂別当坊などの居住地名は、 

遺跡地から北東に離れた地域に相当し、当遺跡地は鎌倉時代ほどの政治的重要性を失い始めたことが想 

像できる。足利氏の菩提寺も若宮大路から遠く離れた浄明寺にある。 

近 世 

応仁の乱の後、伊勢長氏（北条早雲）は小田原城を奪い、永正九年（1512）鎌倉をも落とし、相模を 

手にいれる。この後北条氏の時代、鎌倉の行政名として「鎌倉中」などの記述がみえ、鎌倉が村ごとに 

分れた村落としてでなく、それらが集合した領域ととれえられていたものと考えられる。こうした状況 
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は家康の朱印状にも引き継がれる。 
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調査の経緯と成果の概要第二章

調査の経緯第 1iiiJ 

北条Hす房・~\i'i時邸跡逃跡内所在、神奈川県鎌倉 f li雪 ノ下一丁目 272帯金子久枝宅新築 1:事に伴う建築

巾請を受けて、鎌倉市教育委員会文化財諜は周知の追跡地内におけるピル新築T事に先だ、って埋蔵文化

Taの発掘調査の必要性を認め、金子久枝氏の御了W(Oを戴いて埋蔵文化財の発事IHi調査を行なうこととなっ

た。当該遺跡地内におけるビル新築工事対象而積は230111で、あるが、その内訳は110m'が営業用テナント

入居相当面積、残りの120ぱが個人性宅分である。そのため、 |司教育委員会文化財課は後者の個人住宅

相当而積を国庫補助事業埋蔵文化財発掘調査、前者を事業者負担JlIl.蔵文化財発掘調査と認めた。同教育

委員会は宗華秀明に北条H寺房・顕Il寺邸跡追跡内国庫補助事業埋蔵文化財発掘調査の主任担当を依頼し、

京葉秀明はそれを受けた。同時に|司教育委貝会の立会のもと、余子久枝氏と宗蓋秀明の組織した北条時

房 ・顕時邸跡発掘調査団は半成 8{I: 3月2711に埋蔵文化財発掘調査の委託契約書を交わし、事業者負担

埋蔵文化財発掘調査を行なう運びとなった。

委託契約を交わした直後から調査団では、調査方法のほか機材・ 資料の集収など発掘作業準備を始め、

実際の発掘調査を平成 8年4月19日から同年 7月19卜lまでの則間で行なうこととした。また、調査にあ

たっては調査i二1-1の担|土搬出が困難なため、調査対象地域をて分して、調査対象地凶半分を一次、 東半分

を三次調査院とし、各部iJ1!t医で、の調査途上に生まれる排 |ーをそれぞれの調査対象外地域で処理すること

4月19日、現況の民家解体後の調査地にて、重機を用いて一次調査院表土の掘削を開始する。地表下

40cmにて、 13世紀中頃の造物片を混じえる遺構面を確認し、

とした。

この面を第一面と雌認した。重機による掘
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削を深!立を40cmと確定する。重機による掘削と作業小屋の設置を同月22日までに終え、翌23日から手作

業による発揃調査を開始した。

調査を開始するにあたって、調査区内に測量刑の方眼を設定した。設定にあたっては、遺跡地の雁史

的環境を配慮して、遺跡地の前面に位置する若宮大路の]1]111線を意識した。調査区内に設けた方眼の南北

方向車11巾jlを若宮大路の南北))向軸娘と一致させるため、次のように方IlRを派生させた。現在若宮大路に

残る段葛と呼ばれる道路中央の盛り土道の南端である二の鳥居と北端の三の鳥居を結ぶ中央軸線を設定

し、 二の鳥居から北方向へ287.039mの地点から西方向へ28mの調査地内に方眼基準点を設置する。さ

らにこの方眼基準点と国土座標系との関係を平面直角座標系AREA9に属する鎌倉市三級基準点5320

7をトラパースにより振り込んだ。その結果、遺跡地内の基準点の国土座標x=一75504.548、y=-

25126.624の数値を得た。これを基準に遺跡地内に若宮大路南北方向判断lに平行直角方向の方眼を 2m

単位で設定し、南北方向基準線の名称を東からアルフ ァベッ トで示し、東西方向の基準線を北からア ラ

ビア数次で示した。なお、遺跡地内の基準点は方眼の名称では 1-4である。また、遺跡地内方H艮の南

北方向基準線は、真北に対して25
0

40〆06"6、磁北に対して26
0

東に傾いている。

第 l而の精査を進めるうちに、この生活而からは13-14世紀代のかわらけが発見されるものの、ここ

から掘り込まれた遺構はすべて近代に至ってからのものであることが出土遺物と遺構の形態から碓認で

きた。後の第 2回調査時の成果によれば、鎌倉後期から末にかけての生活面を削り取って、近代の生活

而を築いたことが判明している。そのために第 l而は、鎌倉時代の遺物が多く混入する生活面であった。

また第二次調査を含めて第 l而と第 2面の聞に近世の生活痕跡を部分的に確認できたが、当時の生活面

としては残っていなかった。以下、 下層へと調査を進め鎌倉時代の建物を伴う第 2面と第 3面の調査に

加え、さらに下層に古代の生活面を第 4而と して確認した。このようにして 6月4Flに第一次調査区で

の作業を終了し、翌 6月5円から二次調査|豆の調資を開始した。まず重機を刷いて表土掘削を行ない、

その後に手作業による調査を開始した。三次調査区では一次調査区同様に第一面の調査から開始したが、

第 l面から第 3而iに至る まで、若宮大路の側溝とその両側に広がる居住地域との境の塀などが主な遺構

であった。また二次調査区では第 4而の生活痕跡は認められなかった。

調査は梅雨時の大雨に見舞われながらも、 7) J 19日を もって予定どおり終了 した。

第 2節調査成果の概要

現在の若宮大路に而した地点でこれまでに行なわれた調査成果を参考にしながら行なった今回の調査

においては、 111世から近世にかけての時期に若宵大路の側溝とその両方に居住域が発見されるとともに、

さらに下層からは時則を特定できない古代の構と塀跡が碓認された。以下にその概要を造梢と造物を会

わせて下層より上層に向けて記述する。

調査では第 lから第4までの 4枚の生活而を調資碓認した。最下層の第 4聞では、遺物がほとんど出

土せず、その時期決定に不安を残す。この資料的不足を補うために本報告ではこの生活而をなす堆積土

の粒土分析を掲載し、 土壌形成の観点から生活面の時期を考察する資料を提供している。発見された遺

構は中世期以降に認められる若宮大路側溝とは全く異なる方位で走る断面箱型の構とその構の西側に

it~って益ぶ柱穴列である 。 i品は調査区の西端に発見されたが、而構成土はこの周辺のみが黄褐色の砂質

土ある一方、東側にはこの土壌は認められず黒色強粘質土であった。こ うした溝の位置とその生活而の

土質の違いは、古墳後期以降と思われる第4而の時期の地勢を復元するための良好な資料になる。
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第3而は、第 4而の卜ーに乗る以色中，lj質一!てを生活1(liとしている。発見された遺構と造物は13世紀第 2四

半期から rl ' 頃と考えられる 。 調査|ズ東端j に南北方向の木組みの若宮大路側j拝がみられ、 ~!lJ i梓の南端では

側溝に直交しない路地が東西に走る。大路側溝と路地に岡まれた地域はさらに塀で、|布北と東を囲まれた

細長い居住域とされ、そこに建物が 2ITIIの立て替えにわたってそれぞれ l棟と 2棟が建てられる。ただ

し、北の塀の外fWJには路地や部などの地境を体認できなかったため、;1ヒの塀は同 一敷地内での空間分離

である可能性を残している。大路側慌のIIJ[，¥は3.2mを計る。東西の路地はそのIIJmを確認できなかった。

情性域を限る束Tlliの塀は新旧 2[[1作り替えられる。路地の東端には1.4ml日]隔に橋脚の礎板が位位し、

路地から大路側部を渡って若宮大路に直接出ることができたと考えられる。しかしながら、居{主域から

東西路地へ聞く IH人り口は調査区内に発見されていない。より 1&)1にその出入り口があるのだろうか。

さらに居住域から直接持也大路をわたる位置に橋が架かっていた様子は本調査区のほか他の若宮大路に

lliiする遺跡地でも発見されていない。大路側溝を渡る橋の快には塀と路地の問に士墳の使所カq 基発見

されている。建物は 21問x5間以ヒの細長い建物 l棟と l間x2聞が2練である。

第2而は、泥岩混じりの褐色土を用いて造成されているが、而と しては雌認できず、文化層中に逃構

の掘り込みを発見した。発見された遺構は第 31函とほぼ同一の若宵大路側溝と塀、塀に|樹まれた府性域

に建てられた建物である。各遺構の配置もほとんど変わらないが、路地がさらに北へと移動も しくは広

がり、塀と路地との聞に紺11.-、講が付設される。また、居住域北側の塀がなくなり、かわって調IJい*開請

が現われる 。 この構の，，~î北には第 3 I(tlににあった塀跡はなく、第 3而と第 2lliiを通じて、この位置にあ

る塀や構に敷地を明確に区切る地境機能はなく、敷地内の空間分離であったろうと考えられる。よって

第3fliiと第 2而に発見された中世期の同住域敷地は凶と北へより!ムーがりのあるものと考えられる。大路

側出 は;木組みが 211寺}明確認されているが、用いられた材はおそらく第 3面の木組みを分解した後に同利

用している。大路側溝の作り替えは、第 3ITIiから数えて都合 3阿行なわれ、その都度両側の肩が京間に

移動する -}j 、 Ii~(接大路に接する東側の日は常に 一定の位置を踏襲 している 。 唄IJ出の作り 替えにあた っ

て、名古大路そのものを壊すことはなく、大路はー定の I IJ，~を維持していたことを雌認できる 。 居性域で

は大路側溝に平行した南北の塀に大引礎板の用いられているのが特徴である。IIJ日20cm長さ50cmを越える

ものが多く、建物の礎板に比べて 2倍以トーはある。)古住域を凶む塀は路地に沿った束TJLjに 2列、そして

大路側j品に沿った尚北に 3ダIJが発見され、少なくとも l度の作り梓えがなされている。建物は調査区の

西側に 2x 211.1]以 1-が l棟、南北 l間×東西 3間以上の l棟を確認した。キIJI長い建物には、その北東に

L字状の目隠し併が付属する。建物と束の塀の間には 2mほどの空間地を残して土蹟が数多く掘り込ま

れる。居住空間のゴミ捨て場が大路側溝に沿う塀|際に設置されていたのであろう 。同士遺物では、大路

側溝の"，に大量のかわらけや陶器、木製品、貝殻が捨てられ、中には内外ffiiに花事pらしき筆跡が墨書さ

れた ILJ ~碗窯系こね鉢と、内而にやはり花押様の墨書が残るサルボウガイが発見された。 花押は判読で

きなかったが、北条氏系統の花押の特徴を示している。また、 2面を草地する|慌の土の巾から刀の鞘に

付けられる足金物の鋳型が、そして道路側前の覆土からはとりべの成に残った銅(青銅)の塊が出土し

ている。建物規模とこうした出土造物を合わせてみるならば、すJj宵大路に而する今回の調査地点は、屋

敷であったとしてもその菓子の郎等たちの暮らす、または呼び入れた職人達の作業空間であった可能性

が高いと考えられる。

第 l而は近世1:から近代にかけての遺構が混じりあって発見された。基本的には近代の生活而であるが、

近代の整地作業の際に、それまでの地表面を削り取っているため、深く掘り込まれた近世の遺構も同時

に発見されることとなった。また、整地作業の削り取りにあたっては、第 2面の実際の生活面を含めて
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中世の生活而まで削り取ったと思われ、 13世紀末から14世紀にかけてのかわらけなどの遺物もこの而か

ら発見されている。発見された遺構は第 3而以降から引き続き同一位置にある束阿方向の路地と若宮大

路側前、井戸 1基、便所 2基、それに塀跡と思われる杭列である。東西方向の路地は砂利と砂を混じた

簡易舗装で路地から敷地内へと砂利面と炭f[Iが凸状に広がって庭地へと続いている。大路側溝は位置的

にほとんど中世期と変わらないが、両側の敷地内から援やかに下る窪地状に埋まりかけている。この若

宮大路を埋めている覆土は第 l而の砂と砂利の他、泥岩粒を多量に含む褐色土で、覆土に含まれる遺物

は13世紀後半から14世紀前半のかわらけばかりであった。すなわち、第 l面を整地する際に削り取った

鎌倉後期以降の文化層士で若宮大路を窪地になるほどまでに組めてしまったと考えられる。

塀跡と思われる杭列は、大路側溝に沿う南北列と調査区の北端を東西に並ぶ L字状に発見され、南端

の路地跡と合わせて、中世則の生活空間を踏襲しているようである。この生活空間の中に建物跡は確認

できなかったが、便所跡を 2個所で確認した。2基の便所跡はそれぞれ矩形と椅円形の形状で、北の塀

際と大路側溝近くに位置する。おそらくは異なる時期に設置されたものであろう便所はともに底板から

ほんの少し立ち上がる墜を残す板組である。

以上に今回発見された遺構と遺物について、その概要を記したが、中世期に若宮大路に交わる路地と、

その路地から直接若宮大路へと渡る橋が大路側溝に架かっていたことを確認した意義は大きいと思われ

る。これまでの若宮大路に面した多くの調査地点での成果と研究をなぞらえるように屋敷もしくは生活

空間内から若宮大路へ開く出入り口はやはり確認されなかったが、屋敷地と屋敷地との聞の路地から若

宮大路へと通ずる橋の発見は中世鎌倉の都市景観研究に再考を迫るものとなろう 。また、中世の生活空

間単位が近代にまでヲlき継がれていく鎌倉の都市がどのように維持され続けたのかも重要な歴史研究視

点になると思われる。
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第三章 発見された遺構と遺物

調査区内に発見された第 1-4 ifITまでの生前而とそこに遺存した遺構と遺物を、本主主の以下の節で下

層から上層へ向けて)JIFl次説明していく 。各生活而に対して、本報告書では大まかな時代区分を与え、第

4面を古代、第 3而から第 2Tfliを中世、第1TI師を近代との副題をつけた。

第 l節 遺跡の基本土層層序

調査前現地表海抜高は、 8.5mで、あった。付近の現地表と比較すると、隣接する敷地とは緩やかに北

から南に、また西か ら東へ傾斜し、南の海に向かつ て下がる地~I~ をなぞっ ているが、調査地西隣とは50

cm以上の段差を持ち、ある時期に調査地内の敷地で西側の部分を若宮大路に而する部分の標高に合わせ

て削り取ったことを示している。この削平は、以下の土層説明でも判断でき、また前節で述べたように

近代の生活而整地に際してなされたものである。以下に調査区の西壁と北墜に確認で、きた土層堆積図(医!

7)を主に用いて、 遺跡の基本土層堆積状況を下層より説明する。

発見された最下層の第 4面生活面は、泥岩と貝殻の細かな粒子を含み水流によると思われる鉄分を混

入するH音褐色 (7.5YR3; 4)粘質土・第 l層の t面を利用する。第 l層は、西ほど黄褐色の山砂を多

く混じえ厚 く堆積し、調査区中ほどで消失する 自然堆積土と思われるが、粒度分析結果を後章に掲載し

た。この第 l層上面の海抜高は、 7.25mでほぼ平坦で、あるが、構 5を境にして一旦10cmほどの段を持ち、

溝の東側がやや高まる。

第 l層の上に乗るのが中世の地山となる暗灰色 (N3 0) 強粘質土の第 2層である。水分をやや含

み、小量の泥岩粒、木片、かわらけ細片を混じえる。この第2層の|二面に13世紀第 2四半期から中頃ま

での遺構が残されることになるが、 第2層中に混入するかわらけや木片-は、遺跡地に明瞭な生活痕跡を

残す以前の12世紀後半から末の遺跡地周辺に人々の暮らしのあったことを示している。第2層もその仁

面はほぼ平坦で海抜7.32mで、あるが、その厚さは、調査区の西端で'10cmだ、が、調査区中央辺りから東に

向けて急激に厚 くなり、深さ 1mある大路側溝の底面よりさ らに下位にまで達している。古代から中世

にかけての鎌倉の地形形成と街の展開に関して、この第 2層の堆積状況は多くの情報を提供しうる。

第2層の上には、調査区の北西部分にのみ炭化物と泥岩塊を多く混じえた良くしまる階灰色(N3 0) 

粘質土が2層にわたって堆積し、部分的一時的に3面が更新されている。下層より第 3・第4層とする。

第4ないし第 2層上に泥岩塊と貝殻片、炭化物を多く混じえる黒褐色 (7.5YR3 1)粘質土から暗

灰黄色 (2.5Y 4 . 2 )粘質土が堆積し第 2lliiが轄地されている。泥岩塊を混じえるこの第5層は、人為

的地業による整地層であると考えられるが、 全体にしめっぽく、またしまりも悪いため、本来の整地地

業層の上面ではないと考えられる。第5層の上面は7.7-7.4mの聞を所によ って上下し、 一定の平坦面、

もしくは傾斜を示さないことからも、本来の整地層上面を保っていないと考えられる。実際、中世遺物

を出土する第 5層の直上に中世遺物を混じえながらも近代遺物を出土する泥岩大型塊による近代の地業

時り 土層が乗っていることからも、第 5層は削平を受けていることがうなずける。

第6層となる第5層上の大型泥岩塊地業層からは、 13世紀後半から14世紀代のかわ らけの他、近世か

ら明治期以降の染付峨器が出土する。この状況から、第 6層は近代に入ってから行なわれた地業であり、

その際にかつての鎌倉後期以降の生活面を削平して行なわれたものと判断できる。
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第 2節第4面(古代)

本遺跡に発見された最も古い生活|雨である。発見された遺構は構 l条(前 5)、構に伴う柱穴 4口(財

跡、)の他に柱穴が 9仁lであった。生活面全体は、ほほ平坦で、 Jヒl垣から南西へと Fがる緩やかな傾斜而

をなす。生活|面の海抜高は、北l出附で7.25m、南西隅で7.05mである c この緩やかに傾斜する生活面の

北西附に調査区を斜に走る摘が位置する。柱穴のほとんどもこの部付近に発見されており、調査区内で

の生日痕跡はほぼ調査区の北西部に限られていた。当lEyのlU古領域が拘抜l向の高い調査区の北西部か ら

より両方に広がっていたのではないかと思われる。

溝 5

調ft区内に発見された全長10m14cmの構 5は、やや蛇行しながらもほほ柿:線的に調査区の北西から|お

西へと走る。南端部で若干南東へと向きを変えるような感じを持っているが、確かではない。隣接する

調査地点(図 3地点 3)で、は中世以前の生活面を確認していないために、この構 5の延長線は未発見で、

油:の調在区外で、の位置・方位は雌認できない。やや蛇行する構の幅は一定せず、 1 m10cmから 1m30cm 

を測る。深さは北端の土層壁で、58cmを確認している。断面i逆台形の箱型の構の底面の海抜レヴェルは、

北端で、6.7m、 b-b'ラインでは6.54mで、北から南へ傾斜する。

講を埋めた堆積土の堆積状況と土質からは、底面付近に水流により運ばれた砂質粘 1:が平坦に堆積す

る一方、上層ではかなりの速度で、丘陵部の泥岩を混じえる 1:で、構が埋ま ってしまった様子を示している。

最 t層の堆積士は後に中世の地山而を形成する土質と同じであり、下層の砂質粘土が構 5の機能してい

た期間に堆積し、その後、構の管理がされなくなってから仁層の覆土が:tfjニ柏しながら生活面全体が中世

地山をなす堆積土で覆われたものと考えられる。また、I!'日昼ー1:からは遺物が-片も出土せず、溝が機能

を停止してから後に、付近には人の活発な生活は行なわれずに、中世地山となる堆積土が堆積するのみ

であった様子を示唆している。構の南北軸方位はN-57
0

30' -E。

柱穴列

i荷5の四、 i茸肩から30cmほど離れ、溝に沿って4日発見された。北からピ ット512. 529・516・503で

ある。柱穴の規模はまちまちであるが、ピット516に残る杭根の規模からして、かなりし っかりしたも

のであったことが解かる。ピット 529が後|止のコンクリート井戸によ ってほとんどが壊されているため、

不安な数値であるが、柱の間隔は、 2m30から 2m40mである。柱穴の内部には、礎板や上述の柱根が

残る他に、底部にアワビが遺存するものも見られる。ピット512には根固めをかねて礎板が 5枚配置さ

れる一方、ピット516では根回めに柱穴の底に泥岩を荒く整形した塊を上下 2段に設問してから直径19

cmの面取り八角柱を乗せている。この八角柱は、柱穴列を廃棄する際に地上部分を切り倒して再利用し

たと思われ、遺存する柱の上而はきれいに切り取られた痕跡を残している。また、ピ ット503では礎板

やや1:根が残っていなかったが、底面にマダカアワビの貝殻が裏向きに遺存していた。おそらく、アワビ

の貝殻はその位置から して、 礎板や柱の下に配i哉されていたものと考えらる。アワビを伴った儀礼は、

由比ガ浜海岸地域遺跡の古墳時代生前面から土持を伴って発見されている他に、本遺跡では中世に属す

る柱穴にもアワビが底面に配された例を確認できる。

直径19cmの柱を用いた柱穴列は、調査区内には発見されていないが西へと広がる建物の一部を構成す

る柱であった可能性を否定できないが、同時期の溝の間近に沿って遺存する柱穴列の状況は、構 5の凶
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を居住空間とする敷地を限る塀であった可能性が高いと考えられる。

その他の柱穴列とピッ ト

柱穴列の他に第 4而iからはの 9L

-時的に他のピッ トととピッ ト508・536に限れば、構 5より古く、構 5間諜以前に

もに柱穴列同様の敷地を限る塀をな した可能性があるが、 判然としない。

の東に 6口がある。
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第 3節第3面(中世)

第4面上に堆積する強粘質土上而に確認された生活面では、これまでに遺跡地周辺で行なわれた調査

結果から、遺跡地における'1-'iH:最古の生活面であると判断できる。この中世最古の第 3luiからは、第4

面と比べ、 一転して多数の遺構と構築物を確言Zできた。まず、若宮大路のかつての側溝が調査区の東端

に南北いっぱいに発見されたのを始め、この若宮大路側溝に対応する形で東西方向の道路、建物跡、 二|て

墳、:)1'-戸、そして建物などの建つ敷地を囲む塀跡が次々と確認できた。

若宮大路の西側に位置する建物が建つ敷地を閤う塀跡は、東と南の二方に確認できた。また北側では

一時的な地境の存在を認めたが、両側には全 く地境遺構は発見できず、敷地はより広がりのあるものと

考えられる。塀跡は少なくとも 3時期、建物は 2時期にわたって作り替えが行なわれており、 一定期間

内に敷地の拡大縮小と建物の占地状況も変化している。

また、発見された東西道路の東端には、 若宮大路との聞に位置する大路西側側溝を渡るための橋の橋

脚が発見された。この大路側溝を渡る橋脚の発見によって、大路の西から直接若宮大路へIHることがで

きたことを確認した。

若宮大路西側側溝(構 8) 

発見された若宮大路の西側側溝は、隣接する調査地に発見されている大路側溝の延長線上にあり、そ

の走行方向も同 ーである。この若宮大路西側側溝は第 3面と後の第 2面とにわたって、何度か作り替え

られているが、 層序観察から第 3面に帰属する大路側溝は本遺跡地では最古のものであることを確認で

きた。しかし、 当初の側溝の姿はほとんどが壊され、掘り方と掘り方内に木組み溝の側板を設置した浅

く細い溝、そして一部そこに遺存する側板のみが確認できた。この溝 8の北端に、 全l隔と摘り方の底而

東西脇に残る浅い構と側板の一部を認めることができた。この地点での大路側溝である構 8の規模は、

掘り方i隔4ml0cm、木組み溝l幅3.0m、深さ60cmで、ある。ただし、確認できた溝肩の位置は溝の東西で

異なり、東の若宮大路側が高く、そこからの深さは77cmを測る。遺存する側板は、構底而からの深さ 8

-23cmの浅い構の中に設置され、 直径 3cmほどの打ち込み杭で両側から支えられている。官liJ板は幅36.7 

cm、厚さ2cmで、横方向にさし渡されており、惜の下半部分のみを支えるものであり、さ らにもう 一枚上

に側板がさし渡されていたものと考えられる。この部分の側板は、後世に抜き取られてしま ったのであ

ろう 。

調査地の南に隣接する遺跡の調査では、側板を設置する浅く細い講の内側に地桁が配され、その地桁

から束柱を立ち上げて梁を通し、箱型の講を木組みで作りだしている。おそらく溝 8もこれと同じよう

な木組みで、大路側溝を作りだしていたと考えられるが、 今回は側板を設置する細い溝を確認したのみで

あった。これ以外の桁材や梁は、後の改修時に持ち去られたと思われれる。後世の第 2而に発見された大

路側溝には、桁と梁を用いた木組み構が作られている。ただし、後述のようにこの第2而の大路側溝の木

組みは、その構築方法がこれま でに他遺跡で発見された若宮大路側溝の木組み構築法とは異なっている。

側板の設置された細く浅い構の方位から、構8全体の方位を確認できる。その方位は、 N-25
0

30' -E。

構 8はほぼ同位置のまま、第 2面、第 l面においても改修を重ねながら機能し続けるが、その改修の

度に構内覆土が波深されるため、溝 8の構内積土は全く残されていない。ただ、本来作 られていた木組

み構の外側である掘方部分の覆土だけが当時の堆積物を残している。

図11は溝 8の掘り方より出土した遺物である。
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おおむね弱砂質JJ台土で、ある。小型、図11-1-6はかわらけ。/1けてしたかわ らけは底部糸切りが多く、

大型とも に背低で器壁はゆっくり 聞きながら立ち上がるも のが主流を占める。手づくねかわらけは弱粉

8 7は黒縁ITIl。器壁内両iは丁寧にヨコナデで調整される。質JJfi二1-，で、外而中位の稜は強いものが多い。

は青磁櫛揖劃花文「施。稿iJ層中に気泡が浮く 。

白かわらけ l点、 l惨とj威痕の残る常滑の 6別式以降の鉢 l点・帰属年代不

青磁蓮弁文碗 l点、 内青磁劃花文碗 l点、

図示できなかった遺物には、

明の器種不明 3点、 摩滅痕の残る 山茶碗窯系のこね鉢 2点、

外而に黒色漆を塗布 した漆器椀 l点、箸 l点、折敷 1点、 マダカアワビ l点、チョウセンハマグ リ2点、

アカニシ 2点がI:l:¥j二している。

図12は構 8覆二|てより出土した遺物である。

2は極小かわらけである。大型、小型ともにおおむね胎土は砂っぽく、部図12-1 -6はかわらけ。

監はゆっくり聞きながら立ちJ'，がる。大型はやや背高気味である。 図示できなかっ た手づく ねかわ らけ

口唇は丸く収まる。掘り 方出土の ものと比べて大き な年代差はないとはおおむね体部中位の稜は弱 く、

7は瓦質浅鉢思われるが、他の3面遺構覆了1:中より出土したものよりやや新 しめの様相を呈 している。

口縁部周辺は ヨコナデの後、端部周辺にのみミガキ状の調整がおこなわれる。外面上位からF
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図11 第 3面大路測溝(溝 8掘り方)出土遺物

方は指頭押さえ、内町iは指頭押さえの後にヨコナデで調整される。 8は青白磁型作り輪花杯。二次焼成

を受ける。9は白磁査の底部。施粕はごく薄い。10は釘。11-43は木製品。11は漆器椀。外面は黒色揺さ

の下地に赤色認さで葉を描いたものと思われる。葉脈を損き取りで表現している。12は草履芯。13は露卯

下駄の前部。前緒付近に押圧痕が残る。 14は差歯下駄の歯。下側面の摩滅痕はわずか。15-18は円板。

15は六角形を呈する。やや小さく、転用品と思われる。16は山物の底か。17は八角形を呈する。17と18

は中央が穿孔される。19-20は用途不明木製品。21は草履芯。22-34は箸、35-38はヘラ、もしくはヘ

ラ状製品、 39-41はチュウ木か。いずれも削りが入らず、割り取られただけのものである。42は形代か。

頂部に細かい削りが入る。 43は杭か。

図示できなかった遺物には、平瓦 2点、 iliT丸瓦 1点、緑執II陶器 l点、常滑の輩か壷 5点、淡黄色粘質

胎土の護 l点、舶載緑利盤 l点、 青磁蓮弁文碗 2点、ニホンジカの左 t腕骨 l点、ハマグリ 2点、チョ

ウセンハマグリ 5点、マダカアワビ 2点、アカニシ 2点、サザエ 2点、ダンベイキサゴ 5点、モモの干重

子l点が出士.している。

東西道路

制査区の南端に東西に走る泥岩版築道路が発見された。道路はその全幅を調査区内に確認できず、 雨

の路肩は調査区のさらに南に位置する。道路の版築にあたっては、まず版築を行なう地点を浅く掘り込

み、そこに泥岩を入れている。第3面では、この道路が 1度改修され、掘り込みが 2度行なわれ、改修

後の北側路肩はより ;1ヒへと移動している。そのため、最初の揃り込みの位置は失われているが、遺存す

る版築泥岩によ って、おおよその路肩位置を推定できる。調査区南西部と調査区西壁の土層堆積に見ら

れる泥岩版築が道路面の基礎である。土層図には3枚の泥岩版築面を確認できるが、その一番下が第 3

面の改修後の路面基礎である。四壁に路面の北側路肩を示す路面基礎を入れ込んだ浅い掘り込み開始位

置が柱穴掘り込みによって壊されているが、より北方向との海抜高と比べれば、路面基礎の掘り込みは

明かである。平面的に観察すれば、改修後の道路造営にあたっては、版築の北側に版築層の流れ出しを

防止するための木組みによる土留めが施されている。

土層医|と版築泥岩の遺存範囲から推定できる調査区内の道路11届員は、当初の路面が50cmほど、改修後

の路而が80cmで、あるが、上述のように路面はさらに調査区外南へと広がっている。本調査区の南に隣接

する調査地点では、本調査区の第 3面に相当する中世下層生活面の北端にl隔1mほどの東西構が発見さ

れており、今回発見された道路は調査区から 2mほど離れたその東西講を越して南まで、は広がっていな

いことは確かで、ある。さらに後述するこの東西道路の東端にある大路側溝を渡るための橋の橋脚の位置

などからも、この道路が 3mを越えるような大きな道路ではなかったと考えられれる。道路は泥岩版築

の上に薄く砂質土を敷いて実際の路面としている。

発見された道路の東西方位は、 N-60030'-Wである。

図15は東西道路より出土した造物である。 1-3はかわらけ。出土したかわらけでは手づく ねかわら
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第 3面東西道路基礎と土留め図13

けが多く、 JJ台士は粉っぽく、底古15は丸い。糸切りか

5 

わらけはやや粉っぽく、糸切り 111高の広いものが多い。第3面道路基礎
旧泥岩版築層

4は小札か。遺存厚は非常

5 -10は釘。

図示できなかった造物には、伊勢系ー1:鍋 2点、白

色粉質胎土の干瓦 l点、渥美の護か蛮 3点、常滑の

斐 2点・鉢 l点、摩滅痕の残る山茶碗窯系こね鉢 l

ずつある。

6 

7.5m 

ヨチスラグ 1点、ハマグリ l点、点、 l開j羽仁11a、
Scale 1/40 

マダカアワビ l

アカニシ 2点、サザエ I点、

アサリ l点、

メガイアワビ l点、

ウセンハマグリ 3点、

r':i ，..、、

にユーイミニトザ2

に一上二二ク3

モモの種子 1}，'Xが出土していダンベイキサゴ'15点、

る。また、道路を泥岩版築にするために浅く捕られ

た道路下地より出1:した遺物の内、図示できるもの

は無いが、弱砂質胎1:の糸切りかわ らけが多く出土

しており、手づくねかわらけは弱粉質胎土の小片が

ダンベイ

モモの穂子 3点が山

アカニシ 2点、

ツメタガイ l点、

メガイアワビ1，点、

キサゴ4点、

2点、

乙ぬ H ) 
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第 3面東西道路出土遺物
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1:している。

東西道路の東端、計官大路西側側部の帰り方に接して、橋脚の礎板が発見された。東西道路の版築面

が大路側溝に崩れ落ちないよう、 1HIJ溝際に設けられた士官めから50cm西に礎板が 2枚ずつ配置された柱

JEJ;: 

;;:号
霊長鰹翠東

図15

脚4青

穴が 2'-1位置する。，t:;t;で140cmの間隔を持つ柱穴の深さは30cmo設置された礎板は、他の柱穴に用い

l幅19.5cm、厚さ8.5cmの直

)j体の短辺の片方が尿根形に削り取られたものと、通常の直方体の礎板が 2枚セットで組み合わされて

いる。一部が屋根形に整形された礎板が大路側油に対して直角に置かれ、凶を向いた屋恨形部分、すな

また特徴的な形状をしている。橋脚礎板は長さ29cm、られたものより 厚 く、

わち大路側溝から離れた位置に屋恨形礎板に対・して直角に通常の形状の礎板の長辺をあてがって配置さ

このT字形に配置された大きな礎板は、その位置と礎板形状の特殊さ、そして礎板のズレを防ぐ~1...る 。

周到な設置方法から通常の建物礎板ではなく、大路側溝を渡るための橋の橋脚と考えられれる。絵巻物

『蒙古襲来絵詞Jに拙かれた本新[み惜の外側に橋脚を持つ橋と同様の橋脚配置であると思われる。

2例ある。まず本調査地のこれまでに若宮大路周辺における発掘調査で発見された油ーに架かる橋は、
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南に隣接する雪ノ下一丁目273番ロ地点に発見された東西市 Hに架かるもので、 120cm間隔の橋脚礎板が

溝底に位置していたもの。これに対して、持宮大路を扶んで束に位置する「北条泰時・時頼邸跡」の雪

ノ下-r 1:::1371番地点では、若干主;大路東側側油、に架かる橋の橋脚礎板が前底面にJIJf，¥150cm 1間隔で、並んで、い

た。

橋脚施設にfドう出土遺物はない。

塀

調査地の東端を南北にが:世する若宮大路側溝とやはり調査地の南端を束l垣に走る道路によ って2辺を

限られた空間は、その内側がさらに塀と考えられる柱穴列によ ってその 2辺が限定されている。

塀は、若宮大路制IJ講に治って南北に 3列、東西道路に沿って東西に 4列ある。それぞれの塀跡は、位

置が少しずつずれており、作り替えを示している。作り梓えられた位間と柱穴の並びを勘案すれば、こ

の二つの塀跡は最初の造作の後、 2l!ilの作り 替えが同時に行なわれている。このほかに、調査地の北端

を束凶に並ぶ塀跡が一時的に lダJj、それに調査区の中央をIfi北に柁ぶ塀跡がやはり 一時的に設置される。

以下、第 3面に発見された作り称えを伴う塀跡をJIIfl次説明するにあたって、古い塀から新 しい塀へと番

号を付け、南北}J向のものにNS、東西方向のものに EWの記号を与えた。同・番号を持つ塀助、は同ー

時期での存在をぷす。

塀 2

第 3Túi最古の;塀跡。 東凶道路の北と若宮大路の西にiì~ぶ。 それぞれ、排EW2 、塀NS2 である 。 大

路側溝の掘り方調査によ って失われてしま った柱穴もあるが、東西道路と大路側溝に限られた空間を最

大限に囲う塀でもある。EW2で、は改修前の束両道路の北の際に位置し、改修後の道路地業によ って蝿

没させられている。束凶 9U、南北 3日の杭穴が確認され、芯芯での柱間は110cmを測る。ただしNS

2では150cmを測る柱{立世も見られる。柱穴の規模は大路n!IJi梓近くでは深くなる傾向があるが、概して

直符30cm、深さ30cmと小ぶりで、底面に18x12cmの長方形礎板を 1枚設置する。EWはN-610 -Wと

NSはN-30
0 

- Eo EWとNSは、 910

のほほ直角に交わる。

0-4 
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図17 第 3面塀 NS2・3・4
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図18は塀 2に帰属するピットより山土した遺物で

ある。

図18-1はピット389より出土したが日の官1$。

図18-2はピット 743より出土した平瓦。凹面は

端縁に対して斜め方向の糸切り痕、凸而は縄目叩き

痕が残り、両而ともにハナ レ砂痕が明瞭に残る。狭

f一一一一一一「ービット743 端面はヘラi刊り調整される。

しー_ r 0 5c門1

ピット389 〆一一」一一一」 塀 2に帰属するピット出土遺物で|支l示できなかっ

図18 第 3面塀 2(ピット389・743)出土遺物 たものには、弱砂質‘~粉質胎二1:の手づくねと糸切り

かわらけ片、チョウセンハマグリ 2点、ダンベイキサゴ l点がある。

塀 3

}fi西道路の改修に伴って作り替えられた塀である。EW3では改修された道路の土留めのすぐ北に作

られ、同時に塀NS3はNS2より 30cmほど阿へ移動して作り直されている。また、この塀 3の時期に

は、 EWがほぼ同位置で再度作り替えられている(塀 EW3 b)のに加えて、新たに調査区の北端を東

西に並ぶ塀 (EW3c)が作られる。

東西方向の塀のうち道路版築士留め際にある EW3aは、直径40-50cmの柱穴底部にまちまちの大き

さの礎板を 2枚ほど設置し、中には泥岩礁を敷いている例(ピット405) もある。柱穴の深さも 一定し

ないが、柱穴間隔は110cmと一定である。塀EW3bは、塀EW3aから北に30cm酉に移動して塀EW

3 aの柱穴と切り合うように柱穴が掘り込まれている。柱穴は直径30-60cmとやはりまちまちだが、深

さは海抜6.9mと一定し、 18x 12cmの礎板が 2-3枚柱穴底而に設置される。柱穴間隔は基本的に110cm

を測るが、部分的に、補強か何らかのために90cmの間隔で設置されているピット433・445・485がある。

EW3 aはN-600 

- W、EW3bはN-59
0 

- Wに、 NSはN-2r -Eo EWとNSは、 87。の鋭角的

に交わる。

この塀EW3 a . bに対応する南北方向の塀が、塀NS3である。塀NS2の西30cmにNS2の柱穴

を切って位置する。直径30-40cmの掘り込み形状に海抜6.9mの一定した深さの底面に網11長い不正形の

礎板を設置する。柱穴の芯芯距離は2.0mを測り、

東西方向の柱穴とは異なる柱間隔である。十
円
川
川
川
川
川
川

O
H
引
川
h

-D- -0 日
ピット632

町
一一C二二三コ

3 三二ゴトーペ

| 三ー」三三
ピット405 。

図19 第3面塀3(ピット405・433・632・665・693)出土遺物

さて、この塀 3が作られた時期に、塀NS3の調

査区内に確認されたかぎりでの北端に位置するピ ッ

ト693を共有する東西に並ぶ柱穴列、塀EvV3 cが

現われる。柱穴の多くは20x 30cmの楕円形をなし、

海抜7.0-6.9mと一定した底面に21x 12cmの長方形

礎板を設置する。柱穴の芯芯間隔は2.0-2.05mで、

NS3の柱穴間隔と同じ数値をif[1jる。この塀 3で南

北と東を限られた空間が一つの敷地単位であったか

もしれないが、塀EW3cの北には通路もしくは構

などの敷地分割機能遺構が確認されないため、塀 E

W3 cは同一敷地内での空間分離の塀である可能性

も残している。
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凶19は塀 3に帰属するピットより出土した造物である。

図19-1 ~ 2はピット405より 11¥土した箸。

同19-3はピット433より出土した箸。下端にのみ事111い削りが入る。楊枝のようなものか。

閃19-4 ~ 5はピット632より IH土した木製品。4は形代と思われる。先端部右側縁は削りが入る。

5はm途不明木製hillo

図19-6はピット665より I-P1土した手づくねかわらけ。弱砂質胎士で、'y氏、器壁はゆっくり 聞きなが

ら立ち上がる。

図19-7はピット693より lH土した弱砂質胎+:の糸切りかわらけである。

塀 3に帰属するピ ット出土造物で収l示で-きなかったものの中には、青磁剖花文碗 l点、スラグ I点、

ガン・カモ類の存:JJ主骨 l点、ハマグリ 3点、チョウセンハマグリ 3点、アサリ l点、アカニシ l点、サ

ザエ l点、ダンベイキサゴ 2点が出土している。かわらけは手づくねの胎土は粉っぽく、底部は平らに

近く、体部中位の稜は弱いものが多い。糸切りかわらけは弱砂質胎土。

塀4

第3而に発見された敷地を問う塀としては最新の塀である。調査区南に東西の塀と大路側構に沿って

南北の塀が位置する。東西の塀EW4は、他のEW2・3から北へ 1m20cm移動している。柱穴は、東

同が比較的小ぶりで、 30x 20cm、南北が50x 40cmの楕円形の掘り方を持つ。柱穴底面は大路側溝付近の

東西EW4とNS4では海抜6.7mと深く、他は海抜7.0mと第 3面の他の塀と同様の深さである。ただ

し、この塀 4では小さな礎板を多く配置する傾向を東西、南北列ともに見ることが出きる。造営当初に

おける明確な意図を持たずに、ありあわせの板を礎板に転用したために何枚も用いなければならなく

なったのであろう 。

EWはN-59. 50 -WとNSはN-25. 50 -E 0 E WとNSは85
0

に交わる。第3面の柱穴列の塀は東

西列でほぼN-60
0 

- Wを保つが、南北列は次第に西へと傾きを強めていき、塀の交わりは鋭角的になる。

第3面における以上のような若宵大路西側における敷地を闘う塀と考えられる柱穴列の変遷のなかで、

その塀と若宮大路西側側溝に向けて東凶方向に走る

版築道路と大路西側側溝に架かる上述の橋脚の位置

から、発見された橋脚は、改修後の版築道路に伴い、

また塀 3a ~ 4にかけての時期に機能していたと考

えられる。

図20は塀4に帰属するピットより出土した遺物で

ある。

図20-1はピ ット315より出土した自在鈎。上方

に釘が打ち込まれたままで出土した。また、 一部に

煤が付着している。

塀 4に帰属するピット出土遺物で図示できなかっ

たものには、弱砂質胎土で器!i'~の厚い手づくねと糸

切りかわらけが 2点ずつ、モモ科の種子 I点、アカ

ニシI点がある。

ハh
u

oδ 
1
よ

ピット315

o 5cm 

図20 第 3面塀 4(ピット315)出土遺物



建物

建物 1

調査区の中央に東西に長く発見された。発見されたかぎりでの規模は、 *IJl.j5問、前二|ヒ 2聞の長方形

である。南北 21剖のうち南側の杭間には半聞の位置に他の柱穴に比べて小さな柱穴が東西に並ぶ。直作

40cmの掘り方に深さ40-50cmの規棋を持つti:穴は、底面もしくは柱穴の途'-1-1に21x 9 cmを基本とした大

きさの礎板を必ず l枚以上設置する。ただし、ピット 156のように礎板を用いずに柱を直接据えた柱穴

もあり、 一辺12cmの柱根が依存していた。また、ピット353に設置された 3枚のうち最上ー段の礎板には

柱当たりの部分に焼け焦げて炭化した個所が認められる 。 他の礎板や柱根に被火の跡を有'Ú~認できないた

め、火災家屋からの転用礎板であると思われる。

柱 I}~J は、平均芯芯距離値で2.2m、南側の半聞の位置に小型の柱穴を添える部分で、90-100cm と不規則

な数値である。建物の位置とその広がりから、この建物 1は塀 2-3の時期に建てられたと考えられる。

建物の南北軸方位は、 N-26. 50 -Eである。ほほ大路側i梓のブIjf立と 一致する。

図22は建物 lに帰属するピットより出土した遺物である。

図22-1 -2はピット59より出仁した。 1は子づくねかわらけ。弱砂質)約二1:で、丸底、 体音11中位の稜

はとても強い。 2は「元祐通貨」 と思われる。

図22-3はピ ット286より I_I¥土した手づくねかわらけ。弱砂質胎土で、丸底、日唇部に浅めの沈おjiが巡

る。

図22-4 はピ ッ ト 311 より出土した手づくねかわらけ。 G~J砂質目白土で、平底、指頭痕も不明瞭である 。

かわらけは手づくねのものが多 く、丸底で、稜の強いもの、平底で稜の弱いもの、口唇に沈線がめぐるも

のなと守が出土ーしている。砂っぽい胎土の糸切りかわらけが若干混じる。また、図示できなかったものの

なかに静止糸切りのかわらけ片が雌認されている。

凶22-5はピ ット631より出土した礎板に転用された連歯|マ駄。前緒胤辺に指圧痕、内部"1央には刃

物痕が残る。後I痛の摩滅は著しい。

建物 lに帰属するピット出土造物で図示できなかったものには、砂砂、質!胎l胎台 tの静止糸切りカか、わらけ l点、

摩i滅昧痕のない山茶f碗施窯系のこね鉢 1}人.ιち
子 l上}点t

建物 2

調査区の北西に発見された。 l問x1間の規模のうちの 3口を確認したのみであり、非常に不安な建

物の復元であるが、柱穴の形状と規模、そして、すぐ脇にある構4と塀NS5との方向と良く一致して

いるため、建物跡と認めた。全形を確認できた柱穴は l口だけで、他は後|止の柱穴と井戸によって半分

ほどが壊されている。半分ほどが壊されている柱穴は円錐形に50cmほどまで深く掘り込まれ、おそらく

は礎板を用いずに直接柱を埋め込んだものと思われる。柱間隔は2.0mで‘ある。またr}j北車111方位は、前

4と全 く同一のN-30.5
0 

- Eである。

前述のように、建物 2、 3およびそれらを区画する泊二 4と塀 5は同一機能施設と考え、出土遺物は阿

部にまとめて図示した。

図26-1は建物 2に帰属するピット325より出土した平瓦。胎士は明白色粉質級密土で、永福寺創建期

のものと同胎である。凹而は無刻の叩き板でプレスされ、 d而は斜め方向の縄目叩き痕が残る。側面下

半はヘラ切り後、指ナデによる調整がされる。破損断面には砂目痕と粘土の継ぎ足しが観察されること

からこの製品が再製されていることが理解できる。
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図22 第 3面建物 1 (ピット59・286・311・631)出土遺物

建物 2に帰属するピ ット11:¥土造物で図示できなか
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ったものには、粉質胎 |二の手づくねかわらけの細依

片がわずかにある。

建物 3

調査区の中央北側、前 4と塀 5の束に発見された。

l間x1 1旬以上の建物と思われる。柱穴は不揃いに

見えるが、確認而のレヴェル差に閃るもので、柱穴

の底面海抜高はほぼ7.0-6.9で一致している。掘り

方直符の差も確認面レヴェルの違いに起因する。柱

穴底面に据えられた礎板は、かなりしっかりしたも

のから大小取り混ぜて多数を入れ込んだものまで多

様である。

この建物の南西部に、およそ35cm南に離れて浅い

ピット群が列をなして発見されている。建物 3の1::1図23 第 3面建物 2

隠し塀であろうか。

建物 3の南北llijl!方位も、 N-30.5
0 

- Eである。

建物 3に帰属するピ ット出土造物で図示できたものは無かったが、粉質胎 |二で、口唇に沈線が巡り、体

部内面中位に稜のある古手の手づくね、砂質JJ台土の糸切りかわらけの破片がわずかに出土している。

以上の小型の建物 2と3は、小数の柱穴並びからのやや不安な復元であるが、建物ljijl!方位の数値から

第 3而における塀 4に固 まれた敷地内での部分的空間分離を行なう塀 5と構 4が機能していた時期に用

いられたものと考えられる。そして、建物配置と柱穴の切り合い関係から、塀 2・3とともに機能して

いた建物 lが取り壊された後の時期相に、これらの塀 4と5・構 4・建物 2と3が機能していたと剥11分

できる。
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塀 5

遺構の切り 合いからみた新|円関係は明確でないが、他の遺構、 とくに塀との関係から最も新 しい塀 4

と同時に存在 したものと考えられる。調査地のIj-I央やや西よりに南北に位置する。塀 4の柱穴ピ ット493

から北へ柱間隔 2mで、調査区外へと伸びている。一部の柱穴は、この塀 5の西に接してl布北に掘り込ま

れた構4の調査によ って消失してしまっている。海抜7.0mの一定した柱穴の底面には、下駄をはじめ

20 x 9 x 5 cmのしっかり した板材までの多様なものが礎板に利用されて 2枚以上重ね られている。南北

ijill!方位はN-30
0 

- Eである。

一¥
¥ 

¥ 

¥ 
¥ー

図26-2は塀 5に帰属するピ ット420より出土 し

た千づくねかわらけ。胎土は粉質で、器壁は厚く、

体部内flli中位から外反している。外TIli中位の稜も強

い。糸切りかわらけは見られない。、l。
。I¥ 
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図25 第 3面溝 4と塀NS 5 

L三とゴ

ピy 卜420

o 5cm 

ピy ト325

図26 第 3面建物 2 (ピット325)、塀5 (ピット

420)出土遺物
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溝 4

塀 5の西に接して調杏医のl下l央から北へ調査区外へと伸びる。111肩98cm、深さ20cmの小さな構である。

塀 5とともに第 3而の最終相にあって、敷地内を部分的に分離する機能を持っていたものと考えられる。

南北olilll方位はN-30.5
0 

- Eである。

図示できる出上造物はなかったが、粉質胎土でイ'<}古15外jfri'1'位の稜の弱い、 n¥吾に浅い沈線が巡る手づ

くねかわらけ、弱粉質胎一仁の器監がゆっくり聞きながら立ちトーがる糸切りかわらけのMZ)'I'がわずかにm
土している。

井戸

井戸 3

調査区の西端中央、建物 lの問にその-部が確認できた。井戸本体の大部分は調査|天外にあり、調査

8m 

Jぷ[5 
o 1m 

1);1ij，ll 
~，1 . ¥色相13れl 多く のik化物、川岩粉、1=l殺/11，~jt じえる N 2/0 
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図27 第 3面井戸 3

7.5m 

。 1円1
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図28 第 3面土境34

-確認できたのは四角い井戸の一辺のみである。そ

のため、JI:戸内覆J:や揃り方覆 1:を分別した1+'，ニL造

物の調査は充分にできなかった。確認できた井戸の

ー辺の規模は、掘り )jが129cm、:)1:戸枠が102cm。辿

存する側板のj二百15と支柱の一部から、おそらく柿桟

支柱式の井戸枠構造と思われる。覆土最上層は、後

の第 2面椛成 1:によ って堅く付き|古|められている。

|支!示できる 山土造物はなかったが、弱砂質Jjti土の

糸切りかわらけ片、 青磁剖花文碗 l点、ダンベイキ

サゴ l点が1'1:¥-1:している。

J: W!l 

土壇34

調査|烹rH東部、若宮大路側溝の11品、北側橋脚の阿

72cmに、塀EW3と4の聞に位置する。直符87cmの

ほほ円形の掘り込み上面から底而直径46cmまでの深

さ100cmの土横で、ある。磁土は非常に多くの水分を

合み、 ド)宵ほどチュウ木と思われる木片を多く混じ

え、 有機質腐食土と思われるオリーブ色の粘質土が

堆積する。このような造物と堆杭ー士の観察から、土

墳34は使所と考えられる。ただし、踏み板などの造

物は遺存せず、全くの仁脆としてのみ発見されてい

る。

以上のように本土蝋を便所と考えた場合、その発

見された地点には多くの問題が残される。それは、

本土肱が第 3面における二つの時期相のうちどちら

に属するかによって、似所遺構が建物が建つ敷地内

であるのか、その南にある道路に付随する公的空間

ー
l
ム
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図29 第 3面土境34出土遺物①

に帰属するのか大きく分かれる点である。第3面の早い時期相では建物の建つ敷地は塀EW2・ 3で因

われ、便所遺構は建物に付属する。後半の時期相では建物敷地は塀EW4で囲まれ、便所遺構は建物敷

地の外にあり、 道路に付属することになる。便所遺構は建物敷地を囲う塀の柱穴と切り合い関係を持た

ず、考古学的手続きによる明確な第 3而時期相への帰属を決定できない。しかし、塀EW3と4の聞の

空間には、土横34の便所遺構を除いてはほとんど遺構はなく、塀EW2 ・ 3の初期相においては全くの

空間地であり、 土墳34の便所遺構はこの道路遺構に付属する空間地に掘られた便所と考えたい。

図29・30は土瞭34より出土した造物である。本遺構は前述のとおり、中世便所遺構と思われるが、そ

の覆土はチュウ木で、ひ、っしり埋められていた。これらと共に図29に図示した lの渥美の壷か斐の叩き目

文の残る肩部、 2の草履芯、 3-5のヘラ状製品、 6-11の箸、 12-14の形代が出土しているが、その

出土数はチュウ木の出土量に比べればごくわずかである。チュウ木はおおむね断面が薄い板状を呈する

が、杭状のものも含まれている。しかし、両者ともに 4面をただ荒く削り出しただけである。また、堆

積土の水選別を行い、総量2.5kgの植物遺体、動物遺体、貝などを抽出した。なお、詳細な科学分析は

本書第四章第 2 ・ 3節に掲載している。

図示できなかった遺物には、 草履芯 3点、チュウ木199点、板状木製品 l点がある。

この他に、堆積土層を含めて本来の形状まで確認できた土城に調査区中央の土墳11がある。第 l面の

土墳に切られているが、ほほ一辺90cmの正方形を呈し、深さ50cmをil!Uる。内部に堆積した土は、中世地

山を構成する土の崩壊土で、上層に炭化物とかわらけを多く混じえる。
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その他の遺構

調査区の束、大路側溝の西、塀 4に開まれた附に、

多くの土臓が発見されている。しかし、その多くは

後世の第 2面での土臓や大型の柱穴によって壊され

ており、本来の形状を保つものは少なく、多くは浅

い指り鉢上の落ち込みとしてのみ確認できただけで

あった。

調査区の北西|判に発見された土域16は、ほぼその

卜JrhbiL

F一3 1. T此州;町的t引l川H味丈司lIi

一十 2.5YR 3/1 

2. Hn~~色弱品11Tf上。

IOYR 3/1 

、日r
:). II (~'茶色湖1\'i質 1-' 0 か

わらけ片、 炭化物を

多く浪人。IOYH

1.7/1 

形状を残していたが、水分の多い磁土のために堆積 o 1m 

土層を確認できなかった。ここではその計測数値と 図31 第 3面土境11

観察できた覆土を書き留めるのみとする。長径164cm、短径86cm、深さ64cmで、 J倍褐色の植物質腐食土

が覆土であった。ゴミ捨て穴であろうか。

土城31は、掘り方形状164x 1l0cm、深さ63cmと大きな土墳で、ある。湧水による水分を多く含み、木製

品を多く遺存させていた。また、磁土中層に炭を多く混じえており、ゴミ捨て場と考えられる。最上層

には泥岩際を多く混じえ、埋め戻し整地作業が行なわれている。

ピット316は20x 35cmの掘り込み直径から円錐形に掘り込まれた底而に砂質凝灰岩陳をまず設置し、

そのうえにアワビらしき貝殻を配してから平瓦を礎石代わりに敷いている。アワビを礎板の下に配した

例はすでに第 4iUIの柱穴列をなすピット503で見た。

図33-1 ~ 3は土旗 9から出土した遺物である。 lは同安窯系青磁剖花文碗。施柑はとても薄くおこ

なわれる。2は木錘と思われる。全体に丁寧な削りがおこなわれ、上端は切れ込みが巡り、下端は尖り

気味に調整されている。 3は織共か。弧の音15分は丁寧に出取りされている。全体に焦げが著しい。

図示できなかった造物には、弱粉質胎土の手づくねかわ らけと砂質)j台土の糸切りかわらけ、凹面はナ

デ調繋、凸面に格子文の残る平瓦 1点、マダイの左後頭骨 l点が出土している。

図33-4 ~ 5は土坊15から出土した遺物である。4は手づくねかわらけ。本遺構からは、弱粉質胎土

の丸底で器壁の厚い手づくねかわらけが多く出土しているが、弱砂質胎土の糸切りかわらけがわずかに

含まれる。 5は渥美の鉢。体部外而 l'方は回転ナデ、下位は回転へラで調繋される。高台は断面三角形

を里し、丁寧に即Iり付けされる。内而の!摩滅痕はかなり上ブjから残る。

図示できなかった造物には、 111茶碗窯系のこね鉢 l点、 赤色漆による手flhきの菊花文を描いた大振り

の漆器椀 l点、弱粉質胎土で器壁の厚い丸底の手づくねかわらけが多く出土している。

阿33-6 ~ 7はー|て験16から出+.した造物である。 6は予づくねかわらけ。図示されなかったものには

大型、小型ともに 6のような体部外面中位の稜の強い手づくねかわらけが多く出土している。また、 静

止糸切りの小型かわらけが l片出土している。 7は

草履芯。繊維痕、および繊維圧痕が残る。

図示できなかった遺物には、伊勢系土鍋 l点、常滑

の斐か最 l点、 i炎jYf色粘質)j台土の聾か壷 3点がある。

図33-8 ~17は土域30から出土 した遺物である 。

8は東遠江の H却]に属すると思われる山皿。摩i成痕

は無い。 9~17は箸。

図示できなかった遺物には、粉質胎土の手づくね
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図32 第 3面その他の遺構(土境31) 
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かわらけ、凹而はナデ調整、凸lflIは細目叩き痕の残る平瓦 l点、ハマグリ I点がある。

図33-18~29はイー墳31から出土した遺物である 。 18は常滑と忠われる査か斐片。 19は万子の柄。 上・

下端にタガで、縛っ た痕が残る 。 20は草履芯。 21~25は箸。 26~29は用途不明木製品。

図示できなかった遺物には、弱粉質胎士の下づくねかわらけと弱砂質JJ台1-.の糸切りかわらけが半々の

割合で、また渥美の護か査 1点、常治の輩か表 2点、チョウセンハマグリ 7点、メガイアワビ 1点、マ

ダカアワビ l点、アカニシ 2点カtある。

その他の士臓からは、土墳11より粉質胎士の手づくねかわらけと薄い板状の用途不明の木製品 4点、

土地位7より弱砂質胎土の手づくねかわらけと器控が厚めの糸切りかわらけが 2点ずつ、常滑の斐か牽 l

点が111_1-.している。

|災134-1はピ ット310から11¥土した千づくねかわらけ。この他にピット310からは粉質と砂質胎土の丸

底で体部内面中位の稜が強い手づくねかわらけを主流としながら、砂質胎土で高台が柱状に残る糸切り

かわらけの破片 2点も出土している。

医134-2 ~ 3はピッ ト316から出土した瓦。両者は礎石として転用されていた。2は淡紅黄色粉質級

密土で、八幡宮 I期と同胎の平瓦である。凹面は側縁に対して斜め方向の糸切り痕、凸而は縄目叩きの後、

ナデ消しで調整される。3は灰~灰白色粉質級官、|二で、八幡宮 I期と同JJ台の丸瓦である。凹面は側縁に対

して斜め方向の糸切り痕と布H痕、凸面は純白叩きの後、ナデ消しで調整される。

図34-4はピット355から出土した杓子。

図示できなかった造物には、弱砂質胎土の手づくねかわらけ 3片がある。

阿34-5はピ ット369から出土した糸切りかわらけ。内底而広く背低。弱砂質胎土の手づくねかわら

けカつも出している。

区134-6はピット412から出土した用途不明木製品。

図示できなかった遺物には、板状木製品 l点がある。

図34-7 ~12はピ ッ ト 418か ら出土 した遺物である 。 7 ・ 8 は手づくねかわらけ。 )J台土は粉っぽく、

平底で器壁が薄し、。|豆|示されていないが、砂質胎土の糸切りかわらけも多く 出土している。 9は無文と

思われる漆器小椀か。外底部を除き、黒色漆が塗布される。10は箸。11は棒状木製品。両側面ともに面

取り風に調整されている。12はピ ット418に置かれた 3枚の礎板のうちの l枚に転用されていた連歯下

駄。前緒が2穴あるが、本来の前緒よりもやや下方に小さめに穿孔され、その両横には釘が打たれてい

る。購入した下駄を寸詰めしたものか。

l主l示できなかった遺物には、常滑の護か壷 l点、器種不明 1点、 青磁劃花文碗 l点、 黒色漆が塗布さ

れて赤色漆で文様が拙かれる漆器皿の底部片 l点、チョウセンハマグリ 11点、マダカアワビ l点、夕、ン

ベイキサゴ 9点、モモの種子 l点がある。

図34-13はピ ット471より出土した|二野産の淡黄色を呈す凝灰岩製の砥石。

図示できなかった造物には、弱砂質胎士で器壁が直立する糸切りかわ らけ、輔の羽口 l点がある。

図35-1はピ ット490より出土した部材と思われる。表面はノミ 状工具痕が明瞭に残り、両側面には

切れ込みが入る。

図35-2はピ ット492より出土した連歯下駄。

図35-3はピット654より出土した箸。

図示でき なかった造物には、粉質胎土で器壁の厚い手づくねかわらけが多くある。また、内外面に黒

色漆が塗布され、外面に赤色漆による子描きの文様が描かれる大きめの漆器椀 l点、モモの種子 l点が
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図35 第 3面その他の遺構(ピット490・492・654)出土遺物

出土している。

|災136・37はピ ット664から山-1:した遺物である。この遺構は前述の使所遺構に隣接して発見された。

便所遺梢より規模は小さいが、被 Lは図示で、きなかったものを含めると200本近い箸で覆われていた。

このことは使い心地を気にしなければ箸をチュウ木として再利用したとも考えられる。ただし、覆一|ての

土壌分析およひ:1&察などができなかったため遺構の性格の断定は避けなければなるまい。木製品以外の

遺物は全く含まれない。

図36- 1 は 1!!~文の漆器皿l。 全而l に黒色漆を訟布している 。 また、内底部から外底部に IrlJ けて 2 穴の孔

があけられる。外氏自1$には 4箇所のツメ痕が残る。 2は円板。 5箇所の未完通の穿孔がある。図36-3 

~I丞1 37 -1~32は箸。 断面は円形を早するものが多いが、長方形あるいは四角形を呈するものも含まれ

る。出 Lした箸はその長さが17cm以内のもの、 21cm前後のもの、 24cm前後のもの、 27cmを越すものに分

類できそうである。この他に、モモの種子が l点I-H土している。

阿部一 lはピ ット717より出土した遺物である。 lは束遠江田WJ以降の山皿。内底而に"珪い摩滅痕が

残る。 2は箸。

凶示できなかった遺物には、弱粉質胎土の手づくねかわらけとサザエのフタ l点がある。

|災138-3はピ ット719より山 1:した盤。刃先が欠損しているが、ほぽ完全な形で出土した。鉄音1$の先

端は徐々に細くなっていることから刃先の紺|い轄と考えられる。頂吉1$にリン グ状の「冠」がはめられて

おり 「叩き盤jと思われるが、木古1$は腐食が苦しく 叩き艇などは確認できなかった。鉄部の首に柄がは

め込まれて しっかり固定されるが、 「茎」の形状は雌認できない。

図38-4はピット 723から出 1:した釘。

阿部 - 5~8 はピ ッ ト 748から山 l二 した木製品である 。 5 は草履芯。 切れ込み痕は明瞭に残るが、小

孔、植物圧痕は見 られない。 6~8 は箸。 6 . 7は両端ともにまた、 8は上端にのみ削りが入れられる。

凶ポできなかった造物には、常i'l干の淡黄色粘質)Jfi土の斐か壷の破片 l点、折れのある箸 2点がある。

その他にピットより 出 tした造物で凶ぶで、きなかったものには、土rw器 l点、渥美の護か壷 l点、常

十i干の撃か宣I:t1点、淡黄色村I質胎 1:の誕 l点 (ピッ ト459の礎イゴに転用されていた)、摩滅痕の残る 山茶腕

窯系こねHn点、 背磁劃花文碗 l点、青内磁小11且l点、 I]!'i;i竜陀の砥石 l点、釘 l点、 スラグ l点、チョ

ウセンハマグリ 3点、マダカアワビ 2点、ダンベイキサゴ 3点、モモの種子 l点がある。
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第 3面その他の遺構(ピット664) 出土遺物①
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図37 第 3面その他の遺構 (ピット664) 出土遺物①
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図38 第 3面その他の遺構(ピット717・719・723・748)出土遺物
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図39 第 3面下出土遺物
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第3面下出土遺物

図39は3面下出土遺物である。 lは南多摩の須恵

器の鬼高式杯蓋。第4而のピット_I-.面から出土した

ため、第 4面の年代を比定しうる遺物なのかは非常

に迷うところである。2は粉質胎土の手づ、くねかわ

らけ。3は杭と思われる。下半に釘掻き が残る。

図示できなかった造物には、粉質胎土の手づくね

かわらけが多く出土しているが、糸切りかわらけは

弱砂質胎土のものがわずかにある。他には渥美の斐

か壷 l点、 青磁劃花文碗 l点、スラグ l点、輔の羽

口2点、モモの種子 2点がある。

10cm 
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表 1 遺物観察表 (1) 

遺構番号 挿図語ニザ 種別 大きさ (cm) 備考
一一一一一一一一一÷ 一一一一←一 一一一一一一一 ーナ

日i辛底径器r~î

3面大路側溝 (満8括TIり方 手づくね。燈色。黒色砂粒と白色針状物質を混じえ
l l l かわ らけ 840 7.00 1.76る

3而大路側諸 (制掘 り方 τ-r示瓦亘面 五，i~世に: 白色針状物質を混じえ1
11 2 かわらけ 8.20 6.00 1日川 | 

Il ↓ 
31自I大路側溝 (溝8掘 り方 淡茶色。黒色砂粒、 雲母、 F抗立、白色針状物質を混 l

11 3 かわらけ 8.00 6.70 1.60 
一 じえる。

ね凶大路側溝 (i説8掘 り方
I ~ 山、 11 4 かわらけ 8.20 6.60 1.80黒色砂粒、 雲母、泌粒、白色針状物質を混じえる。

131面大路側溝 (i待8掘り方
い問、 11 6 かわらけ 7.80 5.20 1.70淡茶色。黒色砂粒と雲母を混じえる精良粉質士。

1 一一一一一 上一一一一 | 
3函大路側溝 (溝8掘り方 | |i炎茶色。黒色砂粒、 雲母に、内色針状物質を混じえ

11 6
1 

かわらけ 13.60 11.00 3.00る。

3面大路側溝 (講8掘 り方
11 7 M~縁皿 ハUハ

y
一ペ

υ
ハ
u

p
h
u
 

l
 

l
 

3.40明灰色土。黒色・白色砂粒を多く混じえる。

3面大路側溝(i草8掘り方 青磁櫛掻剖花文
11 8 哩 17.20 ← I[J縁部破片。灰色弱粘質士。附帥ho

|手づくね。淡茶色。黒色砂粒、雲母、白色主i状物質
3而大路側泌(溝8) 12 1 かわらけ 9.60 8.4 0 1.65! ~.~" ~ . . " . .~~ 1 を混じえる。
一 一 一一 一 一一 -
13面大路側溝(溝8) 12 2 かわらけ 5.101 4.50 1.001淡茶色O 多くの黒色砂粒に雲母を混じえる。

| 守 一l 一 一一一 一 淡茶盃J黒色砂粒、 雲母、泥粒、白色針状物質を混
3面大路側溝 (溝8) 12 3 かわらけ 7.80 5.4 0 1.70 

じえる。

12 i 4 かわらけ 11.40 8.60 4.50煤付着。灯明皿。糧色。黒色砂粒を多く混じえる。
l ー←一一寸一一 一一→一一

，~~" ~~- "~，， I 淡赤褐色。黒色砂粒、雲母、泥牧、白色針状物質を
12 5 かわらけ 12.80 7.95' 3.701 

• ~.V V ， ." v V .， "1混じえる。

3面大路側溝 (制 ) 121 6 かわらけ 13.00 8.10 3801淡肌色。黒色砂粒、泥粒、白色針状物質混じえる。

3正大町|瓦扉) ー 12一 万 一 ゆ 41.00 一 日間 。主臼 ; と 日 両 辰 之 混t，iる附灰色土。
1 

12 8 百帥l輪花杯 l 口縁部破片。明灰白色士。二次焼成。

3D白大路側溝(講8)

3商大路側溝 (溝8)

3l両大路側溝 (泌8)

3面大路側溝 (i斡8) 12 9 底部破片 。黒色砂粒を混じえる灰白色粘質土。自銭壷 8.60 
←一一 一一十一一一

3面大路倒 j梓(i蒋8) 12， 10 釘

1而大路側i持 (溝8) 12
1 

11 漆務椀 "1縁部破片。黒漆に、朱漆で木の葉文。

3耐大路側溝 (制) 12 12 草履芯 i 遺存長15云万五)3 I 
3面大i的側溝(講8) 12 131 銭卯下駄 破片 o

J而大路側溝(溝8) 12 11 差歯下駄の歯i 9.0 x 13.8 x 3.0 

13国大路側溝(溝8) 12 15 木製円盤 径4.2X 0.9 

3im大路側溝 (講8) 12 16 木製円態 遺存径五5XO.6 

31両大路側溝 (潟8) 12 17 木製円盤 筏7.oX 1.0 

13商大路側溝(溝8) 12 18 木製円盤 | 径7.5XO.7

13面大路側溝(純) ' 121 19 不明木製品 i 遺存長52X 3.0 xO.2 

13l判大路側溝(i制) lf 20 不明木製品 | 遺存長35X心両F「

3而大路側溝(榔) 1と 21J 主里年 一L空間 10竺竺主0.4

3i商大路側溝(溝8) 12 22 箸 造存長15.8XO.7XO.6

3商大路側溝(i持8) 12 23 

3面大路側溝 (溝8) 12. 2'1 

阿大路側溝 亙 二 両 25

3面大路側溝(溝8) 12 261 

箸

箸

箸

箸

遺存長19.9XO.7XO.5

1 全長24.5XO.8XO.6
一一j._--------

| 遺存長17.0XO.8XO.15 I 

遺存長18.8XO.4XO.4 

一 一一一一

131市大路側溝(i持8) 12 27 箸 遺存長16.7XO.6XO.3

同聞大路側溝 (削 ) 12 28 箸 遺存長18.5X Cl}_><:_O.:"_J  

巨型主削liji梓 (制 ) . ~ー竺 箸 l 逃存長19.5主生竺0.4

h而大路側溝(i都) 12， 30 箸 | 遺存長17.7XO.'i5XO.5一 一 一一一一一一 一 一 一 一 一 一
13面大路側溝(溝8) 12' 31 箸 遺存長200XO.5XOS
ト一一 一 一 一一一一一一一一一
13面大路側溝 (溝8) 12 32 箸 遺存長19.1XO.6XO.25 1 

そ而大路側溝 (溝8) 一匹 33 竺_ _ 1 逃存長22.5XO.7XO.5

3函大路側溝(溝8) 12 34 箸 l 遺存長24.0X 0.8 X 0.8 

回大山崎8) 12 35 へ三-J唇邑玉江工 ---
3面大路側溝 (滋8) 12 36 ヘラ 遺存長11.4X 1.3 X 0.3 
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表 1 遺物観察表 (2) 

遺構番号 f市岡番号 種目Jj 大きさ (cm)

一一一 l一一一 口径」 成竺」 得向
12 37 ヘラ 遺存長10.9Xl.1XO.7

12 41 チュウ木 造存長14.0X1.1 XO.7S 

12 42 形代 会長2S.7X 3.0 X I.S 

3回大路側i梓(講8) 12 431 杭ワ 令長29.0X2.SX2.3

手づくね。淡茶色。22母と向色針状物質を混じえる
3凶i東丙道路 IS 1 かわらけ 10.00 8戸 1.80粉質土。

一 一 一一 一 一
ー手づくね。 JUL色。多くの黒色砂粒に、雲母と白色針

l口20 8.80 2.0S 
状物質をj昆じえる。

| 淡茶色。黒色砂粒、 1守色針状物質に多くの雲母を混
IS 3 かオつらけ 10.00 7.70 2.00 

一一一一一一」一 一 lx.Qo

会長7.2X2.0XO.lS 

遺存長4.6XO.~ XO.4 

3而東西道路

3面東凶道路

3面東間道路

3而東凶道路

12 38 ヘラ

備考

全長14.0X1.2X口4

会長1S.2 X 0.6 X O.S 

遺存長13.0X 1.3 X 0.3 

12 39 チュウ木

12 40 チュウ木

~ l 三ーか竺 f t

IS ~ 小札?

1 S S 釘

IS 6 釘

IS 7 ~J 

全長S.1S X 0.3S X O.SS 

泣存長S.6X O.S X O.S 

全長S.9SX 0.4 X 0.4 S 

16 9 釘 全長6.3XO.3SX0.4S

IS 10 釘 遺存長6.7XO.4XO.4 

事官

IS 8 主J

18 

18 2 平瓦

一一」一一一
19 1 

3面塀3(ピァ ト632) 19 4 形代?

3ffu塀3(ピッ ト632) 19 S 不明木製品

3 箸

3面塀3(ピッ ト66S)

3而塀3(ピッ ト693)

3 凶I坊f~ (ピァ ト316)

19 6 かわらけ

明灰色弱粉質徹符土。i口Jffn :純白叩きと思われるc

両!白JI!:に離れ砂多し。

遺存長19.5X 0.6 X 0.6 

造千1-長18.1XO.7XO.S 

遺存長13.2XO.8X06

会長Il.SX2.3XO.3

遺存長I1.SX3.2XO.S

19 7 かオコらけ

20 1 il:tI:鈎

22 1 か1コらけ

9.10 
戸手づくね。;:k:l音色。黒色砂;粒、雲母、白色針状物質

6.90 1.7 S 
をi昆じえる。

..-，f¥1¥ 1 淡茶色。多くの黒色砂粒に雲母と白色針状物質を混
9.10: 7.00 1.90 

一一一一」 じえる。
遺存長213XSSX29

手づくね。符色。黒色砂粒、 雲t士、内色針状物質を
12.20 11.60 3.00 

j昆じえる。

22 2 銭 JIJ右通貧r

手づくね。符色。多くの黒色砂粒に、雲母を混じえ
22 3 かわらけ 9.40 8.00 1.90る υ 

手づくね。淡茶色。多くの黒色砂粒に雲母を少量混
3耐建物1(ピッ ト311) 22 4， かわらけ 9.40 8.00 1.30じえる。

3i而遊物1(ピット 631) 22 S' 迷歯下駄 会長22.8X 11.0 X I.S 

l 明灰色粉質綴密士。凸而 :斜めの純日叩き。凹，{!I・ 1
3商建物2(ピ y ト32S) 26 1 平瓦 | 無刻叩 き仮でプレス。 I

i 手づくね。淡茶色。製色砂粒、 雲母、r=1色針状物質 |
3而塀S(ピ y ト420) 26 2 かわらけ 9.90' 7.90 2叩を混 じえる。 I
3面土城34 29 l' i屋美楚or斎 灰色綴密土。向色制111'1を多 く混じえる。 I

E綴3L -2L2J堅~D:18出 2X日 一一 |
3面土綴34 29 3 へラ状木製品 遺存長16.4X 1.1 X 0.6 

3THi土繍34 29' 1 ヘラ状木製品 泣存長16.SX1.0XO 6 

29 S ヘラ状木製品 遺存長22.4X 1.0 X 0.4 

29 6 ~雪 遺存長18.8XO.6XO.S

29 7 箸 全長19.0X O.S X().1 

29 8 箸 逃千子長20.0XO，7X0.4

一一29-3 箸 | 齢長20.0X 0.5 X 0..1 

3而:l.:IJ'-'134- I 29ーlOl ~ 一寸一保23.SXO京日 一

q
J
 

nu
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表 1 遺物観察表 (3) 

r-__!世LJ唖 ι 型 IJ 大 きき (cm)ーヶ-
一 一上一」一一一一一旦竺 II1f.互 |一一一←一一 一 一

回型竺 一一一_1 2'l 11 箸 } 全長23.8XO.4XJ.3 

h国土綴34 29 12 形代 l 全長17.0X2.0X0.3

13而土綴34 29 13 形代 全長24.7X3.6X1.3

13商土綴34 29 14 形代 金長31.5X2.1XO.4 

13函土綴34 30， 1 チュウ木 全長17.5XO.7XO.4
に二二二二一 一一一一一一一一←一一一一一一一←」一ーよ」一一一二一一 一一一一一一一一一一一 一一一一 ↓ー一一一一一一一一
[3i1ii主些34一 一 一 3o 2 チユウ木 | 全長17.8XO.7XO.4 L一 一 一一 一 一

3部土綴34 30 3 チュウ木 l 全長17.8XO.7X0.5

13而土扱34 30 4 チュウ木 全長19.0XO.7X0.6

同商土岐34 30 5 チユウ木 l 全長19.3XO.7X0.6

3面土綴34 1 30 I 6 チ百 示 - 「 全長19.5XO.9XO.5一一

;面土綴34 1 301 71 チユウ木 J 全長19.5XO.5XOA
一一一-
j面土城34 30 8

1 
チユウ木 | 全長20.0X 0.6 X 0.4 

3面土綴34 301 9， チコウ木 全長21.0XO.9XO.5

13面土綴34 ， 30 1川 チコウ木 会長20.7XO.7XO.6

3面土城34 1 30 111 チコウヌド 全長22.6XO.5XO.7

3fffi土横34 飢川 12 チユウヨド 全長25.0X1.0XO.8

13面土綴34 30' 131 チュウ木 全長26.7x 1.0 X 0.7 

|3面土岐34 --JJ11止ーチ主主 ~竺竺竺笠!と し一一
13面土綴34 301 15 チュウ木 会長24.5XO.8XO.3

13商I十峻34 1 30 I 1引 チュウ木 全長23.0X1.1XO.6 

岡両34 一 一 τ「司 チユウ木 [ 全長22.5X1.0X0.5 下-
13面土綴34 301 18 チユウ木 | 全長22.5X1.0XO3 
一 一 一 一
3面土滅34 30 19 チコウ木 全長22.0Xl.lXO.3

回 手堅 L ーコ王亙二 五 百下全長21竺 0.9xO.2 

3面土綴34 30， 21 チュウ木 全長19.7XO.9XO.3
一一一一一「一一一一一 一一一一一一一←一一一一一

己E主些3仁一一 一 一 ー ユ旦__E! チコ令ウ木 . 全長19.8X10竺 F一 一 一 一 一 一一
)而l土繍34 30 231 チユウ木 全長19.2XO.9X0.4

3商土機34 30 24 チユウ木 | 全長17.0X1.0XO.15

3函土綴34 301 2引 チュウ木 全長15.2X1.0X0.3

3面川34 川 o 2引 チユウ木 | 会長14.1X1.4XO.6
一 十 一一

3面蛾34 ! 301 271 
チユウ木 i 遺存長10.5X2OXO.3 1 

3蘭土塑L一 一一_ _ 301三Lー チユウ木 全宅竺竺.8竺 二三一

阻 主唾34一 一一一_j 3~吐ーチユウ木 1 全長18.8X1.2 xO3 1_一一一一

目3而土境34 301 30 チユウ木 1 全長18.5X12XO.3

3面土J}ili34 30 I 31 チコウ木 全長19.4X 1.8 X 0.3 
トτ了でてて十一一一一一一一一一一一寸一一
(型主陸一一 __1_30_3~ i チユウ木 全長21.8:む竺竺」←一 一

3面土綴34 30 33 チュウ木 全長22.0X 2.3 X 0.5 

備考

3而土綴34 30 34 チュウ木 全長22.4X 1.4 X 0.2 

3面土綴34 [ 30' 351 チユウ木 全長23.8X15XO.5 

語向 34 刊日| チユウ木 | 録制X22三互二
3函土綴34 301 371 チユウ木 全長30.2X 1.5 X 0.6 

3i1ii土成34 ー と 出 土ヱユウ木 | 全長21.6X1.7X巳」
3面土機34 30， 39 チコーウ木 | 全長24.8XO.9XO.5

3而土綴34 I 301 40， チユウ木 全長26.5X 1.4 X0.4 

3国その他の遺構(土綴9 I ，...，.... ，1 .，.l-. ，，..:t，. 4~ ， r -H- _'__ "'，_，， . ，... ，̂  
) | 33l l| 背磁劃花文碗 1 15.40 IJiiJ安窯系?黄灰色粘質綴密土。荊1，はオリ ーブ色。

一一一一」一一→一一一 一一一一一一」 一一一一一」一一一一一一一一一一一一一L一一一一一一一
3函|その他の遺構 (+.綴9 nn  J 

2川 木錘? 全長6.9X 1.7 X 1.7 

一一一一一」一一 一←一一一一一一 一一一一一一←-
3面その他の遺構 (土綴9 00' 0' 

l 引 織具 逃存長7.0X4.2X2.4

3商その他の遺構(土綴15 001 一一 -1 1 1 |手ヲマζ淡茶色。多くの黒色砂粒に雲母を混じえ
1 331 ¥ かわり川 15川 1290I 3叫

ぺ
吐ハUつ

」



表 1 遺物観察表 (4) 

遺構番号 挿図番号 | 種別

3面その他の遺構 (土繍151^^ '̂い l 
) ~' .，，~.' ~m '~'~ '~ I 33 5 鉢

3面その他の遺構 (土綴16 ^^ ， ，戸 工 | 
) 33 6 かわらけー 1

3而その他の遺構 (土域16 ^~ ' ryl 仲

) 33 71 草履芯

3面その他の遺構 (土綴30
)~' - ，~ - ~ ' " ，-，.，~~" 33 8 

Fその他の蹴(峨30 33 9 

3面その他の遺構 (土繍30
) 33101 

3而その他の遺構 (土城30 ^^ 1 唱 J
)331 111 

3面その他の遺構 (土綴30 ^^ .^ ) ~ ' -，~._~'" ，~，~~ ~ 33 12 箸

13面その他の遺構 (土綴30
7 33 13 箸

3閉その他の遺徳 (土綴30 ~~ ，.1 )".， ， - ，~ -~ ' " ，~ .，~~" 33 141 箸

3而その他の遺偽 (土繍30 ^̂' ，_1 峠

) 331 15! 箸 会長20.8x 0.4 x 0.3 

3前その他の遺構(士綴301 ~~ ， ~ .'" 
) 1 33 16 箸 | 全長22.5x 07XO.5 

3商その他の遺構 (土域30 nnl ， ~ I 
) 331171 箸 遺存長23.8XO.8XO.4

日面f:1J)面否m構 1士域311^^ '^ ..'.... ~n .'''' ~" 丁一一一-7山、-'"lo.:.;.，--'-'.Q.11"T ¥.I."7Jo'tV ..I-I 33 18 常滑?斐or恋 伏也叙紅。

3面その他の遺構 (土綴31
) 33 19 万子柄 全長121.9X2.7X1.4

13面その他の遺構 (士綴31 ^^ ^"I 1)'出 札制草履芯

3閉その他の遺構 (土綴311)""'.， ， ~. ， =，~ ， ~.，~~， 33 21 

3而その他の遺構 (土境31

戸その他の遺構 (土恥 1
1

3面その他の遺構 U:綴31
)33  24 

3而その他の遺構 ('r:境31 ^^ n-I 
) 33 251 

口径 ld寸 器高

一
備考

11.30渥美。明灰色綴密土。

Tーづくね。桜色。多くの露母に、白色針状物質を混
1.90 

じえる。

全長22.7X3.6XO.3

皿山

箸

箸

3.95 東遠江。時灰色綴密土。
よ

遺存長 1 6.3XO.6XO.~

[ 遣問 17.0XO.5X06

7 

箸 逃存長17.2XO.8X0.4

遺存長18.4X 0.5 X 0.4 

全長20.2X 0.6 X 0.6 

遺存長20.4X 0.9 X O.~ 

一

遊存長23.1X厚::J.::J

箸 !都長23.8XO.6XO.6

料利 箸
ーム一一 ↓ 一一一一一一一一一一一

箸

箸

箸

3而その他の遺構 (土綴31
不明木製品

13面その他の遺構 (土綴31，マ山、 v 1，!;."-''<uI1"J" \_.I_ '7~V J I 不明木製品 1 

3而その他の遺構 (土城31 ........ r.1"'I -rn D.J-4;r1 0 

不明木製品 | 

(土成31 nnl nnl 
291 不明木製品

3而その他の遺構 (ピット ，^. ，1 l) -，~ ._ =，~ ，-， 1 34 1 ' かわらけ

3而予の他の遺構 (ピッ ト 3'1 

同 お 他の追福Y77コ;「J 丸瓦
316) l l 

31町その他の遺構 (ピ yト .̂ .1 ム ー7

1 34 41 杓子

13ffliその他の遺構(ピット |
山山 i- ，~ -~". ，--， 345  かわらけ

:17の他の遺構 (ピット 341 61 利問品 | 

会長23.5XO.9XO.4

全長25.0XO.8XO.5

1 造有:長26.4XO.7XO.6 

会長27.2X 0.6 X 0.5 

遺存長10.5XO.9XO.5

全長136X1.6X1.6

遺存長11.4X1.7X1.2

全長10.0X2.9X2.1

9.10 7.10 2.10手づくね。

淡紅黄色粉質綴密土。凸而・縄目叩き後ナデ消し、

凹而 :斜めの糸切痕。

灰白色粉質綴密土。凸而:純日叩き後ナデ消し、凶

面:斜め糸切痕。

平瓦

-1 -
会長19.0X5.1XO.7 

淡茶色。多くの黒色砂粒に、 雲母と白色針状物質を
13.80 10.30 2.90 

混じえ、非常に砂っぽい。

遺存長16.2X2.1xO.~ 未製品?

行。ハU
円

L



表 1 遺物観察表 (5) 

遺構番号 f市l里l得号 種目IJ 備考

3而iその他の遺構 (ピ y 卜
34 7 かわらけ

418) 

3而その他の遺構 (ピット
34 8 カサコらけ

418) 

3而その他の遺構 (ピット
31 9 

418) 

3而その他の遺構 (ピット
34 10 

418) 

3UIiその他の遺構 (ピァト
34 11 俸状木製品

418) 

3而その他の遺構 (ピット
34 12 迷歯下駄

418) 

3而その他の遺構 (ピット
ー 、 34 13 

471 ) 

3凶jその他の遺構 (ピット ハ ー

490) jQ  

3蘭その他の遺構 (ピット
35 2 連Wi下駄

492) 

3面その他の遺構 (ピット
35 3 

654) 

3面その他の遺構 (ピット
、 36

664) 

3ITliその他の遺構 (ピ y ト
、 36 2 木製円君主

664) 

3而その他の遺構 (ピット | 
36 31 

664) 

3商その他の遺構 (ピ y ト
36 4 

664) 

3而その他の遺構 (ピット
36 5 

664) 

3面その他の遺構 (ピット
36 6 

664) 

3面その他の遺構 (ピッ ト
36 7 

664) 

31商その他の遺構 (ピット
、 36 8 

664) 

3耐その他の遺備 (ピ y ト | 
、 36 9' 

664) 

3面その他の遺構 (ピッ ト
36 10 

664) 

3ilriその他の遺構 (ピァト
36 1 1 

664) 

3而その他の遺構 (ピット
、 36 12 

664) 

3而その他の遺構 (ピ y ト
、 36 13 

66.1) 

3国その他の遺構 (ピット
、 36 14 

664) 

3而その他の遺構 (ピット
、 36 15 

664) 

3市f:1})面記遺構 (I!すτ一一i
、 36 16 

664 ) 

3岡その他の遺構 (ピット
、 36 17 

664 ) 

3而その他の遺構 (ピ y ト
36 18 

664) 

3面その他の遺構 (ピ y ト
36 19 

664) 

3而その他の遺構 (ピッ ト | 
36 20 

664) 

3而その他の遺構 (ピット
、 36 21 

664) 

漆器椀

箸一

砥石

古
川

一

裕

一

)

一

一

1
-

-

nu

一

n
L

一

/
k

一X
L

-f
 

さ

一成

会
己

一

大
一X寸f

 
l
 
9.60 1.50 'f.ーづくね。淡茶色。黒色砂校、 雲母を混じえる。

手づくね。淡茶色。製色砂粒、雲母、白色針状物質
1.50 

を混じえる。

無文?

7.60 

9.70 7.50 

7.30 

全長20.8XO.8XO.6

全長18.5X1.0xO.6 

全長21.6X10.5X1.9

遺存長9.8X4.7X3.7 上野産。淡緑色泥質凝灰岩。

部材ワ

箸

1奈r.!fJlll

全長16.0X5.1X3.3 

遺存長20.5X 11A X 3.0 

遺存長18.5XO.7X0.4

9.60 6.60 1.10無文。ロ クロ爪跡残る。

全長13.5X5.0XO.8 未貫通穿孔5穴

箸 全長16.7XO.6XO.5

箸

箸

箸

i奇

遺存長20.7X 0.6 X 0.5 

全長21.0X 0.7 X 0.5 

全長21.8XO.7XO.5

会長21.3XO.7XO.4

全長25.5XO.5XO.7箸

3時 全長23.8X 0.8 X 0.4 
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表 1 遺物観察表 (6) 

遺構番号 挿医l喬号 備考

一」一一一一一

3面その他の遺構(ピット
36 22 

664) 

3面その他の遺構(ピット
、 36 23 

664) 

種別 大きさ (C01)

一 _10径 |竺竺 昔日~î

箸 遺存長23.1X 1.0XO.1 

箸 全長23.4XO.9X口3

箸 全長23.7XO.SXO.6

ミ町一 令長23.8XO.7XO.1

:自 遺存長24.8XO.4XO.6 

箸 全長27.1X 10 XO.4 
一 」 ー

ミ当 遺存長193XO.7XO.3

箸 遺存長19.3XO8XO.7 

箸 遺存長20.0X 0.5 X 0.6 

ミ者 全長20.0X 0.7 X O.S 

ミヰ 遺存長20己XO.7XO.6

:町 全長20.7XO.9XO.S

一 一一
，_o 、

箸 全長20.SXO.7XO.7

3而その他の遺構(ピット
37 2 

66，1 ) 

3而その他の遺傍(ピ y ト
37 3 

664) 

3而その他の遺構(ピ y 卜
、 37

664) 

3面その他の遺構(ピット
、 37

66.1 ) 

3面その他の遺稿(ピット
37 6 

664) 

3而予の他の遺構 (ピ y ト 37 引 箸 遺存長22.0X O.S X 0.6 
664) 

3面その他の遺構 (ピット 371 8 箸 遺存長22.4X 0.6 X 0.8 
664) 

「一一一一

3而その他の遺構 (ピット
37 9 

664) 

3面その他の遺構 (ピット l 
、 37 101 

664) 

36 3o 

36 40 

箸 遺存長20.4X 0.6 X O.S 

箸 遺存長20.8X 0.7 X O.o 

箸 遺合長21.3XO.7XO.6

箸 全長21.2X 0.7 X O.o 

箸 造千I長21.1XO.7XO.6 

箸 遺存長21.SXO.7XO.6

箸 遺存長21.7XO.7XO.4

3寄 遺存長21.6XO.7XO.S

箸 遺存長21.6XO.6XO.o

~: 全長21.SXO.7XO.o

箸 遺存長2J.!1 X 0.7 X O.S 

争年 遺存長21.SXO.6XO.6

箸 全長22.0XO.8XO.6

一 一
箸 遺存長21.8XO.7XO.8

箸: 全長22.3XO.7XO.7

箸 全長22.SX 0.6 X 0.3 

門

iハ
υ
円
/
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表 1 遺物観察表(7)

遺構番号 挿図番号 種別 大きさ (cm) 備考

上一一 一 一 一一一一 旦 径 底径 1 器高 」 一-
3面その他の遺構(ピット、 37 11 ~ヰ 泣存長22.8X 0.7 X 0.5 664) 

3而その他の遺構 (ピット
37 12 

664) 
箸 会長22.5XO.6XO.6

一3面その他の遺構(ピット
37 13 

661) 
箸 全長22.6XO.8XO.7

3面その他の遺構 (ピット
37 14 

664) 
箸 全長23.1XO.6xO.6 

3面その他の遺構(ピット
37 15 

664) 
i害 巡存長23.1XO.7XO.5 

3面その他の遺倦 (ピット
、 37 16 

664) 
箸 全長22.9X 0.6 X 0.6 

3面その他の遺構(ピット | 
、 37 171 664) ..， 箸 全長22.7XO.8XO.6

3面その他の遺構 (ピ y ト
、 37 18 

664) 
i寄 全長23.7XO.8XO.5

3面その他の遺構(ピット
37 19 

664) 
i耳 全長23.8XO.7XO.6

，-一一一一ーーー 一一一一一ー一一一一一一一一一一一 一←一一一一一ー一一一一一一-
3菌その他の遺構 (ピット

37 20 
664) ー←一一一一一 一←一一」一一一←

3費 法存長23.9XO.8XO.6

3函その他の遺構(ピット | 
37 21 

664) 
箸 逃;存長23.8XO.7XO.5

3商その他の造機 (ピット 位

37. 22 箸664) _. 1一一
逃存長23.9XO.7XO.6

3面その他の遺構(ピ y ト l 、 37 23 箸
664) 

全長24.0XO.6XO.6

3面その他の遺構 (ピット 蛤

、 37 24 ~耳
664) 

遺存長24.3XO.6XO.7

3面その他の遺構(ピット 地
、 37 25 ，耳

664) 
全長23.6X 0.6 X 0.5 

3面その他の遺構 (ピット
37 26 

664) 
ミヰ 全長24.7XO.5XO.5

3面その他の遺構(ピット
、 37 27 

664) 
箸 遺存長25.5XO.5X07

3函その他の遺構 (ピット
、 37 28 

664) 
ミ寄 全長26.5XO.6XO.5

3面その他の遺構 (ピッ ト
、 37 29 

664 ) 
箸 逃存長24.6X 0.5 xO.5 

3面その他の遺構 (ピy ト
37 30 箸

664) 
会長28.1XO.7XO.6 

3面その他の遺構(ピット
37 31 箸

664) 
全長27.2X 0.55 X 06 

3而その他の遺構 (ピy ト
、 37 32 

664) 
箸 造有:長27.3XO.7XO.5

十一

3函その他の遺構(ピット
38 

717) 
Illj1Jl 3.80 東遠型。 1的 J:k色綾子計須IJ( ~if質土。

3面その他の遺構 (ピット
38 2 

717) 

3面その他の遺構(ピ y ト
38 3 

719) 

3面その他の遺構 (ピット | 
38 ~ I 

723) 

3面その他の遺構(ピット
38 5 

748) 

ミ当

書Z

釘

草履，忘

3面その他の遺構 (ピット | 釘

、 38 6' ~寄
748) 

泣存長20.5X 0.9 X 0.6 

i帥長21.3X最大径3.1

逃存長5.1XO.55xO.4 

令長22.0X 5.3 X 0.3 }Jn工途上品かワ

遺存長21.5XO.8XO.6

3面その他の遺構 (ピ y ト
38 7 箸 1 逃イJ:長19.9X 0.6 X 0.6 

748) 

3而その他の遺構 (ピy ト
38 8 

748) 
4寄 泣存長17.8X 0.5 X 0.5 

3而下 39 須~:~:品均、蓋
I 口縁部破片 。明灰色士。白色砂を少長混じえる。南

多摩古窯力1:群産。

-208-



表 1 遺物観察表 (8) 

遺構香り 挿l温帯サ 利引Ij 大きさ (cm) 備考

11径 J点筏 おi'，':j

3而下 39 2 かわらけ
Tづくね。WL色。照色iiJ;'fif:、雲f'}、1'1色針状物質を

9.00 8.10 1.80 
混じえるおI質十。

39 3 杭 泣存長31.7X6.9X1.7 
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上顎骨 | 下顎骨

r I u I r I u 

i奪7裏込め ls 1 per 

溝口上層 1per 1per 1per ls 

~t トレンチ 4per 

溝6下層 ls 

j糞6

p 661 

2面下 1p吋亙呈_ j
ネコ

|溝口上層 | [JiJ |1pcr 

ウマ

|溝p携P266口3下24上層層 1 ~ 
ニホンジカ

溝口上層

p578 

ì~寺8

ベルト中

イノシシ

|恥 1上層 | 
ゴンドウイルカ

|溝口上層 | |::| 1 s 

溝7裏込め

鳥類

サギ類

Q面上

ガン ・カモま頁

溝口上層

溝口下層

l面下

p2 

ì~年7裏込め l 

2面直上

j奪6下層

2面下

l面上

wE
糊

E
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表 2 晴乳類 ・鳥類分類表 (2) 

切歯骨 肩脚骨 上腕骨 様骨 尺骨 中手骨

u u u u U u 

i義7裏込め 1 s 

溝11上層 2per 2pel 

北トレンチ

溝6下層 lper 

1誇6 1s 

p 661 

2面下

不コ

匡己主星
ウマ

I p 62 

w年11上 層

i茸も下層

ニホンジカ

11茸11上層 | 
|p578 I 
|I蕎8 I 
|ベルト中 | 
イノシシ

巨三重
ゴンドウイルカ

|溝11上層 | 
|溝7裏込め | 

1 per lper 

D
・

1
i
 

-A
U
 

吋

B
A

A
U
 

-ny 
l
 

-

-s
 

l
 

ny 
l
 

vt
 

O
L
 

nv 
l
 l
 

ls 

ガン ・カモ類

溝口上層 ls 1s 1s ls 

溝口下層 1 s 

l面下 ls 1 s 

p2 

ji幸7裏込め 1 s 

2面直上 ls 

溝6下層 2s 

2面下 ls 

I 面上
.‘一、

ld 

1
lム

t
tム

円
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表 2 晴乳類・ 鳥類分類表 (3 ) 

大腿骨 膝叢骨 腔骨 排骨 ~ê:骨 腫骨

u u u U u u 

イヌ

i誇7裏込め

溝口上層 1 pcr 2pel 1 d 

::Itトレンチ

溝6下層

溝6

P 661 1d 

2面下

不コ

匡五L星
ウマ

I p 62 

1蒜11上層

l恥下層

ニホンジカ

|溝口上層 | 
lp578 I 
|溝8 I 
|べjレト中 | 
イノシシ

匡1L.L量
ゴンドウイルカ

!?薄11上層 | 
|1禽7裏込め | 

1 p 

l

i

 ed -

1 p 

鳥類

ガン・カモ類

溝口上層

溝口下層 1 s 

l 面下 1s 

p2 1s 

j茸7裏込め

2面直上

溝6下層

2面下

1面上 1 s 

ヒ1 s 
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表 2 日南乳類・鳥類分類表 (4) 

中足骨 中手・足骨 手・足根骨 基節骨 中節骨 末節骨

u u u u u u 

イヌ

溝7裏込め

溝口上層 2per 

北トレ ンチ

溝6下層

溝6

p 661 

2面下

不コ

匡1l__t皇
ウマ

I p 62 

|溝口上層

i奔6下層

ニホンジカ

|溝口上層 | 
|p578 I 
|溝8 I 
|ベルト中 | 
イノシシ

匡11_tj量
ゴンドウイルカ

|溝口上層 | 
|溝7裏込め | 

r
 

ρ
L
 

nμ
・

1
L
 l

l

 

溝口上層

溝口 下層

l面下

p2 

i巷7裏込め

2面直上

溝6下層

2面下

ι買主
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表 5 植物遺存体分類表

科; クルミ科 luglans スベリヒユ科 Purslane マツ科 Pinaceae 

クルミ属オニグルミ クルミ属ヒメグルミ サクフ属ウメ サクフ属モモ マツ属クロマツ

出土地 seiboldana Maxim subcordiformis Dode Purunus Armeniaca mume Sieb Purunus Amygdalus persica L Pinus thunbergii 

1面下 2 7 

11自1上 1 

2面下 1 

20而卜

2而直上

道路l(ij 2 2 

3而道路下地

ピット 6 3 

ピソ ト14 1 

ピット 23

ピッ ト25 l 

ピット 27

ピット 30 4 

ピット 33

ピァト 37

ピット 59

ピ7 ト201

ピyト235

ピット 240 l 

ピット 409

ピyト418

ピット 464

ピット 178

ピット 542 l 

ピット 563 l 

ピyト621 1 

ピット 643

ピyト615 1 

ピット 655

ピット 679

講1 2 2 

構2 2 3 

i蒋3 l 

iWt3Jえ函 3 

i存6 2 

i苛6下肘 3 

i蒋7

ijlj:8 

務11下層 2 

溝口 上層 2 4 

土坊3 2 

土城19

」ヒトレンチ 6 

ベルト '-1' I 

総数 16 b 4 63 1 

「ひっ山
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第四章 自然科学分析

第 l節 北条時房 ・顕時邸跡、の中世以前の堆積層の粒度組成

1.概要

北条時房 ・顕時邸跡は、鶴岡八幡宮の南方約400mに位置し、南の由比 ヶ浜に向かつて緩やかに傾斜

している。この付近は縄文海進期に形成された海成の泥層や砂層が厚く堆積し、上部数mを淡水層や人

為層が覆う 。ここでは遺跡の地山となる中世及び中世以前と推定される堆積物の堆積環境を推定するこ

とを目的に粒度組成の検討を行った。

粒!支組成の検討を行った地点は、 YTAVI地点で堆積物はおおむね砂ないしシルトからなり上位より

l、2、 3、4、5の5層に層位区分されている。最下部の 5層 (30cm以上)は黒褐色シル ト質砂、 4

層 (28cm) は暗灰色 シル ト質砂、 3層 (20cm)は灰黄色シル ト質砂、 2層(18cm)は黄褐色シルト質砂、

l層 (8cm) は暗褐色砂質シルトからなる。いずれの層も堆積構造はみられない。なお、分析地点やセ

クション図等については関係する章を参照されたい。

処理は試料約100gを取り恒温乾燥器で110度で乾燥し乾重を秤量後1000ccのビーカーに入れ水を加

え超音波処理、過酸化水素処理を行い分散し、 4.5φ の標準フルイを通して，粗粒成分と細粒成分に分

離する。粗粒成分については恒温乾燥器で110度で乾燥し、標準フルイを 1 2φ間隔で4.5φ(44μm)

まで重ねて振とうした。剤u粒成分は、島津遠心沈降式粒度分布測定装置により光透過法による粒度分析

を行った。

測定結果は粒度分布の積算頻度表(表 6)とヒストグラムにして示した(図108)。また、 Friedman

(1961 )の積率法により平均粒任、淘汰度、歪度、尖度を算出した(表7)。計算式は以下のとおりである。

平均粒径 x (t = (L fixi) 100 

淘汰度 σφ =r(工(fi(xi -x<jl) '/ 100)) 

歪度 αφ =(Lfi(xi-x<jl):l) 100 (σゆ)'l

尖度 s(t = (工fi(xi-x<jl)")100 (σ ゆ)~ 

fi :各粒度階の重量% xi:各粒度階の中央粒径値(ファ イ尺度)

粒度分析結果はすべてファイ(ゆ)尺度で表示している。ファイ尺度では、。 φ(1 mm) を基準に、

負ほど粗粒で正は調11粒になる。ファイ尺度はめ=一log2(ミ リメートル単位の粒度/1mm)で示される。

逆に、ファイ尺度をミリメートルにするには、 mm値=2 -phiで換算される。また、各種の統計指標のう

ち、平均粒径は粒度分布全体を代表する値である。淘汰度は粒子の大きさのそろい方を示し、数値がO

に近いほど粒径が良く揃っていることを示す。歪度は粒径分布の片寄りを示し、 0を対称に正ほどモー

ドが平均より粗い方に片寄り、逆に負は細粒の方に偏していることを示す。尖!支は粒径分布曲椋の山の

尖りブiを示し、係数の大きいものは突出した曲娘を、逆に小さいのはへん平な曲線を示す。

2.粒度分析結果と堆積環境に閲する若干の考察

粒度分布は、いづれも双11削生 (bimodal)を示し、下位のNo.5・4では粗粒成分の頻度が高いが、 No.

3より l二位で、は調II粒成分の割合が高くなり、 No.1では細粒成分の比率が組粒成分のそれをうわまわる。

平均粒径はNo.5では4.01φであるが、 No.4より .1二位で、は3.18~4. 81φ の値を示し、粒度分布にみられる

ように上位ほど細粒になる。i旬汰度は2.07-2.34ゆと悪い。
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表 6 粒土分析結果 図108 粒土分布図

ラt三

1 

phi 2 3 4 5 
10 

一1.5 0.23 0.10 0.13 0.09 

1.0 0.52 0.32 0.45 0.23 。
ー0.5 0.90 0.81 1. 59 0.64 0.08 

0.0 1. 28 2.22 3.70 1.83 0.24 2 
0.5 1. 81 4.91 7.69 4.06 0.69 

1.0 2.32 8.41 12.38 8.16 1. 57 10 
1.5 4.58 15.39 22.80 17.53 6.23 

2.0 10.01 22.75 32.16 29.24 14.71 

2.5 18.74 32.13 41.69 49.48 28.12 
。

3.0 28.97 43.52 53.04 65.24 44.12 

3.5 35.89 51. 89 60.64 70.97 52.49 3 
4.0 39.43 55.24 67.21 73.34 58.50 

4.5 40.71 56.21 70.11 74.04 61.27 10 

5.0 48.12 63.55 72.29 76.42 64.84 

5.5 56.76 71. 81 75.40 81.45 70.41 

6.0 69.11 80.07 85.56 87.01 79.95 
。

6.5 76.52 85.58 88.16 91.24 87.51 

7.0 83.31 90.16 92.20 94.16 91.47 4 
7.5 88.26 92.68 94.69 95.75 94.05 

8.0 91.34 94.97 96.55 97.21 96.03 10 

8.5 94.43 96.12 97.80 98.00 97.42 

9.0 96.90 98.02 98.73 98.67 98.61 

9.5 98.45 99.18 99.35 99.33 99.21 
。

10.0 99.99 99.99 100.00 100.00 99.99 

5 
試料(grl 73.59 78.96 79.47 88.52 50.43 

10 

(残留重量百分率) 。
I I r 1 

-1.5 0.0 1.5 3.0 4.5 6.0 7.5 9.0 
PHI 

砕屑性堆積物の粒度組成を規制する要因としては、流体の襟度、流速、流量 (掃流力)、水深や河床

勾配などがある。さらに、周囲の地質が異なれば供給砕屑物の粒度や形状及び砂粒子の密度が関係する

ことは言を待たない。粒度組成は、これら要因の複合の状態や作用の状態、つまり堆積過程と堆積の場

の環境により規制される。また、粒度分布は運搬の様式と運搬媒質のエネルギ一条件を反映することか

ら堆積環境によ って特有の粒度組成を示す可能性が期待され(砕屑性堆積物研究会編1983)、統計指標

を用いて環境区分を一般化しようとした研究も少なくない (Friedman 1961;上杉1972)。

一方、砕屑粒子の運搬堆積条件についての研究は古くから知られ、 Hjulstromは1939年に砕屑粒子の

挙動と粒径・運搬媒質の平均速度の関係図を示した。Visher(1969)は、傑率累積曲線をいくつかの線

分に分け、各線分と運搬・堆積機構を論じた。また、井口ほか(1977)は水理条例ニが推定で、きる河床物質

の粒度組成を検討ーし、粗い方より A、B、C、Dの4つの正規分布集団に区分し、 A集団を surfacecreep 

(葡行)、 B集団を saltation(躍動)、 C集団を suspension(浮流)、 D集団を washloadに由来するとし

た。森山・神辺(1978) はA、B集団の平均粒径が掃流力の速度表示である摩擦速度ときわめて高い相

関があることを示した。このように各集団の運搬様式や掃流力と粒度組成との関係については一応の決

着は得られているが、掃流力の推定に関 しては水理条件の算定など問題がないわけではない。

ここでは、粒子の運搬様式を推定するため井口ほか(1977)の方法により正規分布集団の分離を行っ
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表 7 地山の堆積物の各種統計指標

No. 平均標準偏差歪度尖度 集団の割合(見) 各集団の平均粒径(標準偏差(SD);め)
(φ) (め) 〔φ1 (φ) A B C D A(SD) B(SD) C(SD) D(SD) 

4.81 2.27 一0.01 2.38 3 30 11 55 0.2(1.2) 2.4(0.6) 4.0(0.9) 6.3(1.7) 

2 3.92 2.34 0.31 2.36 - 48 12 40 2.0(1.3) 3.9(1.1) 5.4(1.9) 

3 3.39 2.34 0.53 2.52 - 68 10 22 2.1(1.3) 5.2(0.7) 6.5(1.7) 

4 3.18 2.10 0.95 3.31 - 68 10 22 2.3(1.2) 4.1(1.1) 6.1(1.8) 

5 4.01 2.07 0.57 2.45 2 48 18 32 0.7(0.6) 2.5(0.7) 4.2(0.8) 6.1(1.7) 

た。つまり、正規確率紙にプロットした粒径頻度曲線の屈曲の変換点に基づき複数の集団に区分し各集

団の混合率を得た。各混合率から各集団の粒径に対する累積頻度を算定し、頻度に近似する直線を求め. 
る。直線に沿って分布 しないようであれば、もう 一度屈曲の変換点を検討し同じ手Jlli'lを繰り返す。さら

に、各集団の混合割合で合成し妥当性を検定した。

各試料を構成する粒子の正規分布集団の分離結果を表 2に示す。No.1と5は4つの集団から、他の試

料は 3つの集団から構成される。粗粒成分からA、B、C、D集団と仮称する。各集団の平均粒径は、

A集団は0.2-0.7φ の粗粒砂、 B集団は2.0-2.5φの中~細粒砂、 C集団は3.9-5.2ゅの極細粒砂ない

し粗粒シルト、 D集団は5.4-6.5ゅの中粒シルトである。各試料の各集団の頻度は、 No.4-No. 1では粒

度分布パターンと同様に下部では粗粒のB集団の割合が高いが、上位ほど細粒のD集団の頻度が高くな

る。なおC集団は概ね同様で、ある。また、 No.5試料についてはNo.2に類似する。

堆積物の運搬様式を示した Bagnold(1966)のダイヤグラムでは粒径0.2mm以下では掃流様式はなく、

無次元掃流力が高くなると躍動から浮流様式に、さらに粒径O.1mm以Tは浮流様式のみからなる。こう

したことから、平均粒径がO.03-0. 07mmのC集団や0.011-0.015mmのD集団は浮流様式で運搬され、 D

集団についてはシルト以下と細粒であることから washloadに由来するとみられる。粗粒成分のA集団

やB集団については、複数の正規分布集団からなりそれぞれが一定の運搬様式で、構成されているとみら

れることから、葡行ないし躍動様式に由来する可能性が推測される。仮にA、B集団の運搬様式を躍動

様式とし、河床勾配を現在の地形の傾斜 (0.0074)を用いて無次元掃流力の計算式 (8='T (σ-p) g d ; 

τ:掃流力、 σ:砂粒の密度、 p:水の密度、 g 重力加速度、 d:粒径)から求めた場合、水深は数cm

-30cm程度になる。

このように、 A、B集団から推定される水深が浅いことやC、D集団の浮流様式や washloadの集団が

多く占める ことから、 全般に比較的緩やかな流れの堆積環境にあったと推定される。さらに、 No.4より上

位では網11粒化し、 D集団の頻度が高くなることから営力が堆積にともない一方的に低下したとみられる。
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古川昌伸 (パレオ・ラボ)

第 2節土墳34の花粉化石

鎌倉市雪ノ下一丁目272番において行われた北条時房・顕時邸跡の第百次発掘調査で、 13世紀前半の

土墳が検出された。この土蹟より採取された土壌試料について花粉分析を行い、周辺植生について検討

した。また、その形状から土臓はトイレ遺構ではないかと考えられ、花粉化石とあわせて寄生虫卵につ

いての観察も行った。

1.試料と分析方法

図109に土墳34の土層断面を示したが、試ギ|採取

に際し、土壌は水没したため明瞭な層準での試料採 m 

取はできなかった。しかしながら、水没以前に行わ

れていた土層記載から試料 Iが②層と判断され、や

や砂質の暗灰色粘土で、木の小片が多く含まれ、ウ

リ類の種子も観察される。試料 2、3は③層 と判断

され、オリ ーブ黒色の砂質粘土で、貝殻小片が多く

含まれ、やはりウリ類の種子が認められる。また、

試料 2の方が 3よりしまりぎみである。これら3試

料(1 -3 )について以下の方法で花粉分析を行っ

た。 図109 土境34の土層断面図

体積を測定した試料(約0.5-0.711lR)を遠沈管にとり、 10%水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎す

る。水洗後、 0.5mm目の飾にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46

7.00-

6.50-

%フ ッ化水素酸溶液を加え20分間放置する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリシス処理 (無水

酢酸 9 1 濃硫酸の割合の混酸を加え 3分間湯煎)を行う 。水洗後、残直にグリセリンを加え体積をiJ[1j

定する。検鏡はこの残j査より適宜プレパラ ート を作成して行い、その際サフラ ニンにて染色を施した。

2.花粉分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉20、草本花粉23、形態分類で示したシダ植物胞子 2の総

計45である。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を表8に、また、その分布を図110に示した。なお、 表

や図においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものを示し、クワ科・パラ科・

マメ科の花粉は樹木起源と草木起源のものとがあるがそれぞれに分けることが困難なため便宜的に草本

日
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土境34の産出花粉化石一覧表表 8

学名相1名

3 

-

T
ム

'
i
内

J
n
J
h
M
 

樹木

モミ属 Abies 
ツガJil'i Tsuga 
マツ属単縦管東亜属 Pinus subgen. Haploxylon 
マツ属(不明 ) Pinus (Unknown) 
スギ Cryptomeria japonica D. Don 
イチイ 4斗 イヌガヤf4ーヒノキ干斗 T.ー C.
クルミ属 Juglans 
クマシデ属 ーアサダ腐 Carpinus -Ostrya 2 
ハンノキ属 Alnus 1 
フナ属 Fagus 1 
コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus 1-
コナラ 属アカガシ血腐 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 7 9 
シイノキ属ーマテバシイ属 Castanopsis -Pasania 3 3 
エノキ属ームクノキ属 Celtis-Aphananthe 1 
カエデ廊 Acer 
トチノキ属 Aesculus 1 
ブドウ属 Vitis 1 -
グミ 鹿 Elaeagnus 1 
ウコギ科 Araliaceae - 1 
ニワ トコ属近似傾 cf. Sambucus 2 

草本

ガマj笥 Typha 
サジオモダカ属 Alisma 1 
オモダカ属 Sagittaria 
イネ干斗 Gramineae 224 369 
カヤツリグサ科 Cyperaceae 18 23 
ミズアオイ属 Monochoria 1 -
ユリ科 Li1iaceae 1 
クワ.f1↓ Moraceae 3 4 
サナエタデ節ーウナギツカミ釘'j Polygonum sect. Persicaria-Echinocaulon 1 
他のタ デ属 other Polygonum 3 1 
アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 8 21 
ナデシコ F斗 Caryophyllaceae - 1 
アブラナ科 Cruciferae 32 43 
ワレモコ ウ属 Sanguisorba - -
他のパラ科 other Rosaceae - 1 
マメ科 Leguminosae 1 1 -
セリ干ヰ Umbelliferae 3 1 1 
ナス凶 Solanum 1 -
オオハコ廊 Plantago 5 1 
オミナ エシ属 Patrinia 1 -
ヨモギhr.i Artemisia 47 61 63 
{也のキク ~H斗 other Tubuliflorae 3 9 5 
タンポポ毘科 Liguliflorae 6 3 5 

シダ植物

単条型胞子 Monolete spore 1 - 2 
三条型11包子 Trilete spore 5 7 6 

樹木花粉 Arboreal pollen 41 31 37 
草本花粉 Nonarboreal pollen 351 547 396 
シダ植物胞子 Spores 6 7 8 
花粉 ・1112チ総数 Total Pollen & Spores 398 585 441 
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-C.はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示 す

Unknown pollen 
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子

ヨ モ ギ 属

オ ミ ナ エ シ 属

オ オ バ コ 属

ナ ス 属

セ リ 科

マ メ 科

他 の パ ラ 科

ワ レ モ コ ウ 属

サ ナ コニ タ ブー 節 |
ア
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ウ
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ヤ
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花粉に一括して入れてある。また、花粉化石の単体標本(花粉化石を一個体抽出 して作成したプレパラー

ト)を作成し、 各々に PLC.SS番号を付し、形態観察用および保存用とした。

検鏡の結果、 革本花粉が圧倒的に多く、そのなかでイネ科が60%前後と最優占している。次いでヨモ

ギ属であるが出現率は10%を越える程度であり、つづくアブラナ科は10%弱を示している。その他、カ

ヤツリグサ科やアカザ科・ヒユ科が 1%を越えて得られている。樹木花粉ではスギが最も多いながら10

%には達してお らず、次ぎに多いコナラ属アカガシ亜属はやっと1%を越えた程度である。

3. 遺跡周辺の古植生

試料を採取した土壌34は道路と塀に挟まれた地点に位置しており、 土墳近辺に樹木類は無かった可能

性が高く、また、径65cmほどの狭い堆積盆ということから樹木花粉は供給されにくい環境であったと推

測される。こうしたことから、樹木花粉の少ない結果が示されたと思われるが、そのなかでスギとアカ

ガシ亜属が樹木類では目立って検出されている。これまで鎌倉市内各地で花粉分析が行われてきたが、

鎌倉では13世紀代において森林植生が大きく変わる様相が明らかになりつつある。すなわち、宇津宮辻

子幕府跡(小町二丁目361番 1地点)では13世紀中葉にスギ林や照葉樹林からニヨウマツ類への交代が

示され(鈴木1997)、永福寺跡では13世紀前半におけるスギ林や照葉樹林の減少とニヨウマツ類の増加

および後半における交代が認められている(鈴木1996)。今回の分析からは遺跡近辺正陵部ではスギ林

や照葉樹林が優勢であったと考えられ、時期はニヨウマツ類(マツ属複維管東亜属)が増加する以前の

13世紀前半頃の土墳と上記から推測される。これは出土遺構・遺物から考えられている時代と符合する

結果を示している。

土棟近辺の植生については、イネ科やカヤツリグサ科，アカザ科ーヒユ科，アブラナ科，ヨモギ属な

どの雑草類が多かったと推測される。これは上記の宇津宮辻子幕府跡の構周辺にみられる植生(鈴木19

97) と同様である。そのうち最も多く得られているイネ科についてみると、その多くはイネと同様の表

面模様を有しており、母植物はイネである可能性が高いと思われた。こうしたことから、予察的にプラ

ント・オパール分析を行ったところ、イネの機動細胞珪酸体が多数観察された。これは、 土墳34周辺に

おいてイネが栽培されていたとは考え難いことから、稲葉などが捨てられた結果、土境内にイネの花粉

や機動細胞珪酸体が供給されたものと推測され、他の分類群についても同様のことが考えられる。

また、本土壌はトイレ遺構である可能性があり、花粉化石は糞便として土境内に供給されたことも考

えられる。上記した分類群のうちアブラナ科はそうした可能性が高いように思われ、花が食された結果、

糞便として土横内にもたらされたことが推測される。

引用文献

鈴木 茂 1996 ["史跡永福寺跡の花粉化石(平成 6年度)Jr永福寺跡 国指定史跡永福寺跡環境整備事業に係る

発掘調査概要報告書一平成 6・7年度-.1 鎌倉市教育委員会干IJ 、 40~54頁

鈴木 茂 1997 ["宇津宮辻子幕府跡の花粉化石Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書13 平成 8年度発掘調査報

告.i (第 2分冊) 鎌倉市教育委員会刊、 240~247頁
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第 3節 寄生虫卵からみた土塘34

表 9および図111に同試料から得られた寄生虫卵の一覧と分布を示した。最も多く得られたのは試料

2で、総数で約8，300、最も少ない試料 3で約2，900である。個々についてみると、多く得られているの

は鞭虫卵で、試料 l、 2では最優占している。試料3では肝吸虫卵が最も多く特徴的であり、他の試料

においても比較的多く検出されている。これら寄生虫卵の検出数について金原(1997)は、 11cc中に

1，000個以上あれば糞便の堆積といえるということがわかってき たJと述べている。先にも記したが本

土墳からは少ない試料においても3，000個に近い寄生虫卵が観察されており、 土壌の形状も考え合わせ、

土墳34はトイレ遺構である可能性が高いと判断されよう 。なお、鞭虫卵・姻虫卵は野菜から、肝吸虫卵

・横川吸虫卵は淡水魚からの感染が考えられる(中村・ほか1994)。

表 9 試料 1cc当たりの寄生虫卵数

試料 No. 全寄生虫卵 鞭虫卵 掴虫卵 肝吸虫卵 横川吸虫卵

1 3355 2171 395 691 99 

2 8311 5280 1467 1467 98 

3 2860 1027 293 1393 147 

鞭
虫
卵

姻
虫
卵

肝
吸
虫
卵

横

川

吸

虫

卵

l 

2 

3 

( x 1 0 3個/cc)。 2 

図111 土墳34の寄生虫卵分布図

引用文献

金原正明 1997 i自然科学的研究からみたトイレ文化Jrトイレの考古学J大田区立郷土博物館編、東京美術刊、

197-216頁

中村敏夫・ 佐藤淳夫 ・荒木恒治 ・辻 守康 1994 r医学要点双書10寄生虫病学』第2版 金芳堂。

鈴木茂 (パレオ・ラボ)
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第五章 調査成果のまとめと考察

本章では、前章までに記してきた調査の成果をまとめるとともに、そこから現われてきた問題点につ

いて若干の考察を加える。

第 1節遺構の変遷(図112・113)

現在の若宮大路の西側に面した地点での今回の発掘調査では、古代の第4面から第 l面の近世・近代

までの生活面および遺構確認面を発見した。その大まかな遺構変遷のなかで、中世の鎌倉前期から第 l

面に至るまで一貫して若宮大路側溝と東西道路がほぼ同一位置にある一方、第 1面にあってはそれらと

全く異なる方向に開盤された構と生活領域を限る塀跡の存在が注意される。また、各面においても新旧

の遺構変遷が認められ、若宮大路側溝の西側に広がる生活空間の利用は中世以降にあっても常に変化し

ていた。本節では、遺構配置の変遷を単位とする文化相にもとづいて、遺構変遷を概念図を用いてまて

めておきたい。

最下層の第 4面では、調査区の西部にのみに遺構が発見された。発見された遺構は、北東から南西へ

と、以後の敷地利用および若宮大路側溝の方位とは異なる l条の構とその西側に建つ塀跡である。後に

中世鎌倉の中心車，11となる若宮大路の周辺にはほとんど遺構はなく、またこの時期の遺物もきわめて少な

い。第4面の時期と中世期では生活領域とその空間軸線が異なっていたことを示している。第4面の構

5と同様の流下方位を示し、ほぽ同一時期と思われる溝が遺跡地周辺では 2個所で確認されている。

調査地から南西へ270mあまり離れた地点に位置する若宮大路周辺遺跡群内鎌倉市小町二丁目 5番23

外地点と若宮大路周辺遺跡群鎌倉市小町 2丁目 4番10地点の 2地点である(後者は1997年春に調査を終

了したばかりである)。両地点ともに、北東から南西へ向けた構からの出土遺物は少なく時期決定に不

安を残しているが、中世遺構面下の土層より発見されている。今後の他地点での調査継続に よって、 時

期確定とともに中世以前の鎌倉の町並みが次第に明かになると思われる。

第3面と第 2面では、調査区の東にある若宮大路側溝と南端にある東西道路に固まれた敷地内に中世

に帰属する遺構群が発見された。講の方位は北から東に25-26。振れて南北に位置する。第3面では建

物で 2時期、敷地を囲う塀跡で 3時期認められた。本文中では、第 3面を建築相による 2文化相に分け

て記述したが、ここでは塀の建替えによる 3時期相の変遷を概念図に示した。大路側溝は一部の側板だ

けを残し木組みは除かれ、構の掘り方が確認されている。大路側溝とは直交せずに位置する東西道路は

次第に北へ移動する。そうした 3面における最古の第 3而 aでは、塀 2が東西道路方位を基本として直

角に敷地の南と東を、大路側溝と道路際までいっぱいに囲う 。塀に固まれた敷地内には、 次の第 3面 b

へと引き続き用いられる東西 5問、南北2聞の細長い建物 lが配置される。塀は程なく 30cmほど内側に

あいつで塀 3a . bに作り替えられる。その際、建物の北に敷地内の空間分離としての塀3cが新たに

作られるが一時的なもので次の第 3面 cでは建物配置を含めて大きく敷地内空間利用が変わる。第3面

cでは敷地を囲う塀 4が全体に 1m内側に移動し、狭く因われた敷地内がさらに東西に空間分離されそ

れぞれに l間x 1間の小さな建物が 1軒づっ建てられる。

こうした調査地における敷地利用と遺構配置の中で注目しなければならないのは、 南北道路の東端に

ある橋脚礎板と土墳34である。大路側溝際に位置する橋脚礎板は、東西道路から直接若宮大路へと出る
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ことのできる大路側溝を渡る橋を支えるものである。抗日大路周辺の間性空間域から直接若宮大路へと

|羽いた門跡やそれに架かる橋は今回の調査を含めこれまでに 2例発見されている。また、今回の調査区

の南隣の調査地点では今回発見された東西道路に伴うと考えられる東西構に架かる橋の跡が確認されて

いる。これらの調査成果からは、若宮大路周岡の住人は敷地の南北のどちらかに聞いた出入り口から東

四道路へと出てから若宮大路に至ることができたと考えられる。I-I='W:鎌倉の枢1liill道路で、あっ た若宮大路

とその周囲の敷地住人の行動を考察する際の貴重な資料をこの橋脚は示唆している。また、橋脚礎板の

間隔は140cmで、橋脚ITMは1.4mで、あった と考え られるが、次の第 2面の若宵大路側溝に再利用された木組

み梁の長さ259cm、桁の長さ379cm(1. 4m x 2.5)を見るとき、若宮大路に架かる橋の規模は用材の規格

に合わせて作られていたことも解かる。

二1:旗34は中世-の便所跡と考えられたが、それは、 若宮大路へと出る直前の橋の快にある。本文中で述

べたことであるが、この七峨は遺構の切り合いから帰属する時期jを第 3面の中の新旧どちらに置くか問

題を残しているが、最新のIKf期であったならば、道路)協に位置する公共の便所ということになる。

第2而も中W:に帰属する。やはり大路側溝と東l川道路に南と束を限られた敷地のー画として確認され

た。この面では建物と塀、その他の遺構も 2文化相に分けられる。第2面 aでは、構の上幅に桁と梁を

持つ木組み側溝が残り、塀 7に閉まれた敷地が部分的空間分離の溝 lで、北を限られた中に 1問x3聞の

建物 4が建てられる。塀 7の前身である塀 6は第 3而 cの塀 4とほぼ同じ位置に作られるが、大路に沿

う南北の塀には出入り口が存在した可能刊iがある。

第2TI面後半の第 2面bでは、東両道路に側溝の構 2が敷設され、敷地を囲う塀 8は大路側溝と東西道

路際へと移動して敷地の拡大が行なわれる。この敷地の拡大に伴って、大路側溝の西肩と底面は埋没し

て木組みの西側桁は見えなくなってしまう。この拡大された敷地内には、 2問x2問に半間の張り出し

を持つ建物 5が敷地の西に寄って建てられる。

第 2 面の最終期には、 若宮大路側ì~l:が部分的ながら地没し、波探されない。 大路側識の維持管理の衰退

が見られたことを示している。今回の調査地点同様に中世若宮大路の側溝を発見している調査ではこれ

までに 3地点で大路側消の造営にあたって御家人役による割普請を示す木簡が都合 6点出土しており、

若宮大路の側溝は幕府の維持管別下にあったと考えられている。出土した木簡は遅くとも 13世紀末まで

のものと考えられており、鎌倉幕府が充分に機能していた時期に収まる。また、大路側溝中から木簡の

山土した地点の調査では、木簡の出土した側溝より新しい大路側溝がそれまでより 11I高が狭くなっている

ことも指摘されている。しかし、ここでは若宮大路とその側溝の管理に変化がみられる。今回調査の第

2面 bに見られる敷地の拡大と大路側溝の部分的埋没もこれらの社会的変化と軌をーにしているもので

あると思われる。

最上層遺構面の第 1ifiiは、近代に中世から近世までの文化層を削り取って造成された生活面であるた

め、遺物はかわらけを含む中世に帰属するものから近代に至るまでのものを混じえている。他方、遺構

は近世に帰属するものの大方は消失し、近代に礎石建物が建てられていた時期の塀跡や深く掘り込まれ

た遺構だけが発見された。そのため、第 l面に発見された遺構は、主にその覆土と1lilll線の方位によって

時期分類した。その結果、第 l面も 2文化相に網"分できた。また、東西道路付近には炭が一面に広がっ

ており、火災跡のあとかたずけを示している。

第 l面 aは近|止に帰属する遺構と思われる。調査区の南には東西道路が引き続き発見されたが、若宮

大路側溝はほとんど埋め尽くされ、木組みなどは全く{l'{r(認されない浅い窪みとなってしまっている。大

路側溝と東西道路によって依然閉まれている敷地内には、板作りの矩形の便所跡、と土墳が l基のみ発見

ハH
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されている。

調査地で最新の第 l面 bには、若宮大路側溝が全く埋没した後に、かつての大路側溝上に南北の塀、

そして調査区の北端に東西の塀が作られ、東西道路を加えた三者によって三方を囲まれた敷地を確認で

きる。敷地内には、井戸枠のない井戸と便所が l基づっ発見された。

平安時代と思われる第4而から近代の第 l而 bに至る時期の生活空間が確認できた今回の調査では、

第3面 aにおける若宮大路側溝と東西道路の造営がこの地域での土地利用を一変させ、以後近世の第 l

面aまでヲ|き継がれてきたことを示している。その後、 若宮大路側溝は埋立てられ、また現在では東西

道路も消失しているが、大路側溝と直角に交わらない東西道路の方位は現在の調査地周辺の地割りを規

定していることが次節に掲げた地図に見て取れる。大路側溝と直交しない東西道路とほぼ同様の方位を

示す東西溝が、遺跡地の南に隣接する調査地点でも確認されている(北条時房 ・顕時邸跡 雪ノ下一丁

目273番ーロ地点)。

第 2節 若宮大路側溝と地割り(図114)

これまでに、 若宮大路に面した地点での調査は20個所以上を数え、報告書も17地点に及んでいる。各

調査地点では、中世鎌倉、少なくとも 13世紀前半以降の鎌倉枢車111地域の中心]1]111で、あった若宮大路の側溝

とその東西に広がる生活空間が少しづっ確認されている。こうした調査成果をもとに、中世鎌倉の街割

や若宮大路の規模についての復元が大きく進んだ(馬淵1987、大三輪1989)。その結果若宮大路は33.6m

の11丈で、その東西に広がる屋敷地も 11丈を単位とするものであったろうとする見解が導きされている。

それらの多くは、 若宮大路を中心車Ihにした方形区画を想定している。ただし、 今回の東西道路とこれま

でに発見されている他の小路側溝とを考慮に入れるな らば、街割の区画はかなり 査んだものであったと

考えられている。

発見されている若宮大路、横大路、小町大路や今大路の側溝は、現在の鎌倉の町並みを支える基本道

路に沿って発見されている。それぞれの側溝は現在の道路に面した敷地内に位置し、側溝を含めたかつ

ての大路は現在の道路より広かったことがうなづける。こうした大路の走る方位やその規模を現在の鎌

倉市街図や地形図に重ね合わせることで上記のような中世鎌倉の街割の解釈が生まれている。また、そ

の底流には京都などの律令制都市における碁盤の目状方形区画町並みが下敷きにある。

しかし、今回発見された東西道路は、そうした中世鎌倉の町並みの基本をなすと考えられている若宮

大路とは直交せず、方形区画論議に対して疑問を生じさせる。東西道路と若宮大路側溝の方位を中世最

下層である第 3面aで見てみると次のようになる。東西道路はN-60
0

30' -W。若宮大路西側側溝はN

-25
0

30' -E。両者の交わる角度は86
0

0 ほほ直交するとも言えるが、この 4
0

のズレを街割に適応した

場合には大きな歪みとなってしまう。こうした若宮大路の軸線とズレを持つ遺構が周囲の調査地点で確

認できるのか、以下に各調査地点での中世最下層に確認された遺構から探ることとする。

図114は、現在の鎌倉市市街地図に若宮大路周辺で調査確認された遺構実測図を重ね合わせたもので

ある。今回発見された東西道路と同様な方位を示す遺構が、同じ北条時房 -顕時邸跡の図114の2地点

で発見されている。地点 4と5である。ここで発見された遺構は、おそらく敷地境の東西講の北側掘り

込み肩である。遺跡地は若宮大路から西方の今大路へと向かう現況道路の北に面しており、確証はない

が、この敷地境i'/ii:の南に道路が存在していた可能性は高く、構は道路側溝と思われる。この地点に発見

されている東西側溝の方位は、今回の東西道路とほぼ同一で、中世若宮大路西側側溝とは直交せず、両
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者は86
0

で交わる。この東西溝の発見された地点 5では地境の南北溝も確認されているが、この地境構

の南北方位は若宮大路側溝の南北方位から 3
0

東へ傾いている。すなわちこの地点における東西j誌とほ

ぼ直交する89
0

の角度をな していることが分かる。若宮大路西側側j梓のlTlh線で、はなく 、それからずれて

交わる東西道路に付属するであろう側溝のllilll線を基準と して地割りが行なわれているのである。

このように今向調査を行なった若宮大路の西側に面した調査地周辺に確認できる地割りの~ilh線は、若

宮大路西側側溝、もしくは若宮大路そのものの軸繰とは直交しない東西道路やその側溝車111を基本として

いることを確認できるが、こうした東西iT1I1線方位はどのようにして生まれたのだろうか。

これを見るかぎり、現在の小町大路、今小路、棋大路の道路の多くは中世におけるそれらの道路側溝

と想定されているものと同一方位を示していることを確認できる。若宮大路もその例に漏れない。第一

章に記したように、 若宮大路の木組み側溝は嘉禄元年(1225)前後に構築されたものが最古であるとこ

れまでの調査で確認されているが、治承四年 (1180) に由比ガ浜から現在の地に遷され、翌年には現在

の地に本宮造営がなされた鎌倉八幡宮の若宮への参道は養和二年(1182)に築かれたともされており(吾

妻鏡養和二年三月大十五日の条、 宮田真他1983)'1、若宮大路の造作は鎌倉初期にまで遡る可能性がある。

その一方で、、若宮大路周辺への御家人を始めとする人々の集住は先の嘉禄元年以降ではなかったかとも

されている(松尾1993、宗蓋1996)。これらの研究成果の示すと ころは、若宮大路が1182年の鎌倉最初

期にその規模がどうであれ造られていたとしても、人々の住む生活空間の基軸で、なかったことが想定さ

れる。

他方、若宮大路の西方、政所推定地の向かいに鶴岡八幡宮前面を東西に走る横大路の側溝ーが地点14に

確認されている。現在この付近に残る横小路の字名より横小路、もしくは横大路とも推定されることも

あるこの道路は中世大路側溝と同一方位を示す。現在より居住空間が寄り南側に下がった状態であるが、

若宮大路の北端を横切る中世の道が同じ地点を走っていたことを確認できる。この横大路ともされる鶴

岡八幡宮前面を抜ける道路は、 六浦道と共に嘉禄元年以前において鶴岡八幡宮、大倉幕府、長勝寿院等

の建ち並ぶ東西方向に広がる政治的空間車111を構成していたとされ(伊藤1991、松尾1992、馬淵1992)、

鎌倉時代初期においては、非常に重要な道路であったと考えられる。そして、この横大路自体もしくは

その側溝は、若宮大路付近で確認されていないものの、地点14での側溝を延長した若宮大路との交点角

度が86
0

と今回調査した地点22のほか地点 5の東西道路や側溝の若宮大路となす角度と同一で、ある。若

宮大路の周辺、特に鶴岡八幡宮社頭に近い地域では、この八幡宮前面を抜ける道の方位に街割りが規定

されている可能性が高いと考えられよう 。

しかし、これまでに若宮大路周辺で発見されている街割や地割りを示す遺構のすべてが若宮大路側溝

と86。前後で交わっているわけで、はなく、図114の地点 6と地点 2に発見されている東西構と道路は直角

に大路側溝と交わる方位を示している。地点 2に発見された東西道路は、中世最下層の生活面でなく、

13世紀末のものとされているため、当初の地割りから移動している可能性が高い。他方、地点 6は若宮

大路の東に面し、北条泰時邸跡と推定される地域の一角に位置し、 13世紀前半の、 嘉禄元年頃の若宮大

路側溝構築前後の遺構であり、鎌倉前期の姿を示している。すなわち、若宮大路と86
0

の角度で交わる

横大路とに固まれた地域である若宮大路に接した東西の地域において、若宮大路の東に面する地点 6の

東西溝は、若宮大路に直交する地割を示し、 若宮大路の西に面する今回の調査地点の東西道路は若宮大

路に直交せず、横大路に平行な地割を示すように、若宮大路の東西で地割に相違のあったことを示して

いる。

若宮大路周辺を対象としたような地割や道路の整備に関する記録は、 『吾妻鏡』に次の 3つがある。
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①j台承四年十二月十二円

…俣御家人等同じく宿飴を構ふ。より以降、東国皆その有道を見て、推して鎌倉の主となす。所はも

とより辺部にして海人野安のほかは・ト居の額これを少な うす。まさにこの時に富る問、問巷路を直

にし、村里に披を授く・しかのみならず、 家屋蓋を並べ、門扉軒をl揺ると云々。

②養和ニ年三月大十五日乙酉

鶴岳の社頭より由比の浦に至るまで、曲棋を直して詣往の道を造る。これ日来御素願たりといへども、

自然に日を捗る。しかるに御室所御懐字の御祈によって、故にこの儀を始めらるるなり 。武衛手づか

らこれを沙汰せしめたまふ。よって北条殿巳下おのおの土石を運ばると云々。

①嘉禄元年十月四日

葬る。相州・武州、人々を相具して、 宇津宮辻子ならびに若宮大路等を巡検せしめて、始めて丈尺を

打たる。隠Ii皮入道(二階堂)行西奉行として、 事始以下宵時事、(安倍)匝|道朝臣に尋ね問薯。今月

卜三日・ト二月五日、両日の聞に御意あるべきの由、これを昨Iす。しかれども来廿ニ 日は、故ニ品の

百ケ日なり 。その御仰事以後にこれを始めらるべきによって、十二月五日を用うべきの旨、治定せし

めをはんぬ。旧御所を破却せらるべしと云々。今日、 天火日なりと云々。

①は頼朝が鎌倉に入ってまもない、 1180年12月である。この記述は、頼朝の入府によ って、鎌倉がそ

れ以前とは異なる都市となったことを象徴的に示すための意図的文言とも考えられている条である。松

尾や馬淵が指摘するように、鎌倉初期の政治的空間基調hは古代以来の西の義朝の館前辺りから東は荏柄

天神へ至る東西の道を踏襲していたのではないかとされている (松尾1993、馬淵1993)九 しかし、こう

した古代以来の道を踏襲しながらも、すでにある道を改変した可能性はあったと考えられる。なぜなら

ば、今回の調査地点に発見された中世以前の側溝は、頼朝の入府以後に作られたことの碓実な中世の東

西道路や大路側溝とは全く異なる方位軸を持っていた。この中世以前の構の年代を確定できない今、こ

の構によって区切られていたと考えられる居住域の占地車1"線の基準がどこまで下りえるのか確定できな

いものの、中世に至るまで他の構などの地割遺構を確認できないことから、頼朝入府まで大きく変わる

ことはなかったと考えられる。この地形に大きく制約された鎌倉の土地利用が、頼朝の入府に伴う鎌倉

幕府の成立によ って、 大きく変化したのではないだろうか。

②は、すでに記した政子の安産祈願に伴って、若宮大路もしくはその前身を鶴岡八幡宮から海浜へと

向けて造作したと述べるの養和二年 (1182)の条であるが、この若宮大路がその周辺の、特に西側の地

割弱h線と-致しないことを見た。そして、 ①は御所ーが鎌倉初期の政治的空間車Ih線にあった大倉から若宮

大路東側の宇津宮辻子幕府へと移転するに当たって丈尺を打ったことを述べる。この「丈尺を打つ」行

為については、見解の相違が研究者の聞に見られるが、新たな御所の占地を決定するに当たって、批判量

の行われたことを示している。その後も若宮大路の東側では、 宇津宮辻子幕府から若宮大路幕府へと幕

府の移転がなされるが、この地域では地点 6に見たように若宮大路と地割溝が直交する。また、この嘉

禄元年頃に木組みの若宮大路側溝が築かれ、次第に若宮大路周辺にも屋敷地が整備され始めていたと想

定される(宗蓋1996)。

以上の 「吾妻鏡Jの記述とこれまでに確認されている13世紀前半までのの若宮大路周辺における地割

の状況は、まず治承四年に古代以来の義朝の館前荏柄天十111へ至る東西の道を踏襲しながら、その全面に

広がる低湿地帯に横大路に対応した地割を行い、 養和二年にその中を若宮大路の最初期の道が横大路を

基本とする地割りとの直交から 4
0

ずれて通され、さらにその後嘉禄元年にいたり御所移転に伴う 「丈

尺を打つjことによ って、 若宮大路東側の地割は若宮大路に直行することになったと想定できょう 。し
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かし、 嘉禄元年以降も幕府の移転がみられなかった若宮大路の西側はいぜんとして横大路を塵敷地分割

の車，11線としていたのではないだろうか。

なお、中世都市鎌倉における地割は、若宮大路を中心とする鶴岡八幡宮、御所、武家屋敷などが集中

する中心部では、大路に対して構や道路の地割遺構がこの嘉掠元年以降直交する指向性を持つが、いか

んせん、狭い鎌倉の沖積地では、それを貫徹することは副知t、もしくは不可能で、あり、丘陵に沿って走

る小IIIJ大路や今小路、大町大路と若宮大路は平行直交関係を保てない。各大路に面する地域では、大路

になるべく直交する方位の地割を行うものの、大路と大路の間では、 'Ilij大路から派生した地割車，11糠のつ

じつま合わせがなされたと考えられる(図114の中 tlt地割申，IIK;，~と現在の幹線道路と路地との関係を参照) 。

こうした大路と大路との車，11線方位の違いから、 Itl世鎌倉では、東西に抜ける道が「辻子」 と呼ばれる 「通

り抜け道」であり、「街通り道」でなかったと指摘されている(山村 1997)九

第 3節 中世と近世以降の便所出土遺物について

これまでの鎌倉における発掘調査において使所と確定されている遺構は少ないc 踏板やがしなどの便所

施設が検出される例は別として、 素掘りの二1:域から出土する遺物からだけで便所と判断を下すことは|利

難であり、それが便所遺構を確定できない大きな原因でもあろう 。馬淵和雄氏は鎌倉市街地遺跡での事

例をいくつか挙げたうえでそれらに共通する特徴を 「形態や規模にさほど統一性があるわけではないこ

とJr群集する傾向がある こと」と挙げている。これを参考にしながら本遺跡地で検出した便所遺構と

思われる例を検証してみる。

本遺跡地では中世と近世以降の面で合計-3箇所の便所とその可能性を指摘できる遺構を 2箇所発見し

た。

中世 3面で確認された土横34とした便所遺構の覆土は、大量のチュウ木とわずかな有機質腐植土で磁

われていた。チュウ木は300本以上1:'"土したが、おおむね4面を裂いたままの板状もしくは杭状のもの

で、先端が削った箸状を呈すものはほとんど混じらなし、。また、土墳34は調査中に便所遺構と推定でき

たたために、堆積土の水選別をおこなった。堆積土を水中にて飾いにかけ、総量2.5kgの動植物遺存体

資料が得られた。目視できる範囲内の観察では、植物はウ リ科の種子がとても多く、ほかに小梅、クル

ミ、イネ、炭化米、ブドウ属の種子、パラ科の腕状突起が確認しえた。詳細は第四章第 2節の鈴木茂氏

による科学分析を参照されたい。また、動物遺体で、は魚種を特定で、きていないが、大型魚類より小型魚

類が多く、炭化したもの、 一部焦げているものなどバラエティーに富む調理法で調理された様子が窺え

る。ITsi骨は完全なものは少なく、調11破片のものが多かった。獣骨、鳥類骨は混じっていなかった。貝類

はカウントしうる大きさに成長しているものでハマグリが l点、チョウセンハマグリが l点、マダカア

ワビが l点、サザエが3点、パイガイが2点、ダンベイキサゴが 1点出土しているが、多くはカウント

できないような幼員もしくは釧破片ーであった。一方、土墳34に隣接 して雄認されたピッ ト664の覆土も

大量の箸とわずかな有機質腐植土で覆われ、 土墳34と似た土質で、あったが、こちらはチュウ木を混じえ

ず、 200本以上の箸だけで占められていた。また、堆積土の詳細な分析を行っていないため便所とは確

定できない。

同様に 2面では、建物 5の東側に広がる空間地の塀際に発見された播鉢状の土境621と571も踏み板な

どの使所施設は確認されず、 覆土および出土造物の様相などを考え合わせると むしろゴ ミ穴の可能性が

大きいと思われる。
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l而において確認された遺構は前述のとおり、近現代の大規模な造成により遺構の底部しか確認でき

なかった。近隣の他遺跡地でも状況は変わらず、近現代に大きな造成を行っている様子が窺える。しか

し、本遺跡地では、底板と僅かに残る側板のおかげで、近世~近代にかけての便所遺構が 2箇所確認で

きた。特に、便所 2ではおおよその年代を決定しうる遺物が肥前および瀬戸の染付製品を中心に一括で

出土している。肥前染付については1780年-19世紀半ばまでに収まる製品で、 18世紀後半から19世紀初

め頃のものが一番多く出土している。しかし、瀬戸染付が共伴していることを考慮すると若干年代が下

ると思われる。

その中で、図98-5に図示した18世紀第 2四半-3 pq半期に編年される肥前染付]1前花小田lは、内而に

手描きの岩松の文様と五弁花文が描かれ、外而にはアラビア文字風の属草文が拙かれる。大橋康二氏に

よれば「五弁花文はかなりクセの強い表現で描かれていることから、 有国などの中心部の窯ではなく、

周辺の窯で焼成された可能性があり」、また、外面の唐草文は 117世紀末に始まった唐草が写されなが

ら崩れていった文様jで 11680年代後半頃-18世紀後半」に見られる唐草文のさ らに崩れた文様として

捉えることができるとの御教示をいただ、いた。

ところで、この唐草文はアラビア文字のスクリプトにたいへんよく似た文様であり、これについては

熊谷哲也氏とザキ ・ナセル氏より興味深い仮説を御教示をいただいた。

イスラームの教えの一つに 「契約J(六信五行に集約されるような信徒の守るべき義務を神と約束す

ること)と 「栄光J(神との約束を守っ た者のみに与えられる来世での幸福)があり、イスラーム世界

においては 「契約」と 「栄光」というように対句で片jいる。出土した小皿に描かれた輪文の下側に拙か

れた唐草文はこの 「栄光(マジド ゥン)J( ~)のスクリプトに酷似しており、だとすれば、輪文の

上側に拙かれた文様は必然的に「契約(アフドゥン)J (ムヂ)となりえるという仮説である。

肥前染付の手本ともなった中国染付は早 くからオランダの東インド会社を通じて東南ア ジア、 ベル

シャ、ヨーロッパなと守へ輸出され、イスラームの国々へ~命日I されるものにはイスラームの教典であるコ

ラーンの一節が描かれるものも焼成されていることは伝世品や海外の発掘調査による成果で知られてい

る。また、 17世紀半ばにその染付の輸出拠点が中国の政治的混乱から肥前に移行することで肥前染付の

隆盛期が始まる。こういった経緯のなかで、肥前染付がオランダ商人の要望に応じてイスラーム文化圏

への輸出用として何らかの手本を模倣したことも予測できるが、 全 く根拠の無い仮説に過ぎず、今後の

事例もしくはアラビア文字の描かれた中国磁器や南蛮漆器などを調べる必要があろう 。

便所 lでは堆積土の水選別を行い、総量650gの動植物遺存体の資料を得た。目視できる範囲での観

察では、動物遺体では大型魚類の椎骨と頭骨が多く、肋骨は少なかった。一方、小型魚類は椎骨と肋骨

は多いが、頭骨は少なかった。また、双方とも炭化しているものは全く見られない。小型魚類の遺存体

は中世 3面の便所遺構で、出土した遺存体の大きさと比べると、調n破片が少なく、 原形を留めるものが多

かった。これは中世と近世以降で、大型魚類と小型魚類の調理法、もしくは食べ方の違いを示唆している

と思われる。植物遺体では、ウリ科の種子がとても多く 見られたが、同じウリ科の植物でも便所 lでは

カボチ ャ状の平べったい形状の種子が多く出土しており、中1ft便所遺構で見られたようなメロン状の細

長い形状の種子は全く見られなかった。

第 4節 柱穴底面に置かれるアワビについて

本遺跡地では 4而ピ ット503、3而ピ ット316で礎板や柱の Fに置かれたアワビもしくはその痕跡を確
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認でき、注目される。食)-I-Jや蝶釧の材料としたアワビ以外については、鎌倉市街地遺跡の特に 7世紀か

ら8世紀にかけての浜地周辺の遺跡地に発見されている。そこでは、アワビは土自ili器の上に重ねられる

ように配置され、時に鉄搬や琵を伴う祭記遺怖か ら出土している(原賢志1989、大河内勉1996・1997)。

その目的は現在までのところ、ただ漠然と「儀礼」のためとしか解釈されていないが、伊勢神宮での度

斗胸作りや、宮中正月飲食に必ず用いられるなど、古墳後期以降にアワビと儀礼との関係を見て取れる

ことは碓かである cr建武年中行事注解.1)。

この飲食儀礼に用いられるアワビは、アワビに不老長寿の効能があることに起肉するであろ うと 『本

草和名』は推測している。贈答儀礼においてアワビもしくは拠斗飽を必ず供えることも、相手に長命を

!K!fiう意志を表すとも解釈できる。もしこのような解釈を拡大していくならば、 今回発見された柱穴に配

置されたアワビは、構築物の~~牢さ、そしてそこに住まう人々の長命を願うものであ っ たかもしれない。

註

1. I養手[Jニ年三月大一1-7，:1::1乙酉鶴岳の社頭より 1-1-{比の浦に至る まで、山横を l在して詣往の道を造る。

これ日 来御素願たりといへども、 自然に日を捗る。 しかるに御室所御懐苧の御析によって、故にこ

の儀を始め らるるなり 。武衛予づからこれを沙汰せしめたまふ。よって北条殿己 1'-おのおの土石を

速ばる と云々 」。

常[[1真他(l9R3) では、 111世初期jの泥岩敷き 参道が鶴岡八l陥宵境内現若宮前に発見さ れている。

2. 宗基は、この義朝の館前辺りから佐柄天判lに苧.る東西方向を鎌倉初期の政治的lllil昨~í~ とする状況を鎌

倉の三方ととりまく|王|疫の麓と河川微高地をと判青空間として利用するしかなかった地形的制約を強

調している(宗蓋1996)。同様に、今回調査した地点に発見された古代講も、第 4面における土層

堆積状況から、中世以前の鎌倉における地形に制約されて湿地的状況をなす現在の北宮大路周辺を

避けるように北から西方に延びるE陵の麓の微高地を利用 していたことを示していた。

3.州究史の把揖解釈に多くの問題点を残しているものの、さ まざまな構造車111の重なり合いの指摘と 「嘉

禄四年Jの宇津宮幕府移転以後の鎌倉を「街通りでない道」の「辻子」の成立を強調する点が当を

得ている(111村亜希1997)。
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「生フて里 ー 一

a.遺跡地調査前 (手前は若宮大路)

c.溝5土層断面 (南から)
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図版 3

b.第4面溝5と塀1(東から )



図版 4

a.溝5と塀1(向かつて右の柱穴列) (北から)
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b.塀1ピット516(上段:上から、下段:南から)

c.塀1ピット503底面アワビ出土状況



図版 5
a.第3面西側(東から)

b.第3面東側(西から)

c.第3面東側(南から)
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図版 6

b.屋根形橋脚礎板の平面形と側面形

d.土墳34(便所)
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橋脚礎板

a.大路側湾8と7 (北から)

c.ピット316底面丸瓦

e.建物1ピット353礎板



図版 7

a.第 2面西側 (東から)
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b.第 2面東側 (西から)

c.第 2面西端部の柱穴と

銭散乱状況
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図版 8

a.溝 7、桁と束柱

c.ピット437礎板 d塀 6ピット600礎板
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図版 9

a.第 1面西側(東から)

c.便所 1 (東から)
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b.第 1面東側 (西から )



図版10
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岬 F

a.井戸1(東から)

b. 便所2(東から)
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図版16
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舶載・国産磁器
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図版18
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北条小町邸跡
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(泰時・時頼邸) (No.282) 

雪ノ下一丁目370番 1地点



二一日

1.本報は、神奈川県鎌倉市雪ノ下一丁目370番l地点における庖舗併用住宅建設に伴う埋蔵文化財発

掘調査の内、国庫補助事業による自己用住宅部分の報告である。

2.発掘は鎌倉市教育委員会が実施し、田代都夫が担当した。

3.発掘調査は、原因者負担事業分と並行して行った。調査期間は原因者負担分を平成 8年2月29日よ

伊。

り4月21日まで、国庫補助事業分を 4月22日から 5月14日までとした。

4.本報告は全調査面積110ぱのうち、自己住宅範囲にあたる調査区西側の40ぱの調査報告である。た

だし中世期の若宮大路側溝については、自己住宅範囲よりも若干広がって確認されたので、遺跡の

理解を損なわないため、原因者負担事業成果も加味している。また下層のIV.VI面の確認は、部分

的で、国庫分調査範囲内に発見できなかった。

5.発掘調査団の構成は以下の通りである。

田代郁夫(東国歴史考古学研究所々長)

土屋浩美・浜野洋一 (以上、東国歴史考古学研究所研究員)

遠藤雅一 ・渡辺王夫・高橋健一郎・岩崎卓治(以上、東国歴史考古学研究所員)。

上田求実・島雄 幸 ・森 かお里・村上和久・小針恵子・小川婦美子・高井和彦 .i畢

野麻美・松浦久美子・田代

調査担当者

員

調査補助員

査調

員-田中克巳。青木綾子・荒井ソノ・石井ちず子・蒲谷

由利子・成田サキ。

藤枝正義・吉本修三・ 田口康雄・池田義春・照井三喜・沼上三代治・岸

栄輔・渡辺久夫・千葉盛男(以上、鎌倉市高齢者事業団)。

6.本報告の作成にあたって、遺物の項を宗蓋富貴子が、遺構を土屋浩美が執筆し、土屋浩美が編集し

た。また遺物実測、 トレース及び図版作成は宗蓋秀明・宗蓋富貴子・笠原さやか・馬瀬直子・小野

和代が行い、遺構のトレースと図版の作成を深尾義子が行った。

7.本報告で使用した中世遺構全景写真は、木村美代治(鎌倉考古学研究所)がリモコン式高所撮影装

置を用いて撮影した他、個別の遺構写真を土屋浩美と上田求実が、遺物写真を笠原さやかと馬瀬直

親男・柴崎調査協力

子が撮影した。

8.発掘調査及び本報告の作成に際し、下記の方々よりご教示・ご協力を賜った。記して深く感謝いた

します(敬称略・順不同)。

薫(神奈川県教育委員会)、上本進二 (県立旭高校)、大三輪龍彦・河野真知郎(鶴見大学教

授)、桜井準也(慶膳義塾大学講師)、手塚直樹・斉木秀雄・ 宮田 真 ・大河内勉・福田

美代治・原 贋志・菊川英政・汐見一夫(鎌倉考古学研究所)、佐藤仁彦 (逗子市教育委員会)、鎌

倉市高齢者事業団、高橋組。

誠-木村
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第一章 遺跡の位置と歴史的環境

遺跡地は鎌倉市雪ノ下-丁目370番 l、鶴岡八幡宮の南約150mの若宮大路東側に耐して位置する。こ

こより東方320mには消イ11が南流する。遺跡地の現地表面は標高8.8mである。

遺跡地周辺には、鶴岡八幡宮から南方の海岸にむけて南北に「若宮大路」が縦覧し、その鶴岡八幡宮

前を東西に 「横大路」が、 また若宮大路東方約200mを南北に 「小町大路」が走る。この横大路、若宮

大路、小町大路に凶まれた 一辺約200mの区画iは、神奈川県遺跡台帳では「北条小111]"邸跡J(鎌倉市No.282)

として登録されており、 薪宮大路西側に比定される 「北条時房 ・顕時邸跡」と大路を扶んで、向かい合っ

ている。当該地はこの 「北条小IHJ邸跡」の若宮大路に凶した一角にあたる(第 11豆1)。

『鎌倉市史jによると、「北条小町邸跡Jは鎌倉時代中期~後期に執権北条泰H寺・時頼の正邸のあった

場所とも、若宵大路幕府があった場所とも述べられている。また遺跡地のある大路東側には宇津宮辻子

幕府が造営されたと記されている。当時の幕府の枢要な建物群はいずれも若宮大路東側に位置していた

ことになる。

『吾妻鏡jによれば、 幕府は当初大倉にあったが、建保 5年(1217)に焼失したため、 嘉禄元年(1225)

に政子の死とともに宇津宮辻子に移転し、さらにわずか11年後の嘉禎二年(1236)には土公の崇りを忌

避するという理由で、「若宮大路東頬」に移転がなされたという 。この宇津宮辻子幕府の規模について

『吾妻鏡』には、「東西256丈 5尺、南北61丈」とある。しかし松尾剛次氏はこの 『吾妻鏡』に記された

数値は御所の大きさではなく、方違えにともなう計iHIJ値と考えている。

また、若宮大路幕府の位置についても確定的な論証はなく、宇津宮辻子幕府と同一廓内にあったもの

とする説と、北側に移動したとするものとに分かれる(註 1) 0 r吾妻鏡』によれば、 宇津宮辻子幕府北

側には北条泰時の正邸があったとされており(註 2)、宇津宮辻子幕府から若宮大路幕府へと幕府が北

方に移転したとするならば、それに伴って泰時邸が移転されていなければならないことになる。 『吾妻

鋭Jには、この点についての記述はなく、不明な点が多い。

鎌倉幕府三代目執権、北条泰時 (1177~ 1242)の邸については、 『吾妻鋭Jが小IIIT大路西北、宇津宮

幕府に近接し、同廓内に関左近大夫将鑑宅と尾藤左近将鑑宅があったとしている(註 3)。また、正家

としての泰時邸は経n寺・ 重時に継がれたという(註 4) 。 さらに五代目執権、北条H守頼(1226~1263) 

邸について、 『吾妻鏡』は小町大路に面して入口があったと記している(註 5)。

北条小町邸跡と推定される区域内では、現在までに 9カ所の発掘調査が行われており、そこでは若宮

大路、 小町大路、横大路の各主要道路と並走関係にある木組みを伴う溝、掘建柱建築士11:、玉砂利敷きの

地業面等が発見されている(第 l図-2 ~ 10)。このうち第 11望1-2・3・4地点では、木組みを伴う

若宮大路東側側溝が確認されている。この側溝については、類例の増加に伴い近年その変遷が次第に明

らかになってきているが、特に第 2地点ではより詳細な変選の考察がなされている(註 6)。またこの

側溝底面からは、人名と長さの単位が記された木簡が 3点出土しており、 当時の側溝の普請が御家人役

として、各御家人達に割り 当てられていたことが示唆されている(註7)。

他方、若宮大路を挟んで向かい合う「北条時房 ・顕時邸跡」とされる区域内でも 6カ所の調査が行わ

れており(第 l 図 - 11~16) 、若山大路西側側溝と考えられる木組みを伴う南北泊z や掘建柱建築祉等が

確認されている。また 「北条小1111"邸」に対し、棋大路を扶んで向かい側の 「政所跡」とされる区域にお

いても発掘調査が行われ、横大路側溝と思われる木組みの構や多数の柱穴が確認されている(第 l図一
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23・24)(註 8)。

(註 1)高柳光)7' r鎌倉Tli~と 総説編J吉川弘文館， 1959{1:。

松尾剛次 「武家の 『首都』 鎌倉の成立一将軍待Il所とれI~I刈八幡;守を中心に一 J r者11と歯1¥のiJl世!と』 古川弘

文舘， 1992年。

(註 2)r新訂増補 国史大系 吾妻鋭』 宝治元年七月|ー七 Uの条。古川弘文総， 1988年。

(註 3)前掲書 元仁元年六)j二十七日の条。

(註 4)前掲書 宝治元年七)J卜七日の条。

(註 5)nij掲書 建長四年I.!!:I)-J .日の条。

(註 6)馬淵|和雄他 『北条泰11;)'・ 11;)'Jli抗邸跡、 雪 ノ下一丁 U371喬l地点発掘調査報告書J北条泰H寺・ 11寺Wfi邸跡発

掘調査団， 1985年。

馬り:a手[lliJ[他 1;1ヒ条若干11'，)'. fI寺頼邸跡 雪ノドー J日372番 7地点Jr鎌倉市坦lh注文化JH緊急調査報告書 l

1111和59年度発掘調ftif報告』 鎌倉市教育委員会編， 1987"f。

馬淵和雄他 「北条小IIIJ邸跡 (ぷ|ヒ条泰時.Il寺中H邸) 当'ノ下-r 1=1377番7地点Jr鎌倉市川蔵文化財緊急調

子t報告書12 平成 7年度発掘調査報告 第2分n日 鎌倉rH教育委員会編， 1996年。

(註7) 岡陽一郎 「人名水附について」 馬淵他1996年所収。

(註 8)手塚直樹・宮間 真 『神奈川県鎌倉市 政所跡、J政所跡発掘調査l孔 1991"f。
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第二章 調査の経緯

第 1節調査に至る経緯

平成 7 年 12月、鎌倉市雪ノ下~T !=I 370番 1 地点における宿舗併用住宅の建設申請が提出された。当

該地は神奈川県遺跡台帳掲載の 「北条小町邸跡」内にあたり、建築計画にもとづく基礎掘削によって、

下層に埋蔵される文化財の破壊が予想された。事業者と鎌倉市教育委員会文化財課との協議の結果、建

築工事に先立って建築面積110m'のうち、個人住居相当分40ぱを国庫補助事業、残りの80ぱを原因者負

担事業とする埋蔵文化財の発掘調査を行うこととした。また、建設工事に伴う基礎掘削は現若宮大路歩

道の現地表 1~95cm (標高7.1m) までであるため、発掘調査も標高7.1mまでとし、以下については、現

状のまま後世・の調査に委ねた。

第 2節測量方眼の設定(第 2・ 3図)

調査区内の測量方眼設定にあたっては、近年調査された若宮大路周辺の諸遺跡(註 1)で用いられた、

若宮大路中軸線を原点とする方眼を当調査区にも取り入れた。

この若宮大路中軸を基娘とする方眼は、その発生点を鶴岡八幡宮二ノ鳥居両礎石北辺聞の中点に取っ

た任意座標であるが、この方眼の共用によって大路周辺遺跡調査地点の各位置関係を明確にしようとす

るものである。

当調査区では、 二ノ鳥居原点より北へ320m、東へ24mの地点に C-2方眼基点を設け(第 2図)、こ

れより若宮大路中車，"椋と直行平行をなす 4m間隔の測量方眼を導いた。設定した測量方眼には、それぞ

れ東西方向にアルファベット、南北方向に算用数字を付した(第 3図)。

また C-2方眼基点の第 9座標系における国土座標値は、 x=一75499.828、y= -25063.947である。

そして真北は、 Cラインに対し26
0

53'50"西偏する(第 3図)。

第 3節調査経過(第 3図)

現地調査は、原因者負担分を A-Dラインまで、国庫補助事業分を D-Eラインまでとしたが(第 3

図)、遺跡の性格把握を損なわないようにするため、実際の調査では両調査を並行して行った。

1996年 2月29日、重機によりアスフアルトと路盤材の除去作業を行い、その下層に堆積する近年の耕

作土を人力により掘削したところ、地表面下70cmに最初の良好な近代の生活面を確認した。調査はこの

後、近世遺構面、中世遺構面と順次 F層へと進められ、 5月14日にすべての現地調査を終了した。発見

した遺構は以下の通りである。上層より順次生活面にローマ数字を与えている。

I而標高8.05m 大正以降

若宮大路、大路側溝 l条、柱基礎根固め 4基、石列 2基、井戸 2基、土墳 l基、柱穴 7口。

E面標高7.95m 近世

若宮大路、大路側i茸l条、土横 3基、木桶 5基、構 1条、井戸 2基。
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田面 標高7.45m(II面の削平により側溝底面のみ造存)。

大路側溝 l条

IV面 標高7.9m 中1M:(II而の削平により部分的に遺存)

柱穴18口。

V面標高7.8m 中世

大路側溝 1条、柱穴列8条、 土墳 7基、井戸 l基。

VI面 標高7.7m 中世

大路側溝 1条、柱穴29口、 土域 4基(かわらけ埋納遺構を含む)、井戸4基。

調査日誌抄

2月29日 表土掘削開始。機材搬入。

3月4日 I面確認作業開始。遺構確認と調査を行う 。

6日 I面全景写真撮影。

7日 I面全測図作成。H面検出作業開始。

8日 H面精査の後、遺構確認と調査を行う 。

12日 E面全景写真蝿影。

13日 W面確認作業。遺構確認と調査を行う 。

218 IV面全景写真搬影。

26日 V而確認作業開始。

27日 V面精査開始。遺構確認と調査を行う。

4月4日 V面全景写真撮影。

68 VI面確認作業開始。

108 VI面精査開始。遺構確認と調査を行う 。

25日 皿面砂利層確認作業開始。

5月9日 若宮大路側溝を調査深度制限まで掘り下げ作業開始。

10日 遺構確認と調査を行う 。

13日 全景写真蝿影、機材撤収。

調査区が、狭少であるため、西側の調査は、後半に行うこととなった。

このため、西側のみに確認された皿層は25日からの調査となった。

第4節堆積土層(第4図)

調査区内に発見された遺構群配置は、大きく 二分できる。すなわち調査区の東側に展開する柱穴群と

土塘や井戸のある生活領域と、西側の若宮大路側溝部分である。ただし若宮大路側溝は、今回の調査深

度より、はるかに深くまで達する遺構であったため、底面まで、の調査は出来なかった。

調査区内の土層堆積状況は以下の通りである。現地表面下70cmまでをアスフアルトと近年の耕作土が

覆っている。これを剥ぐと、近代の生活面が現れる(I面)。その下には、 10cm程の遺物包含層を挟ん

で近世の生活面がある (II面)。この面の南側半分は、近代の削平により既に失われている。この面を

剥ぐと、調査区北側では中世遺物を含む柱穴群が現れ(IVi面)、西側では近世遺物を含む若宮大路側溝
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底而が雌認された(田而)。これは皿.IVnliが共に H面造成時の削平を受けたためと思われる。そして、

これより F方には厚さ10cmずつの遺物包含層を挟んで、、中世のV面、 VI面が遣されている。

以上のように、本調奈|ズ1)すの堆積土層は、総じて各生ifFiitlIの間にある遺物包含)国の厚さが10cm前後と

非常に薄い。また皿聞やW而などは後世の削平の影響を受けている。これらのことから当該地では、 鎌

合旧市街地周辺域や、 谷戸古15の調査に見られるような厚い士丹版築を行う地業というよりも、下層の生

活面を削平した後に地業を行うといった方法が想定できょう 。

(註 1)佐藤仁彦・!京阪，ι「宇津符辻子幕府跡 小IIIJ二 r目389番 l地点Jr鎌倉市JIIl蔵文;化財緊急調査報告書12

平成 7年度発制調査報告 第 l分111け 鎌倉 市教育委員会編， 1996年。

原康，t;・須佐直下 「字iel':'，肖辻子幕府跡 小111]"'.丁11361番 l地点Jr鎌倉市Jlll蔵文化財緊急調査報告書13

平成 8 年度発侃 fJ，~j!計報作 第 2分間Ll鎌合市教育安員会編， 1997年。

-281-



第三章 発見した遺構と遺物

発見された遺構は中世から近代にかけての若宮大路及び側溝、近世の土城と杭、近代の柱基礎根固め

がある。

表採遺物(第 5図)

第5図一lは産地不明の穿孔問器。胎士は黒色微砂、白色小石を混じえる肌色土。体部外面は指頭に

よるナデで調整される。外底音15は糸切り痕が残る。見込みに穿たれた 3ケ所の穿孔は焼成前に行われて

いる。施紬はおこなわれない。 2は「寛永通賓」。

I面上出土遺物(第 6図)

I面確認作業中に出土した造物をここに述べることとする。

第6図一 lは産地不明の灯明皿受け皿。白色微砂を多く混じえる桂色を呈する粉質胎土。底部は糸切

り。外底部と受け口唇部以外は透明紬が施糊される。 2は志戸呂の灯明1111上皿。H音茶褐色を呈する錆紬

が施粕されるが、体部外面中位から外底部にかけては露胎。3は瀬戸灰紬の徳利。体部外面は回転ヘラ

削りで調整され、内面は明瞭なロクロ痕が残る。外底部はごく浅い削り出しによる小さな高台が作られ

る。粕は淡黄色を呈し、体部外面下位は柑をふき取っている。4は美濃の18世紀代の掛け分け仏花瓶。

外底部は糸切り痕が残る。体部外面中位から上方は灰柏、下方は柿柚が施糊される。 5はI型式の堺描

鉢。磨滅痕は不明で、ある。6は舶載青磁碗。見込みに「金玉i拍手堂jの銘が事11印される。和lは半透明な灰

味水色を呈し、薄めに施利される。高台畳付から底裏にかけては露胎。 7-12は肥前の染付。 7は湯呑

み碗。外面の文様は手拍きの草花文。 8-9は蛇ノ固執hハギ皿。両者とも文様は内而に手描きの草花文、

見込みにコンニャク印判による五弁花文が押印される。8の高台畳付は施紬後に工具で柚を雑に掻き

取っている。 10は六角皿と思われる。文様は内外面ともに手描きの文様が捕かれるが、内面に描かれた

題材は多彩で丁寧で、ある。11は蓋物の蓋。文様は外面に手摘きの宝文が描かれる。12は仏飯器。外面に

手描きの文様がわずかに残る。13-18は瀬戸、 美濃の染付。13は湯呑み碗。文様は外而と見込みに手描

きの植物文が描かれる。14は小碗。内外面に手描きの文様が描かれる。口唇部は黒褐色を呈する口錆が

めぐる。15は小碗か。文様は外而に輪文と銅版転写による松葉文が転写される。16は碗。文様は外面に

輪文とラフな手描きの山水文、内而に輪文、見込みに手持iきの文様が描かれる。透明和iは厚く施紬され、

紬下に細気泡が多く 浮く。17は皿。外面に手描きの文様、底裏には「梅花」、内面に銅版転写と手描き

による提灯が描かれる。18は型作りのレンゲ。文様は紙刷りによる草花文。外底部は露胎。19はキセル。

全体に潰れて歪んでいる。筒内に羅宇の痕跡が残っている。20は万子か。
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第 l節 I面(第 7・8・ 9図)

前述の通り、現地表面|ごに70cmほど堆積する長土をポIJt"、だ、ところ、出岩混じりの良好な生活面を発見

した。現代の井戸などによりかなり撹乱されていたが、 l(jj1'.からは若宵大路道路1(iI及びそれにf'lそう側溝、

建物の基礎と忠われる石高11み、柱穴を確認した。

このうち、今|口|報告分には若宵大路、大路側溝、位基礎恨固めがある。

若宮大路

調査|亙丙|祭に南北方IIlJに発見した。道路而は 3~20cm大の泥岩塊を版築し、非常に 1:粍く締まっていた

が、ややキmで、凹rI_L，が激しい。際lEJjは調査医の北壁際で'8.5m、片J壁際で8.4mと僅かに傾斜している。版

築は側溝l祭では薄く、道路中央に向けて、調査|丘問壁際では25cmと厚くなっている。

道路面上からは次のものが山 1:した。第8図- 1 は瀬戸!火~liJ片口鉢。 JJfì土は黒色微砂と白色車IH石を混

じえる黄白色粉質級W，;-Iてo ~Ih は Jjt色を呈する 。 休部内外i(ti ともに下位から卜Jjは露胎。 また、図示でき

なかったが、この他に近代陶器、瓦、金属製釦が/.，""土 している。

若宮大路側溝

Eラインに沿って、，6:常大路東側の側溝を確認した。最大l隔60cm、維認l且iよりの派さ30cm、断面は皿

状で、 j梓底面の I~li\ は40cm を ìl[ll る 。 ì，Vi:の覆土は、黄色砂を主体とする 。 r-.層分析によれば、断而にラミナ

がみられ、流水の影響を|随時受けていたことが窺える。

縦士中より近代陶出片が山 1:した。第9図-1は 「寛永通官j。

柱基礎根固め 1

D-2グリッドにおいて発見した。直径10cm程の泥む塊が、 ー辺80cmのブj形に制lまれており、その1-11

央部に直径15cmの4本の丸太杭が)j形に配間されている。泥宥塊の形状はまちまちであるが、その上ITLi

は均一で、こうした泥岩と丸太杭を配した遺柄は建物の基礎であると忠われる。本来は掘り込み内に根

同めがなされるが、 上面の削平ーによって掘り込み自体は失われたと考えられる。泥岩石組み中より、近

代の陶磁器破片が山土した。

柱基礎根固め 2

D-2グリッドに発見した。柱基礎根固め 1との距離は芯々で 2mある。生活而の削平により、半分

ほどは失われているが、元JI~は杵基礎根同め l と同様のものであったと思われる 。 直径10cm程の泥岩塊

が一辺80cmの方形にキIlまれているが、丸太杭は確認できなかった。泥む塊の形状はまちまちであるが、

その仁而は均一である。この泥岩石組みの中には石臼の倣片(約 1 2) が合まれていた。礎石に転m
されたのであろうか。泥{'-{'{jキnみ'11より、近代の陶磁持破片が出 1てした。

I面下出土遺物 (第10lxl)

11創の FJ凶に堆積する造物包含層(第 4図 -2 )から出土した遺物をここに述べる。

第10凶 l は肥 I~íî の ill-政火入れO 有hは淡草緑色を唱 し、やや)早めに施手Ih される 。 高台骨付付近は露胎。

使川痕は見られない。 2は肥前の染付小壷。体部外副|ご位から F方は露胎。外luiは手tUiきで 「くさつ」
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土層注記

1 . 表土c 近年の制作 九

2 近代む宵大路lJl1li，"'1縦一九 黄色砂層c

3 大路道路ぜ1]梢成 |二。|りj茶褐色i沙!賃上。泥山j:rc(:) -20cllI)による版築層。

4m 。
I面全測図
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q
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第 7図



と書かれる。 3は産地不明の灰利l陶器。胎士は(1灰

~淡桜色弱粘質綴密土。摘l!は灰緑色を呈するが、強

い二次焼成を受け白濁気味である。体部外而中位か

らF方は露胎。4は産地不明の鉄平Il!仏自liU具。胎一1:は

淡棒茶色弱粘質綾密こ|二。 物"は灰茶~茶褐色を呈する。

外底部は露胎。瀬戸、美濃窯の製品の可能性もある。

5は天草産と思われる細粒凝灰岩の携帯用硯。 6は

骨製のへラ。表面の下方と裏面は工具による調整痕

が多く残る。 t方は穿孔され、そのドに草書体の文

字が刻まれるが、判読はできなかった。

叫~=Q ，
日コ3

回 2

4 

。

第10図 I面下出土遺物

第 2節 E面(第11・121璽1)

。 10cm 

第 8図 I面若宮大路出土遺物

。 5cm 

第 9図 I面若宮大路側溝出土遺物

門!
10cm 

6 

I而の下に15cmほど堆積する近世~近代の遺物包合層を除去したところ、 玉砂利及び破砕泥岩版築に

よる良好な地業面が現れた。調査区の南側半分は、近代の生活面により削平されており、南側の状況は

不明瞭である。

細かく砕いた泥岩を級密に版築した面は、調査l豆の束で強く、西よりほど弱くなっていくが、中央部

から西側にかけては弱い版築の破砕泥岩上に玉砂利を敷いた面となる。こうした版築而が終わるあたり

に側溝が掘り込まれる。

発見した遺構は若宮大路、 若宵大路側溝と土横一基である。以 1'-にその詳細を述べることとする。

若宮大路

調査区西端に南北方向に確認した。近代の道路とほぼ重なる位置にある。道路而は 3-20cm大の泥岩

塊を版築し、非常に堅く締ま っており、上層の若宮大路道路面版築に比べ級密である。大路道路面直上

より以下の遺物が出土した。

第12図一 lは肥前染付小皿。文様は外面に輪文と手品目きの党字文の崩したもの、見込みは輪文と手描

きの崩した「毒jの文字が拙かれている。2は鳴施中山産の泥岩砥石。表面の使用痕は著しく、裏面は

破損剥離しているが、 一部再利用している。

若宮大路側溝

側溝は近世期に何度も波諜が繰り返されたらしく、また近代の側溝による削平も受けて、平面的には
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土主j主記 1 6 
1 . 近世若宮大路側溝覆土。灰褐色砂質土。シル 卜を多く合む。泥岩粒子、黄色砂を

ブロック状に含み、木片を混じえる。

2 大路道路面構成土。明茶褐色砂質土。破砕泥岩 (3 cm) による版築層c

o 
』

第11図 E面全測図
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不明瞭なものであったが、 Eライン付近に若宮大路

にともなう浅い側前を椛認した。最大11I国310cm、州¥;

認面よりの深さ20cmをil!Uる。|折面は皿状で、消底l(lI

のl隔は150cmを測る。覆土は!火褐色砂質士を主体と

し、泥岩粒子、黄色砂をブロック状に含み、木片が

多く 混入する。

覆土中よりかわらけ片、木片が出土 した。

主三二フ 2

土墳 3 (第13・14図)

調査医南西寄り、 D-4グリッド付近に発見した。H面調査医南側半分は、 I而i(近代)造成時の削

平を受けているが、 主li該遺構は掘り込みが深かったため遺存していた。平山形はおそらく方形、断而は

粕形を宅 していた ものと思われる。遺存部分で長径190cm、傾径120cm、確認面よりの深さ30cmを測る。

覆 1:はH青茶褐色粘質土をギ体と し、木製品、木材を大量に混じえる。

上横 3円体の機能は上層の削平によりはなはだ不明瞭ではあるが、土墳周辺に建物の基礎杭 1基と直

径 5cm程の丸太杭4本が確認されていることから、 当該逃構は何らかの建物の中に掘り込まれていたも

のと思われる。また板状の木材が多く確認されていることから凶炉裏の可能性も考えられる。この他に

菜、下駄、桶の部材が出土したが、これらの造物は廃棄H守の投げ込みであろう 。この他覆土中より以下

の遺物が出土した。

第14図-1は18世紀代の瀬戸腰錆茶碗。外面は茶褐色を呈する鉄柏、内而はfi'fr床淡緑色を呈する灰利

が掛け分け施利される。 2は美濃灰紬灯明皿の受けIIU。外底部は糸切り痕が残る c 3は美濃御深井端11の

台付燈火受け付き IlIl。外底面jは糸切り痕が残り、蕗)j台。 4は肥前青磁の火入れ。稿hは淡古色を呈し、ご

く薄く施刺される。外底而と休部内面上位から下方にかけては蕗胎。使用痕は見られない。 5は産地不

明の陶器質緑利|象 ifJ~T!宛。 )j台 ー 1 :は)火色弱粘質椴椅土。 体自15外HIÍには象翫による 11~竜文がfiliかれる 。 利l はj農

深緑色を呈し、内外泊iともに綱貰入が入る。底裏には I~Iíl )'i:.lll Jの刻文が残る。 6，土木製の蓋。'-IJ:央に

はめ込み式の取手が付けられる。全両に赤色漆が塗布されるが、剥離が著しい。 7は部材と忠われる。

E
O
∞
 

l~ 

<(1 

第13図土境3
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土境 3出土遺物第14図

E面下出土遺物 (第15図)

H出構成士(第 4陸|第3層)ι|ーlから出土した遺物をここに述べる。

第15凶 -1~ 2 は削平による混 じりと考えられる巾 IIJ:の手づくねかわらけ。 1 は黒色砂粒を多く混じ

える砂質胎土。体音1$外面i中1ft:の稜は強く、器壁は大きく聞きながら立ち上がる。稜 |ごの指頭痕は不明瞭。

2は県色砂粒を混じえる弱粉質胎土。 体音1$外而中伎の稜は強く、背高で器野はやや直立気味に立ち上が

3は，Jj瀬戸'1'期の鉄和l水滴の輩。取手周囲にはf!r'iり付け文様が施される。

5は黒色粘板岩の硯。 6は銅製の響。

る。稜下の指頭痕は不明瞭。

4は近世瀬戸鉄紬の壷の輩。

j 
~ 6 

10cm 

日
c

o

ζ三~弐〉、曜密
弓主芦 3

ミ己主三メペ

ミ4三三ク
E面下出土遺物第15図

皿面(第16・17図)第 3節

E面造成時の削平を受けており、調査区の東側及び大路道皿面は土層堆積図を見てもわかるように、

路音1$分は遣されない。ただし、 大路側溝部分は比較的良好に遺存していた。以下にその詳細を述べるこ

-289-

ととする。



ld 
1¥ 

111 
....i! 1 

i! 1 

iil 

ε0
.∞
 

L /'ヘ ¥

E面の削平

+ 
E 

D 

;蕎

上

相
出路

L 

大

よ

4m 。

土層注記

1 ， 近世 (皿面)若宮大路側11満額土。暗灰褐色砂質土。木片ーを少量混じえる。

2目 近世(皿面)若宮大路側消覆土。灰色砂利層。砂の中に玉砂利、河原石、

泥岩際 (10-15cm)を大量に含有。遺物、貝を多く混じえる。

若宮大路側溝

前述のように、上面は後世に繰り返された波深によ って不明瞭で、あるが、おそらく幅約 7m前後で、 I

E面全測図第16図

.II面で確認したものに比べ、その規模は大きい。断面はおそらく逆台形で、底面には凝灰岩塊 (5~20 

このため平面形は 2条のように見えるが、同一遺構である。牒面上から

この他磯面上から以下の遺物が出土した。

1 ~ 3は弱粉質胎土で背高、側面観碗型に近い様相を呈している。中世

4は黒色微砂を多く混じえる弱粉質胎土。 体部内面中位付近に強い稜を持ち、器

5は砂質胎土で、器壁は薄く、器壁はゆっくり聞きながら立ち上が

cm ) 及び河原石 (6~15cm) が轍密に敷き詰められる 。 この喋面は本来350cmの幅で、あるが、調査深度制

限により 中央部は未掘である。

は追善供養塔が 7点出土した。側溝に流したも のであろうか。

第17図 -1~ 5 はかわらけ。

期の混じりと考える。

壁は大きく外反しながら立ち上がる。

口縁部の折り返しは小さい。177~8 は瀬戸の揺鉢。6は士錘。これも中世期の混じりであろう 。る。

9は瀬戸の揺鉢口縁部片を転

用した磨滅陶片。 破損面は著 しい磨滅が残る 。 10~ 1lは美濃の長石粕皿。 10は外面に軽い二次焼成を受

け、 一部白濁する。12は美濃長石紬の天目碗。黄白色を呈する長石紬が厚めに施利1される。体部外面下

7は条線が17本だが、 著しく磨滅している。世紀後半くらいであろうか。

口縁部は大きく 外反する。位から下方は露胎。13は瀬戸の17世紀代と思われる天目茶碗。器壁は薄く、
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瀬戸、美濃の17世紀後半くらいの鉄絵llllo15は高取と忠われる灰;J:IIl香炉。胎土は(1色微砂を混じえる暗

赤褐色弱粘質士。削り1+¥しによる高台があり、さらに三脚の脚が付くと思われる。利lは暗緑色を早し、

休部内面上位から外面 F"位まで施前11される。16は舶載染付蓋。素地は黒色微砂を多く混じえる |土|色村i質

土。呉須は暗灰青色を呈し、子描きの草花文が拙かれる。受け音15周辺には砂が多く付着する。17は舶載

染付lill。素地は淡灰色弱粘質土。呉須は陪)火古色を呈し、見込みは手掛iきによる草花文が描かれる。底

裏は透明手lhを施手fll後に手11Iを拭い取っている。高台畳{寸には白色砂粒状の微粒がわずかに付着する。18は

肥前染付碗。体部外1M下位付近に子描きの文様が描かれる。19は)火緑色を112する稲井石製の硯転用砥石。

枠の痕跡がわずかに残るが、破損後に再加工して砥石として使用している。20は釘。21-22はキセルの

吸い口。 両者ともにツブレが多く見られる。 23は 「開元通賓j。背面は「月Jo24は金属製のおたま。25

-31は追善供養塔。25は「六道四生三界万霊Jo26は 「帰真」、「明春禅門」、「宗口 (1雲」か「寧jのrrj"

能性がある)禅門Jo27は「帰真」、「口 (1米」か 「水」の可能性がある)口禅定門」、「道林禅定門」。

28は「口 (1帰J)真J、「口 (1国」の可能性がある)口 (1責」の可能性がある)禅門J、「朋同禅門Jo

29は「口 (1帰J)口 (1真J)J、「口 (判読不能)祐」、 「月明」、「口J(1霊」の uj"能性がある)030-31は

ともに判読できなかった。 25は六道四生に存在するすべての霊と 三界衆生に捧げるための、また、 26~

29は特定故人に捧げられた追善供養塔で、あろう 。

杭列

3ライン付近に大路側溝に直行する丸太杭列を発見した。丸太杭 3~ 4-4(を一単位と し、東から杭 1

・杭 2・杭 3の3基が確認されている(第16図)。また杭 1の南側230cmに杭4を雌認した。杭4は丸太

杭 l本が確認されたのみであったが、西側に60cm離れでもう l本の丸太杭が確認されており、ここに杭

列がもう .ljlJ あ った と思われる。杭 1~杭 2 の聞は芯々で 3m、杭 2-杭 3 の間は 1. 5mの距離を測る。

おそらく杭 lと杭 2の聞に1.5mの間隔でもう 一つ丸太杭が存在した可能性が高い。これらは側溝を渡

るための構築物の基礎であろうと思われ、その桁は 3m以上あったと考えられる。

第 4節 町 面

IV面はJ'.屑の削平を免れたものが、 C-2グリッド付近以束のみに碓認された。|玉l庫分調査範囲内で

は確認出来なかったので、ここではIV面下出土造物のみを扱う。

U面下出土遺物(第18・19図)

第18図-1は砂質胎土の子づくねかわらけ。器壁は厚く、直立気味に1l:ち L.がる。底部の指頭痕は不

明瞭。 2-5は砂質胎土の糸切りかわらけ。おおむね背低で、体部外而に稜を持たず、器壁はゆっくり聞

きながら立ち l二がる。 6は弱砂質JJfi土の糸切りかわらけ。体部内而中伎に稜を持ち、器壁は大きく外反

しながら立ち上がる。 7は砂質胎土の糸切りかわらけ。器壁は直立気味に立ち卜ーがる。 8は黒色砂粒、

雲吋片を混じえる粉質胎土の近世かわらけ。器壁は薄く、大きく聞きながら立ち上がる。 9は弱粉質胎

ー1:の極小かわらけ。10は黒色砂粒、雲母片を混じえる白色弱粉質胎土の白かわらけ。底部厚に対して器

壁の厚さは薄く、大きく聞きながら立ち上がる。11は瓦器碗。12は瓦質輪花型火鉢の脚。13は渥美の斐

口縁部片。 14~15は瀬戸、 美濃の灰柚灯明皿受け皿。 1 4の体部外面 Icl-'位には重ね焼き痕が残る 。 16-17

は京焼風陶器の灯明皿上IIUo 18~ 19は美濃御深井柚の皿。18は鉄希11の手描きによる文様、 19は鉄柚の摺
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¥智T1
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絵による文様が描かれる 。 20は美濃灰紬の小壷。 付け高台はRI~Î り付け後に丁寧に調整される。体部外面

中位から下方と口縁端部は露胎。21は美濃の徳利。22-23は瀬戸の徳利。22の外底部は糸切り痕が残り、

施端Ii後に紬をふき取っている。23は体部外Tiii下位から底裏にかけて施紬後に利をふき取っている。24は

瀬戸鉄車Ii香炉。使用痕は見られない。25は相馬焼と思われる関西系陶器の土瓶。外面は青緑色を呈する

銅緑和!が施紬されるが、 全体に強い二次焼成を受け自制する。26は淡紅~白色を呈する凝灰岩製の天草

産砥石。27はキセルの雁首。 28-29は舶載青磁劃花文腕。

第 19~1 - 1 -2は肥前染付小碗。文様は手描きの山水文。3は肥前染付碗。文様は手描きの竹文。4

は肥前染付碗。文様は外而に手描きの松竹梅、見込みに手描きの梅が拙かれる。内而は軽い三次焼成を

受ける。 5は肥前染付の広東碗。文様は外Hfiに手姉きの党字崩 し、内面は輪文がiUiかれる。焼継ぎ痕残

る。 6は肥前染付の猪口。文様は外面にのみ手描き の区間聞に格子文と花文が拙かれる。 7は肥前染付

猪口。文様は外面に手illiきの人物、内面は帯線の1-j::JにタIJ点を配する。焼継ぎ痕残る。 8は肥前染付蛇ノ

目制ハギ皿。文様は内面に手揃きの草花、見込みにはコンニャク印判による五弁花文が押印される。漆

継ぎ痕が残る。 9は肥前染付肌。文様は外面に手抗きのかなり崩れた唐草文、底裏には渦福文、内面は

手描きの松葉が拙かれ、見込みはコンニャク印判による五弁花文が押印される。10は)j目前染付皿。内面

は手描きの日字鳳風文が1iWかれる。高台脇にわずかに砂が付着する。 11は肥前染付IUL。外面は手描きの

不明文様、内面は見込みにコンニャク印判による五弁花文が押印される。12は肥前染付盃洗と思われる。
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文様は外面に手描きの蓮弁文、見込みはl吹墨技法による月と雁が描かれる。 13は瀬戸の銅版転写の角皿O

見込みに「君が代」が書き込まれる。

Nn直iは中世期の生活面で、本来ならばN面下は中|止面の構成土になり、近世以降の遺物が混入するこ

とは考えられない。しかし、本遺跡地では前述のとおり、 H面期に大きく削平を受けており、その結果、

近世以降の遺物が大量にN面下に混入されたものと解釈する。

第 5節 V面(第20図)

V面においては、中世に帰属する若宮大路側溝を発見した。しかし、調査深度制限のため、今回は、

側溝東側肩部分を確認するにとどまった。

若宮大路側溝(第20・21・22図)

大路側溝は、近世以降のものに比べて規模が大きく、調査区の約半分を占める。ほほCラインの西側

1m付近に、側溝の東側肩部を確認した。西側の肩部は、近世の削平により不明である。

この側溝は、位置及び形状から、当該遺跡地の南に隣接する雪ノ下一丁目369番地点に発見された南

北溝の延長と思われる(註 1)。覆土は茶褐色砂質土を主体とし、貝砂、木片を非常に多く含有してい

る。また何回かの掘り直しが土層断面図の観察から窺える。第 3層lこ!こI (第20図)からは14世紀中頃の遺

物が多く出土している。

側溝の肩口には柱穴が並んで、いる。柱穴は大きいもので、直径80cm、小さいものでも直径40cmを測り、

深さはそれぞれ40-50cmを測る。さらに側溝の肩口には護岸に用いられたと思われる木組みが出土して

いる(第21図)。この木組みは木組み 1-4の4箇所に確認され、個々の間隔は木組み 1-木組み 2が

2.1m、木組み 3-木組み 4が1.2mで、ある。すべて南北溝に直交する方向に長軸を持っている。このう

ち木組み 2は長さ117cm、11両5cm、厚さ12cmの角材がl隔8cmの2本の杭で固定されている。この角材に

は中央部にl隔10cmのほぞ穴があいている。木組み 3・4は長さ60cm、|幅 5-15cm、厚さ10cmの角材のほ

ほ中央部の切り込みに、長さ30cm、l幅5cm、厚さ 5cmの角材が十字に直行するように組まれている。こ

れらと全く同じ構造のものが雪ノ下371番 l地点(第 1図-4 )で発見されている(註 2)。控え梁にと

もなう構築材と考えられる。覆土中より以下の遺物が出土した。

第22図-1-5はかわらけ。 1は弱砂質胎土で器壁は薄く内管気味に立ち上がる。 2-3は弱粉質胎

土。 2は背低で器壁はゆっくり聞きながら立ち上がる。 3は薄手で側面観碗型を呈す。4は砂質胎土で

中型に分類できょう。器壁は薄く、聞きながら立ち上がる。 5は弱砂質胎土で器壁はゆっくり聞きなが

ら立ち|二がる。 6は青磁蓮弁文碗。 蓮弁文はやや退化している。柚は草緑色を呈し、やや厚めに施糊さ

れる。 7は黒色粘板岩の硯。 8は天草産の凝灰岩製砥石。四面が砥面として使用される。 9は凝灰岩製

の箱根付近産の砥石。四面が砥而として使用される。

V面直上出土遺物(第23図)

図23-1は釘。 2は桂色を呈すかわらけ質胎土の碁石と思われる。

V面下出土遺物(第24図)

図24-1は内折れ白かわらけ。胎土は白色を呈し混入物の少ない粉質土。 胎芯は灰色。 2-4は手づ
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土層注記

1. H音褐色砂質士。所々ブロック状に黒褐色粘質土が混じる。

2. V而若宮大路側溝援土。茶褐色砂質土。貝砂、木片を多く含む0

:3. V面若宮大路側溝覆 [.0n白茶褐色砂質上。員砂を大量に含む。

4. Vl而若宮大路側溝寝土。鼎;♂J色粘質土。貝砂、木)-'1を多く含む。。
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第20図 V面全測図
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くねかわらけ。 2 は弱粉質胎土。 底部は平らで指頭痕は不明瞭。 3 ~ 4 は弱粉質胎土で体部外面中位に

強い稜を持ち、丸底に近い。 5 は柾I ~ま青白憾の型作りの合子輩。 紬はごく 薄く 施稿lJされ、 受け端部から

体部内面中位付近まで、は露JJ台。 6は瓦器碗。 7は釘。

(註 1)瀬山析夫 i ;1ヒ条泰時.II~\' ~~i邸跡 雪ノ ，;- r Id 369番地点JW鎌倉TIT:l!f!.II，)t文化財 緊急調査報告書 7 平成

2年度発抗li調査報告』 鎌倉市教育委員会編、1991年

( ~J 2) xr~ il::I和雄 『二|ヒ条泰H寺.11引浜1111跡 雪ノ下一丁1::1371番 l地点.1 ;1ヒ条泰附 |時頼邸跡発掘調査団， 985年。
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第22図 V面若宮大路側溝出土遺物
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第23図 V面直上出土遺物

9 

mJ :~， 5 

6 仁l

-H-0 

川 7

'.~ 10cm 

第24図 V面下出土遺物

。。
ハ
同dつ山



第4章 まとめ

本遺跡は、鎌倉時代中期から後期にかけて北条泰時・時頼らの正邸のあった場所とも、若宮大路幕府

のあった場所ともいわれる i(推定)北条小IIIJ邸(北条泰時・時頼邸跡)Jの西辺中央部に位置する。こ

の 「北条小町邸跡」は、前述のように鶴岡八幡宮、「政所跡」、「宇津宮辻子幕府跡」に固まれた当時の

政治的重要地区である。

今回報告分は、調査対象地の約 1 3にあたる。当該地付近は中世から近代にかけての堆積層が薄く、

新しい時期の造成の度に、下層の生活而が削平され、下層の生活面は良好には遺存しない。しかしなが

ら、今回の調査で近世から近代にかけての若宮大路とそれに伴う側溝を確認できたことは、一つの成果

である。

今回発見したこの若宮大路と側溝の変遷を以下にみることとする。

V面において確認した若宮大路に伴う南北構は、断面図から推測すると少なくとも幅 7m以上のもの

で、これまでに若宮大路沿いの発掘調査で確認された大路側j拝の規模と構造を勘案すれば、これの延長

と考えて間違いないだろう 。今回の調査では、調査深度制限により、中世期の側溝底面を確認出来な

かったが、出土した木組み構築材の官防、ら、護岸のために溝肩地中に控え杭を持つ木組みを伴う側溝

であることが予想、できる。同様の木組みは、北条泰H寺・時頼邸跡(雪ノ F一丁目371番l地点)、北条小

町邸跡(雪の下 1丁目377番 1地点)で確認されている。

近世期は、皿而と H而の 2時期が認められた。まず皿面では、上而からの削平によって、側溝底部の

みの調査であったが、 J探層を確認した。この際層は玉砂利、河原石などが紋密に敷き詰められており、

側溝底面に敷かれていたものと思われる。そしてこの側溝には基礎丸太杭列が確認されたことから、橋

などの構築物がかけられていたと考えられる。

H面では、若宮大路と側溝の両者を共に発見した。道路面は破砕泥岩を版築したもので、これに側溝

が付随する。側溝は浅い皿状を呈し、 l隔も250-310cmと中世期のものに比べ狭くなっている。『図説鎌

倉回顧jなどを見ると、明治期までの若宮大路には少なくとも 2m近くの側溝が付設している。II面の

若宮大路側溝は|隔などから、これに符合するものと思われる。

次の I面でも若宮大路とそれに伴う側溝を確認した。II面の若宮大路と I而の若宮大路は、その肩部

の位置と構築方法ともにほぼ同じである。この事から近世から近代にかけてこの道路面が永続的に使用

されていたと考えられる。また、その問、道路l隔は大路の東側では変化のなかったことが確認できる。

側溝は、 H而のものに比べ、幅60cmと規模がかなり縮小し、その構築も簡単なものとなっている。上掲

の 『図説鎌倉回顧』の写真から想定するに、当該遺構と側溝は大正以降に帰属するものと考えられる。

以上のように、若宮大路側溝は、中世には少なくとも 6m以上もの幅を持つもので、何回かの掘り直

しが行われる。その後、近世、近代と徐々にその幅は狭まり、簡素なものとなっていく 。今回の調査で

は、中世から近代にかけての比較的良好な若宮大路資料を提示できたものと思われるが、更に今後の調

査の増加に期待するものである。

出土した遺物は前述のとおり、 H面期に行われた削平によって大きく移動している。また、本報告で

は遺跡地の西側が対象となったために、主要遺構は若宮大路とそれに伴う発掘深度規制のある側溝だけ

となってしまったことも、それぞれの面毎の年代観を提示することを困難にさせている。近世以降の各

面の年代は細かくは比定できないが、肥前染付、瀬戸窯、美濃窯の陶磁器類はおおよそ17世紀後半-18
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世紀代の製品が多く出土しているようである。

中|止而からは粉質胎土の手づくねかわらけが出土しているが、図示できなかった遺物の中には弥生土

器と古式土師器から青磁櫛描文碗や精良胎土の薄手丸深のかわらけなどが混じって出土 しているため、

年代時定はむずかしい。ただし、 遺物の出土様相は年代的に近隣の調査地と変わらないと思われる。今

後、削平を免れた民間調査部分の遺構より出土した遺物を整理!していく上で、各面の年代が推定される

と思われる c
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表 1 遺物観察表 (1) 

図版 No.1 出土地 | l口径種別 底筏 器高 備考

。l 11表採 穿孔陶器皿 13 7.4 3嶋色徴砂、小石を混じえる肌色弱粘質胎土 無粕

5 21表採 銭 「寛永通賓J

6! 11 1面上 |透明粕灯明皿受け皿 7.0 3.0 1.3 胎土は白色微砂を多く混じえる樫色弱粉質級密土 透明粕

61 21 1面上 志戸呂灯明皿上皿 9.9 5.21 2.1 胎土は白色微砂、雲母片を混じえる暗灰色綴密土 錆粕

6 31 1面上 瀬戸灰利徳利 7.2 胎土は黒色、白色微砂を混じえる淡黄色粉質綴密土 利は黄色

6 41 1面上 美波掛け分け仏花瓶 | 76i 胎土は黒色微砂を混じえる灰色弱粘質綴密土

6 51 1面上 堺摺鉢 I 32.01 胎土は白色微砂~小石を混じえる濃控色堅綴土

|素地は黒色、白色微砂を混じえる灰色強粘質土 利は不透明な灰味水色 見込
61 6' 1面上 舶載青磁碗 6.21 

|みに「金玉満堂jが押印される

61 71 1面上 肥前染付碗 4.0 6収様は外商に手描きの草花文

肥前染付蛇ノ目紬ハ l
2.81文様岬に手描きの草花文見込みはコ山ク印判によ山花文8 1面上 13 6.1 

ギ皿

肥前染付蛇ノ 目粕ハ
13.0 6.3 2.8 文様は内面に手描きの草花文、見込みはコンニャク印判による五弁花文

ギ皿

6 1011
面上 肥前染付角皿 7.81 |文様は外面に手描きの文様 内面は手描きの区画、魚文、草花文

6 111 1面」ニ 肥前染付蓋 d文様は外面に輪文と手描きの宝文7.4 

6 12 1面上 肥前染付仏飯器 4.0 |文様は外面にのみ手描きの文様

瀬み戸碗、美濃染付湯呑 1 9.0 ~文様は外商と見込みに手描きの槌物文61 13' 1面上 8.8 

61 1411面上 瀬戸、美波染付小碗 1 841 301 401文様は内外面に手描きの文様 口唇部は口錆がめぐる

6i 151 I面上 瀬戸、美濃染付小碗 || 821 l
一
6.0

回|文

準は外面に輪文、銅版転写と手描きによる松葉文

61 1611面上 |瀬戸、美渡染付碗 ! 10.41 461 様は外面に輪文と手描きの山水文 内面は輸文と見込みに手描きの文様

6 17 I面上 瀬戸、美浪染付皿 111.4
1 

6.01 2.3[文様は外面γ、手描きの文様底義に「梅花」 内面は銅版転写と手描きの提灯

6 181 I面上 |瀬り
戸、美渡染付型作

|文様は内外面に紙摺りによる草花文
レンゲ

6 19!I面上 |キセル雁首 遺存長 6.05 

6 20 I面上 刀子? 遺存長 28.3 

8 11若
I
宮面

大路
瀬戸灰粕片口鉢 20 |胎土は黒色微砂、白色紙石を混じえる黄白色弱粉質土 紬は黄色を呈する

1i1
路

I面若宮大
r i寛永通賓」

側溝
銭

|肥前青磁火入れ l粕はi炎草緑色を呈する10 11 1面下 7.0 

101 21I面下 肥前染付小査 ! 381 iI31ヨ3.1函手摘きによる「くさつ」

10 311面下 |灰粕小碗 5.01 不明 胎土は白灰~淡鐙色弱粘質鰍*土 紬は灰緑色を呈する

!鉄紬仏綱具10 41 1面下 5.6 |胎土はi炎樫茶色弱粘質綴密土 軸は灰茶~茶黒色を呈する

10 511面下 i硯 進存長 4.7X3.01天草産と思われる細粒凝灰岩

10 611面下 1骨製ヘラ 10.35 X 1.5 X 0.451 

94 5d 28H外鳴岡崎文左手術きの貯厳し 内面は論文と見込みに時きの[書j
若宮大路 肥前染付小皿

I ~ 面 I 5.7X3.7XO.3 !Ql1，¥i屯中山産の泥岩製
若宮大路 砥石

1 || 土E墳面 3 !瀬戸腰錆茶碗 十!i一10-841l-421j 1j 胎土は精白色醐醐皆上灰脚本貧輔緑色帥は茶褐色担す

iII面
21土撲3

;美濃灰粕灯明皿 421 171胎土は淡黄灰色土 紛は淡黄色味の半透明粕

3l E面 I美火濃御深井手由台付燈 7.1 421 501胎土は白灰色弱粘質僻土利は淡緑色を呈する
l土竣3 受け付き皿

14 
日面

n~前青磁火入れ 6.2 491 521粕は淡青色を呈する
4土墳3

14 
'II面 産地不明

90i 34 6伸微腕川崎山灰色粘質僻土 利は渡深緑色を呈する
5，土壌3 緑事h象阪椀

E面
|木製叢 : 20.5 X 20.9 X 0.6 I全面に赤色漆が塗布される61土壌3

7 i 土

E
墳面

3 
部材 30.1 X 3.3 

15 I1 II面下 |手づくねかわらけ
， 

9.61 8.01 2.01胎土は黒色微砂を多く混じえる淡燈色砂質土

151 [ 12.6|11.6
」
i
一一一

3
一

3i!胎土は黒色微砂を多く混じえる締~桜色粉質土|手づくねかわらけ

引面下 [瀬戸欽粕水j商釜 |蓋径4.3 高1.7
I
胎土は白色微砂を混じえる灰白色綴密土 粕は暗緑茶色を呈する

-
ti
 

nu 
q
u
 



表 2 遺物観察表 (2) 

図版1No.1 出土地 | 種別

151 什面下 |瀬戸鉄粕壷蓋

151 内面下 |硯

15l 川面下 !銅製響

1 ，1皿面若宮大l
171 l : .::_~ t=I /'" i 糸切りかわらけ
| |路側溝 | 

Jm面若宮大
171 21，::，:;:=/'1糸切りかわらけ
i |路側溝

1 Jm面若宮大
171 31路側溝 |糸切りかわらけ

.Im面若宮大i
171 4ω 一口ノ刊糸切りかわらけ

| l路側溝

皿面若宮大i

17， 5 1 ;':;:';~'" 糸切りかわらけ
1 |路側溝 l 

l E面若宮大|
6l路側溝 |土銭

171 71E面若宮大l瀬戸宿鉢
| |路側溝

Î mi百若宮大一一ー一一
171 8!路側溝 瀬戸揺鉢

1 皿面若宮大|瀬戸揺鉢明白均一1
171 91路側溝 |片 ! 

1 . J 皿面若宮大 I ~".= ~<L~ i .̂J _J 171 lO ~ :::，~!:ô/' 1 美渡長石粕皿 ! 12.81 7.812.651胎土は淡黄色土利は乳白色| l路側溝 1 ""，vl "vl 
| !皿面若宮大 1 ̂.I 

171 11 司 美濃長石粕皿 1 6.41 胎土は灰色土利1は波灰色
l 路側講

V.， 

1 .Jm面若宮大| ←~ 1 .^ J 
171 12 i r~:，~ CJ /' : 美波長石和l天目茶碗 10.5 i 胎土は白色砂~微粒を混じえる淡黄白色粉質土 手由は黄白色| |路側溝 I ~V~~'~""''' ~ /''"'" 1 '~'~ I 

|唱_I . ^ m 面若宮大 I .'~=""'-n -l;:t~.，...，...
1 1引 13 ' '::=，.::.~' "瀬戸天目茶碗 胎土は黄味灰白色綴密土l川 !路側溝

|14 1川面若宮大|瀬戸鉄糊 ! 11Aパ8i 2.21Mi土は黄味灰白色粉質土
1 'つ |路側溝 | 1 .1.l.-t1 ¥J リ ムゐ円』品目

. -皿面若宮大 I ~_rr_ n ~<L~_ ~ I .".1ハ内 内内 F いー ム山 h.

| 路側溝 i • ~" I .】 V .VV  l'山 4 一一一]

! '̂ ' m面若宮大
171 16 舶載染付蓋 素地は黒色砂粒を混じえる白灰色粘質綴密士 文様は手描きの草花文1 1路側溝 17!1:l1fl，X.:5f'CI'Jliii. 

. _I m面若宮大!a..."*f'. ('¥ .J+._LJ...1TT1 I 1 • r..1 素地は黒色、白色微砂を混じえる淡灰色弱粘質土 文様は見込みに手描きの草
171 171'::，:;:="i舶載?染付皿 14.01 | |路側溝 I "~~' ~"= 1 "，.vl 花文

1 .J皿面若宮大Iom~~ LJ....，..~ ， ，"， 1 

171 181:.:，:;:="1肥前染付碗 1 4.71 内外商ともに輪文と手描きの文様| |路側溝 iJJL..-rl'J..-'f'..!"JI'/t. -r"1 

J 田而若宮大 ~ ..- m~ '，- _ ̂'"  ̂，.. _ 1 

17! 19':::'~，.: ~" ， 硯転用砥石 1 7.3X5.9XI.5 1灰緑色を呈する稲井石製
路側溝 i 1 

44 X 0.4 XO.4 1 

1 遺存長 5.1 

1 全長 8.7X1引

l 11町資」

| 全長 32.2 

l17.0…0.25 11六道四生三界万霊j

卜7…XO.2511帰真J1明開」問問J

116.8X4.6XO.2 11帰真J1口口禅定門J1道林禅定門J

l13.5…025l日 J1口日開J1朋附J

bi竺6 x~ j 「口真J 1口祐」町口」

|17.0 X 3.55 X 0.2(判読不可

日3X2.1xO25 I判読不可

7.81 6.91 1.'引胎土は黒色、白色微砂を多く混 じえる淡燈色砂質土

~! ~84げ.0 1 1柑土は黒色側、雲母片、白針を混じえる間関土

| 861 731 161胎土は黒色、白色微砂、雲母片を混じえる樫色砂質土

|皿面若宮大
川叫路側溝 iおたま

ー_I _̂lm面若宮大|
1刑 51 ιE養塔

| |路側溝 !日
| 田面若宮大
| 26

1路側溝
供養塔

E面若宮大
|供養塔

| |路側溝

1 28 1 ~面若宮大l供養塔
路側溝

!m面若宮大l
i 29|路側溝 |供養塔

1 _J皿面若宮大|
17] 30路側溝 l供養塔

!日商若宮大
一 供養塔| |路側溝 | 

18! 11W面下 |手づくねかわらけ

h下 山下 :判糸糊切

18叫8副| 叩面下 ;糸切りかわらけ

l 口径|底径|器高| 備考

|10.8 1 受け径81 胎土は黒色微砂と石英小石を混じえる淡黄色粉質土

3.9X3.3Xl.1 1黒色粘板岩

5.2 X 1.2 XO.1 

円
Uro 

po 
司

J
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1.91胎土は淡授色弱粉質土

九
斗
IM
-
-

…
日

2.01胎土は白色徴砂、士丹粒、雲母片を混じえる淡樫色弱粉質土

2中は黒色徴砂白針土丹粒を混山淡町粉質土

2保色微砂を多く混じえる淡燈色粉質土

p 831 361黒色微砂、土丹粒、白針を混じえる淡燈色砂質土

3.9 X 2.5 

胎土は黄白色弱粉質土

胎土はi炎樫色弱粉質土

胎土は黄白色弱粉質土

円
/
臼ハU

q
ベU



図版rNo. 1 出土地 l 種別

181 41N面下 l糸切りかわらけ

181 51N面下 |糸切りかわらけ

18! 内面 F 1糸切りかわらけ

糸切りかわらけ18i 7， N面下

8[N面下

雨示

表 3 遺物観察表 (3) 

T口径|底径 |器高 | 備考

1 9.21 7.21 171胎土は黒色微砂、白針を混じえる淡燈色砂質土

J2 5q 14!胎土は白色、黒色微砂を混じえる樫色砂質土

i 901 66| 181胎土は黒色徴砂をわずかに混じえる樫色弱砂質土

'1d 9.6! 3.1!胎土は黒色微砂、雲母片を多く混じえる肌色砂質土

糸切りかわらけ | 1181 64 22|胎土は黒色微砂、雲母片をわずかに混じえる淡槍色粉質土

極小かわらけ 1 4.61 3.01 1.11胎土は黒色徴砂、雲母片を混じえる澄色弱粉質土

白かわらけ | 72| 40| 16|胎土は黒色微砂、雲母片を混じえる白色弱粉質土

|瓦器碗 ! | | |胎土は混入物の少ない灰味白色粉質僻土

|瓦質輪花型火鉢 ! 胎土は黒色、白色微粒を多く混じえる灰色土

181 131N面下 !渥美斐 ! 1 1 !胎土は黒色微砂、長石小石~微粒を多 く混じえる灰色弱粘質僻土

叫 141 N面下 |美濃灯明皿受け血 110.01 5.2: 2.01受け径6.8胎土は黄味灰色弱粘鰍粗利は側

| 18[ 15!阿下 |美渡灯明皿受け皿 7.41 3.01 1収け径4.2胎土は 胎士は黄味灰色弱粘質僻土 利は鉄粕

I 18[ 1日面下 j京焼風陶器灯明皿 i 841 31l 191胎土l域 白色粉質僻土粕は半透明粕

181 17阿下 l京焼風陶器灯明皿 94 44 21!胎土は黄白色粉質僻土 粕は透明利

一一 πr";7;;-c" ~~* 1!fI .:'J'C-U- ~nn A 1"'1 181 181N面下 l美濃御深井手由血 : 4.6: 胎土は灰色弱粘質綴密土 粕は淡緑色半透明粕

181 19lw面下 |美濃御深井畑 | ; 70i |胎土は灰色弱粘質綴密土 利は淡緑色透明粕 雌は明茶色を呈する

. ~ 内 J n ，=~ I ""'.....~~ ' "~ ~ J r~ . ~ J胎土は黒色微砂ををわずかに混じえる黄白色弱粘質綴密土 手由は淡青味灰色を18 20
' 
N面下 |美濃灰紬小査 [ 6.61 5.0， 6.51 一 I • • • • ~山 1 ::1'Ç(l.lit/.lVnIV J '~ u，ul oJ，vl v'V[呈する不透明粕

18: 21阿下 1美鵬利 [ 371 胎土は黒色微砂を混じえる灰色磁胎土

181 22!N面下 1瀬戸鉄糊利 |130| |胎土は黒色砂を少量混じえる淡黄色粉質土 粕は渡茶色を呈する

181 2叩面下 (瀬戸灰利徳利 | ! 94l |胎土は淡黄白色粉質土 粕は淡黄色を呈する

18! 241N面下 |瀬戸鉄粕香炉 15.41 10.61 7州土は黒色微砂、白色砂を混じえる黄白色粉質土 利は暗茶色を呈する

181 げ 阿下 |相馬?銅緑粕土瓶 i l i i胎土は黄附拙質僻土粕は青緑色を呈するが、 二次焼成を受け一部白濁

18; 吋w面下 |砥石 5，3 x 6.8 x 42!淡紅~白色を呈する凝灰岩

181 2村面下 |キセル脳 | 全長 3.~ 羅字後1.1 火皿径1.5

18! 2山面下 |舶載青磁腕文碗 i 14.11 I 1素地は灰白色弱粘質僻士粕は淡灰青色を呈する

18: 291N面下 |舶載青磁劃j花文碗 l | 44l l素地は灰色粘質僻土利は灰緑色を呈する

191 付面下 !肥前染付小碗 ! 94 44 46!文様は外面に手描きの山水文

191 川面下 InE前染付小碗 1 9.81 文様は外面に手描きの山水文

19| 叩面下 I m~前染付碗 11.41 |文様は外面に手描きの竹文

19[ 41N面下 |肥前染付碗 川 1.014.4! 6.2:文様は外商に手描きの松竹梅見込みは輪文と手描きの梅

19' か面下 !肥前染付広東碗 i 11.21 6.6i 6付機は外面に輪文と手描きの焚字崩し 内面は輪文

19t 6W面下 |肥前染付猪口 ; 7 9! 3.4! 5.0:文様は外面に手描きの区画問、格子文、花文

191 7lW面下 団長雨戸 8.81 文様は外面に手描きの人物品瓦玩函こ列点

19| 8lw面下 !日染付蛇ノ脚 |131;74 30i文様は内面に手刷の草花文、見込みはコンニャク印判による五弁花文

[ n ，=~ I Dm""'''''.J-<.= 1 • 0 J ~ J ~ J文様は外面「輪文と手描きの唐草文底裂は渦福 内面は手描きの松葉、見込
191 91N面下 |肥前染付皿 11261 701 38!みはコンニJク印判による五弁花文、

191 1oiw面下 |肥前染付皿
I 5.01 文様は内面に手描きの日字刷文

191 lllN面下 i肥前鮒Jlll 4.01 文様は外面に輪文と手描きの文様 見込みにコンニャク印判による五弁花文

191 121N面下 l肥前染付盃洗 1 1 88i l文様は外面に手指きの蓮弁文 見込みに吹墨技法による月と雁

191 1内面下 |瀬戸、美濃染付皿 l i 801 1文様は内面に銅版転写による「君が代J

.:V面若宮大1J. ，_ ，. " ， " 
[ _ J . J ~ j 

22: 1 1 ":' ~_~ 0/';糸切りかわらけ j 7.21 4.61 2.01胎土は黒色微砂、雲母片、土丹粒を混じえる淡茶色弱砂質土
| i路側溝 i

/f';:'='J ' "rlj/"'-..)~) 1 "~ I 'i.U! 

J v面若宮大 • J. ，_ ，. ， ， ， .， _ ~ . 
r 
_! _， 

22; 2: 0:..;:;; ~ .. 

'i糸切りかわらけ 7.6: 5.5' 1.7胎土は雲母片、自主十、土丹粒を混じえる淡茶色弱粉質土
| φ路側溝 i '" 

7_ 
_ 

N .，_ 
_" '，V

1 

V.V ..， 
1 

d 3iV面若宮大!糸切りかわらけ l 721 43i 23!胎土は白色微砂、白針を混じえる淡茶色弱粉質土
| !路側溝 i/"7J '/ N '1.... -/ ') 10':'， "-f

''''i 

221 
41 

|糸切りかわらけ い121741 31l胎土は黒色徴砂を多く混山淡燈色砂質土i A;V面若宮大I..，_，.""， I ..~ I 
| |路側溝 1"'" "'.，_ _" 1 "'"1 "'1 v 'l 

IV面若宮大I.. ，_ ，. " ^ .， 
! • ~.I ~.I ~ J 

221 51路側溝
|糸切りかわらけ 1 13.41 9.11 3仇土は白色徴砂、 白針を混じえる積色弱砂質土

I ~ : V面若宮大I .~__.~，~ I .. J 
判 61路側溝

|舶載青磁碗 1 12.8[ ! 素地は黒色微砂を混じえる明灰色粘質綴密土 粕は草緑色を呈する

2 
181 1叩面下

| 18; 11 N面下

I 181 12iN面下

一一
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表 4 遺物観察表 (4) 

図版 No.1 出土地 | f![[5J1j 口径 (底径 |梢 | 備考

221 7路V而若宮一大|l矧叩 I 8.9X2.3X口市 色粘板岩
側jilf.

l 1|路V側面溝若宮大I砥石 I 5.8X1.8X1.2 I天時 凝灰岩製

Iv面若宮大I砥石 7.7X2.7X2判箱根周辺産凝灰岩製
路側溝

23
1 

1 V面直上 釘 i逃存長 6.3X0.4! 
れ 面直上 土製碁石 ! 1.9X1.9XO.6 胎土は積色かわらけ質土

1 V面下 白かわらけ 6.61 6.0; 1.21胎土は白色粉質土

24 2 V面下 手づく ねかわ五円 ~. ~ I ~.~ I~加は黒色腕雲母片を多く混じえる淡茶色開土
2.1 ~面下 手づくねかわらけ 11371 1 1.8 27i胎土は黒色微砂、雲母片、白針を混じえる淡樫色弱粉質土

41v面下 |手づく ねかわらけ 13.41 11.6 ~胎土は黒色微砂、雲母片、白針を混じえる肌色粉質土
24 5， V面下 |舶載青白磁合子蓋 | |受け径6.2 素地は灰味白色弱粘質綴密土 紬は淡水色を呈する

24 6 V面下 |瓦務碗 |胎土は白色粉質僻土
トー一一 ・

24 71 V面下 主I
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図版 4

E面若宮大路及び側溝企

Tll面若宮大路道路面
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図版 5

若宮大路側溝土層断面図 (右側が若宮大路道路構成土)企

""m面磯層検出状況

4割静
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図版 6

E面磯層遺物出土状況企

.."v面全景(西側より望む)

つ』14
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図版 7

V函若宮大路側湾東側肩部企
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図版 8
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18-22 

18・16

国産施柚陶器

12・1

19・5

18・23

国産染付



17-31 

17-29 

17-28 

17聞 27 17・25

供養塔
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図版 9

17・30

17・26
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えんがくじきゅうけいだいいせき

円覚寺旧境内遺跡 (No.434)

山ノ内字瑞鹿山509番 1地点



仔。

1.本報は円覚寺旧境内遺跡 (No必4) として神奈

川県遺跡台帳に登録された範囲の内、鎌倉市山

ノ内字瑞鹿山509番 l地点に所在する遺跡の発

掘調査報告である。

2.発掘調査は自己用住宅建設に伴う国庫補助事業

として、鎌倉市教育委員会が実施した。

3. 調査面積は59.5ぱ、期間は平成 8年5月24日~

7月13日までの実働43日間で行なわれた。

4. 現地での調査体制は以下の通り。

主任調査員 菊川英政(鎌倉考古学研究所)

石丸運人・野本賢二

鍛治屋勝二

間鎌倉市シルバ一人材センター

(有)湘和総合開発

員

調査補助員

協力機関名

査調

株)パレオ・ラボ

5.本報作成は以下の分担で行なった。

兼行杭枝遺物実測

図版作成 小林重子・石丸運人・兼行イ光枝

菊川英政・兼行佐枝原稿執筆

編集作業 菊川英政

花粉分析

出土品等発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会が

骨*)パレオ・ラボ

保管している。
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第一章 遺跡の位置と歴史的環境

調査地点は JR横須賀線・北鎌倉駅ホ ムの南側、 主要地方道横浜一鎌倉線(旧鎌倉街道) に沿って

北西へ流れる小袋谷川の右岸にある。この一帯は鎌倉市と藤沢市の境となる柏尾川から東南東へ深く 湾

入した沖積低地であり、 本地点はその最奥部近く海抜20m程の所に位置 している。南側に連なる海抜40

-50mの丘陵上で、は台山藤源治造跡に代表される古代集落tll:が調査され、縄文時代の陥し穴と弥生時代

・古墳時代・平安時代の盟主穴住居、中世期削平面や道路 ・fllfr列などが見つかっている。また、遺跡範囲

内及びその周辺部では円覚寺明香池で近世の護岸が、続燈庵では14世紀後半-15世紀の地下式墳 2基と

中近世の石切り場跡、如意)奄で、は18世紀中頃の堂土11:が検問され、急傾斜崩壊対策事業に伴うやぐらの調

査では、構築年代不明ではあるが合計17基のやぐらが調査報告されている。(図 1) 

円覚寺は瑞鹿山円覚興聖禅寺と号 し 、 弘安五年(1282年)に 1!!~学祖元を閉山として北条時宗が創建し

た臨済宗門覚寺派の本山である。境内の主要部分は既に国指定史跡となっており、円覚寺旧境内遺跡は

建武元年(1334年)頃に拙かれた「円覚寺境内絵図J(図 2)と概ね重複する範囲を指している。

同絵図によれば本調査地点は総門左手の正観寺前而、ちょうど空閑地となっている辺りに該当する。

北方にある正観寺は円覚寺とは別の禅寺で、 今は廃寺となっているが、円覚寺三一!険の大休正念が示寂し

た寺 (r元亨釈書j) として知 られ、円覚寺文書中では古く弘安七年(1284年)に名前が見える。 その後、

元亨三年(1323年)の北条貞時十三年忌供養の際には 6人の僧衆が参加するなど鎌倉時代を通じて存在

したようであるが、同絵図以後の史料は見当た らず寺史など詳しい事は判 らない。なお、 TE観寺前の土

地はもと もと円覚寺のものか不明で、あるが、嘉元pq年 (1306年) UJ内庄吉田郷の111-町と在家一宇が当

該地の替えと して円覚寺に寄進され、徳治三年(1308年)に戻されていることからすると 、14世紀初頭

には円覚寺の管理する地となっていたようである。

ところで、円覚寺は創建後間もない弘安六年(1283年)で僧100人、行者人工100人、承仕等20人、洗

衣 4人、方丈行者 6人、下部38人の計268人を擁する大寺院であり、北条氏の厚い保護のも とで諸国か

ら集まる修学僧は年々増加した。僧衆の数は暦応三年(1340年)に300人を超えないように規制を受け

るが、こうした人員を収容する寮舎も当然整備された筈である。円覚寺門前の地は寺院に仕える半僧半

俗の雑役夫らに配分され、地子を取って貸し出されたようである。門前屋地の事として建武凶年(1337

年)に74問、貞和四年 (1 348i~三)に82聞が円覚寺正統院の承仕・小番に宛てがわれ、実際の居住者の内

には畳刺 (畳職人)がいたことも判っている。同絵図では総門外の道を隔てた南側に簡素な建物群が描

かれているが、そうした庶民居住区の様子を写したものと思われる。

最後に、本地点に少なからず影響を与えたであろう災告'について列記しておく 。

<火災 ・地震の記録>

-建保元年(1213年)五月廿--1::1辛酉、午刻大地震、舎屋破壊崩地裂 (巾下馬橋辺か)、 『吾妻鏡』

-嘉禄三年(1227年)三月七日丙辰、陰、戊刻大地震、 所々門扉築地等転倒、又地割云々 、 『吾妻鏡j

-仁治二年(1241年)四月三日辛困、晴、戊刻大地震、南風、 由比浦大鳥居内拝殿被引潮流失、 着岸船

十余般破損、 『脊妻鏡J

-正嘉元年(1257年)八)J-1:1--: 日 乙巳、晴、成刻大地震有背、神社仏問、 一宇而1!!~全、 1111日頒崩、入居

転倒、 築地皆悉破損、所々地裂水湧出、中下馬橋辺地裂般、白其中火炎燃出、 色

-
E
4
 

円
/
“

円
〈

U



a. 円覚寺周辺の調査地点 (1/5，000)

b. 調査地点の周辺 (1/1，000)

〈遺跡名および地点別報告書〉

円覚寺旧境内遺跡 (No.434)

1. 4:調査地点

2. I円覚寺境内(明香池)J r鎌倉市埋蔵文化財発掘調

査年報 u鎌倉市教育委員会 1983年

3. r円覚寺統燈庵』統燈!奄境内遺跡発侃調査団 1990if:・
4. r如意:庵』円覚寺境内如意庵遺跡発掘調査団 1990年

帰源院下やぐら群 (No.176)

5. r円覚寺境内西やぐら群発掘調査報告書』 円覚寺境内

丙やぐら群発掘調査団 1983年

6. r帰源院下やぐら群』神奈川県立埋蔵文化財センター

1985年

『帰源院下第 8号やぐらJ相武考古学研究所 1996年

西管fi員犀、敷尚一やぐら郡 (No.212)

7. r西管領屋敷南やぐら群発掘調査報告書』 西管領屋敷

rtiーやぐら群発掘調査団 1984年

図 1 遺跡位置図
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青云々、『吾妻鏡』

-弘安十年 (1287年)十二月二十四日 火災。(椴災程度不明)r北条九代記jr武家年代記裏書J

-正応三年(1290年)十・二月十二日 火災。『二|ヒ条九代記jr建長寺年代記』

-正応六年(1293年)四月十三、十四日・廿四日成、晴、参内(中略)去十三日l出関東大地良(震)及

数刻之問、将軍御所井若宮ヨリ 始天至在家民屋等多以破損人又多死去之由風間、

山岸等又散々 凡非所及言語云々、先代未聞珍事也。(建長寺転倒的火出来焼失云々)、

元暦(建暦)元年欺有如此事欺凡不可説之云々。『実弼卿記J

十三日大地震、鎌倉中ノ山々崩、打殺サル者二千五百余人ト云リ 。『神明鏡J

-正和五年(1316年)火災。

-文保二年 (1318年)火災。

-応安六年(1373年)+一月十七日 火災。 『武家年代記裏書jr続史愚抄J

-応安七年(1374年)十一月二十三日 火災。(主要伽藍焼失)r花営三代記.]r空華日用工夫略集』

・応永八年(1401年)二月u毎日 火災。『鹿山11栴記』

-応永十四年(1407年)十一月六日 火災。(主要伽張焼失)r鎌倉公方九代記J

-応永廿八年(1421年)十一月十二日 火災。『鎌倉公方九代記.]r武家年代記裏書』

-永享五年 (1433年)九月十六日・永享五年突丑九月十六日、大地震、鎌倉築地崩、極楽寺塔九輪落、

総!青物共多損、大山二王頚落、前代未聞也、 『神明鏡』

十月 IJ六日焼、 抑関東有不思儀之怪異、先大地震、堂舎転倒、人多死、八幡宮金

燈:腕焼失、(全焼云々)、又万禰川逆ニ流云々、凡四箇条有不思儀、今一箇条不問、

去夏秋之間之事也、 『看開御記』

子刻大地震、夜中三十余度、築地倒j眠、1:1-日間不止地震、 『鎌倉大日記J

-長禄三年(1459年)一月四日 火災。『鎌倉大日記J

・明応七年(1498年)八月 二十五日、大地震洪水、鎌倉由比演海水到干度檀、水勢大仏殿破堂舎屋、溺

死人二百余、『鎌倉大日記』

-大永五年 (1525年)八月廿三日、日本大地震、別シテ鎌倉大地震、由比i賓ノ 川入江沼、皆埋テ平地ト

成、廿七日迄画夜ノ地震也、 『塔寺八幡宮長帳績j

・天文廿二年(1553年)八月戊戊、鎌倉風雨地震、鶴岡宮及堂社破壊、 『績本朝通鑑』

・永禄六年(1563年) 火災。(山門・仏殿・閉山塔など十余カ所焼失)

<引用・参考文献>

三浦勝男 1992年 『鎌倉の古絵図.1(鎌倉国宝館図録第15tR) 鎌倉国宝館
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第二章 調査の概要

1.調査の経過

鎌倉市教育委員会による試掘調査の後、既存家屋の解体を待って発掘調査に着手した。調査対象面積

は新築家屋分59.5ばである。試掘調査の結果に従いパラス混じりの表土約20cm分を重機で、除去した後、

巾世基盤屑(地LLJ)まで人力で掘り進めることになったが、調査地周辺はすでに家屋・)百台iliが建ち並び、

空閑地も駐車場として利用されているため、ベルト・コンベア、ポー務所、 トイレ等を設置するゆ とりは

なく、発掘調査に伴う排士についても調査区内で処理する必要が生じた。そのため、調査|豆を京両二分

して片側を調査、 他方を排士置場にあて、片側終了後に反転して調査を継続した。東側 I区は1996ir5 

月 27 日 ~6 月 10 FIまで、 rl_y側H区は 6月11~ 7月 5日までの期間で行ない、調査前後の準備・ 事務整理

期間を含めて実働日数は43日間を費や した。

2. 測量軸の設定

調査に使用する測量軸は、調査区の形状にあわせて任意に設定した。 測量方眼の間隔は 2m、東西軸

に A~F までのアルファベット、南北軸に 0~4 までの算用数字を付し、その交点は AO 、 B 1、C2、

D3 のように表記した。南北jlil~ は磁北に対して約51度東に傾いている。なお、鎌倉市が設置した 4 級基

準点との位置関係は図 3に示した通りで、もっとも近くにある基準点 P020の国土陪標値は (X-73835. 

684/ Y -25949.633)、北緯35度20分02秒/東経139度32分52秒である。

3 .堆積土層と生活面

堆積|て層の観察は調査区壁而で、行なった。小袋谷川に接したiM泥地であるため、壁而からは絶えず水

がi参み出し、地表近くは土壌r!clの鉄分によって赤褐色に硬化した状態であった。

堆積士層は概ね10層に分けられる。 1)併は現代表j二。 2)百 J-_Hû は 11寺 ~VJ不明の生活面で、土墳と溝を検

出した。なお、小袋谷川の護岸裏込め ob屑からは幕末~明治則の染め付け破片、 oc同からは文久永

宝が出土 している。 3層は鉄分が浸透しているためか 2層との境が不明瞭な部分もある。

4層は炭化物と造物を多量に合む軟質な土層で、調査区南側では 4a . 4 b屑に網11分できる。しかし、

層厚が薄いために同一層を平山A 的に精査する ことが難しく、柱穴の多くは黒褐色粘 |て隔である 7・8層

上tiLiまで下げて確認した。火災而およびその前後の時期の遺構が混在する結果となったが、建物を復元

把握するには都合良く、 二而として合成図化した。 5層は調査医南側、小袋谷川に沿って帯状に見られ

た。平j:8で非常に硬く版築されており、 二而建物に伴う通路/土問状の施設と思われる。 6層は1I!X南

西部の落ち込み内堆積士。炭化物と木質腐蝕土が互層状に堆積し木製品を含む。

7層は中世造物を含む黒褐色粘土層。 7a . 7 b層に大別でき、更に 7b層は漸移的ではあるが数層

に細分できる。また、 7b層上而には植物種子(セリ科)がひ、っしりと付着し、 ー定期間低湿地であっ

たことを示していた O これら 7層をすべて除去した状態を三而として調査した結果、調査区南側は約 l

mの段差をもって落ち込み、その 1'-底面(10層上而)で地割れ痕と L瞭を検出した。

8層は 7層とよく似た黒褐色粘|二)凶。中世基盤である。 漸移的変化は認められるが、無遺物で締まり

強く、層中に遺構は確認できなかった。 9層は I区トレンチで確認された11::1流路の堆積 1:。砂喋粒子の

状態から自然埋没したことが判る。無遺物。 10)曹は網u粒質の青灰色粘土層。締まり強いが表出して水が

加わると溶け始め、非常に軟弱となる 。 1n~遺物。

以上の内、 7b層-8層 9屑-10凶は自然堆積層である。
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j氾岩J濯を合み締まりなし、 Oa-Oclこ大~)IJできる 。

(現代表 1.及び悦札)

上面は初、分がI!'iloi寺して同化。

泥忠粒、 j1~ 粒合む。 (rl' 世i出物色」合 )-:1) 

i犬粉、遺物を多雨に合み、締まりなし。

H区では品川ね4aと4bに分}i;，'.;でき、 4aはl*約多く fI'.!-，JI1、4bl.:t1¥'j1-.'('[で I-.I(!ilこ般化粘土凶1

あるいは~)~~~版主f!: lfli が ill l 分Iのに 1-l られる 。

戸ift 、粘土l仔を境に分r.;:;可能。 m~築されて傾化、 部青灰色に変色する。

炭粒多く 卜部I二本'['[M辺倒tJ叫が珂i{'i'L (市阿部落ち込み桜 |ー)

変化は潮i彬的。h自物H!干を扶む):'il止をJilとして7a、7bに分附υI能。"'lltlM!!fWiと似て

いるが、締まり ~~j く ii3秒l を合む、。

変化は漸移的。 (，'， '1 ~政機附)

上村からもr， 1質、判11粒'['[1沙、 i沙l唆にう}府できる。カ1¥遺物。

訓111:立T[。締まり強く !!I¥辿物。

(小袋谷川口住ITの見込め)

< 1二府説I~J ) 

o ; ~~社j色 I );'i

1 ;茶社j色」府

2句赤社j色ニlニ附

3 ; I火社j色一I-);<i

4 ;黒!灰色 Ufi

"封筒色l沙l凶

6 ; ~I;\I火色1\'j 一!こ }I;t.i

7 ; !.t¥何色粘 1:凶

8 ; !OI:!悦j色村j1.府

9、f!f灰色iψlji$!府

10 ; ;'I"I火色粘土問
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第三章 発見された遺構

1. 一面の遺構(図 5) 

一而は赤褐色に硬化した生活面で、小袋谷川が流下する南西側へ緩やかに傾斜している。調査区北壁

付近は地表から20-30cmの深さしかないため、近現代のゴミ穴や電柱埋設用アンカーなどによって撹乱

を受け、調査区南壁際は現在の小袋谷川護岸裏込めによって大きく切られていた。検出された遺構には

以下のものがある。

溝… I区東壁際にあり、市端を小袋芥川護岸で切られ、北側を撹乱で壊されている。調査区北壁に溝

の断而が残ることから、更に北方へ続くことが判る。

構は上面l隔1.2m、底面ITli¥O.8-1 m、深さ30-45cmo 断面形状は箱形、溝壁の立ち|二がりは急角度で

ある。覆土は何層かに紺|分できるが概ね)火褐色土で、占められ、最下部には暗灰色の粘土層が薄く堆積し

ていた。また、 E3杭付近の構内には凝灰岩切り石が投棄されており、、j宇法(長辺×短辺×厚さ)の判

るものでは、板状 (22x 17 x 12cm)・ (27 x 20 x 13cm)、柱状 (25x 20 x 19cm)など比較的小形の切り石

が多く見られた。

土壇 1…I区のほほ中央で検出した。切り合い関係は不明瞭であるが、 こ1:墳 2より新しいように思え

た。平而形は長辺90cm、短辺50cmの附丸長方形で、深さ15-20cm程の浅い上横である。覆土は茶褐色砂

質土。

土墳 2…平面的には方形を基本とするようであるが、壁立ち上がりに不明瞭な部分が多く、 E区北側

では緩やかな段差となっている。南側段差は約15cm、北側段差は約20cmの比高差があり、中段平場は海

抜19.45m前後、 I~底面中央の海抜は19.25m前後で、ある 。 土境内には炭・泥岩粒を含む灰褐色土が堆積

しており、底面は鉄分が固着して赤褐色に硬化している。平面形状の不安定さから、土墳であるか単な

る生活面の窪みであるか判断に迷う遺構である。

柱穴…建物を復元するには至らないが、同一建物と思われる柱穴がH区側で 5穴あり、そのうち 4穴

には柱根が遺存する。柱根は直径9.5-10. 5cmの丸太材で下端は水平に切られていた。近くにある柱根

どうしの距離は次の通り 。

柱穴 1-柱穴 2問;1. 6m、柱穴 3-柱穴 4間;1. 8m 

また、柱根の遺存長および柱穴底面の海抜高(カッコ内)は次の通り。

柱穴 1，約47cm(海抜19.26m)、柱穴 2，約30cm(海抜19.17m) 

柱穴 3;約13cm(海抜19.17m)、柱穴 4，約15cm(海抜19.08m)

柱穴 5，なし(海抜19.07m)、

その他の遺構… I区士ー墳 3-土瞭 7は出土造物がなく、覆土の特徴についても記録がないため、撹乱

・土横・柱穴のいずれであるか判断できない遺構である。平而形、直径、確認面からの深さ(底面の海

抜高)は以下の通り 。

士蹟 3，円形 直径約50cm 深さ約15cm(海抜19.45m)

土墳 4，円形 直径約50cm 深さ約19cm(海抜19.47m)

土墳 5，円形 直径約50cm 深さ約27cm(海抜19.40m)

士;蹟 6，不整円形直径約50cm 深さ約15cm(海抜19.35m)

土瞭 7，円形 直径約35cm 深さ約 6cm (海抜19.45m)
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2 .二面の遺構(図 6-図13)

「堆積土層と生活面」の項で述べたように、 二面は同一時期の生活面を平面的に精査することが困難で、

遺構の多くは黒褐色粘土屑上而まで下げて検出した。て面として図示した遺構群は、壁而土層図の検討

から少なくとも 3時期の遺構が混在しており、便宜的に|て位から 2a期・ 2bHJ]'2c則とした。最下面

を除く 2時期 (2b'2c期)は火災を受けたことが明らかで、短期間の内に廃棄されたと考えている。

検出した遺構には柱穴・杭列・掘り方を伴わない礎板・板壁状遺構・版築砂崩而-造物集中範囲など

掘立柱建物に付随する遺構の他に、南西部へ傾斜する土揃状の落ち込みがある。

板壁状遺構… E区C1杭付・近で検出した。板材の寸寸去は幅55mm、厚さ 5mm、長さ約1.65m、確認高は

1 . 1I区境の壁而近くで均ー抜18.7mで、ある。柿板材は倒れないよう両側から杭を打ち、更に黄褐色砂(5 

層) で埋めて固定したらしい。板材の延長上には杭跡が確認でき、板壁はグリッド lラインに沿って東

西に続いていたと思われる。本遺構は建物内の間仕切りあるいは外壁と推定されるが、小袋谷川と の位

置関係から後者である可能性が強い。層位的に見て 2c期の遺構であろう 。

版築砂層面… グリッド lラインの南側、つまり板壁状遺構と小袋谷川との問は黄褐色砂(5層)が硬

く版築された平坦面となっていた。板壁状遺構が建物内の間仕切りとすれば土問、外壁とすれば川に沿

う通路的な空間が想定できる。版築層は薄い粘土層を坊に上下に分けられ、 2時期にわたって構築され

たことが判る。上位面は海抜18.9-18.8m、下位面は海抜18.7-18.6mにあることから、それぞれ 2c 

期と 2b期に対応したものであろう 。

遺物集中範囲… E区B1、B2、C1、C2杭に聞まれた概ね 2x2mの範囲内から、炭化物と共に

多量の遺物が出土した。;造物自体に火災を受けた痕跡は不明瞭であるが、火事場整;理の際に集めて投棄

したものと考えている。造物の種類には食膳具(かわらけIUl.漆椀 ・漆皿・ 箸・折敷)、容器(曲げ物)、

紡錘具 (手押し木)、装身具 (烏帽子・縦櫛・板草履)、貨幣(銭)など日常生活に関わるものの他に建

築部材(瓦・板材)が少量見られ、出土高は海抜18.7m前後に集中している。調査区西壁土層では 4a 

層下部の炭層にあたり、 2b fU]建物で使用していた遺物であろう 。なお、微細|図には遺物の出土状態を

示したが、銭・板草履・箸については個々の位間を特定することができなかった。|亙17の遺物は後章の

図23、24を縮小したも ので、対応関係は以下の通り 。

かわらけ皿 ①~⑬ =陸123-200-218 漆器椀 .IIIL ⑫~⑫ =図23-219-222 

木製品 ⑫~⑩ =1豆123-223-229 箸 ⑪ = 1~1 24 -230-234 

瓦 ⑫~⑮ =図24-235-236 銭⑪ =図24-237-242

杭列.一….一.杭およ び

区境 (C-D一 2-41付付サす.近)に集中するが、杭列として認識できるものは少なく、建物との関係も明ら

かにできなかった。杭は外壁あるいは間仕切りの板材を固定するために使用したのであろうが、もとも

と、端材を利用しているため寸法は様々で、形状からは角柱状と板状のものに分類できる。後者は概し

て短く先端の尖っていない例もあり、板材に添えた後、周囲を埋めて固定したのであろう 。板壁状遺構

の押さえにはこの方法を採った箇所ーがある。杭を断面形ごとに整理し寸法を測ると、以下のようなバラ

ツキがある。

角柱状;正方形断而 1.0cm角、1.3cm角、1.5cm角、 3.0cmffJ、長さ 10-40cm前後

長方形断而 短辺1.0-3. Ocm、長辺2.0-5.5cmまで、長さ 15-50cm前後

(平均すると短辺1.7cm、長辺3.3cm、長さ30cm前後が多い)

板状;長 方 形 断 面 短 辺0.6-1.Ocm、長辺2.5-6. Ocmまで、長さ 15-24cm前後
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〈建物 1> 

日ιιJ3H118 H2-JJ-J5-

l:lili 
」山 BI21は121

J 1川0ω0BM6↓iJ0 

11'1:可目玉厳;c m 

〈建物 2> 

間 1 200B40 1 : 

1

0 

8311 B321 : 

B411 200 J i 

H141 8351 i 
B431 200 J100 J J 

B46 B361 8311B381 : 

0
 

0
 

2
 

200 

200 

100 !-HII距離;c m 

〈建物 3> 

853 

654 1 削 1 H56 

一一一. . . 210 210 Itrl:l距雌 ;cm

〈建物4>

863 

• 

864 86s 1 日66 B61 

- ・一一一一一0 ・140 1 90 60 

B681 669 

• • 165 牧11刊距厳;c m 

図12 柱間距離

掘立柱建物…想定できる建物を図 8-図12に示した。これら建物は円覚寺に関わる雑舎と考えている。

復元に際 しては柱穴掘り方を見逃したおそれもあり、 て}面~三面までに検出したすべての礎板を含めて

検討した。小袋谷川との位置関係から建物は東 .pq .北側に広がる可能性がある。なお、礎板にはB

(Base)の略号を付して柱穴 P (Pit) と区別した。

建物 1は柱通りを同じくする柱穴 と礎板から復元した。柱間距離は200cmを恭本とし、西側には半間

間隔の柱穴が集中している。 1. n区の境で、は約30cm程柱穴のずれた箇所があり、 2棟(新B1 -B 16、

旧B17-B26)が混在している可能性もある。しかし、 B19 -B 22 -B 16ラインでは杭通りが揃ってお

司
J

・
円
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J
 



り、部分的改築であろうと判断した。この建物ではB2、B4、B24に柱根が遺存しており、 B24の柱

根先端部は焼け焦げていた。また、礎板の中にも焼けた板材を転用したものが多く、 二面最終段階(2 

c期)の建物と推定できる。特筆すべき遺物として、完形のかわらけ皿 2枚がB2 (P 37)から出土し、

B 4 (P44)では時(図28-300)が礎板の中に含まれていた。

建物 2は柱間距離200cmを基本とする建物。半間間隔の柱穴は東側に集中している。建物 lとは南北

の柱通りが一致し、縁らしき張り出し部が見られること、焼けた板材を転用した礎板が多いことなどの

共通点がある。なお、建物南辺にあたる B36-B37聞には板壁状遺構があり、本建物の外壁であったこ

とが窺える。板壁状遺構の存在から 2c期に比定できるが、柱根の遺存する建物 lより古い段階に位置

づけられよう 。

建物 3は柱問距離210cmの建物。B49/B57、B50/B58、B52/B60はそれぞれ重複しており、後

者の方が新しい。部分的な改築あるいは 2棟(新B57-B62、旧B49-B56) に分けられるかもしれな

い。建物 l、建物 2とは主車111方位を同じくするが柱問距離が異なり、礎板に焼けた板材をほとんど使用

していない点に特徴がある。本建物はB55が板壁状遺構の真 |ごにある ことから、 建物 2より古い 2b期

に比定できる。造物集中範囲で出土した遺物は、本建物に帰属するものであろう 。なお、 B55(p 52) 

では礎板の一部として時 2枚(図28・29-301、302)が含まれていた。

建物 4 は柱間距~!t200cm と 150cm前後が混在し、 主

中'111方位は建物 1-建物 3と大きく異なる。礎板の内

B63、B65、B66は7b層上而にあ り柱穴掘り方は

確認していない。また、 B64、B69が 7a層上面か

ら掘り込まれた柱穴底にあることから、本建物は 2

a期に比定できる。なお、 B65、B68は建物 1と重

複する位置にあるが、礎板検出高は約50-70cmも低

いため別建物の可能性が高く、 I区およびE区北側

で礎板の並びがないことから、調査区外西方に広が

る建物と考えている。

南西部落ち込み…E区南西部の黒褐色粘土層(7 

a層) 仁面で確認した。2a期に比定できるが、柱

穴(B64)が覆土を切っており、建物 4より古いこ

とが判る。落ち込み内は炭混じりの木質腐蝕土と粘

土が互層状に堆積しており、 壁の傾斜はかなり緩や

かである。人為的に掘った土墳というより、遺跡地 a 

のー画にあった窪みにゴミを投棄していたことが考 a 

えられる。なお、覆土中の炭層(図13-5層)は 2: 
トで=

a期に火災があった可能性を示すが、調査区内では γ 、

7 a層上面に焼けた痕跡は確認できず、調査区外か

ら土砂、ゴミと共に運びこまれ、捨てられた可能性

が高い。また、火災に限らず単なる ゴミの焼却等も

想定する必要があろう 。
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3 .三面の遺構

三而は調査区南側に堆積する黒褐色粘土層 (7a'7b層)を除去した状態で、調査区の北側には二

両とした中世基盤層(8層)が一段高く残っている。 1区では排土置場の都合上、 7b層を完掘できず

不完全な調査に終わったため、 H区で検出された遺構について説明を行なう 。

H区三面では段状遺構 1・段状遺構 2・土横・地割れ痕を検出した。図14に示した礎板はすべて 7b 

層までに出土したもので三面からは浮いた状態にある。 礎板については、既に二l百の項(建物 4)で検

討しているので省略する。

段状遺構 1…調査区の北半部と南半部を分ける段差で、比高差約 1mを以て南北方向に続いている。

後述する地割れ痕と平行するが、段差直下の地層に乱れはなく、地震の影響で形成された地形とは考え

難い。小袋谷川に沿った小規模な段丘あるいは人為的な遺構の可能性がある。なお、本遺構の南側 F底

面から約30-40cm上の 7b層上面には、セリ科植物の種子が一面に付着しており、埋没していく過程に

おいて、湿地化していた期間が存在したことを確認できた。

段状遺構 2…二面/南西部落ち込みとほぼ同じ位置で検出したが、まったく別の遺構である。段の上

端は弧状に巡り、中位に半円形の平場をつける箇所がある。比高差約50cm、下底而は平坦である。段状

遺構 lと同様に性格不明。

土境…段状遺構 2の壁際で検出 した。東側に隣接する小穴は、水路状の隙聞を掘り広げたもので遺構

ではない。段状遺構 2の覆土とは切り合い関係がなく同時期に存在したものと考えている。土墳内には

水磨された砂際が堆積しており、流水作用によって自然埋没したことが判る。遺構の性格は不明、水場

的な用途か。常滑査の口縁部片 l点が出土した。

地割れ痕…開口部l陥は確認当初20-30cm程度で、あったが、調査中に崩れてl幅広となった。調査区西壁

の土層観察結果では、段状遺構 2の覆土に乱れはなく、段状遺構 2と同時期かより古い地震による地割

れと判断できる。ただし、開口部内から手担ね整形のかわらけ皿(小片]点、実測不可能)が出土して

おり、この地震が中世以前に遡ることはないと考えている。

4.最終確認トレンチ

I区では三面検出段階で羽F土量が置場の限界を超えたため、調査区中央に|幅 1mのL字形トレンチを

設定して下層遺構の有無を確認した。

旧流路…中世基盤層(8層)下、 青灰色粘土層(10層)上面で確認した。下底部近く まで掘り 下げて

しまい流路の状態はよ く判らない。医114には対面する壁面土層の上端、 lず端を各々結んだ推定線で示し

である。流路はl幅2.5m以上、深さ0.9-1 m、東北東から南南西方向に流下する。円覚寺の谷奥から小

袋谷川へ流れ出る小河川であろう。流路内には水磨した砂l擦が堆積し、粒径の違う堆積状態から自然埋

没したことが判った。南側覆土上部は段状遺構 lに切られている。出土遺物なし。なお、 I区で検出し

た地割れ痕は、 トレンチ内では確認できなかった。
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第四章出土遺物

建築材(礎板・杭など)を除いた造物総量は整理箱にして約40箱、その内iJ!iJ岡できた造物は約400点

である。遺物の多くは二面精査段階で出土しており、現地での遺物取り上げは炭層に注意しながら細か

く行なった。本章では出土層位・遺構ごとに分組し掲載したが、調杏時点の名称を使用したため若干の

説明が必要である。造物個々については卒末の観察表を参照されたい。

1.一面出土の遺物(図15)

全体量が少なく小片ばかりである。同士状態の明らかな遺物として、瓦(3 )は撹乱墳、 「文久永宝」

(7)は小袋谷川の護岸裏込め(図 4一oc層)から出土した。なお、瀬戸縁軸皿 (9 )とかわらけ1m

(13・14) は覆土中の小片-で、あり、遺構の年代を直接的にはJJ'さない。

2 .二面出土の遺物(図16-29)

造物の出土した層位によって、 二而上包合同 ・北部炭)凶・南部青砂層・南部炭層・造物集中範囲-南

端部砂屑-柱穴・南西部落ち込みに分けて取り上げた。

て面上包含層 (岡16、17) は炭層を確認する前、 主として)火褐色土層(図 4-3層)から出土した遺

物で、 2dVJ建物が廃絶した後の整地層rjJに含まれていた遺物である。

北部炭層 (図18、19) は調査区の北半、グリッド 3ライン以北で、検出した炭層巾の遺物である。炭!再

は2枚確認されたが、層厚が薄いために造物を分離することができなかった。 2b期-2 c期の建物に

伴う造物である。銅製飾り 金具 (117) は上部炭層而直上 (2c期)から出土し、かわらけ ITlL(72・76

・78・82) と担ね鉢 (86) は下部炭層而 (2b則)精査中に出土したものである。また、 青磁双f.i，I_文鉢

(90) は同一個体片が南部青砂層、南端部砂層中からも出土している。

ItJ部青砂層 (図20、21) は調査区中央部の軟質な土層 (図 4-4 a同)から出土し、 2b期-2c期

建物に伴う造物と考えられる。かわらけ皿のうち(118、120、128) は上山精杏時 (2c期)に、(122、

129、131)は同中 (2b期)から、常滑斐(143) は直上 (2c期)に潰れた状態で、出土した。瀬戸縁

利IIffi (140) は上層からの混入。また、銭では(150-152)が3枚、 (153-157)は5枚が連着した絹銭

状態で、見つかった。

南部炭層 (1豆122) は調査区の'1-1央部、南部青砂層 ド音1)で確認した炭層 (岡 4-4 a層下部)の遺物で

ある。後述する遺物集中範囲の一部と忠われるが、平面的な広がりを持たず炭層巾に混在していた造物

をまとめたo 160-169が遺物集巾範囲の下部から、170-199が上部から出土した。すべて 2b期建物に

伴う造物と考えられる。特に、かわらけ皿(180、185) と漆絵皿(191)は西壁際の排水j梓で、昨認され

た炭層面直上ゐにあり、かわらけ1l1lは大小並べて正置した状態(1玄|版7)で、見つかっている。

遺物集中範囲(1豆123、24) は三面遺構の項で説明した通り、 2b WJ建物に伴うー括遺物で、ある。かわ

らけ川lは完形もしくは略完形のものが主体となり、 EI'iit.1=.活に関わる多種類の木製品が出土した。この

他に、遺存状態が悪く測図できなかった遺物として、烏帽子 ・箸がある。

南端部砂層 (図25) は調査区の南端、小袋谷川の右岸に沿う版築砂屑(図 4-5層)中の遺物である。

砂層は上下に分けられ、各々 2b期と 2c期に対応しているが、造物が出土したのは版築状態の弱い上

層 (2c期)だけである。ただし、南部青砂層との境は不明瞭で、造物が混入した可能性がある。

柱穴出土遺物(図26-29) は二HlI建物柱穴内の遺物で、瓦・蹄は礎板に転用されたものである。完形
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のかわらけmLは (269、271)がP43、(272)がP45、(280)がP34から出土しており、すべて建物 Iに

帰属する。柱穴位置は|支130に示 したが、前平で復元 した4棟の建物ごとに整理すると以下のようになる。

建物 1，かわらけITIl(266、267、269、271、272、273、276、279、280、281、283)・常滑斐 (287)

-主J(293)・瓦 (297、298)・碍 (300) 

建物 2，かわらけIUL(270、274、275、282、284)・手倍り (286) . [':1磁IIIL(290)・銭 (295)

建物 3;かわらけ日IL(268、278)・担ね鉢 (288)・古ー磁IIIl(291)・釘 (292)・時 (301、302)

建物 4，該当造物なし。

なお、 P53出土と したかわらけ皿 (277)・瓦 (299)は、後述する壁面採集造物 (4a)同/南部背砂

屑)に合めるのが妥当と忠われる。

南西部落ち込み(1き131、32) は2a期建物 4より古い遺構で、木質腐蝕二i二(図 4-6屑)中には木製

品が多一量に含まれていた。完形のかわらけIIILは2点 (308、385)ある。この他に烏帽子片 ・雲母も出土

したが測図でき なかった。

3 .三面出土の遺物(図33-35)

云面では黒褐色粘土!凶からの出土遺物が多く、遺梢にf'lとう 造物はほとんどない。地割れ痕開口音15から

は、手担ね整形かわらけIIllが出土 したが、小片のためil!1J図できなかった。

黒褐色粘土隔(1立133、34) は調査区南半部にj:ff:和していた 7a)同中の造物である。 7b層からは出土

していない。かわらけrlllは (355、358、359、363、364)が完形、 手担ね整形のIIflは量が少なく、 小片

ばかりである。木製11111でi立大形の山げ物が 1[豆7a)門下部から出土した。底板が若干ずれているが完形

品で、現在、鶴見大学にて保存処理を行なっている。

土膿出土遺物 (閃35) は常滑撃の口縁部片 l 点だけである 。 土旗内にj:~t積していた砂傑層下部から出

1:した。三而の年代比定を行なう 11仕ーの資料である。
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二面南西部落ち込み出土遺物 (2) 

4.その他の遺物 (図35、36)

調査区壁面から採集した造物と中世以前の造物をまとめた。

図32

三鱗文高麗青磁など特異な遺物がある。採壁面採集造物 (図35、36) はH区西壁にかかった造物で、

との対応関係は以下の通り。集された層位(前項/二而出土の遺物)

;高麗青磁・瓶 (387)

4 a層(北部炭層)

4 a層(南部青砂層) ;かわらけIUL (384)・青磁 (386)・瓦 (389)

層(南西部落ち込み);かわらけnn(385)・時 (391)・銭 (390)

中世以前の遺物(図36) はー而 ~三面までの中世層に混入した遺物で、 黒褐色粘土層 (7a層)から

;瓦 (388)

層(二面上包含層)3 

6 

の出土が多く 、遺構は確認していない。すべて小片である。

の深鉢であ

の年代は古墳時代の土器には杯と護がある。杯 (393、394、395) は後期末頃、斐 (396、398、399)

Qo
 

ph
u
 

つd

縄文時代の土器 (407) はl点ある。中期末~後fUJ初頭 (加骨平!JErn . N式~称名寺式)

ろう 。
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よく判らないが、中期~後期にかけてのものであろう。

平安時代では灰糊問器 ・土師器・須恵器があり、総じて 9世紀代の遺物である。灰紬陶器椀 (392)

は内底部を除いた内面に施紬し、外底面の糸切り痕は消されている。K14号窯式。土師器斐 (397)は

年代不明。須恵器蓋 (400) はつまみ部がボタン状に退化したA A1号窯式、須恵器杯 (401)は底部回

転糸切り後無調整で底径から G37号窯式、須恵器碗 (402)は高台部形態から G25-G5号窯式に比定

できょう 。須恵器護 (403-406) は年代不明で、ある。
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<遺物観察表>

包 かわらけ 法量: 口径8.0cm 底径5.4cm 器高1.9cm )J台上黒色砂粒を多く含む完形
而 片仁j、

層 2 I~I 磁端!え碗 j去最不明小片

3 平瓦 、h去 長さ (15.5)cm I幅(14.8)cm 厚さ2.4cm Iftlj而斜め裕子と花菱の叩き文

小裏 4 か1コらけ 法量口径12.2cm 底符7.5cm 器 l高3.4cm 完形
袋込
谷め 5 かオコらけ j去量 口径12.4cm 底径7.6crn 器高3.1crn 1 2弱残存
]11 

i生 6 7if洞古!ね鉢 法量不明小川
}山T-

7 主主 文 久 永 セ 初 鋳 年 1863年梢書 裏面の波紋は不鮮明

土 8 かオコらけ 法量 !氏筏 (8.6)crn 大型かわらけ 1 3残存
場i

9 瀬戸縁粕皿 法量不明鉄fllii1i掛け小片

2 10 木製品 寸法 最大径6.4crn 厚さO.95crn 八角形 O.7 crnの穿孔 j甘途不明 1 2残存

i持 II かわらけ 法皇 11径8.2cm 底径5.Ocrn ~~高2 . 15crn 灯明lUl 口縁部にスス付着 1 3残存

12 かわらけ 法皇 u径8.0cm 底径4.3crn 保高2.85crn 3 5残存

13 かわらけ 法量 日経(10.8)crn 底径7.2crn 器商3.15crn 1 4残存

14 かオコらけ 法量 日経(12.(J) crn 底径(6.2)crn 器I自3.5cm 1 4残存

15 也tnl、h円f 瑞.TG 法量不 r9~ 口縁部の断面 肩古1¥に白然和1小片

16 常滑斐 j去畠 底径17.8crn 内底部に自然相Ii 底部の 1 4残存

17 育綴碗 法昆 L1径 1 0.2crn 竜泉窯鏑蓮弁文単弁 ~lli薬不透明 1， 4残存

18 青磁腕 法量 11径 (11.4)crn 竜泉窯天日型碗無文利l薬半透明小片

包 19 かわらけ 法量口径7.6cm 底径5.lcm 器高1.9crn 7 10残存
I而 ノt今ニ1、

)国 2(J かわらけ 法長 11径7.8crn 成作4.8cm 器高1.75cm 灯明Illl 仁l縁部にスス付着 l略完J~

21 かオコらけ 法量 u径7.7crn 底経5.2crn 器高1.5cm 薄手 二次焼成を受ける 8 10残存

22 かわらけ i去量 日経7.8crn 底径5.6crn 器高1.5crn 111告完形

23 カサコらけ 法 活 1寸径8.0crn 底径5.1crn 器高1.55crn 二次焼成を受ける 完形

24 かわらけ 法量 口径8.4crn 底径4.6crn {.~高1. 5crn 微砂粒を多く含む完形

25 かわらけ 法医 n径7.8crn 底径5.3crn 器高1.8crn 完形

26 かオコらけ 1去最 口径8.2crn 底径6.2crn 器高1.65crn 胎 i二 砂粒 内色針状物質を多く含む完形

27 かオコらけ 法量 口f手8.0crn 底径5.3crn {.~高1. 8crn JJ台|て 赤色小粒含む 3 5残存

28 かオコらけ i去最口径8.0crn 底任5.1cm 器高1.65crn 4 5残存

29 かオコらけ 法量 11径8.2crn 底径4.8cm 器高1.8crn 二次焼成を受ける 1 2強残存

30 かわらけ 法鼠 1-1径8.2crn 底径5.05crn 器高1.85crn 胎土内色主|状物質多く含む灯明皿 完形

31 かわらけ 法量 u径8.6crn I長径5.35crn 器高1.95crn :J:T明llll 1-1縁音1¥にスス付着 1 2残存

32 か1コらけ 法量 rI径4.6crn 底径3.1 crn 器高0.95crn 内折刻の小山l完形

33 カイコらけ 法号 口径4.8crn 底径3.25crn 器高O.9crn 内折型の小IIll 7 10残存

34 かオコらけ 法量 口径12.(Jcm 底径8.6crn 器高:1.(Jcrn 1 2残存

35 かわらけ 法量 u径12.2crn 底径6.7crn 器高3.3crn 二次焼成を受ける 7 10残存

36 かわらけ 法昆 口符12.2crn 底径7.0crn 都高3.3crn 1 / 2残存
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37 かわらけ illik U径12.0cm J氏j壬8.6cm 器高3.0cOl :1 5残干f

:i8 かわらけ i:1ミ量 仁|符12.6cm 底任6.2cm 器市¥3.7cm 2 3残存

39 ~~~' i" I:j 互32己t 法鼠 1-1任15.2cm JJEi 1 k小の長石粒を合む

10 '~;~i'~J. ふ~~ j去最不 IY~ )lfi -J~ 長石粒を合む 府部に 1=1然治IJ

41 It-;~・ 1、.'目~J. ~苔bgu， ?tlf{不IYJ )Jti土長イI粒を合む小片

42 "，~'・ 1ソ1=1 羽AUK it主t LI径21.8cm )J台上 {制改 長，(_j粒を合む

43 常討H';~ね鉢 法it不 Iy~ 小片

44 常i'j什ltね鋭、 i去最不明 日縁部の形状は渥美担ね鉢風 口縁部の内1(11にド1r!.~ 手lij 小片

15 常計千:I'fね鉢 法量不明注口残存

46 常ì'Pl' :I~~ね j1' 法鼠 )攻作11.Bcm 応部の 1 4伐存 内底近くに指fiJi成形痕 内面磨耗

47 ~ì~'i十]'1用ね鉢 j去民不明 内1(liはよく使い込まれて磨耗している

18 
111茶碗窯系 法iz; 底径6.7cm JJ台l二は灰色 砂fj/: 長石粒を合み粗い 外!良部回転糸切り後低い高台

碗 がつくが殆ど脱落 籾殻痕あり 内部に使用の際の黒っぽい着色あり 南部系(尾張型)

49 
111茶碗窯系

j去量不明 )Jti土は)火白色でキメ締11かい 1)') r師に主::1め 絡 {-状の条を安IJむ ぷ|ヒ部系(束濃型)
flYiL 

50 
山茶腕:空系

i去昆不明小川
Jliiね鉢

51 
111茶碗窯系

i去量不明 内而が焼け焦げてスス付 着 小片
JE!ね;il;

52 
LlI茶碗窯系

法量不IYl )Jfì =t: は I~I っぽくキメ制Hかい 内而は磨耗している 小川
担ねj1'

53 部'i)-I人れ子 itd話: 底径3.lcm 外底部へラ i'ilJり 底部 1 2残存

54 瀬戸長11ml 
ìl~量 |寸符lG.2cm 成経I1.Gcm ~ii~j3.5cm 外底部はヘラ削り 灰稿IJハケ治り 二次焼

成により内而口縁古rlと外而は剥離している 残存のLI縁部 1 5と底古防、ら復忌

55 灰利l椀 その他の造物([豆136-392)を参照

5(i r-I磁日正JlIl il、量 1-1経9.6cm J氏符5.2cOl 出l白¥2.55cm 外)良部は露JJ台 底部と口総の一部が残存

57 (1磁口JLJIIl 法量 !えff.:5.2cm 外!九古rlまで施利11111薬は透明 底filSが 2 5残存

5B I'J 1践砂~ ìt~量 日係(15.4)cOl 屯泉主主鮎6:illi弁文複弁:tlll薬は透明体育1I下位 1 4残存

59 青{必碗 法量 口符(1:i.2)cm 竜泉窯鏑Jili弁文複弁平111薬は半透明 u縁部 l 7残存

60 IT白1滋 j去早 底径5.8cm 1 1縁古1I片 1'Z120 ー 144参m~

61 十13石鍋 i去量 内径39.8cm 高さ (5.9)cm 1悩12.2cm ，￥さ 1.9cm 転用浴中で断念したか

62 r子、六F 寸法長さ (5.0)cm 1師1.4cm 厚さO.25cm !吠骨部位不明

63 li~( 
寸法長さ (12.5)cm 1隔15.0cm 厚さ5.2cm )J台j-_砂粒多屋に混入小イi 雲母合む

焼成は1=1-ぃ 割れ|寸からかわらけ片が突き山ている 成型l時に混入したものと思われる

6，1 銭 成、|正元宝 初鋳 99B:fr"北宋 i十f~T書 古1I分欠-l'f'¥

G5 銭 天椋j函'主初J鈎 1017年 北宋 借書

66 銭 i主ラjC通宝初鋳 1039年北米術書氾スレ

67 銭 !開寧元宅初鋳 1068年北宋室長書

68 銭 !開中元=i;: 初鋳 1068:>1三北米築書

69 銭 元材I通宝初鋳 10B6of 北宋築言i i毛主1I

70 S主 元付l通宝初鋳 1086or北宋築吉
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二|ヒ 71 かわらけ i1;量 11径5.2cm 底径4.2cm 器高0.9cm 内折型の小[lU 2 5残存

而
炭 72 かわらけ i去最 11径7.2cm 底径4.9cm 器商1.55cm 胎上に赤色小粒合む |的完形
府

73 かわらけ i1;量 口径7.~cm 成径4. 7cm ~ii高 1.5cm JJfi土に赤色小粒合む :3 5残存

7/1 かわらけ i去量 fi径8.0cm 底径5.3cm 器 l向;1.7cm 1 2残有‘

75 かわらけ iよ量 口径7.8cm J1¥;1J':4.2cm :詩情¥1. 9cm 1 2伐存

76 かわらけ 法民 u径7.6cm 底筏4.9cm 部f長1.8cm 完形

77 かオコらけ ì~ lii: LJ任7.6cm 底符4.9cm 器高1.9cm て次焼成を受ける 1 2残存

78 かオコらけ i1;量 rIi壬7.4cm 底径4.5cm 器高1.55cm 完形

79 かわらけ i去最 11径7.8cm 底径1.9cm 器高4.6cm 7 10残存

80 かわらけ 法量 口符8.lcm 成筏5.3cm ~ii高2.0cm 1.1明IJJl U縁部にスス付着 |惰完形

81 かわらけ 法量 川符13.2cm 底径6.4cm 器 i守¥3.95cm 二次焼成を交ける 3 5残存

日2 かわらけ 法民 U{壬10.3cm 底径5.7cm 保高:3.1cm 白色針状物質なし 4 5残{y

83 かわらけ j去最 11径12.3cm 底径7.4cm 器商3.3cm 3 5残存

84 か1コらけ i1;量 il径12.6cm J氏径7.5cm 終l苛3.どlcm 1 2残存

85 ~~Th'i" I~t 斐 法量 !氏後13.2cm 輪積み成形 外Ifli下位は縦のヘラナデ |人l底而に指頭痕が残る

86 1;~i'~J'1皇ね~* 法日 U径 (27.6)cm 1 1縁部外1mに焼け焦げ同ゐ造物が包含府から i片撹乱から2川/:1'.1:

87 常r目詣 法量 11径9.2cm 同ー造物のil縁古11が 面南北部 :而上包合層からもnLl:
88 瀬戸入れ子 法量 11径9.6cm 底径5.0cm 株高2.9cm 外底部ヘラ削り 2 5残存

89 青磁 {ぬ 法軍 1-1径(16.0)cm 竜泉窯鏑蓮弁文複弁納会Eは透明 U縁部が 3 10妓存

90 青磁 f本
jよー量 日符21.6cm 底径11.Ocm 器高6.3cm 竜泉窯 内成に双);(1，文 高台 I)~ も施布11

:3 10残存

91 判、1<瓦 寸法 長さ (6.1) cm 111日(12.5)cm 厚さ2.3cm 瓦頭の文様は制Hい防主IJの下向き剣頭文

92 平 h. 、n去 長さ(l6.6)cm 1隔(8.5)cm 厚さ2.4cm 1目的iにまqめ格了ーの叩き文文隊がずれている

93 丸瓦 寸法 長さ(10.4)cm 1隔(5.1) cm 厚さ2.0cm 凸而はヘラ成形 prl而は布H

94 ì1J~椀 法量 !氏f'A6.4cm 黒漆j血に朱i奈で内外而に竹文 手拍き 高台内に「八卜」の刻み

95 漆椀 法鼠不明 黒ì~~ 討をり 内外1mに朱i余で蔦文 子描き

96 ì~é 椀 1よ量不 I~i 黒 ì~ê塗り 内而に朱認さで飛鶴文 手111iき

97 ì~さ皿 iよ量 口径10.0cm 底径7.Ocm ~ii高1. 2cm 黒漆塗り 内外面に朱i奈で牡丹 ;文; 手術き

98 i~é JlIl i去量 口径(9.8)cm 1.長径(8.4)cm 器尚1.0cm 黒i奈塗り 内而に朱漆で御所車 文 子tr'liき

99 ì~~ JI[ i;!; iE: LJ径9.6cm 底径6.Ocm fi~ 高1. 5cm 黒漆捻り 内外出に朱漆で花井文 手抗き

100 i余 IIll i1;量 口符(8.8)cm 底径(6.5)cm 器出'jl.3cm 黒i会塗り無文 口縁部が 1 6残存

101 i余山 法鼠 11径8.5cm 成作6.8cm 器高1.Ocm 黒漆塗り無文 外市|はffii取り整形 1 5妓イ')0

102 i~~ JIll ì1;量底径6.4cm 黒i奈i~ り 1!!\文!式部 4 5残存

103 読さ lJU 法量 1 r径9.2cm J氏符6.4cm 保高1.55cm M\ ì余塗り~!!\文 氏古111 ;]残存

104 討さ IIll 法量 口符9.1cm J.氏径7.6cm 器高1.Ocm ~I~ì~~検り無文 1 3残存

105 ì~ê 皿 法 l設底径6.8cm 黒i奈塗り ;l!!fi.虫 Jえ古111 ;]伐存

106 i奈部 i去量イミI別 黒j会塗り 内面に朱漆で花弁文 I)~底部の一古11が残存 続またはllll

107 木製品
、]"it 長さ7.7cm 11I日4.3cm 厚さ3.1cm 面取りされたカマボコ状の紋を 2枚合わせたも

の 2枚をつなぐ主l孔が 2カ所 月]途不明

「
J

ρ
h
u
 

ヮ、
υ



10R i吉 寸法長さ20.9crn 1阿0.6crn りさ0.4crn fllij口

109 平寺 、Hl; 長さ21.2cm IPI，¥O.75cm 1以さO.!Jcm Ilhjj_J 

110 ミ今ー 寸法長さ21.Icm 1阪O.Rcm 原さO.35cm 両日

111 3告: 、J"i1; Jjミさ24.9cm 1悩0.6cm 1早さO.3crn 両1-1

112 省: 、J'i1; 長さ26.Rcm 1隔1.1cm I早さO.65cm 片口

113 主主 ii吃冗亜オミ 初j.JJ{ド 75R"lo /，1:， 搬手i

114 主主 1m冗辿宝初鋳年 964"f -1ヒ米新書箔ズレ異事1I

115 主主 景徳元宝初鋳年 1004年 北米構1i 氾ズレ

116 主主 j己i4'i:i盈宝 初鋳年 10R6句 北米 qJ:1l!: ~~i!- 主11

117 銅製品
寸法最大長5.3cm 最大 11'1I\2 . 0cm 上 1rr~ I1同1.8cm 下端l陥1.3cm /!:/さO.lcm 形状は逆

「し」の字引 )11途はがliり余呉とjtlわれる 1--下端に釘イしが 2カ/iji-

商 118 かオコらけ 法量 口径7.4cm 底径5.1cm (，日高1.65cm 完形 . 
而

育 119 かわらけ 法 ::;t 11径7.!Jcm }iH雫4.Rcm ?注目1.8cm 完)f;
I沙
!回 120 かオコ らけ 法itl- 口符7.6cm 底径5.2crn 持l市1.8cm 完形

121 かわ らけ iム日 1 I{V. 9cm I>'H予5.2cm (，~ t~ 1. 95cm 4 5残存

122 かわらけ iよ茸 口径7.8cm 底径5.6cm 1ti十l匂1.!Jcm 1晴元形

12:3 かオコらけ i士対 11筏7.Rcm )長符6.2cm 滞日1.7cm 11陪完形

124 か1コらけ i1;量 口符7.8cm J氏径5.4cm 絡 I!，~:j 1.4 5cm 1略完形

125 かオコらけ 法量 LI径6.0cm 底径3.8cm 部1市2.2cm ，長部 1 2残存

126 か1コらけ i去trl: 1-1作12.5cm 底符7.6cm ?n-'lj3.5cm 完形

127 かオコらけ ìt~ Jft 1 1径12.6cm 成径7.4cm (，~í\:~3. 15cm DI各完Jf;

128 かわらけ 法量口符12.2cm 底径7.6cm 器 j白i3.45cm 完形

129 かわらけ 法主:l- 口符12.7cm 底径8.0cm ftn-'ij3.2cm 1 1唇部が荒れて1J巴厚:lIIJllbに使月Jか 2 5残存

130 かわらけ 法批 11筏12.0cm )長符7.4cm 出向3.4cm 'kj"1明日11 11縁古11にスス付 着 l略完形

131 かわ らけ it主{- 口符12.6cm 底径6.9cm 総高3.6cm ーー次焼成を受ける う己形

132 火鉢
i1蛍 n1手:36.4cm 土保質 砂粒を多く合む j_J縁音11はナデ外而JJ阿部はタテのへラナデ

貫通穿孔が 3カ所残る 他に :而 |ニ包合層 二 I(， il~j西部部込みから小片出土

133 ，内.-ヨ5・JHa3tH3己li 法lil U径(39.4)cm 底径18.2cm プ:次焼成を受けて焦げる

134 λ'-tJ時~1'I~J' ~~ 法量不rY4 1-1縁・底部片と もTY砂層甚L1ーから11'，1-_

135 常d守護 法出 底符20.4cm JJFi [二に長石松多数合む

136 常滑JIltね鉢 11~ ::n不明 JJ台一[:に長イi粒多量に合む 二次焼成により外而は剥南11: 1 Ji，昨高11にスス付着小片

137 
山茶碗~系

i去最小明胎上灰色砂粒長行中立小石合む 小片
J'îU~鉢

138 瀬戸入れ f i去獄底径4.4cm JJ台 1: は nr~灰色で限級外底部ヘラ削り 底部 1 4残存

139 瀬戸長11し1111 jよ量 口径12.4cm 底径9.2cm 器l向3.9cm JJ台土は茶灰色灰治"ハケ塗 り 1 6残存

140 瀬戸縁清""11 i去量 口径(9.6)cm JJ台土はずt以色鉄希hii't掛け混入か口縁部 1 8残存

141 瀬戸 瓶子 法11":1: 底従1O.0cm JJ向上はl火白色 灰希11ハケ塗り 他に :函南端部砂崩中から小片山土

142 円磁口;CIIll i法lif j_J径10.8cm 素地は灰白色柄"薬は透明 日縁部 1 4伐存
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143 青磁鉢
j去量 口径(19.4)cm 秘薬はi炎緑灰色半透明 日縁部は折縁 内面に型押し蓮弁文他に

二両上包合屑 一而小袋谷川護岸裏込めより小}'i出土

144 青白磁水注
法量 口筏6.6cm 成符7.0cm 器高(23.0)cm 素地は灰白色 柄"薬は淡燈色青白色透明

j品文と沈線の組み合わせ 二次焼成を受ける 他に一面および二面上包合屑より小n-I:I'，I

145 滑石 i品石 寸法長さ (7.5)cm 幅6.55cm 厚さ 1.8cm iir石鍋転m
146 砂1 寸法長さ (5.1)cm 幅(1.7)cm 厚さ2.1cm イi材は灰茶色粘板山 台10き 舶f!友好1

147 i奈川l 寸法口径9.6cm 底径6.Ocm ~~高(1. 55)cm 黒漆喰り 内面に朱i奈 で菊花文完形

148 箸: 寸法長さ22.9cm rpl¥¥O. 7 cm 厚さ0.45cm 耐LI

149 主] 寸法長さ(11.6)cm r隔O.6cm 厚さ0.4cm

150 $Jt 祥符元宝初鋳 1008年北米梢書: 150~152は重なって出土

151 主主 ! I，~，~寧元宝初鋳 1068年北宋事長書穿孔あり

152 主主 紹聖うじ二i{ 初鋳 1094~ 北米 築書

153 主主 ! I~.~寧元宝 初鋳 1068年北宋梢書異郭 153~157は重なって出土

154 主主 元些通宝初鋳 1078年北宋行書:

155 主主 元22通宝 f)J鋳 1078年北宋行書:

156 会主 元材i通宝 初鋳 1086年北米築喜一

157 室長 紹聖元宝初鋳 1094年北宋家者:

158 銭 祥符通宝初鋳 1008年北宋梢書

159 事長 天幡通宝初鋳 1017年北宋梢書

南 160 かわらけ 法量 1-1径7.8cm 底符5.5cm 総高1.75cm 1 2残存
而

炭 161 かわらけ j去量 口径8.0cm 底径4.9cm ~~高1. 85cm 完形
層

162 かわらけ 法量 |寸径12.2cm Jえ符6.9cm 器高3.6cm 3 5残存

163 青磁碗 法量 口径16.6cm 底径4.6cm 器高(8.7)cm 竜泉窯鏑蓮弁文高台畳付のみ露Jl台

164 主l 寸法長さ6.8cm rlrlliO.4cm 厚さ0.3cm

165 主I 寸法長さ7.5cm 幅0.5cm 厚さ0.25cm

166 主主 開元通京初鋳 964年北宋主~書 箔ズレ

167 主主 成平元宝初鋳 998年 北 宋 梢書

168 主主 景徳、元宝初鋳 1004年北 宋 情 書

169 主主 主宋通宝初鋳 1039年北 米 梢 書

170 かわらけ 法量 口径7.8cm 底径4.6cm 器高1.75cm 灯明肌 内外面剥離 4 5残存

171 かわらけ 法量 H径7.2cm 底径4.9cm 器高1.6cm 完形

172 かわらけ 法量 li径7.6cm J，長径5.6cm 器高1.6cm 灯明皿 口縁部にスス付着 完形

173 かわらけ j去最 円径9.8cm 底径4.9cm 器高1.6cm 3 5残存

174 かオコらけ 法量口径8.1cm 底径5.lcm 捺高1.85cm 4 5残存

175 かわらけ 法量 口径8.0cm 底径5.3cm 器高1.9cm 完形

176 かわらけ 法量口径8.lcm 底径4.6cm 器高1.7cm 7 10残存

177 かわらけ 法量口径8.0cm 底径4.3cm 探高1.65cm 4/5残存

178 かわらけ i去量 仁l径8.0cm 底径5.lcm i?if高1.6cm 9/10残存
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179 かわらけ 法量 口径8.0cm 底径4.9cm 器商1.8cm 完形

180 かわらけ 11量 口符7.8cm 底径5.2cm 器(:"lj1. 8cm 完形

181 かわらけ 法量 口筏4.2cm 底符3.6cm 探!.:ijO.75cm 1人j折j¥'l小lllL外成古1Iへラ削り 3 5残存

182 かわらけ i1;呈 口径4.8cm 底径3.7cm 器高1.85cm 内折型小川l 外底部へラ削り 完)彩

183 かわらけ 法量口筏12.6cm 底筏7.0cm 器rwj3.5cm 3 5残存

184 かオコらけ i去最 円径12.5cm 成筏7.5cm i?if高3.7cm 9 10残存

185 かわらけ iよ量 口径12.8じm 底径7.8cm 器尚3.7cm 完形

186 かオコらけ it~量 円ff:13.2cm 成符7.4cm {.~高3. 2cm 1的完形

187 かわらけ 法国 11径12.8cm 底径7.3cm 器 l肯3.2cm 9 10残存

188 かオコらけ iよー:早: 口径12.2cm 底径6.9cm 器l肖3.6cm 4 5伐存

189 かオコらけ jよ量 口径12.4cm 底径7.0cm 器市3.2cm 2 5残存

190 i!n滋 例 法量!え任5.4cm 竜泉:宅鏑蓮弁文 lji弁納薬は以緑色 半透明底部 1 4残存

191 i奈川l 11量 口径9.3cm 底径5.6cm 器商1.2cm ~I~ ì~~地に朱漆で槍扇文子姉き 時完7f;

192 isミ Illl it~量 口符(9.8)cm 黒漆地に米ì~きで亀Icl' 花菱文 スタンブ 11縁部 1 5残存

193 ì~ê 椀 法量不明県i奈塗り l人Imf に朱ì~~で'~ffi，\丈外面はIM1収り成形手拍き 小片

194 ì~~ 腕 i去量 J氏符 (6 ， R)cm 黒ì~~地に *ì~~で 11~鶴文 子摘さ }ff.古117 10残存

195 1111物底 寸法 直径16.3cm 厚さ 0， 7cm 内 Ifli は黒ìß~塗り 周囲に釘孔が7カ所、内2カ所に木釘残存

196 箸;IK木製品 寸法 長さ 15.3cm '1'品0.7cm 1￥さ0.35cm !'r"方の先端部を削った偏平の体

197 銭 i台、|正元宝 初鋳 1064'.le ，1ヒ米 家書

19R 主主 jじ:fA:IJ凶'j，:初$}J 1086年北宋築書

199 銭 聖宋7己cj，'・初鋳 1101年 北宋行者

造 200 かオコらけ 法毘: 口径7.6cm 底f雫4，8cm {.佐高1.6cm 1 2 残存
面

物集
201 かオコらけ 法量 1 r径7.8cm 底径4.35cm 部高1.8cm 完1f;

1屯 202 かオコらけ i去最 1 r径7.8cm 底径6.7cm 器高1.Rcm 完形
開

203 かオコらけ 法量 11径8.0cm 底径4.6cm 1計十I白¥1.7cm 111作完形

204 かわらけ 法量 口径8.2cm 底符5，Ocm 総高1.85cm 完形

205 かわらけ 法量口符8.3cm 底符5.6cm 器i守¥1. R5cm 完形

206 かわらけ it:A!・ r-r径8.4cm 底径5.3cm 器高1.7cm 111作完形

207 かわらけ j去最 1 r径7.6cm 底径5.1cm 器高1.8cm 完形

208 かわらけ i:t量 1 r径7.6cm 底径5.1cm 総高1.7cm 完形

209 かわらけ it~量口径7.5cm 成任5. lcm 6if高1.8cm 完形

210 かオコらけ iよ量 口任13.6cm 成径7.7cm 器高3.75cm 完形

211 かわらけ 法国 1 r径13.0cm 底径7.5cm {.~高 3.9cm 7 10残存

212 かオコらけ 法量 11径13.0cm 底径6.8cm 器高3.7cm 8 10残存 灯l列目l r r縁音1Iにスス付着

213 かオコらけ 法量 口任13.0cm }l'H半R.2cm 器高3.65cm Ii硲完形二次焼成を受ける

214 かオコらけ 法量 口筏12.2cm }.氏符7.6cm 器高3.0cm 3 5lj長存

215 カイコらけ 法量 口符13.2cm }.え任7.6cm 器 l台¥3.1cm 111長完形
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216 かわらけ 法泣 Ll径13.()cm 底径7.8crn 器尚3.5仁川 完形

217 かわらけ i去最 口径12.8cm 11'(径7.7crn 器市3.()crn I峨完形

218 かオコらけ j去最 111f日.()crn 底径8.2crn 器l肖3.55cm 完形

219 i奈 川l
i去量口符10.0cm 底径6.2crn 桜尚1.5crn 2 5残存 照 ì1JU也にうKì1J~で御所1七と i皮文

子:tUiき

220 i余 rm j去最 口径9.()cm 底径6.Ocrn 総l千百1.Ocrn 時完形黒i余地に朱ì~éで、飛鶴文; 手ti'liき

221 ì~é 椀 i去量 底符7.0cm 底古153 5残存 内外而黒i余地に:，j司会で亀月!と菊文 スタンプ

222 ì~~ 椀 i去量口符14.6crn 底符7.6crn 器7di5.5crn 7 10銭作黒ì1J~塗り力!f，文

223 縦悩} 寸法長さ(17.2)cm I隔6.0cm 厚さ0.8crn

224 子押し木 寸法長さ10.9crn I幅3.7 crn 最大原さ4.3crn 

225 出l物底 ミnt甫筏15.8cm I手さ0.9cm 1 3残存

226 折救 寸法 長さ30.7cm I III~ (8.5) crn Iヂさ0.25crn まな板に転用? 刀jl¥f多数あり

227 1)"[ 敷 寸法 長さ20.6crn I隔(6.4)crn 厚さ0.2cm 小干しlカ所残存

228 折敷 寸法長さ20.2cm I悩(14.6)crn I学さO.lcrn =)iに小孔残存

229 板草履 寸法 長さ23.Ocrn IPI~\9 . 2cm J享さ0.3crn 完 形上々に穿孔2カ所衣長とも艇が残存付着

230 i当: 寸法長さ22.6crn I隔O.95cm 厚さ0.6crn 両日

231 2皇; 、H.I~長さ 22.6crn I隔0.5crn 厚さ0.45crn 両日

2:l2 省宇 寸法長さ23.7cm I隔0.6cm 呼さ0.45crn 両n

233 箸 、y法長さ (2().3)crn 幅O.6crn 厚さ0.35crn 両u

234 ミ告; 、nt長さ21.1 crn 幅O.75crn 厚さ0.55crn 両日

235 平 正L 寸法長さ32.Ocm IPI~ (14.4) crn 厚さ2.Ocrn Inl耐奈|め格子叩き文

236 、|え瓦 寸法長さ (14.6)crn I岡(12.4)crn 厚き 1.9crn Inl面縄日叩き文

237 主主 IJIJ元通宝初鋳 621年由主3t書

238 銭 |羽元通宝 初~JJ 621年時隷書

239 主主 開元通宝初鋳 960年 Ifj麿 隷 書

240 S長 皇宋通宝初j鋳 1039年北宋隷書

241 主主 !開寧元宝初鋳 1068年北米室長吾

242 銭 !開軍元宝初鋳 1068年北宋家書

南 243 かわらけ 法語 n径7.8crn )え符5.5crn 総出¥1.7crn 1 3残存
値l 主品

241 かわらけ i去j忌 11径8.4crn I長径5.4crn 器高1.95cm 1 2残存
砂
層 245 かわらけ 法量 u径8.6cm 底径6.1cm 器高1.85crn 7 10残存

246 かわらけ 法量 仁川世8.8crn 底径5.2cm 器商2.2crn 1 3残存 灯明1111 口縁部にスス付着

247 かわらけ 法昆 11径8.6crn 成任5.9crn 器尚1.7cm 1 2残存

248 かオコらけ 法長 u径5.2cm 底径3.4crn 器高1.1 crn 1 4残存 |付折型小JlIl

249 かわらけ i土量口符6.0cm 底径4.0crn 掠高1.15cm 1 3残存内折型小Jm

250 かオコらけ 法量口径10.0crn 底径5.4crn 器商3.1crn 3 5 残存~，f.壁薄い傾質

251 かわらけ j去箪 11径11.2crn 成径5.6cm 器商3.2cm 3 5 残存灯 l珂皿 仁r K~音 15にスス付着

252 かオコらけ 法毘 11径12.4crn 底径8.1cm 器商3.lcm 1 2残存
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253 かオコらけ 法主tu径13.2cm 底径8.2cm 器高3.3cm 2 5残存

254 'ij干3品f川H 現L必じt~ 法Ef不明小片

255 青磁鉢 j去量 n径 (29.6)cm 竜泉窯 口縁部折縁 内而に型拘lし蓮弁文布h薬は灰緑色半透明

256 青磁鉢 法量 底径9.2cm 器高 (8.85)cm 255とl司一個f本と思われる

257 イ1足 、j"法長さ (8.5)cm 1隔(3.5)cm 厚さ (1.4)cm 粘板右製墨痕が残る

258 丸瓦 寸法長さ(17.4)cm 111面(7.6)cm 厚さ2.6cm 凸面ヘラ成形凹面 布 日

259 :h 瓦 寸法長さ(10.7) 111]H7.3)c01 I亨さ2.6cm 凸 而 縄 日叩き文凹而布目

260 九}5[， 寸法長さ(19.4)cm Ipr.i (6.4) cm 厚さ3.0cm 凸而縄日叩き文凹而布日

261 銭 祥符通宝初鋳 1008年 北米 措書

262 銭 7(iir再通宝初鋳 1017年 北米 構書

263 銭 天聖元宝 ;f}J鋳 1023年 北宋 梢書

264 銭 嘉祐通宝初鋳 1056年 北宋 格言

265 主主 !開寧元宝初鋳 1068年 北 宋 桔書

柱 266 かわらけ 法量 LJ径7.2cm 底径5.3cm 器高1.75cm 1 2残存 P .45 
面 穴

出 267 かオコらけ 法量口径7.8cm 底径5.4cm 器高1.9cm 2 5残存 P.21 
土
遺 268 かオコらけ 法量日経7.5cm 底径4.8cm 器商1.6cm 1 2残存 P.7 
物

269 かわらけ 法量 口径7.8cm 底径5.4cm 器高1.75cm 111告完形 P .43 

270 かオコらけ 法量口径7.4cm 底径5.2cm 器高1.8cm 2 5残存 P.24 

271 かオコらけ 法量 口径8.1cm 底径5.3cm 器高1.8cm 完形 P.43 

272 かわらけ 法量 口径7.6cm 底径4.8cm 器高1.75cm 完形 P .45 

273 かわらけ 法量 口径8.2cm )長径5.3c01 器高1.6C01 1 12残存 P.37 

274 カイコらけ j去露 口径7.8cm 底径5.0cm 器l高1.75cm 灯明111L 2/ 5残存 P.35 

275 かオコらけ j去最 u径8.2cm 底径4.8cm 器高1.7cm 2! 5残存 P.30 

276 かわらけ 法量 口径(11.7) cm 底径7.6cm 器高2.6底部 1 4残存 P.31 

277 かわらけ 法量 口径12.2cm 底径6.9cm 器高3.4cm 7 10残存 P.53 

278 かわらけ 法量 口径(12.4)cm 灯明ITI1 口縁部 1 6残存 P.7 

279 かわらけ 法昆: 口径12.8cm 底径8.0cm 器l奇3.3cm 口縁部 1 4残存 P.37 

280 かオコらけ j去最 u径12.4cm 底径7.2cm 器高3.6cm 完形 P.34 

281 かオコらけ 法量 口径12.4cm 底径7.2cm 器高3.3c01 1 3残存 P.45 

282 かjコらけ 法量 口径12.2cm 底径8.35cm 器高3.3cm 2 3残存 P.9 

283 かわらけ 法量 口径12.2cm 底径7.6c01 器高3.7cm 1 2残存 P.25 

284 かわらけ 法量口径12.0c01 底径6.7cm 器高3.4cm 1 2残存 P.30 

285 火鉢
法量 口径(44.0)C01 底筏(34.0)cm 器高9.5cm 外底部は静止糸切 りか? 内外面とも

に剥南11著しい 286と同一例体と思われる 南端部砂層 南部炭層より出土

286 火鉢 法量不明 P.30 

287 常滑斐 法量 底径16.4cm 外底吉11に :次焼成を受ける P.37 

288 
山茶碗窯系

法量不明 u縁部小片 P.51 
JEね鉢
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289 
山茶碗熊系

i.t量不IY4 底古1;小片 内!氏ITIiは燐減 1)'.1而のみ焼け焦げ P. () 
tl(~:J.鉢

290 ILI磁 IIIl i~ .lT:l 不 IYJ n縁部小片 P.9 

291 青俄 IIIl j氏f手(5.0)cm 1司安窯系i'[磁 |人1J~'( m;に航Ht'liき文 P.51 

292 主l 、n去長さ11.1cm 1~I ，iO. 5cm 厚さo.()cm P.28 

293 主l 、H去長さ(l0.4)cm I陥O.4cm J~) さ O . ()cm P .15 

294 主主 疋間通'-j[ 初鋳 1078年 北米銭JTli P.18 

295 ~~ 元:N-i通宝 初鋳 108(){ド .1じ米 銭古 P.22 

29() IIL 瓦 寸法 長さ (14.3)cm I陥(9.8)じm 厚さ2.05cm Irt，IM斜め絡ず.UIlき文 P.3() 

297 '1" 瓦 、J-i土長さ (10.8)cm I附(11.())cm 原 さ2.5cm 凸liTi純 EIIlIlき文 P.31 

298 よし 主L 、hネ 長さ (l4.7)cm I附(9.2)cm )ザさ2.2cm 1'~d1lWHI 叩 き文 pqr(ri ，(Ii 1=1 P.34 

299 ヰ!. )iL 、nよ 長さ (I().9)cm iIIIW2.l)cm 厚さ2.1cm 凸而斜め絡子111]き文 P. 5:~ 

300 Ii¥¥( 
、j法 長さ30.()cm 1~r.i1 4 . 5cm 厚さ5.2cm 板状圧娠が各面に残る JJ台| かわらけと同

質 砂粒針状物質赤色粒含む焼成は甘い完J~ P .11 

301 i活i
寸法 長さ (15.4)cm I陥13.8cm J';l:さ4.()cm 板状!土痕が各而に残る )J台土小石雲母

砂粒を合む 焼けた痕閥、あり 1 2残存 P.52 

302 l場1
、n去長さ (18.8)cm iII日14.()cm 厚さ5.1cm )J台土砂料 内色針状物質 雲母イi粒 を

合む焼けた痕跡あり 2 3伐存 P.52 

南 303 か1コらけ il量 口符8.2cm 底径5.5cm 器尚1.6cm 3 5残存
I而 凶

古与
304 か1コらけ 法最口符7.8cm 底径5.0cm r.lF，'，!;j 1. 7cm 完形

込 305 かわらけ i去民: 口筏8.2cm 底符5.4cm 総 i~:j 1. 8cm 灯明JIIl 11縁部にスス付着 111告完形
み

30() かわらけ 法量 口径12.5cm J氏径7.4cm 総高3.5cm 7 10残存

307 かわらけ 法鼠 !氏符().6cm 外)辰吉1;に径O.5cmì~~ さ O.()cmの員通しない穿孔あり 小n-
308 かわらけ 法政 円径I:~. Ocm 底径8.4cm 総高3.25cm 外底部に符O.2cm科の穿孔あり 完形

309 
青円綴 ìl~量 11径8.0cm 受け部符9.0cm 底任8.1cm 器高2.0cm 布h楽はi炎青白色透明 受け音1;
合チ および体部下位から外底部は路JJ台 口縁部にスス付着

310 i奈 IIIl 法Jf.(: I寸符9.8cm 底符().6cm ~性向上 5cm 黒漆塗り i人Hfliに朱i余で花子lf文手描き

311 曲物 }氏 寸法 径37.2cm 厚さO.75cm 木釘が lカ所残存

312 杓 チ 寸-il :J;毛さ22.()cm I隔5.7cm 厚さ0.7cm

313 ーペ一、 ~，ロlrI 寸法 長さ 14.6cm I隔1.1cm 厚さ 1.Ocm 1正|角柱状に切り込みが人る 人形か

314 板桔!霞 寸法長さ23.7cm I隔(4.9)cm 厚さ0.45cm 1 2残存 葉状J+1!'i.が残る

315 板草履 、nt長さ22.8cm I幅9.()cm J~f.さ 0. 3cm 完形張状証痕が残る

3ls fJiヰL版 寸法 長さ21.どIcm 脳(8.7)cm ).早さ0.3cm 1絡完形 葉状!主痕が伐る

317 生II 楽 寸法最大径2.8cm 高さ (2.4)cm 乾燥して変形心棒は)J見務

318 木製品 寸法 最大経2.6cm 高さ 13.9cm Jjf(水の樹皮を剥ぎ、而取り成形 |場物か

319 手事11し本 寸法 長さ10.()cm I隔4.0cm 厚さ5.7cm 耐i決り成形底部にJ全J制Jミが残る

320 裕子の古1¥材 寸法 長さ (15.9)cm I隔2.9cm 段大厚さ2.6cm 釘孔2カ所内]カ所に折れた鉄釘が残る

321 "̂' ら 寸法長さ 19.8cm I隔2.:)Cm 厚さ0.8cm

322 木製品 、)-i:去長さ20.5cm I隔7.1cm 厚さ2.3cm 釘孔 2カ所内 lカrfl-に鉄主lが残る 用途不明
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323 木製品 、H!、 :l~ さ 9.0cm 幅1.05cm 厚さ 1.25cm 用途不 19~

324 木製品 、Ji去長さ (5./1)cm IPio¥3.2cm 1'7:さ1.2cm 用途不明

325 :苦 、h1; r三さ11¥.icm 幅().65cm I'iさ().3cm I!hjLl 

:i26 ミ当「 、J"iよ長さ21.4cm 幅O.icm 厚さ0.55cm 両日

32i i告「 、J"法 i三さ21.icm IPi，¥O.7cm 10/さ0.15cm 1I1リ口

321¥ 3奇 、h上長さ22.6cm 1柄0.8cm 1予さO.6cm 両日

329 箸 、J"it 長さ22.4cm IPil¥O.8cm 1'/さ().5cm Ilhj Ll 

330 i会ー 、J"i:t 長さ22.3cm */'¥O.85cm 1亨さ().5cm Ilhj LJ 

331 箸 、H1; 長さ22.5cm 幅O.85cm 原さO.:3cm lilij口

332 3普 寸法長さ23.4cm IPhlO. 75cm 即さO.25cm 両日

333 箸 、H1; 長さ23.1 cm IPiJO. 65cm 原さO.(icm 両日

334 :主 、J"i1; r毛さ23.4cm IPiω. i5cm 1享さO.4cm fihj口

335 ミ寄 寸i* 長さ23.3cm 1隔0.8cm I与さO.4cm 両1I

336 ';i1 、hi~ 長さ 23.5cm IPi，¥O. icm 原さO.5cm 両日

33i 箸 、h1; 長さ21.2cm 1隔O.45cm 厚さo.:~cm 両日

338 1ぎ 寸法長さ23.9cm 1隔O.55cm 厚さO..1cm 両rl

339 争年 寸法長さ25.8cm 1悩O.8cm 1享さO.55cm 川口

340 ノ¥ り 寸法長さ20.3cm *両1.2cm I~/ さ 0 . 65cm

341 21375木片 寸法長さ(15.8)cm 11'日2.Ocm )~，Æ さ O.2cm 判読不能

342 鉾 、nよ 長さ (9.0)cm 1隔1.6cm 1'1さO.3cm !~伏甘・ 古川立イ~1~1

343 主l .J"i去長さ9.5cm 1隔O.45cm )~/さ 0. 25cm

344 7J 了一 寸法 長さ(15.7)cm 1陥1.:km 1予さ0.6cm 柄の本吉11が)'，側にほぼ完全に残る

345 ;1Q 体1~:通常 初鋳 1008if. 北宋桁書

346 銭 元自!通:_j;: 初鋳 1078年北米行7Lj

317 銭 ) ë _~ト通宅 {1J鋳 1078年北米行~!{:

348 銭 元tt通こし: 初鋳 1078年 」ヒ宋 象者

349 銭 IE宋元宝初鋳 1101年 北米行官

黒 350 かオつらけ j去最 LI径8.4cm 子抑ね 1 "残{T:
|師 褐

色 351 かわらけ ì1;量 I1径9.0cm 子1~' ね 1 5成イ7・

_I: 352 か1コらけ 法量口径(9.8)cm 子持!ね小片
問

353 かオコらけ 法主i 口径(12.4)cm 手探ね 口縁部 1 8残存

354 かわらけ i去;:;1: 口符7.8cm )iH壬5.5cm 総高1.65cm 7 10残存

355 かjコらけ iよ量 II径8.0cm 底径3.2cm r.位向1.9cm 完形

356 かjコらけ 法量 Ll径8.1cm 底径5.6cm ?iii%l. 6cm 1 5残存

35i かオコらけ 法吐 仁川壬8.0cm )tl.径5.8cm 滞日1.65cm 灯町11111 口縁音11にスス付者 4 5残存

:~58 かわらけ tt:i1t 口符8.1cm 底径5.2cm 部向上65cm 完形

359 かオコらけ i去吐 仁川壬8.2cm j.長径(i.1cm ~:i 出i 1. 85cm 111台プ己形

360 か1つらけ 法取口径12.7cm 底筏7.8cm 出l向3.65cm 4 5残存

円
ノ一
】

司

i
円ぇ
υ



361 かわらけ 法量 11径12.0cm 成径7.3cm 器高3.35cm 7 10残存

362 かわらけ 法畳 口径12.2cm 底径6.4cm 器高3.55cm 底部に貰通穿孔 2 5銭存

363 かわらけ 法量 口径12.4cm 成径6.6cm 器高3.45cm 完形

364 かわらけ 法量 口径12.4cm 底径8.6cm 器高3.75cm 略完形底音11に貫通穿孔

365 白かわらけ 法量口径(12.8)cm 手控ね小片

366 鍔釜 法量不明 伊勢地方産か胎ご|二に雲母を含む 小川一

367 瓦質碗 i去量 υ符12.8cm 黒縁 日縁部 1 3残存:

368 j尾美 ~ 法量口径(20.4)cm I以!f1hハケ塗り

369 
111茶碗窯系 j去量 jま符(15.2)cm 高台民liり付け 接地面をへラで削って整形 残存する外面体部ド位

担ね鉢 にはヘラ削りがない |付面は使いこまれて磨滅している

370 青白磁水注 j去量最大任9.0cm 底径5.8cm 瓜型紬薬は;J(色透明 外面体音11下位から底部まで露)J台

371 板草履 寸法長さ22.8cm 阿9.3cm 厚さ0.35cm 11栴完形葉状圧痕が残る

372 木製品 寸法長さ11.3cm 幅1.lcm 厚さ0.6cm 用途不明

373 木製品 寸法長さ11.2cm ，隔0.85cm 厚さ0.4cm 用途不明

374 部 材 寸法長さ14.6cm ，隔1.8cm 厚さ1.Ocm 穿孔 lカ所先端をホゾ組)刊に削る

375 箸 寸法長さ22.1cm ，隔0.55cm 厚さ0.4cm 両日

376 箸 寸法長さ20.2cm ，幅0.7cm 厚さO.5cm ~Iリ口

377 箸 寸法長さ (24.4)cm I幅0.8cm 厚さ 0.55cm 両 I~I

378 箸 寸法長さ27.6cm I幅0.65cm 厚さ0.6cm 両日

379 ""- ら 寸法長さ24.7cm ，隔1.4cm 厚さ0.9cm

380 同l物
法皇 n径約40cm 底板径37cm 器高約8.5cm 側 板 厚 約O.5cm 底板厚約1.3cm 側 l

板は二重 底紋は釘止めか否か不明

381 銅製品 寸法直径1.5cm 高さ0.55cm 鋲外面に鍍金

382 主主 嘉祐通宝 初鋳 1056年 Jヒ宋隷書

t墳 383 常滑至と 法量口符Hi.2cm
面

調 38，1 かオコらけ 法量 11径8.4cm 底径4.8cm it~高1. 85cm 完形
査
区 385 かわらけ 法量 口 径13.0cm 底径7.3cm 器高3.35cm 4 5残存
壁
111 386 青磁碗 法量 口径(15.8)cm 竜泉窯鏑蓮弁文複弁
二t
造 高麗
物 387 

青磁)双子
法量不明黒色と白色の象|荻 三つ鱗文か小片

388 平瓦 、n去 長 さ (20.9)cm ，幅(15.9)cm 厚さ2.2cm 凸面斜め格チ叩き文

389 半 I、L 寸法長さ(19.6)cm ，悩(14.0)cm 厚さ2.0cm 凸面斜め格子叩き文

390 銭 皇宋通宝初鋳 1039年北宋桁書

391 !il事
寸法長さ (17.5)cm ，隔13.8cm 岸さ4.4cm 四|自jに板状圧痕が残る )J台 土 赤 色 粒 雲

lすかわらけn合む 硬質焼け焦げた痕跡あり 2 Hえイ子

中 法量 底径7.6cm 高台貼り 1，Jけ ):f油11ハケ塗り内底部露)J台 l〆 4残存 三面上包含層よ
世 392 灰希1fT!宛

り出土
以

両 目リ
393 土師器 i不 法量不明 日縁古11ナデ外底古[1ヘラ削り 丸底 底部剥再jT. T半j丙部落込みより出土。〉

逃
物 394 土師詩 l司、 j去量不明 日縁部ナテ 外底部へラ削り 丸!氏 黒褐色粘土層より出土
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395 土師~:f t1、 法量 口径(9.6)cm 口縁部ナデ 黒彩南西部落込みより /1¥ニ|て

396 土師器発 法量 口径(18.2)cm 口縁部内外而ヨコ、体育[1外面タテのハケ調繋黒褐色粘土層より出土

397 土師器斐 i去:星; 口径(18.6)cm 胎土 砂粒を多置に含む 口縁部ナデ 黒褐色粘土層 より出土

398 土附i器護 i去最不明 外而はハケ調整黒褐色粘土層 より出土

399 土師器 きを i1;量不明 外而はハケ調整 黒褐色粘土層より出土

400 須忠告3 蓋 法量不明 つまみ径2.8cm 主|状物質なし 南西部落込みより出土

401 ~lU志器巧; 法:量 底径7.6cm 外底部回転糸切り i1l状物質なし 南西部落込みより出土

402 須恋;総腕 法量不明外底部回転糸切り 高台貼り付け針状物質なし小片南端部砂層中より出土

403 須恵器斐 法量不明 小J十 南部青砂層中より/:1¥土

404 須恵桜 主主 法量 口径(19.0)cm 南西部落込みより出土

405 須恵器斐 j去量:不明 体部外而に平行条叩 き日 Fトj端部砂層中より出土

406 須恵器禁 i去最不明 体部外而に平行条叩き日 黒褐色粘土層より出土

407 縄文式土器 i去量不明 i主総区画内に縄文 南西部落込みより出土

<遺物点数表 > ※ 接合後の破片点数

面 面 三 面

ヨfi~ζu巴寸」 北部 南部 南部 造物集 南端部 南西部 黒褐色 地割l痕 調査区
合言|一

包含層
裏込

i背 土岐 包含層
砂防 青砂層 炭層 ヰIMI現 砂層

柱穴
f&込み 粘土層 -土検 壁

近世造物 11 2 I 18 

かわらけ除) 98 7 138 55 519 220 229 267 89 148 195 123 190 12 412，294 
仔) 10 12 

I屋 美 9 9 
国

産 常 治 :39 6 27 204 39 140 6 35 37 11 8 1 l 555 

F句i'頼 p 2 5 2 11 2 27 2 16 67 

告5
山茶碗窯 22 3 8 6 1 42 

二円k 磁 6 1 5 14 5 4 4 11 3 4 2 59 
舶

載 白 f滋 l 5 2 2 12 

陶

磁 青白磁 2 8 2 3 16 

Z3 
その他 褐事111 高麗 l 2 

土・瓦質製品 4 8 8 5 2 12 l 43 

瓦 23 3 14 5 167 49 105 25 5 80 46 27 13 10 572 

金属製品 l 7 6 10 7 6 6 4 2 1 51 

石 製 口口口 3 l 11 7 4 2 2 30 

木製 H『1H 46 2 108 152 44 62 77 26 55 330 100 17 1，020 

骨 製 『ii1ri 1 2 

中 i止以前 2 2 10 7 6 5 13 9 8 38 15 116 

品r1、 226 30 196 77 1，087 480 592 378 177 333 380 509 390 48 17 4，920 
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第五章 まとめ

本調査での大きな成果は、円覚寺に関わる総門外の建物と円覚寺創建前後の遺構を発見できたことに

ある。ここでは二面と三而の遺構 ・造物に焦点を絞って整理し、簡単なまとめとしたい。

l.年代と変遷

まず、出土造物の年代を確認すると、 2c期面直上の常滑斐(図20-134)は13世紀第4四半期、 三

面土噴出土の常滑斐 (図35-383) は13世紀第 3四半期に比定できる。 2c却]面廃絶後の整地層(二面

上包含層)から出土した常滑・瀬戸 ・111茶碗窯の製品は概ね14世紀第 2四半期までに納まるようであり、

二面~三面の年代が14世紀第 2 四半期~ 13世紀第 3 四半期の間にあることが判る 。 また、かわらけ皿で

は二面と 三面の境に様式上の画期がある。二面は ìl~手の lUlが組成に加わり始める時期、 三面は前代に減

少傾向を見せ始めた手担ね整形のllllが、まさに消滅するす前の時期にあたる。この画期はこれまでの調

査から13世紀末頃と推定され、上記年代と矛盾するものではない。

さて、円覚寺は弘安五年(1282年)に創建されるが、弘安十年(1287年)・正応三年 (1290年)の火

災に加え、正応六年 (1293年)の地震によって大きな被害を受ける。永仁四年 (1296年)には一応の再

建が成ったようであるが、 更に正和五年(1316年)と文保二年 (1318年)の度重なる火災で荒廃したこ

とは疑いない。すべての再建が完了したのは、元亨三年 (1323年)に行なわれた北条貞時十三年忌供養

の時であり、建武元年 (1334年)頃に描かれた「円覚寺境内絵図」は再建後の姿を写したものである。

以上を念頭に置くと、遺跡地の変遷は次のように考えることができる。

0 2 c期建物焼失後に 「円覚寺境内絵図jが描かれた。つまり、 二面上包含層は建武元年(1334年)頃

を下限とする整地層であり、 一面に構や土壌が作られる14世紀後半以降まで空閑地であった。

0 2 c期建物は正応三年 (1290年)、 2b期建物は弘安十年(1287年)の火災で焼失した可能性が高い。

2 c期面直上で出土した常滑査の年代観を根拠とするが、かわらけ皿の様相は 2c 期~ 2 a期までが

一様式内に納まり、後述する 2a期と 2b期・ 2c期の年代隔差がほとんどないことを示している。

0 2 a期は円覚寺が閉山した弘安子L年(1282年)の生活面と考える。 2a期面の基盤となる 7a層は川

沿いの湿地を埋めた整地層で、円覚寺創建時の土木工事による排土で、あろう 。また、 工事は弘安四年

(1281年)夏の戦勝直後に着手したと考えられており、 7a層直下 (7b層上面)にセリ科植物の種

子が付着していた事実と季節的にも一致している。

0三面は円覚寺創建以前に比定できる。段状遺構や土墳の性格は不明であるが、 立地から見て水田耕作

に関わる遺構の可能性があり、花粉分析の結果を待ちたい。なお、円覚寺開創にまつわる奇瑞諦には、

弘安元年(1278年)北条11寺宗と道隆が選地し起工したところ、円覚経を納めた石植が出たという 。こ

の年代を信じれば、 7b層は少なくとも弘安元年まで遡る。つまり、 7b層が自然堆積層であることや

後述する三面の上限年代を考慮すると、弘安元年には堆積途中か既に湿地化していたと推測できる。

O地割れ痕は正嘉元年 (1257年)の大地震によるものである。『吾妻鏡jには「地裂水湧出Jしたと記

されており間違いはなかろう 。段状遺構 2・土墳と同時かより古く、 三面の上限年代を示している。

O旧流路は中世以前に 自然埋没したと考えた。ただし、唯一不安として残るのは、 黒褐色粘土層(8 

層)が山裾から流出した二次堆積土であった場合である。この場合は、 7b層下にあり地割れ痕が確

認できないという 事実から、正嘉元年~弘安元年までの聞に埋没したと考えざるを得ない。いずれに
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しでも円覚寺創建以前の流路は、谷の西側山裾近くにあったことが確認できた。

2.建物の性格

二面で復元した建物は 4棟ある。各々の平面構造は更に検討する余地を残すが、 2a 期~2 c期(1282

年~1290年)という限られた時間内では、これら建物の性格に大きな変化はなかったと考えている。既

に、第三章では円覚寺に関わる雑舎であろうと記したが、その根拠は次のようなことにある。

0円覚寺は創建後間もない弘安六年(1283年)で、僧100人、行者人工100人、承仕等20人、洗衣 4人、

方丈行者 6人、下部38人の計268人を擁する大寺院であり、こうした人員を収容する寮舎が当然整備

された筈である。

0永仁四年(1296年)に門前屋地が仏日庵に寄進され、門前屋地の支配は13世紀末に始まっていたこと

が予想できる。また、建武四年(1337年)と貞和四年(1348年)には、門前屋地が円覚寺の承仕・小

番ら半俗人に配分され、地子をとって貸し出されていたことも判っている。「円覚寺境内絵図」には

総門外に簡素な建物群が描かれており、本地点にも同様の建物があった可能性は十分に考えられる。

02 b期建物に伴う遺物集中範囲のかわらけ1111は、俗にいう「かわらけ溜まりJ的な出土状態ではなく、

漆器椀・皿・箸・折敷と共に出土しており、日常生活に用いた程度の数量である。また、手押し木の

出土は紡錘が行なわれていたことを示すが、これも専業工房に直結するものではなく、町屋における

日常的な作業であったことが絵巻物などの史料から窺える。

0瓦の総点数の約90%が二面から出土しており、建物 1・建物 3では瓦や縛が礎板に転用されていた。

これらの遺物は最も近くにある円覚寺から流出したと考えるのが自然で、二面建物の構築に円覚寺が

関与していたことを示唆している。

3 .遺物の様相

瓦・碍・舶載磁器の一部など円覚寺から流入した遺物を除けば、 2a 期~2c 期の遺物は13世紀末の

|町屋で消費された良好な資料と言えよう。特に、かわらけ皿と漆器は完形ないし完形に準ずるものが多

く、出土層位によって細かな年代比定が行なえた点に大きな特徴がある。図37に掲載した遺物は 2b期

~2c 期(北部炭層・南部青砂層・南端部砂層)、 2 b期(南部炭層・遺物集中範囲)、 2a期(南西部

落ち込み)の他に黒褐色粘土層・ 三面土墳・調査区壁の遺物を使用した。ただし、 2b 期~2c 期は両

時期の遺物が混在し、 2b期と一部重複することを示している。

かわらけ皿の形態分類は行なっていないが、薄手型の大皿1(385・211)が 2a期から存在するのに対

し、中皿 (82・250) はやや遅れた 2b 期~2c 期に出現する。 薄手丸深型の大皿・小皿はなく、恐ら

く2c期以降に出現して大中小のセットが完成するのであろう。一方、手担ね整形の皿 (350) は2a 

期以前に消滅したようで、 2a期直前にはごく少量の破片が残存するだけである。なお、特殊な器種と

して内折れ型の小皿(182)が 2b 期~2c 期に量産されている。

漆器は 2b 期~ 2 c期に多く出土した。施文方法には無文・印判・手描きの三種類があり、印判 (221)

は少なく主体ではない。底部形態には無高台・ベタ高台・輪高台がある。椀は輪高台だけであるが、厚

く大きいもの (222) に対し小さく繊細な輪高台 (94、194、221)が主体を占め、血は無高台 (98、104、

191、219、220)・ベタ高台 (97、99、101)・輪高台 (103、147，310)がほぼ同数存在している。なお、

文様意匠の同じ椀・皿は少なく、必ずしもセット関係を意識して使用することはなかったようである。

本地点のかわらけ皿と漆器椀・皿は日常供膳具と思われるが、 2a 期~2 c期の内で測図した点数を

比較すると(かわらけ:漆器=5 : 1) となり、かわらけ肌の使用割合がかなり高かったことが判る。

これが町屋における ・般的な数値であるか否かは、類例の増加をまって検討する必要があろう。
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図版 1

企調査開始風景

E区一面全景砂
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図版 2

司司底

I区一面溝砂
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図版 3

企 I区二面上層

企 I区ニ面下層
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図版 4

企 E区二直下層

企 E区二酉板壁状遺構
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図版 5

Arr区二面飾り金具出土状態

Ar区三面 曲げ物出土状態
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図版 6

E区ニ面砂

柱穴 (P43)

E区ニ面惨

柱穴 (P53)

E区二面砂

礎板ほか
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E区ニ面砂

南部炭層

(排水溝内)

E区二面砂

南部炭層

(排水溝内)

図版 7

漆絵皿 (191) ・箸? (196) ・銭・折敷片

かわらけ皿 (180・185)
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図版 8

企 E区二面 遺物集中範囲 (東から)

企向上 (南から)
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E区二面砂

南西部

落ち込み

企 E区二面南西部落ち込み(北から)

図版 9
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図版10
I区三面砂

段状遺構1

(手前は未完掘)

""'1区三面段状遺構1(西から)
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図版11

企 E区ニ面 南西部落ち込み断面
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図版12

E区三面全景砂

企向上中央部分 (東から)
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図版13

企同上
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図版14

I区最終トレンチ砂
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企向上壁画土層の状態
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図版15
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図版16
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一一一曙画園調司一一一

司璽留置圃圏
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図版18
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円覚寺旧境内遺跡の花粉化石

鈴木 茂(パレオ・ラボ)

花粉分析を行った円覚寺旧境内遺跡は鎌倉市山ノ内宇瑞鹿山509番 l地点に所在し、鎌倉幕府の中心

地を囲む丘陵部を越えた、いわゆる裏手に位置している。鎌倉市においてはこれまで若宮大路周辺に所

在している遺跡を主体に花粉分析などを行ってきており、鎌倉時代における植生破壊の様相が次第に明

かとなってきている。しかしながらこれはいわゆる表側であり、裏手における鎌倉時代の植生破壊につ

いては分析例がなく不明であった。こうしたことから裏手にあたる円覚寺旧境内遺跡における花粉分析

は非常に興味深く、その結果が注目される。

1.試料

図 lに試料を採取した E区西壁の土層断面を、図 2に試料を採取したA、B2地点の地質柱状図と試

料採取層準を示した。各土層の詳しい記載については第二章を参照して頂き、ここでは簡単に示すにと

どめる。

l層は客土層で、褐色を;帯びた黒灰色砂質シルトで、カワラケ片やレキが散在している。 2層は黒灰

色の砂質粘土~砂質粘土質シルトで、炭片が点在している。 3層(試料 1)は黒色の砂質粘土で、炭片

や黄褐色の砂レキ塊が点在している。また、 B地点の 3層下部は粘土質砂となっている。4a層上部(試

料2)も黒色砂質粘土で、炭片や黄褐色の砂レキ塊が認められる。4a層下剖iはレンズ状の黄灰色砂レ

キである。 4b層(試料 3、4、12) は黒灰色の砂質粘土で、 A地点の上部は砂岩小塊が多く混入して

おり、下部には材片がみられる。また、 B地点では砂が多く、カワラケ片も認められ、上部の砂は酸化

している。A地点 6層 (試料 5、 6)は黒色砂質粘土を基質とした黄灰色の砂レキ(レンズ状)を挟ん

だ黒色砂質粘土層で、上部にはレキや材片が散在しており、下部には炭が多量に混入して最下部 1cm ~ま

層状に認められる。B地点 6層も3つに分層され、上部(試料13) はやや砂質の黒~黒灰色粘土で、炭

塊が散在し、材片や有機質粘土塊も認められる。中部(試料14) はモモ核を含む暗褐色の有機質粘土で、

砂が一部ラミナ状にみられ、 下部は暗黄褐色の砂レキとなっている。 7a層 (試料 7、 8)は黒~黒灰

色のシルト質粘土で、 黄灰色の砂塊やレキ・材片・炭片が点在している。また、下部にはタガラシの種

子が一部塊状に認められる。 7b層A地点(試{-l9、10) は黒~黒灰色のシルト質粘土で、砂塊やマツ

属球果が認められる。B地点は大きくは 3つに分層され、上部(試料15) は暗褐色の有機質粘土で、材

AI也点
町1

20.00 

.1 1 -一一「
1 1 / 

19.00 

一18.00

17.00 

図1 調査E区西壁の土層断面と試料採取位置図
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片多く、特に上位境界部には多量に認めら

れる 。 中部(試料16~19) は黒~黒灰色の

砂質粘土で、粘土質の砂塊が散在し、下部

にはタガラシの種子が一部面的に認められ

る。下部(試料20、21)は黒~黒灰色のシ

ルト質粘土で、上部で砂が多く含まれてい

る。最下部10層(試料11、22)は青色を帯

びた黒灰色粘土で、一部上面には地割れ痕

が認められる。

2.分析方法

上記したA、B2地点より採取した22試

料について以下のような手順にしたがって

花粉分析を行った。

試料(混重約 3~ 4 g) を遠沈管にとり、

10%の水酸化カリウム溶液を加え20分間湯

煎する。水洗後、 0.5mm目の飾にて植物遺

体などを取り除き、傾斜j去を用いて粗粒砂

m 
19.00ー

18.00 

• 16 

・17

-19 
・20

一一一一目 .21 
・一一・ 22

10 

m 
19.00 

18.00 

AJ也点

己a

国 b

口c

己d

日e

巴f

巳9

日h

図2 試料採取地点の地質柱状図と試料採取層準
分を除去する。次に46%のフッ化水素酸溶

b イit;¥iJ'i品!j1: c シルト伐材it: d 砂質粘 l

液を加え20分開放置する。水洗後、比重分 e 砂質粘土質シルト f 砂質シルト g 粘土質砂 h 砂レキ

離(比重2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、

酢酸処理を行い、続けてアセトリシス処理(無水酢酸 9 1濃硫酸の割合の混酸を加え 3分間湯煎)を

行う 。水洗後、残i査にグリセリンを加え保存用とする。検鏡はこの残誼より適宜プレパラートを作成し

て行い、その際サフラニンにて染色を施した。

3. 分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉45、草本花粉41、形態分類を含むシダ植物胞子 5の総

計91である。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を表 lに、主要な花粉・シダ植物胞子の分布を図 3(A 

地点)、図 4 (B地点)に示した。なお、分布図は全花粉・胞子総数を基数とした百分率で示した。ま

た、表および図においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものを示し、クワ科

・ユキノシタ科・パラ科・マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるがそれぞれに分けること

が困難なため便宜的に草本花粉に一括して入れてある。

検鏡の結果、 草本花粉の占める割合が高く、少ない試料22においても約60%で、多くは80%以上を占

めている。そのなかで、 A地点の上部において樹木のマツ属複維管束亜属が増加する傾向が認められ、

その様相をみるためにA地点の樹木類について樹木花粉総数を基数として示したのが図 5である。これ

によると上部においてマツ属複維管束亜属が急増する傾向がより明らかに認められ、この出現傾向から

花粉化石群集帯(下位より I、11) を設定した。

花粉帯 1 (試料 3~11) はスギとコナラ属アカガシ亜属の優占で特徴づけられ、次いでイチイ科一イ

ヌガヤ科ーヒノキ科やコナラ属コナラ亜属がやや高い出現率を示している。また、マツ属複維管束亜属
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表 1 円覚寺旧境内遺跡の産出花粉化石一覧表
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粉粉子

・・E二王三ヨ

AJ也点、

ロ1

19.00-

18.00 

100% 。1%以下)

100% 。

A地点の主要樹木花粉化石分布図 (樹木花粉総数を基数として百分率で算IL¥した)図 5

(アカマツやクロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)が上部に向かい増加する傾向がみられる。草本類

ヨモギ属がやや多く得られている。アブラナ科、ではイネ科が圧倒的に多く、次いで、アカザ干| ヒユ科、

のオモダカ属はほベニバナ属が試料 9より l点のみで、あるが検出され、水生植物(抽水植物)その他、

イボクサ属やミズアオイ属も得られている。ぽ連続してみられ、

A地点の I帯にあたると考えB地点の各試料においてもイネ科が優占していることなどから、また、

られる。そのなかで、下部においてカヤツリグサ科がやや多く、上部ではヨモギ属が急増してピークを

一時的に最優占 している。示し、

I帯で優占していたスギやアカガシ2 )はニヨウマツ類の優占で特徴づけられ、(試料 l、花粉帯 H

亜属は急減している。草本類ではイネ科が減少し、代わってアブラナ科が急、増 し、試料 lでは出現率が

アカザ科ーヒユ科やヨモギ属が10%前後を示している。50%近くに達している。その他、

4.遺跡周辺の古植生

1 )各土層 ・各試料の年代について

4 a層に認められる 2枚の炭層のうち上2および3層は13世紀末-14世紀前半の整地層と考えられ、

2は13世紀末-14世の火災に対応する可能性が高いことから、試料 l、位の炭層は1290年(正応 3年)

紀前半と考えられる。

の火災に対応する可能性が高いことと、下位の 7

6層も同様

6、12-14(6層)は

また、

4 a層下部の炭層が1287年(弘安10年)

a層の年代から1282年(弘安 5年)から1287年(弘安10年)の間と考えられている。

に1282年から1287年の問と考えられ、試料 3、4、12(4 b層)

4 b層は、

および試料 5、

404 

1282年から 1287年の13世紀後半と推測される。



7 a)凶 (試キ+7、8 )はI_LJ覚寺創建(1282年:弘安 5{je)の|昨日こj'iリり捨てたI-j-lllト基推層の二次堆積土

と考えられている。また、 7 bWiはId然堆積土と考えられており、 卜ー面の l、今日民年代については円覚寺創

建T ~Hが着」二したとされる説の年代、 1281年(弘安 4 {ド)と推測されている。さらに、 10層上IfrIには地

訓れ痕が認められ、 I-H-Iてiti:物から中世以前に遡ることは考えられず、 1257年 (正嘉元年)の大地震によ

るものと推定されている 。 これらのことから、試料。、 10、 17~2J (7 b屑)はJ257(，1' ~ 1281 年の13世

紀の中頃から後半にかけてと推測される。また、試料11、22(10屑)は1257年以前ーの中世と考えられ、

試ギ1-7、 8 (7 a層)の同代については不明である。

2 )遺跡周辺の古植生変遷

上記した各試キqのイl'代から IIJ覚寺11-1境内遺跡周辺の制作変遷について述べる。 13世紀のI二|こI頃から後

、1'--にかけて(1281年まで)の遺跡周辺はスギ林やアカガシ雌属主体の照葉樹林が成立していたとみられ

るが、これらの化粉化石数が少ないことからしっかりとした森林は少なかったIIJ能性が高し、。鎌倉周辺

においては鎌倉幕府附府以降急速に開発が進み、丘陵部の森林は大きな影響をうけたことがこれまでの

化粉分析結果から予恕されており (鈴木 1994など)、ここでも同様の傾向が示されていると思われる。

この頃の試料採取地点周辺で、は水1+1稲作が行われていたとみられ、この水凹にはカヤツリグサ科やオモ

ダカJm; ( オモダカ ) 、ミ ス アオイ J，~ (コナギ)、キンポウゲ科のタガラシなどの水川雑草頒が生育 してい

た 。 また、 Hlf などにはアカザ科ーヒユ科やアブラナ科、ヨモギ)tf~ などが生育していたのであろう 。

13世紀後半 (1282"1よから1287年)の円覚占創建吋11:¥'の植生も先の時期とほぼ同様で、あった。なお、 B

地点においてはヨモギJ，'T~ が非常に多く検出されている 。 最も多い試料14は柄物遺体を下体とした有機質

名'i_L層であり、この手i機質粘土層を合む 6層は追跡地1&側の持地にゴミなどを投棄しつつ埋めた整地層

と与えられている 。 こうしたことから、ヨモギ頒が除 I~(後他のゴミとともに B地点付近に捨てられた結

果、多くのヨモギ属花粉が供給されたことが考えられよう 。また、 A地点の試事:1・6におけるアブラナ科

多産の要閃も Ir.j様と忠われる。

その後本地点には川党寺にIVJわる雑舎が建ち、また、このl時期少なくとも 1987{1'(弘安10;，nと1290

{r (正応 3{jC)の 2度の火災にみまわれた。

13世紀末(1290年)~14 -1日:紀前半頃になるとスギ林や!開業樹林に代わりニヨウマツ頒が多くみられる

ようになった。この交代はこれまで分析を行 ってきた永福寺跡や者宮大路加l辺の造跡と同様であるが、

II ~\ 則が遅いのが特徴であり興味深い。 すなわち、永福寺跡で、は 131世紀中頃にはニヨウマツ頒が優 1'，し(鈴

木 1996 a ) 、北条泰II~\' . H守頗邸跡では13世紀前午からニヨウマツ類の増加がみられ、その後優占して

いる(鈴木 1996 b )のである。このように、 小袋坂を境に去側(I'~j側)では 13111:紀前、|えから開発が進

み、跡地にニヨウマツ矧の侵入がみられたが、裏T (，lt1J11j) では小袋坂の整備や川覚、j-創建後しば らく

した 131世紀末~14世紀前半頃になって大きく開発されるようになり、ニヨウマツ類の噌加|がみられるよ

うになったのであろう 。

イヒ粉帯 H においてイネ科花粉が急減しており、水rn湖~，;'f類とみられる分類1伴の消滅や先の時期には本

地点に雑舎が建っていたことなどから、この頃になって遺跡周辺の水m稲作地は急速に無くなっていっ

たとみられる。また、この花粉帯 Eにおいてアブラナ科が多産しているが、その袋|大|については不明で

ある。 3)凶が131世紀末~14IH:紀 jjíj半の整地凶と考えられいることから、先のヨモギI，~同様アブラナ科植

物が拾てられた結果多世のアブラナ科花粉が供給されたのではないかと思われる。

Fh
u
 

n
U
 

Aq
 



5. おわりに

以上のように、円覚寺旧境内遺跡周辺における大きな森林破壊は、鎌倉幕府中心地側に比べ半世紀ほ

ど遅れて起こったようである。今後このようないわゆる裏手にあたる地域についても分析地点を増やし、

裏手における森林破壊の様相をさらに明らかにしていきたいと考える。

また、試料 I、 2においてアブラナ科が多産しているが、 このアブラナ科について形態からその種類

について判断することは難しく、現時点では不明で、ある。おそらく種類が解ることにより増加した要因

が推測されると思われ、これも今後の課題であろう 。

引用文献

鈴木 茂 (1996 a ) 史跡永制寺跡の花粉化石(、|勺点 6~I二 度).鎌倉市二階堂国指定史跡、氷伺守跡国指定史跡永福

て子跡環境整備事業に係る発掘調査概要報告書 一平成 6・7年度一、鎌倉市教育委員会、 p.40-54.

鈴木 茂 (1996 b ) 化粉分析.北条小四l邸跡(泰n寺・ 11;¥頼丘11)、鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書12、IZ成7年度

発掘調査報告 (第 2分illj-)、鎌倉市教育委員会、p.261-270.

鈴木 茂 吉川昌伸 (1994) 鎌倉市永福寺跡における鎌合H守代の植生変遷.植生史研究、 2、p.45 -51. 
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図版 l 円覚寺11::1境内遺跡の花粉化石

1・マ ツ属線維管東亜属 PLC.SS 2123 No.5 

2 :スギ PLC.SS 2126 No.10 

3 :コナラ属コナラ市属 PLC.SS 2129 No.ll 

4 コナラ属アカガシ'1位同 PLC.SS 2125 No.10 

;) シイノキ屈1ーマテパシイ属 PLC.SS 2132 No.ll 

6 :ニレ属ーケヤキ属 PLC.SS 2117 No.3 
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凶版 2 円覚寺旧域内遺跡、の花粉化行

7・イネ，j<;j PLC.SS 2131 NO.ll 

8・カヤツリグサ干ヰ PLC.SS 2130 NO.11 

9 :ミズアオイ属 PU二SS2127 NO.10 

10:オモダカ属 PLC.SS 2124 NO.9 

11:アカザ手| ヒユ不IPLC.SS 2122 NO.5 

12 :アブラ ナ不IPLC.SS 2121 NO.5 

12 :ヨモギ属 PLC.SS 2120 NO.3 
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1 5-a 

20 f1 m 

図版 3 1工!覚寺11-1域内遺跡の化粉化石・寄生虫卵

14 :ソパ属 PLC.SS 2118 NO.3 

15 :ベニバナ属 PLC.SS 2116 NO.9 

16 :シミ平司 PLC.SS 2133 NO.9 

17 :鞭虫卵 PLC.SS 2119 NO.3 
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極楽寺旧境内遺跡 (No.291)

鎌倉市極楽寺三丁目348番2地点



例

1 .本書は、極楽寺旧境I}~遺跡、内の鎌倉市極来、子 _.

l日348番2地点に於ける緊急発射調杏の報告

書である。

党掘調査は自己m住宅に係る建築範!用30.45rぜ

を対象とし、平成 8"1': 6 H 171-1 ~ 8 ) J 6日にか

けて鎌倉市教育会によって実施された。

2. 

3. 報告害作成メンバーと抑J.~分野

肪(稿執竿: 実f旅

宗室富民了、 i栄)'f1義千、.1:1&i!f!fl j~( -f、|支IJ版作成

小野手!l代、小内さっき、辻山美子、

鈴木俊美、引J:藤節 f

I1J 耳目 l白:チ、 ~1:原さやか

~実

4. 前H'~ç体制は以下の とおりである 。

，U，¥j 1r~ L休鎌倉市教育委員会

fIl代有15犬

制主

造物写真撮影

集何羽

i:.任調査員

ー、遠藤雑

':( ;' I Ii~f 市治、 t.1T1求実

5. /1¥土遺物は、鎌倉rli教育委員会が保管 している。

凡 伊1

浜野洋員

制食補助員

杏首司

-各|火l而の縮尺は次のとおりである。

/2500 遺跡位間|火I(1 ) : 1 

遺跡1IlI首|玄I(2) : 1 /250 

ノ40図 1構1主1

造物実測|望1:1 /3 

-遺構図中の原点数仰はすべて海抜高で、ある。
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第 1章遺跡の諸環境

第 l節遺跡の地理的環境

本遺跡は、江ノ 島電鉄極楽寺駅の南西約300mに位置する(第 1図)。地番は鎌倉市極楽寺 3丁目348

番 2。地形的には、 多摩丘陵の南端部にあたる小尾根に挟まれた、南向きに|羽uする小谷戸内に位置す

る。この谷戸は 「月影ヶ谷」 と呼ばれ、現在、極楽寺本堂のある谷戸とは尾根ひとつ隔てている。地勢

的には斜面地にあたり、現況は、谷戸の中央を走る道路脇の斜面上に水平に盛土を して、住宅が設け ら

れている。

第 2節遺跡の歴史的環境

極楽寺は霊鷲山感応|坑極楽寺と号し、真言律宗奈良西大寺の末寺である。閉山は忍性、 11日基は北条重

時である。『極楽寺縁起』によれば、正元元年(1259)、北条重時が良観上人忍性に、従来一老僧によ っ

て営まれていた極楽寺という小寺を大寺に変えて、律i涜とするのに相応しい場所について諮ったとこ ろ、

忍性は当時、地獄谷と呼ばれていた現在の境内地一帯を指 したといわれている。『忍性菩薩行状略頃』

によると、忍性は文永四年(1267)八月に極楽寺に入寺したとあり、この年に伽躍が落成したものと思

われる。発願者の北条重時は弘長元年(1261)忍性の入寺を見ることなく残している。文永四年以降、

「七々四十九院」と称されるように威勢を誇った極楽寺は、元弘三年(1333)北条氏の滅亡により有力

な後盾を失った後、次第に衰退に向かう 。元亀 3年(1572)には火災により講堂他 3塔頭を残して焼失

し、明暦年間には残った講堂を本堂に、仏法寺を方丈として現在地に移した。

盛時の伽藍を描いた古絵図や文献資料などから、かつての境域には西方寺 ・仏法寺 ・真言院・興正寺

.蓮華寺・尼寺・福田|抗・ 吉祥院・ 宝髄(塔)1坑・就学院・勧学院等数多くの支院があったことが知られ

ている。本遺跡のある月影ヶ谷にも、月影地蔵四王院 ・法蔵院・無常l淀・薬i易寮などの名が見える。

ところで、月影ヶ谷には、阿仰尼の住処という伝承も残っている。『十六夜日 記J月影の谷には「あ

ずまにて住むところは、月影の谷とぞ言ふなる。浦近き山もとにて、風いと荒し。Lil寺の傍なれば、の

どかに、すごくて、浪の音、松の風絶えず。Jとある。阿刊1;尼屋敷云々については、 律宗に於ける尼寺

の存在形態や歴史的意義との関連で議論されているところである。

第 3節 周辺の遺跡

月影ヶ谷内では、今までに 3地点で発掘調査が実施されている。遺跡、の名称は、極楽寺の旧境内に位

置する ことから、すべて 「極楽寺IA境内遺跡」とされる。やぐら 2穴が調査された極楽守旧境内遺跡内

やぐら(第 1図-2 )では、 14世紀後半の五輪塔、 「享保1.1-卯八月廿八I:::IJ銘の刻まれた地蔵像などが

出土している。極楽寺 3丁Ll355番 3地点(第 l図-3 )では、 13~14 世紀前半の遺物を伴う複数の泥

岩による版築地業而が発見されている。極楽寺3丁Ll320番 l地点(第 1図-4)では、 141ft紀前半の

遺物を伴う地業面上で、布掘状の構と 1-:墳が発見されている。

参考文献

赤星前忠 『鎌倉市史考古稲iiU 育川弘文館 1959年

高槻l光寿編 『鎌倉市史社寺編J古川弘文館 1959"jo 

1'1: 達人・ 川副武胤 『鎌倉J~ド'i' lirý1t .! 有隣堂 1980ijニ
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第 2章調査の概要

第 l節 調査に至る経緯と経過

今回の調査は、 当該地における制人住宅建築に先だって実施されたものである。まず試掘調査が実施

され、現地表下160cmまでに 3枚のけ1-1止地業而が確認された。この成果を受けて、 本格調査の実施が決

定した。

本調査は住宅地 F室部分約31rぜを対象とし、平成 8"1'6月171::1に着手した。現地表 卜40cmまで堆積す

る現代の盛土を重機により制削し、現地表 1'-約50cmで、最初の地業面を確認した。これを第 l面とした。

このl厨トーで、発見した遺構は東問方向に走る構 l条のみである。第 l面構成土は20cm'まどの厚さをもって

堆積し、この直下で第 2l自iをf許認した。第 2凶iで発見された遺構は掘立柱建物、柱穴などである。第 2

而構成土は30cmほどの厚さをもって堆積し、この直 1'-で、第 3I(LIを確認した。第3面で発見された遺構

は、柵列、柱穴列、柱穴などである。

最後に、 これより n~;)gjの遡る文化堆積層における遺構の有無と、土層の堆存i状況を探るため、調査区

東墜に沿ってl幅1mの調査坑を設定して、これらの確認にあたった。40cmほどの厚さをもって堆積する

第 3而構成士を除去したところで、中世基盤層を確認した。この層上では部分的に弱い地業が認められ

たものの、遺構・遺物共に発見されなかった。さらに、 '1-1世以前の遺構確認のため、調査区南東隅に一

辺1mのjn杉の調責坑を設定し、住宅建築深度である現地表下240cmまで、掘り下げた。その結果、中世

以前の遺構 ・造物共に存在 しないことが確認され、 8月 6日に調査を終了した。

第 2節基本層序

遺跡I)~ の堆積土は、 '1-1世と現代の地業による客土(第 1-8 屑)と、中世-以rìíj の谷戸ー内沖積士(第 9

-13層)からなる。以 1'-、本遺跡における基本的な土屑I札積について、調査灰東壁で記録した土層堆積

図を基に説明を記す。

3 

5 

8 

。 2m 

第 4図 調査区東壁土層堆積図
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第 l層:灰褐色砂質 t。しまり、粘性共に強。訓代の牒土。

第 2J蛍:暗灰褐色砂質土。 しまり、粘性共に強。現代の雌1:。

第 3層:n青灰褐色税i質土。大型泥岩塊を多量に含み、しまり強。 IJ'111:造物包介情。第 l面構成上。

第4層:11音!火褐色粘質土。大型泥岩塊、粒子状炭化物を多量に合み、しまり強。中村1:遺物包含)説。

第2面構成上。

第 5J凶:11青灰色砂質 lょ。 砂質強く、しまり弱。

第6層:暗灰褐色粘質L:。小型泥岩塊を多量に合み、 しまり強。'1-'世造物包合層。第3面構成-1:。

第7層:11音灰褐色土。砂質強い。 しまり強。第 3面構成上。

第8J凶:灰褐色事li質 1:。黒色士小塊を合む。 しまり強。中世造物包合層。第3而地業 1:。

第 9層 :u音青灰色中，'i質土。本屑以下はi帯水屑である。しまり強。粒-f状の泥岩を含む。，+，世基盤屑。

第10屑:青灰色村質土。 しまり強。粒子状の泥おを少量含む。中世?集権)百。

第11層 :暗青灰色粘質|二。 しまり有。有機質に宙み、ネ ットリする。粒子状の泥:?fをわずかに合む。

第12層 :青灰色粘質士。 しまり有。有機質に富み、ネットリする。粒チ状の泥れをやや多く合む。

第13層:青灰色粘質土。 しまりやや強。有機質に;宥み、ネットリする。粒子状の泥むを合む。
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第 3章発見遺構と出土遺物

第 l節発見遺構

ここでは、各地業If!I4リーにその概略と、発見した遺構についての詳述を記す。

1 .第 11而(第 51き1)

第 1 而は、泥岩塊を多く if~ じえたあii性の強いJ也業上の表面を平坦にして設けられる 。 特に砕石を敷い

てl(tiJてを整えるような行為はみられない。地業而の楳向は約24.1111である。発見した遺構は構 1条、柱

穴ダ1)1キIlである。

溝(第 5図)

調査区南側で発見した。現在の地境にほぼ一致する。|お側の立ち 1'.がりは北側より 50cm低く、講を境

に地業出が段去をも っている。I!'Jr面形は底の丸いvr-y:状を量し、壁には泥む塊が#11.め込まれる。構の深

さは、地業面から90cmで、ある。構の)j位は磁北に対し75
0pyに向く 。描の覆土は上層(第 2，3 }首)で非

常に強くしまっており、第 1j面使用中のある H叫切に Jl~.められて地業面に組み込まれた可能性がある 。

柱穴列(第 5図)

調査区東壁付近で発見した。柱穴は南北)jliljに3火雌認され、南側と北側にそれぞれ延伸する "J能性

が高し、。現在、調査区のすぐ東側に道路があることから、 +llfrや塀といった性格をもっ遺構と考えている。

柱穴の間隔は、 Jti々 で160cmと165cmで、ある。柱穴を結んだ'1IIh和jlの方位は般北に対し15
0
*向きで、構に

対してl白:交する。柱穴の干而形は川形で、断而形はU字状を呈する。地業而からの深さは約2Jcmで、ある。

2. 第 21古i(第 61支1) 

第 1IfJ.í と同~のJ也業二1- を)IJし、て設けられる。特にMLTiを敷いて而上を整えるような行為はみられない。

地業面の標高は約23.9111であるが、南側は第 1[lliに伴う ilW:によって破壊されている。発見した遺梢は礎

石建物 l棟、 J前¥~\I.柱建物 l 州、性格不明の柱穴 3 穴である 。

礎石建物(第 71ヌ1) 

調査区北丙附に発見した。 礎石には凝!火岩と安山れが月い、られており、 I~I 任80~100cm、深さ20cmの

川形の掘り込みに耐えられている。掘り込みは、 *1当， I土J北)ilnjにそれぞれ 2穴ずつ確認されたが、北

側と凶側にそれぞれ延仰する 11]"能件.が高い。柱の間断は、基本的に芯々で210cmで、ある。市北方向をilllh

とした建物の方位は、磁北に対し 50束をliljく。

掘立柱建物(第 8図)

調査|三巾央で発見した。制査|天内で雌認された建物の規棋は、東西)jlrljに3火(全長420cm)、市北方

向に 2穴(全長210cm)であるが、北側と西側にそれぞれ延仲する可能性がある。村火内には柱の根問

めに使われた泥岩が残存しており、柱痕を確認した。 uの間隔は芯々で;195~220cmで、ある 。 南北方向を

lIilh とした建物の方{カーは、磁北に対し 13
0

東を向く 。 れ穴の半面形は円形で、地業UlÍからの深さは30~40

cmで、ある。柱痕の観察から、柱の形状は一辺15cm前後の方柱で、あることを碓認した。

3. 第 3面(第 9図)

泥岩塊を混じえたキ判粘J'山Iりj'化't性t

ような行為はみられない。地業而の際向は約23.6111である。調査区南側は、第 l而iにf'1そう構の残存部に

よってー古IS破壊される。発見した遺構は柱穴列 4組、判:裕不明の柱穴14穴である。
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l 婿褐色粘質土。主に泥岩塊で構成される。しまり強。
2 暗褐色粘質土。小型の泥岩塊を多量に含む。しまり強。
3 賭灰縄色粘質土。粒子状泥岩.黒色土など含む。しまりあり。
4:暗灰褐色砂質土。しまり弱。
5 暗灰褐色粘質土。粒子状泥岩を少量含む。しまり弱。
6:暗灰掲色砂質土。しまり弱。

第 1面遺構全体図
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第6図第2面遺構全体図
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柱穴列 1 (第10図)

調査区南壁際で発見した。柵や塀といった性格をもっ遺構と考えている。調査区内では、東西方向に

6穴が確認されたが、東西方向に延伸 している可能性が高い。柱穴の間隔は44-100cmと、規則性に欠

ける。柱穴の平面形は円形、地業面からの深さは20-30cmで、ある。柱穴を結んだ]1]111線の方位は、磁北に

対し77
0

西を向く 。

~@-@ @-@' (Q)二君主

。

第10図 柱穴列 1

柱穴列 2 (第11図)

柱穴列 l
軸方位 N-77

0

-W
柱穴計測表

直径 深さ

PI 25cm 22cm 
P2 20cm 30cm 
P3 16cm 22cm 
P4 20cm 20cm 
P5 35clll 28cJU 
P6 30cm+ 24csl 

2m 

調査区南西隅を起点に L字状に配される柱穴列である。調査区内では東西・南北方向に 3穴ずつ確認

され、南西隅では柱穴列に沿って地業面上に泥岩塊が確認された。遺跡の性格から考えて、木造基壇の

束柱に伴う掘方ではないかと考えている。遺構は北側と東側にそれぞれ延伸している可能性が高い。柱

穴の間隔は170-220cmと、規則性に欠ける。柱穴の平面形は円形、地業面からの深さは30-40cmで、ある。

南北柱穴列の軸線上には他にも柱穴が確認されており、あるいはこれらも本祉に包括されるものかも知

れない。南北方向を軸とした遺構の方位は、磁北に対し 50東を向く。
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柱穴計調IJ表
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柱穴列 2第11図

(第12図)柱穴列 3

調査区中央部で発見 した。南北方向に円形の掘り込み 2穴で構成され、中には大型の泥岩が据えられ

る。遺構が調査区外に延伸する可能性は低く、 性格は不明である。柱穴の間隔は芯々で220cm、地業面

からの深さは20cmで、ある。柱穴を結んだ軸線の方位は、磁北に対 し3。東を向く 。
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柱穴列 3第12図

(第13凶)柱穴列 4

調査区中央部で発見された遺構である。東西方向に 4穴が確認さ れた。東山ブ'jlIljには遺構の延仲の可

能性があるものの、南北方向にはその可能性がなく、 *II~や塀といった性格をもっ逃構と考えている 。 ま

た、西端の柱穴 (P1 )は、柱穴列 2に伴う可能性がある。柱穴の間隔は、 100-124cmと、不等である。

柱穴の平面形は円形で、 地業而からの深さは42-58cmで、ある。柱穴を結んだiliul総の方{立は、磁北に対 し

77
0 

r~ を 1 ~lj く 。

柱穴列4
軸方位 N-r-E 
柱穴計演IJ表

B一一L@ (Qj~ @_g 
直径 深さ

PI 30cm 48cm 
P2 35cm 58cm 
ド335cm 40cm 

P4 52cm 4km 

B-一一
24.0m 

A 

-一一一124cm一一一一・一一100cm一一 ・一一108cm一一一・

2m 。

柱穴ヲIj4 
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第 2節 出土遺物

地業構成土中と 、地業問上で仁1:1世遺物が出土した。造物の総量は、遺物収納用コンテナ 7箱分である。

以下、各地業面毎に発見遺物の概要を述べ、図版に掲載した遺物については更に詳述を加える。

1.第 l面

地業面上では、造物は1-11土しなかった。地業面上の堆積土中からわずかに中世遺物が出土 したが、い

ずれも細片であり、 Izl示できなかった。遺物の種類は、かわらけ，瀬戸窯製品，常滑窯製品などである。

2. 第 2面

地業面上で、多数のかわらけ片を主とする造物が出土した。遺物の種類は、かわらけ，常滑窯製品，

備前の揺鉢， 山茶碗窯系担鉢などである。かわらけ以外の出土量は少なく、いずれも細片である。地業

構成土中からは、かわらけ，瀬戸窯製品，瓦質火鉢などが出土したが、かわらけ以外はいずれも細片で

出土量も数点である。以下、図版掲載遺物について詳述する。

第 2面上出土遺物 (第14図)

第14図は地一業業今面j上上ゴ二.で

のうち、 2，4， 9は灯明皿として使用されたもので、口容部に煤が付着する。4はさらに体部外面|マ

半にも多量に煤が付 着する。12，13は底部に 2箇所の穿孔がみられる。これは、焼成後に内側から穿た

れたものである。かわらけの胎土には、粉質のもの(3，10， 11， 12， 13)と、砂質(1， 2， 4， 5. 

6， 7， 8， 9)のものがあり、そのいずれにも黒色微砂， 雲母片，泥岩粒，白色針状物などが含まれ

る。以下、各かわらけの法量を口径一底径一器高のJlliiに記す(単位はcm)0 1 : 7.4 -5. 1 -1. 6， 2 : 6.8 

-3.9-2.3， 3 : 7.3-4.5-2.3， 4 : 7.7-4.4-2.5， 5: 10.8-6.4-3.1， 6 : 11.0-6.5-3.3， 

7 : 11.3-6.4-3.2， 8 : 11.0-6.2-3.2， 9 : 11.3-6.8-3.1， 10: 13.7-7.8-3.9， 11: 14.0 

-7.7-3.6， 12: 7.6-5.3-1.8， 13: 7.6-4.8-1.8。

¥::J;;;;/.1 ~~g2 \_d3 

¥Jlイミユ三

に1d.

に J~。

l ~ f

、

5=~ 
L品J ミ品J

/一一/ ~

15叫

fセ
14 

13 

。 10cm 

第14図第 2面上出土遺物
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14は常滑のこね鉢の口縁部小片である。)J台土は、石英小石を多く含む椴密土である。器而の調整は、

口縁部が指頭による ヨコナデ、休部外面が指頭による押さえの後、木口状のハケ、体部内面は木口状の

ハケによる。法量は小片のため不明である。15は備前の揺鉢である。JJ台土は石英綱11石を多く含む轍密士

である。器而の調整は、体部外面最下位にヘラナデが認められる。摺目は、 8条をー単位とする櫛目に

よる。体部内面はよく使用され、表面iは著しく磨滅する。

第 2面下出土遺物(第15図)

第15図は第 2面を構成する地業土中で発見した遺物である。 1~10は糸切り底をもつかわらけである 。

すべて完形。かわらけの胎土には、粉質のもの(1 ~ 7， 10)と、砂質(8， 9)のものがあり、そのいず

れにも黒色微砂，雲母片，泥岩粒，白色針状物などが合まれる。以下、各かわらけの法量を口径一底径

一器高の!JI員に記す(単位はcm)o 1 :7.1-4.9-1.7， 2 :7.7-5.8-1.7， 3 :7.3-4.9-1.6，4 :7.0 

-4.8-1.6， 5 :7.1-4.9-1.6， 6 :7.1-4.5-1.7， 7 :8.1-6.2-2.0， 8 :7.4-4.6-2.4， 9 

11.5-6.9-3.1， 10: 12.1-8.1-3.10 

11は瓦質輪花型火鉢である。胎土は黒色砂を多く含む砂質二|てで、ある。底部には脚が付く 。
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I， 

第15図 第2面下出土遺物

3.第 3面

地業面上で、多数のかわらけ片を主とする遺物が出土した。遺物の種類は、かわらけ，常滑窯製Ifill，

i瀬戸窯製品，山茶碗窯系担鉢，砥石，滑石製品などである。かわらけ以外の出土量は少なく、いずれも

車111片であった。

遺構に供伴する遺物では唯一、柱穴列 lからかわらけが l点完形で出土した。地業構成土中からは、

かわらけ，常滑窯製品，瀬戸窯製品，青磁，白磁などが出土したが、出二L量は少なく、殆どが細片で

あった。以下、図版掲載遺物について詳述する。

第 3面上出土遺物(第16図)

第16図は、地業面上で出土した遺物である。 1~24は糸切り底をもつかわらけである 。 すべて完形。

このうち、 lは灯明皿として使用されたもので、口唇部に煤が付着する。かわらけの胎土には、粉質の

もの(1， 18， 19， 20)と、砂質(2， 3，4， 5， 6， 7， 8， 9，10，11，12，13，14，15，16，17，

21， 22， 23， 24)のものがあり、そのいずれにも黒色微砂，雲母片，泥岩粒，白色針状物などが含まれ

る。以下、各かわらけの法量を口径一底径一器高の順に記す(単位はcm)o 1 :8.0-5.9-1.7， 2 :7.6 

-4.5-1.6， 3 :7.9-6.4-1.6，4 :7.2-4.7-1.7， 5 :7.7-5.3-1.8， 6 :7.8-5.5-1.8， 7 

7.2 -5.3 -1. 7， 8: 7.4-5. 3 -1. 7， 9 : 7.8 -6.1-1. 5， 10: 7.7-5.6 -1. 7， 11: 7.6 -5. 4 -1. 8，12 

: 8.1-5.6-1.9， 13: 7.2-5.3-1.8， 14: 7.5-4.8-1. 7， 15: 7.9-5.0-1. 7， 16: 8.0-5.2-2.1， 
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17:7.6-5.4-2.0，18:6.9-4.2-2.1， 19:6.8-4.2-2.2， 20:8.9-5.5-2.1， 21: 11.8-7.3-

3.1，22: 11.9-6.8-3.4，23: 12.2-7.9-3.1，24: 12.3-7.7-3.70 

25， 26は瀬戸窯製品で、ある。25は入子である。JJ台土は黒砂と白砂をわずかに含む綴密土。外底面はヘ

ラ切り 。法量は口径7.4cm，底径4.6cm，器高2.2cmで、ある。26は仏華瓶の脚部である。胎土は轍密土。

内面も施粕される。紬薬の色調は灰緑色。27，28は砥石である。石材の産地は27が鳴滝向田、 28が嶋滝

中山。いずれも破損した砥石を再加工したものと思われる。29は滑石鍋の鍔部を転用したスタンプの未

製品である。
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第16図 第 3面上出土遺物

柱穴列 1内出土遺物 (第17図)

糸切り底をもつかわらけが l点、東側 2つ日の柱

穴内で出土した。胎土は粉質で、黒色微砂， 雲母片，

白色針状物を含む。法量は、口径7.5cm，底径5.3cm，

器高1.9cm。

第3面下出土遺物 (第18図)

図示できたものは、糸切り底をもつかわらけ l点

のみである。胎土は粉質で、黒色微砂，雲母片，白

色針状物を含む。法量は、口径7.4cm，底径4.6cm，

器高1.6cm。
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第17図 柱穴列 1内出土遺物

又~二づク o 5cm 

第18図第3面下出土遺物



第4章 まとめ

今回の調査では、月影ヶ谷内において、初めてrl-'1止建物祉が発見されたことが大きな成果である。制

責範囲が狭小であったため、遺構の規模を含む空間の全体像と いった点については窺い知れなかった。

ただし、各期を通じでほぼ一定の遺構車111線方位や、 i昨・ 柵列など境界的性格を有する遺構の位置などか

ら、現在の道路のラインや地境が'-1:]世期から変化することなく継承されてきたことが確認された。以下、

本遺跡における最も古い地業而である第 3面を第1J91とし、各期における調査成果に対する所見と、出

1:造物を基に した時期を明らかに したい。

第 1期

rl:'世基盤層上に、泥岩塊を含んだ粘質 |こを約40cm盛土して構築される。発見遺構には 2種類の軸方位

が認められる。各遺構の性格も考え合わせ、これらは遺構の時期差を反映するものと思われる。ただし、

出ー1:造物や遺構覆土から これらの新旧関係を捉えることはできなかった。

本却!の遺構で、注目すべきは柱穴列 2である。遺梢の性格と しては、第 3章で、触れたように木造基壇

の束杭の柱痕と思われる(註 1)。全盛期の栴楽寺は本遺跡の所在する月影ヶ谷内にも多くの支院を

もっていたよう であり、本社はこれに伴うものである可能性が高い。また、 遺構の南側限界は、 第 1面

に伴うi荷にあたかも規制されたような状況を草する。調査区南端で発見されたlllfr列も、この構に平行す

るように設けられており、本期には既に溝が存在していた可能性が推察される。

出土遺物の大半はかわらけであったが、かわらけの器型と法量から見て、本期の時期は13世紀末頃と

されよう。

第 2期

礎石建物と掘立柱建物を発見した。これらは重複して検出され、建物の性栴の変化に伴う建て替えを

示唆するものかも知れない。建物周辺には他に遺構は見あたらず、土地空間向体は非常に安定した状態

を維持していたものと忠われる。

第 l期同様、出土遺物の大半はかわらけであった。かわらけの器型は、第 P9]のものと比べ、いわゆ

る薄手丸深のものが多く認められる ようになる。法量的にも口径10-11cmの、いわゆる中型品が増加の

傾向にある。ただし、 14世紀中葉に操行する薄手丸深型の胎土に粉質のものが多いのに比べ、前代から

の砂質のものが依然と して多く存在する ことから、本期の時期は13世紀末-14世紀初頭に比定したい。

第 3期

調査区東側にlllfr列、 南側に講を発見した。溝については、覆土の観察から、第 l而使用中に土地空間

のJ広大に伴って埋められ、地業面となった可能性がある。これらは位置的に現在の地境や道路に対応し、

1:地空間の東側と南側の限界について、基本的には現代まで継承されることが確認された。

地業面上で遺物が出土しなかったため、地業の|時期決定に有効な資料に欠けるが、面上の堆積土中か

ら山土したかわらけに、円1界部がわずかに外反する14世紀後半代のものを確認していることを記してお

く。

所見結果

以上の所見から、本遺跡、では13世紀末から14世紀前半にかけて、活発な活動が行われていたことを確

認した。中|止基盤層上で、発見された弱い地業而については、 出土遺物がなく、 H寺期は不明で、ある。同様

の理由から、第 3期(第 l而)の時期についての明言は避けるが、地業面上堆積土から出土したかわら
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けの紺i片から、 15世紀に下ることはないと考える。第 l卒で触れたとおり、'f成 8年度に月影ヶ谷内で

実施された調査でも、中世の地業の時期は14世紀前、1<.までという結果が報台されている。どの遺跡でも

現代の撹乱によって中世後期~近世の堆積土が存在せず、断定は しかねるが、このH寺期以降、月影ヶ谷

内の遺跡は衰微に向かうようである。14世紀前半といえば、元弘 3年(1333)北条氏の滅亡、 嘉元元年

(1303)の開山忍性の病残など、極楽寺を取り巻く環境にも大きな変化が生じたH守別である。これらの

遺跡における調査成果は、!と実をよく反映するものといえよう 。対照的に、 14世紀前半期には谷)I内に

雛壇状に地業面が造成され、精力的な活動が行われていたようである。今後の制査例の増加により、月

影ヶ谷内の支院 ・やぐらの展開が、より明らかになることを期待 したい。

(註 1)同指定!と跡である鎌f'irlj..1精堂の永福守の調査では、中心伽慌にf'I'う木造基lt¥lの点柱の:¥1m}jとして同様の

遺構が報告されており、~J:Jlの性格決定の根拠とした。

「史跡永福寺閥、ー|王|指定史跡永福寺跡環境整備事業に係る発掘調査概要報告書一平成元年度」 鎌倉市教育

委員会 1990 
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写真図版



図版 1

企第1面全景 (北側から)

v遺跡内土層堆積状況
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図版 2

企第2面全景(北側から )

v掘立柱抜取痕
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図版 3
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企第3面全景 (北側から)

v面上で出土したかわらけ
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図版 4

かわらけ

砥石

常滑(こね鉢)
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